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はしがき

本調査において、欧州委員会　保健・消費者保護総局と環境総局を訪問し、環境、化学物質、

食品安全に関する基本政策とダイオキシン類、PCB類、内分泌かく乱物質に関するテーマ別政

策について情報収集を実施した。また、ベルギー、公衆衛生科学研究所と食物連鎖安全庁（食

品庁）において、ベルギーにおけるダイオキシン類、PC】∋類による食品汚染問題とその対応に

ついても情報収集を実施した。

おりしも、調査の2週間前にベルギー産の鱒骨油がダイオキシンで汚染され、その油を使用

したオランダ、ベルギーの飼料会社の飼料が汚染される事故が発生した。この事件はベルギー

ならびに欧州連合におけるトレーサビリティーの能力と緊急警報システム及び危機管理システ

ムを検証する結果となった。いくつもの農場が管理下におかれる状況のなかで、本調査のイン

タビューに応じてくださった、欧州連合とベルギー政府の方々に、紙面を借りて御礼申しあげ

たい。
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ダイオキシン類の標記について

欧州連合で「ダイオキシン」または「ダイオキシン類」はCOM（2001）593、COM（2004）240に見

られるようにポリ塩化ジベンゾqp－ジオキシン（PCDD）とポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）を

合わせた総称を示す。ダイオキシンと同じような毒性を示すポリ塩化ビフェニルはダイオキシ

ン様PCB（Dioxin－1ike PCB）として使い分けがされている。これは欧州連合のダイオキシン政

策の歴史と観点に由来するものである。規則、指令などのタイトルにはダイオキシン類、フラ

ン類、PCB類、ダイオキシン様PCB類（Dioxins、Furans、PCBs、Dioxin－like PCBs）または、

一部で単数記述（Dioxin、Furan、PC臥　Dioxin－like PCB）がされ、狭義のダイオキシンが使用

されている。

本報告書では欧州連合の標記にあわせて、ポリ塩化ジベンゾーp－ジオキシン（PCDD）とポリ

塩化ジベンゾフラン（PCDF）を合わせた総称にダイオキシン類（PCDDs／PCDFsまたはPCDD／F）を

用い、適宜、指令等の標記に合わせてダイオキシン類（PCDDs）、フラン類（PCDFs）、PCB類

（PCBs）、ダイオキシン嘩PCB類（Dioxin－like PCBs）、非ダイオキシン様PCB類（Non dioxin－

like PCBs）を用いることとする。
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第1章　欧州連合の設立経緯と組織

欧州連合（EU）は現在（2006年1月）、欧州25か国（オーストリア、ベルギー、キプロス、チェ

コ、デンマーク、土ストニア、ドイツ、ギリシャ、フィンランド、フランス、ハンガリー、アイ

ルランド、イタリア、ラトビア、リトアニア、ルクセンブルク、マルタ、ポーランド、ポルトガ

ル、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェーデン、オランダ、英国）が加盟している。2

007年にはブルガリアとルーマニアが加盟し、さらに欧州連合はクロアチア、トルコ、マケド

ニアの加盟を考慮している。欧州連合は総面積398．2万km2（2004年5月：日本の10倍）、総人口4．56

億人（2004年5月：日本の約3．5倍）総GDPl0兆2693億ユーロ（2004年）、1人あたりのGDP23，160

ユーロ（2004年）、予算額約1165億ユーロ（2005年）で、アメリカをしのぐ超国家領域を有する国

家連合体・統合体である。そのため、欧州連合は独特な法体系と組織を有している。

欧州連合への加盟基準は（1）政治的基準として民主主義、法の支配、人権及び少数民族の尊

重と保護を保証する安定した諸制度を有すること、（2）経済的基準として市場経済が機能して

おり、欧州連合域内での競争力と市場力に対応するだけの能力を有すること、（3）欧州連合法

総体の受容（アキ・コミュンテール）と、政治的目標並びに経済通貨同盟を含む加盟国としての

義務を負う能力を有することとされている。このことより加盟国は欧州連合の定めた規則を遵守

し、条約に記載された原則を国内法に適正に反映しなくてはならない。欧州連合は環境規制が未

発達な中・東欧諸国において欧州連合指令を国内法化する作業は困難を伴うと理解し、中・東欧

諸国支援プログラム（PHARE）、加盟前構造政策融資（PASI）を通じて持続可能な経済発展へ向か

うように支援している。

このような事から、ヨーロッパにおける食品安全政策、ダイオキシン類、内分泌かく乱物質等

の化学物質にかかわる環境政策を理解するには、まず欧州連合の組織と役割、法的枠組みについ

て理解する必要がある。なお欧州連合の成立の歴史、組織や役割については欧州連合のホームペ

ージ（http：／／www．europa．eu．int／）に詳細な解説があるので、本調査書では概要についてふれる

のみとする。

1．設立の歴史

欧州連合は欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC：1951年“2002年）、欧州経済共同体［EC（旧略号EEC）：

1957年設立］と欧州原子力共同体（EAEC）の統合により発足した欧州共同体［ECs（旧略号EC）：

1965年設立］の経済的な発展を基盤に、欧州連合条約：欧州連合を設立する条約（マーストリヒ

ト条約；1993年11月1日）により設立した。その後、欧州連合の目指す3つの統合政策（1）経済・

通貨の統合（2）共通外交安全保障政策（3）司法・内務協力により、統一貨幣ユーロが導入（2002

年1月1日）され、国家主権の一部の委譲を前提に加盟国間で締結された基本条約′（アムステルダ

ム条約；1999年5月1日）に基づく共通外交安全保障政策、司法・内務協力等による統一的政治・

3

－　　　　＝＝＝＝＝■－√
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経済統合体として誕生した。欧州連合は半世紀の歳月を経て締結さ、れた複数の条約に依存してい

るが、欧州憲法条約発効後はEC条約およびEU条約ならびにこれらを改正・補正する条約1は、欧州

憲法条約に置き換えられ、欧州共同体（EC）と欧州連合（EU）という区別はなくなり、欧州連合（EU）

として一本化される‾。

注1）改正・補正する条約：主な欧州連合条約等

1958年に締結されたローマ条約（EC条約）によってヨーロッパ共同体（EC）が成立し

た。この条約では「調和のとれた経済活動」「永続的かつバランスのとれた経

済的な拡大」「生活水準の加速的な向上」を定義付けている。

1987年に発効した単一欧州議定書は，ローマ条約の最初の本格的な改定であり，従

来の全会一致方式に替えて，各国の経済規模に応じて異なる投票数を与える

加重多数決方式を採用した。これにより域内での商品、人、資金等の自由移

動という「単一の国民経済の形成」が進められた。

1993年のマーストリヒト条約（EU条約）によって欧州連合（EU）が確立された。この

条約ではローマ条約を改定し、経済・通貨統合への前進、EUはECおよび共通

外交・防衛政策（CFSP）のための政府間協定（arrangements）、司法や国内問題

政策の分野における協力を増大するための政府間協定などを定めた。

1996年のアムステルダム条約（改EU条約）により、政府間協議でさらなる改訂がさ

れた。この条約では（1999年に実施）性、人種、宗教、性別、障害、年齢な

どを理由とした差別防止に欧州理事会が行動できること。失業対策の強化、

社会憲章（socialchapter）共通外交・防衛政策（CFSP）に関する共同作業など

を定めた。

2000年のニース条約（改EU条約）では、拡大後のEl吻ミ効果的に機能するために、組

織的および規則上の変更を行うための加盟国間での合意が交わされた。

2．欧州連合の組織

欧州連合の目的は、（1）経済統合を通じた持続的かつ均衡の取れた経済的社会的発展、（2）

共通外交・安全保障分野での加盟国政府間協力による国際的発言力の向上、（3）警察・司法分野

での加盟国政府間協力による欧州市民の安全確保とされ、これらの目的を達成するために、欧州

連合は独特な立法、司法、行政機構組織を持っている。

（1）政治レベルの最高協議機関［欧州理事会］

欧州理事会は最高政治的機関で、加盟国の元首・首脳と欧州委員会委員長で構成される。首脳

会議（EUサミット）を年に4回開き、欧州連合を政治的に推進し政策の方向性を決定する機関で



ある。

（2）立法・意思決定機関［欧州連合理事会］

加盟国を代表する閣僚と欧州委員会委員により構成される欧州連合理事会（閣僚理事会）

（http：／／ue．eu．int／en／Info／index．htm）は、欧州議会と共に欧州連合七の立法を司っている。

また欧州連合理事会は共通外交・安全保障政策と警察・司法協力において、欧州連合の唯一の意

思決定機関としての役割を果たしている。欧州連合理事会（閣僚理事会）で採択された規則、指

令、決定等の法令は全文が官報のL（Legislation）シリーズに掲載される。

（3）諮問・共同決定機関［欧州議会］

欧州議会（http：／／www．europarl．eu．int／home／default en．htm）は、直接選挙によって選ばれ

た732名の議員（ドイツ99、フランス、．イタリア、英国各78、スペイン、ポーランド各54、オラ

ンダ27、ベルギー、チェコ、ギリシャ、ハンガリー、ポルトガル各24、スウェーデン19、オース

トリア18、デンマーク、スロバキア、フィンランド各14、アイルランド、リトアニア各13、ラト

ビア9、スロベニア7、エストニア、キプロス、ルクセンブルグ各6、マルタ5）で構成され、4億

5600万の欧州市民を代表して欧州連合理事会と共に立法手続きに参加し、同時に欧州連合の諸活

動に民主的統制を行っている。欧州議会は、欧州連合レベルで組織されるいくつかの政治グルー

プにおいて政治的な推進力として、共同体の政策を展開するために討議し、欧州委員会の任命と

罷免（3分の2の多数）の権限を持つ監督機関でもある。

欧州連合の立法は3つの機関に振り分けられる。法案を提出するのが欧州委員会で、．欧州議会と

欧州連合理事会が制定する権限を共有している。単一欧州議定書（1986年）によって協力手続き

が導入されたことで、立法には欧州委員会の積極的な参加のもとに欧州議会と欧州連合理事会の2

度にわたる法案の読会が行われる。この手続きは、単一市場、社会政策、経済的・社会的結束、

研究、そして、欧州連合条約（マーストリヒト条約；1993年）で新たに対象に加えられた欧州横

断ネットワーク、消費者保護、教育、文化、公衆衛生といった領域に適用される。

（4）司法機関［欧州司法裁判所］

司法組織として、欧州司法裁判所（http：／／europa．eu．int／cj／en／index．htm）は、欧州連合の

基本条約が正しく解釈され、適用されているかを確認する役割を果たしている。欧州司法裁判所

は、加盟国が基本条約に伴う義務を履行していないと認定した場合、加盟国がその判断に従わな

い場合に、高額の罰金を科すことができる。また欧州連合の機関による措置の無効を求める裁判

での合法性を検討し、また、基本条約に違反しているかいなかの判定する権限がある。
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（5）行政執行機関［欧州委員会］

行政執行機関としての欧州委員会（http：／／europa．eu．int／comm／index en．htm）は1加盟国よ

り1人ずつ任命される計25人（2004年11月より）の委員で構成され、出身国政府の意向に左右さ

れず、欧州連合の利益のためだけに行動する■ことが義務付けられている。欧州委員会を遥責する

権限をもつのは欧州議会のみで、欧州委員会の委員はそれぞれ1つ以上の政策鏡域に関して責任

分野を持ち、決定に関しては連帯責任を負うことが義務付けられている。欧州委員会は唯一の法

案提出権を持つ欧州機関であり、欧州連合の行政執行機関として条約の特定の条項を施行するた

めの規則を発令し、欧州連合の活動に割り当てられた予算の歳出を管理している。欧州委員会か

ら提出される法案はまずCOMで発表され、可決した場合には官報（OHicial journal：OJ）の

C（Communication）シリーズに掲載される。COMは、法案本文の前に法案提出理由を説明した

”Explanatory memorandum”という項目があるが、官報（OJ）に掲載された文書は法案本文のみ

である。また白書、緑書、欧州連合の対日政策文書などの重要な文書2がCOMで発表される。

注2）白書、緑書、欧州連合の対日政策文書などの重要な文書：規制にかかわる文書

白書（White papers）：ある特定分野における欧州共同体（ECs）の行動定義を記載

した文書

緑書（GreenPapers）：ある議題に関して欧州連合（EU）での論争を奨励するととも

に諮問プロセスの開始を目的とした文書

意見（Opinion）：拘束力なし

勧告（Recommendations）：ある議題に対して、拘束力を持たない欧州共同体の見解

を示し、欧州連合内で適正な慣例が実施されるように奨励

決議（Dicisions）：加盟国、企業および個人に発布され、発布先に拘束力を有する

文書

指令（Directives）：ある特定の内容に対して交付され、加盟国は採択後2～3年以内

に国内法に反映させなくてはならない。その内容を達成する方法は各国で選択

できる。

規則（Regulation）：全加盟国において所定の日から実施される拘束力のある制定法

（6）その他

①欧州中央銀行（http：／／www．ecb．int／）

199き年に設立され、単一通貨（ユーロ）を発行し管理する。

②欧州会計検査院（http：／／www．eca．eu．int／）
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欧州議会への諮問を経て欧州連合理事会の全会一致により、各加盟国から1名ずつ任命さ

れる。25名で構成され、任期は3年。予算の執行を監督する機関であり、歳入・歳出の合法

性や正当性についての検査権限が与えられている。

③経済社会評議会（http：／／www．esc．eu．iht／）

雇用者、労働者、その他の利益を代表するグループによって構成される。317名の評議員

によって構成され、任期は4年。欧州委員会提出の関連法案について、採択・決定の前に必

ず諮問を受ける。独自の発議権に基づい■て意見書を提出することができる。

④地域評議会（http：／／www．cor．eu．int／）

マーストリヒト条約（欧州連合条約）によって設立された。自治体・地域当局を代表す

る317名の委員と、同数の代理委員によって構成され、任期は4年。閣僚理事会あるいは欧

州委員会から、地域の利害が関係するいくつかの簡域の問題について諮問を受ける。経済・

社会的地域政策、教育、文化、公衆衛生、欧州間インフラネットワークなどが代表的な問

題となっている。独自の発議権に基づいて意見を述べることができる。

6）欧州投資銀行［EIB］（http：／／eib．eu．int／）

欧州連合の政策目的に沿った投資に対する資金供与を行うため、1958年のローマ条約に

よって設立された金融機関。

【参考文献】

パスカル・フォンテーヌ，EUを知るための12章，駐日欧州連合代表部
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欧州連合組織（概略図）

．欧州理事会 ∴

（Ⅰ叩首脳会議）
加盟国元首 ・首脳十欧州委員会委員長

意思決定・立法

欧州連合理事会

議長国任期 6 ケ月
加盟国閣僚十欧州委員会委員 ・

制・指令等の決定

法案・予算案に
排他的発議
政策提案

欧州委員会

定数　2 5 人（任期5 年）
ブリュッセル

局総63

環
保
局

総境
健
局
消費者保護総＝

企業・産業総局　他

年次報告

協綜

委員会召訝議決権

司法

の参加・協力その他
手続き

立法・民主的統制

欧州議会

定数 732 人 （任期 5 年）
本会議 （ス トラスブール）
委員会（ブリュッセル）

議長・副議長は2年半ごとに互選

欧州司法裁判所

判事　2 5 人（任期6 年）

（十第一審裁判所）
ルクセンプルグ

欧州会計監査院

検査官　25名
任期　6年
ルクセンブルグ

理事会規則等により設置された機関等

欧州投資銀行

ルクセンブルグ

欧州中央銀行

フランクフルト

経済社会評議会

委員　317名
任期　4年
ブリュッセル

地域評議会

委員　317名
任期　4年
ブリュッセル

　　　　r

欧州医薬品審査局 欧州労働衛生安全庁　 動植物検疫事務所

欧州環境庁 欧州食品安全機関 欧州化学品庁

コペンハーゲン パルマ・ ヘルシンキ
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第2章　欧州委見合
http：／／europa．eu．int／comm／index en．htm

1．欧州委員会の役割と組織

欧州委員会の3つの役割として、欧州委員会は（1）基本条約の守護者として、条約の規定、基

本条約に基づく決定が適用されるように図る機関として、いずれの加盟国、企業、個人をも条約

違反で提訴することができる。欧州委員会は（2）法案を提出する権限を有し、新しい「欧州連

合法」の採択にいたるまでのあらゆる段階でその影響力を行使することができる。また、政府間

協力の街域では、欧州委員会は個々の加盟国と同じように提案を行うことができる。欧州委員会

は（3）欧州連合の行政執行機関で、条約の特定の条項を施行するための規則を発令し、活動に

割り当てられた予算の歳出を管理できる。これらの目的を行使するために欧州委員会には、総数

およそ2万人の行政スタッフが、以下の36総局（Directorates－GeneTals‥DGs）に配置されている。

36総局のうち、環境・化学物質・食品行政に強く関与する由局は、環境問題を扱う環境総局、

化学物質管理を行う企業・産業総局と環境総局そして食品等に関しては保健・消費者保護総局が

あげられる。

［総合サービス部門］

Eurostat　統計局（ユーロスタット）

Press and Communication Service　報道・コミュニケーション局

Publications Office　出版局　→

Secretariat General　事務総局

［政策部門］

Agriculture and Rural Development DG　農業・農村開発総局

Competition DG　競争総局

Economic and Financial Affairs DG　経済・金融総局

Education and Culture DG　教育・文化総局

Employment，Social Affairs and Equa10pportunities DG　雇用・社会問題・機会均等総局

Transport and EnergyDG　運輸・エネルギー総局

Enterprise andlndustrY DG　企業・産業総局

Environment DG　環境総局

Fisheries and Maritime Affairs DG　漁業・海事総局

Health and Consumer Protection DG　保健・消費者保護総局

Ⅰnformation SocietY DG　情報社会総局
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Internal Market and Services DG　域内市場・サービス総局

Joint Research Centre　共同研究センター

Justice，Freedom and Security DG　司法・自由・安全務総局

Regi＿Onal Policy DG　地域政策総局

Research DG　研究総局

Taxation and Custons Union DG　税制・関税同盟総局

［対外関係部門］

Europe Aid C0－0peration Office　欧州援助協力局

DevelopmenttDG　開発総局

Enlargement DG　拡大総局

External Re．lations DG　対外関係総局

Humanitarian Aid Office（ECHO）人道援助局

Trade DG　通商総局

［対内サービス部門］

Budget DG　予算総局

Bureau of European Policy Advisers

Informatics　情報科学局

Infrastructures and Logistics－Brussels　社会資本・支援や（Brussels）

－Luxembourg　社会資本・支援（Luxembourg）

Internal Audit Service　内部監査局

Interpretation　通訳局

Legal Service　法務局

Personnel and Adlninistration DG　人事・総務総局

Translation　翻訳局
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第3章　環境捻局
http：／／europa．eu．int／comm／dgs／environment／index en．htm

1．環境総局の組織・

（http：／／europa．eu．int／comm／dgs／environment／pdf／information brochure en．pdf）

環境総局は欧州委員会を構成する36の部局の一つで欧州連合内の環境問題に係る専門的なサ

ービスを提供している。その主たる目的は、新しい環境制定法案を提出・規定し、承認された施

策が実際に加盟国において実行されるように保証することである。環境総局の本拠地はブリュッ

セル（放射線防御部局はルクセンブルグを本拠地にしている）におかれ、約550名の職員が勤務

している。環境総局の使命は、欧州共同体制定法を適宜に実施することによって、生活の質を維

持し向上させるために、以下の事項に関して天然資源の保護と環境影響リスクアセスメントおよ

び管理を行っている。

（1）生産、消費、および廃棄物処理手段における資源効率を促す。

（2）環境問題を他の欧州共同体の政策分野と統合する。

（3）欧州市民と次世代双方の経済的、社会的な環境への要求を考慮に入れた成長を欧州連合内

で促進する。

（4）気候変動と生物の多様性の国際的な保護要請に対応することによって、直面する地球規模

の難題に取り組む。

（5）上記の分野のすべての方針と施策が多分野において処理され、すべての利害関係者との連

帯を深め、同時に効果的な方法で伝えられることを保証する。

上記の目的を達成するために総局長事務局の下に7つの部局が設置されている。

（http：／／europa．eu．int／comn／dgs／emvironment／directory・htm）。

A局：統治、コミュニケーション、市民保護

Al：コミュニケーション、A2：違反、A3：法律事務と統治、A4：内部制度上の関連

A5：市民保護

B局：自然環境の痩議

Bl：農業と土壌、B2：自然と生物多様性、B3：森林、B4：バイオテクノロジーと農薬

C局：大気と化学物質

Cl：大気清浄と輸送、C2：気候、オゾンとエネルギー、C3：化学物質、C4：産業排出

D局：水・環境プログラム

Dl：生活、D2：水質保護と海洋生態、D3：環境影響アセスメントと選択政策

D4：都市環境と保健

E局：国際関係
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El：国際関係、統治と開発、E2：環境上の同意と取引、E3：拡大と近隣諸国

F局：資源

Fl：人的資源、F2：資金、F3：情報技術

G局：持続可能な開発と統合

Gl：持続ある発展と経済解析、G2：環境と産業、G3：研究、科学と改革

G4：持続ある生産と消費

2．環境総局の活動

（http：／／europa．eu．int／comm／dgs／environment／pdf／infornation brochure en．pdf）

欧州連合において環境政策は、1987年の単一欧州議定書（ローマ条約の改正単一欧州議定書

Single European Act1986）の発効以来、重要な政策として、欧州共同体を設立する条約（EC条

約）」174条に、環境政策の目的が明記されている。環境総局の活動はこの政策目標達成のために、

新しい環境制定法案を提出・規定し、承認された施策が実際に加盟国において実行されるように

保証している。環境総局の活動は環境行動計画によって位置づけられている。

生態学的な問題に対応するために1972年より始まった継続的なセクター方式に基づく4つの行

動計画は、30年をかけて欧州連合に環境制御の広範囲システムを確立させた。とりわけ、第5次

環境行動計画（1992“2000年）は、「持続可能な開発（SustainableDevelopment）」を基本とし、

現在の環境政策の基本指針となっている。第5次環境行動計画（5EPA）では汚染のレベルの減少

に焦点を合わせ、欧州市民及び環境面で利益をもたらす政策の立法への組み込みがなされた。

環境行動計画（EPA）は、10年間の目標を明確に定め、これらの目標を達成するために5－10

年以内に取り組むべき行動を規定している。現在は欧州連合の環境政策の目的及び方向に新しい

感覚を与えるべく第6次環境行動計画（6EPA）2001｝2010年が実施されている。この新たな計画

では4つの優先分野において継続的な環境問題に取り組むための一連の行動を提唱している。

（1）気候の変化

（2）自然と生物多様性

（3）環境、保健および生活の質

（4）天然資源と廃棄物

この戦略的な取り組みは以下の5大目標によって支えられ、それぞれについて有効な実施と革

新的な解決法の必要性が求められている。

（1）国家および地域レベルで現行環境制定法の実施を向上させる。

（2）環境問題をその他の政策分野に取り込む。

（3）事業体や消費者とより市場ベースで緊密に連帯し、解決策を兄いだす。

（4）市民に対して、より質の高いアクセス可能な環境情報を保証する。

（5）土地利用計画に向けて、より環境を意識した姿勢を促進させる。
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環境総局で扱われる分野は空気（Air）、バイオテクノロジー（Biotechnology）、化学物質

（Chemicals）、民間保護と環境事故（Civil Protection amd Environmental Accident）、気候変

動（Climate Change）、環境経済学（Environmental Economics）、→環境と拡大（Environment and

Enlargement）、健康（Health）、産業（Industry）、対外問題（InternationalIssue草）、土地利用

（Land Use）、自然と生物多様性（Nature and Biodiversity）、騒音（Noise）、土壌（Soil）、持

続可能な発展（SustainableDevelopment）、廃棄物（Waste）、水（Wat．er）など多岐にわたってい

る。

環境総局のテーマ別の取り組みとして以下の7つがウェッブ上で公表されている。

（1）大気汚染COM（2005）446

http：／／europa．eu．int／eur－lex／lex／LexUriServ／site／en／com／2005／com2005 0446enOl．pdf

（2）廃棄物のリサイクルと防止COM（2005）666

http：／／europa．eu．int／eur－lex／lex／LexUriServ／site／en／com／2005／com2005 0666enOl．pdf

（3）海洋環境の保護と保全COM（2005）505

http：／／europa．eu．int／comm／environment／water／marine／dir505 en．pdf

（4）土壌COM（2002）179

http：／／europa．eu．int／eur－lex／en／com／pdf／2002／com2002 0179enOl．pdf

（5）農薬の環境を破壊しない使用

http：／／europa．eu．int／comm／environment／ppps／home．htm

（6）資源の環境を破壊しない使用COM（2005）670

http：／／europa．eu．int／comm／environment／natres／pdf／com natres en．pdf

（7）都市環境COM（2005）718

http：／／europa．eu．int／comm／environment／urban／pdf／com＿2005＿0718＿en．pdf

3．その他のヒアリング調査

（1）REACH法案の進捗状況（化学品の登録、評価、認可及び制限に関する規則案）

2005年11月に欧州議会で第1次読解が終わり、12月に理事会での合意がされた。2006年のオ

ーストリア議長国の任期終了前（5月ごろ）に共通化がされ、夏の終わりには第2読解が行われ

る予定である。合意が得られればTE‡が出るので、今年度末には発効される。官報掲載から20日

後に発令される。官報掲載は1ケ月程遅れるので、2007年の1月ごろに官報掲載される予定であ

る。施行は1年後（リーチの管轄庁であるリーチ庁［仮称］の建設後の施行となる）を予定してい

る。ウェブサイトに第1次読会終了文書と理事会合意文書を掲載している。

http：／／www．europarl．eu：int／oeil／file．jsp？id＝237952

http：／／register．consilium．eu．int／pdf／en／05／st15／st15921．enO5．pdf

13

三言∃



なお、1次読会で盛り込まれた動物実験等に関する試験計画の公表と意見聴取などの細かな条

項は削除された。

（2＿）課可規制物質（CMR物質、PBT、VPvB物質）について

CMR：発がん性、変異原性、または生殖毒性物質

PBT：難分解性、生物蓄積性、毒性物質

vpvB：極めて難分解で生物蓄積性が高い物質

CMRの関係ではIARCの発がん物質リストと区分、欧州連合のCMRリスト76／769／EEC

（2005／90／EEC）と区分は異なっている。リーチは欧州連合の基準を用いることになる。欧州連合は

GISについても考慮しており、2007年の夏から施行を予定している。PBTとvPvBについてはリー

チ法案の別添‡llに収録されている。GHSの施行により、指令67／548／ECは分類が置き換えられ

る。

（3）どのような機能が新しい化学品庁に移るか？

政策的には欧州委員会にあり、環境総局が携わって統括することになっている。リーチの作業

については新しい化学品庁に移るが、その他のリスク分析、生物製剤、代替えテスト、QSAR（構

造活性相関）などの活動については化学物質管理庁（既設）で継続される。

（4）REACIIと食品に係る化学物質との関係

日本におけるPCB汚染、重金属汚染などは事故が原因で食物を通してヒトに摂取された。環境

総局ではどのような対応を考慮しているか？

企業は使用する化学物質についてリスク評価をすることで人体に影響のないようにしないとい

けないことになった。CMR、PBTとvPvBなどを使用する事業者は認可を受けないといけない。リ

ーチの基本的な考え方は「環境経由による悪影響からヒトを保護すること」より発生している。

なお、ダイオキシンやメチル水銀などは非意図的生産物であるためリーチの範囲外である。

（5）ダイオキシン類及び内分泌かく乱物質への取組み

欧州連合にはダイオキシンと内分泌かく乱物質に対する政策がある。

：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／

http：／／europa．eu．int／comn／environment／endocrine／strategy／index en．htm

ダイオキシンについてはできるだけぱく蕗しないようにする。そのため、ダイオキシンをできる

だけ排出しないようにする政策として、産業廃棄物指令がある。食品、飼料については食品の種

類ごとに最大許容の基準値がある。これはダイオキシンだけでなく芳香族多環化合物、水銀、POPs

などが含まれている。これらはモニタリングが行われ、規制値を超えた場合には対応が必要とさ
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れる。現在、最終的に達成すべきバックグラウンドレベルとしてのターゲットレベルの設定を目

指している。

（6）ダイオキシン類の標記について

PCDDとPCDFは一緒にあるのでダイオキシン類としている。ダイオキシン類と同様の毒性を示

すグループとしてダイオキシン様PCB類がある。PCB類のうちでダイオキシン類とは異なった毒

性を示すものは非ダイオキシン様PCB類として取り扱いをする。加盟25カ国のうち非ダイオキシ

ン様PCB類に規制をかけている国もあるが、保健消費者総局では検証をしている最中である。今

後、欧州連合レベルでの対策が必要と考えられている。Ⅶ0では1年程前に非ダイオキシン様PCB

類の毒性評価を実施している。

（7）分析の公定法は定められているか？

欧州委員会では調和した方法がある。比較照合が重要であるので指針が出ていて、計測とモニ

タリング活動について保健消費者総局から指令がでている。

（8）内分泌かく乱物質についての対応

すでにいくつかの物質は水枠組み規制などのいくつかの規則下に置かれている。今後、リーチ

においても取り扱われていく。内分泌かく乱物質については全貌が明らかでないので、欧州連合

でも調査活動をしている。ビスフェノールAはアセスメント中であり、ノニルフェノールはアセ

スメントが終了した。
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第4章　企業・産業総局
http：／／etlrOpa．eu．int／comm／dgs／enterprise／index en．btm

1．企業・産業総局の組織

（http：／／europa．eu．int／comm／dgs／enterprise／work」）rOgramme＿en．htm）

企業・産業総局は、欧州連合の方針が欧州連合の企業の競争力に貢献することを保障する。ま

た、雇用創出と経済成長を促進することを保障し、製造工業と中小企業た特定の配慮をしている。

企業・産業総局は、リスボン欧州理事会（2000年）で決められた目標である「欧州連合を2010

年までに競争的で躍動的な知識ベースの経済圏にする」ための活動を行っている。その活動は条

約の28，29と30条（製品の自由な移動）、95条（内部市場）、152条（公衆衛生）、157条（競争

力）と肌日Ⅰ項（革新と研究）に基づいている。企業・産業総局は約2億5000万ユーロの予算を

使い、930人以上を雇用している。企業・産業総局の活動の主要な目的は以下のとおりとされて

いる。さらに、ヨーロッパの総合政策が欧州連合の企業競争力の向上に資することに努めている。

（1）リスボンープロセスのサポート

（2）欧州連合の起業家に対する障壁を減らし、潜在的企業家の起業活動を奨励する。

（3）研究を保管する技術活動と事業プロセスの双方で改革を促進する。

（4）新規加盟国における欧州市場の運営に留意しながら市場効率の向上とその恩恵を他の地域

にも拡大する。

（5）持続可能な開発という枠組みにおいて、欧州産業界の世界競争力を強化する。

注）リスボン戦略：2000年3月、欧州連合加盟国首脳は、2010年までに、欧州連合を

「質の高い職業をより多く創出し、社会的連帯を強化した上で、持続的な経済成

長を達成しうる、世界中で最も躍動的で、かつ、競争力のある知識経済地域に発

展させるという目標を定めた。目標とされているのは単なる経済成長ではなく、

知識経済（knowledge－basedeconomy）の振興である。低価格による企業競争力の

強化や低賃金労働の創出による労働市場の活性化ではなく、高い技術力を必要と

する専門職をより多く生あ出し、付加価値のある製品の生産性を向上させること

を目標にしている。

企業・産業総局は、企業の法的形態や規模に関係なく、あらゆるタイプの企業を対象に活動し

ているが、とりわけ中小企業の要請に重点を置いている。上記の目標を達成するために局長の直

属部として以下の局が設置され、C、G、Ⅰ局にはアドバイザーが任命されている。

http：／／europa．eu．int／comm／dgs／enterprise／pdf／org Chart en．pdf
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［競争力と産業政策］

R局経営と資源

Rl：金融資産、R2：人的資源、R3・：情報科学、R4：通信と情報、R5：＿戦略的計画と経営

A局競争力の調整

Al：一般調整、A2：企業と産業政策の国際的諸相、A3：内部制度関連

A4：競争政策における競争の諸相

B局産業政策と経済改革

Bl：産業政策の開発、B2：競争力と経済改革、B3：インパクトアセスメントと経済的評価

B4：持続的発展における競争力の諸相

C局規制政策

Cl：域内市場に関連する法的諸相、C2：規格化、C3：届出

C4：商品の自由移動における一般的枠組、C5：則28－30の適用

［競争力と企業家精神］

D局改革政策

Dl：改革政策開発、D2：改革への援助、D3：中小企業融資

D4：技術に対する改革／IT産業、電子取引

E局中小企業の競争力向上

El：起業家精神、E2：ビジネスサポートネットワーク、ビジネス協力と共同体の開発

E3：手工業、小企業、相互共同組合、E4：中小企業政策の諸相

［競争力、商品市場と域内政策］

F局民需品

Fl：自動車産業、F2：医薬品、F3：化粧品と医療機器、F4：食品産業

F5：医薬品とバイオテクノロジーにおける競争力

G局化学薬品と建築

Gl：REACH、G2：化学薬品、G3：建築

H局航空宇宙、機密保噂、一防衛と設備

－Hl：航空宇宙、防衛、海事産業、H2：宇宙政策と調整、H3：宇宙研究と応用

H4：機密保護の予備行動、H5：機械、電気設備、H6：加圧設備

Ⅰ局基礎産業、デザイン産業、観光、欧州電子政府サービス

Il：観光、Ⅰ2：鉄鋼、非鉄鋼材料と他の材料、Ⅰ3：林業

Ⅰ4：繊維、ファッション、デザイン産業（CSR）、Ⅰ5：欧州電子政府サービス（IDABC）
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2．企業・産業総局の活動

2005年の企業・産業総局の戦略目標は次の4つの活動に区分されている。これはさらにいくつ

かの行動計画に分かれており、これが各部局の活動基盤となっている。

http：／／europa．eu．iht／comm／dgs／enterprise／pdf／amp2005，en・pdf

活動1．企業家精神の奨励

企業家精神行動計画

中小企業（SMEs）のためのヨーロッパ憲章

企業の社会的責任

中小企業（SMEs）支援：融資の改善

活動2．研究一改革と変化の促進

研究開発のための第7回枠組み計画

宇宙政策

保安

活動3．域内市場利益の一層の拡大

規制の改善

分野別立法の主導

商品市場活動の強化

新しい化学物質政策（REACH）の推進

活動4．競争力と持続可能な開発

リスボンープロセスの重点化

ヨーロッパ産業基盤の強化

国庫補助改革への貢献

国際市場における公平な競争

企業・産業総局の活動を示したピンクブックに記載されている企業・産業総局で扱われる分野

とテーマは（http：／／europa．eu．int／comm／dgs／enterprise／pdf／pink book．pdf）自動車（Motor

vehicles）、化学物質（Chemicals）、医薬品（Pharmaceuticals）、化粧品（Cosmetics）、包装と計

量法（Legalmetrology and pre－paCkaging）、電気の危険性と電気機器（Elect亘Cal risk and

electrical equipment）、消費者（Consumers）、他の製品グループ（Other product groups）、工

程分析（Iorizontal and proceduralmeasures）、産業政策（IndtlStrialpolicy）、中小企業政策

（SME policY）、電信電話（Telecommunications）、加工農業製品（Processed agricultural

products）など、多岐にわたっている。

とりわけ活動3では新しい化学物質政策（肥ACH）の推進がうたわれている。
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第5章　保健・消費者保護総局
http：／／europa．eu．int／comm／dgs／health COnSumer／index en．htm

1．保健・消費者保護総局の組織

保健・消費者保護総局の役割は欧州連合市民の健康と安全を確保することであるこ長年にわた

って、欧州連合は食物と他の製品の安全に関して、消費者の権利と人々の健康保護に関する欧州

連合法を制定し、維持する仕事をしてきた。、また保健・消費者保護恋局は、欧州加盟国、欧州域

内または地方自治体で適用される欧州連合の健康と消費者保護法が、加盟国の加工場と仲買、食

糧生産者に遵守されていることを確認する仕事をしている。保健・消費者保護総局には（1）公

衆衛生、（2）食品安全、（3）消費者保護の3つの部局がある。

（1）公衆衛生部門（http：／／europa．eu．int／comm／health／index．html）

公衆衛生部門はルクセンブルクに拠点を置き、およそ100人のスタッフがいる。そのうちの何

人かは、欧州連合の医療におけるヒトの組織とヒト細胞の使用、血液、血液製剤の安全と質のよ

うな問題をカバーする公衆衛生法の立法に携わっている。また、公衆衛生法は例えば、タバコの

宣伝を規制する法律（例えば、欧州連合法は、包装の正面と後ろに健康警告を義務付けている）

とタバコがどのように製造され売られているかを別の側面で管理している法律などを含んでいる。

欧州連合の公衆衛生政策の主な目的は、欧州連合諸国が健康に関する専門知識を共出し、最善の

施策を確認共有し、伝染病の発生のような健康脅威に対して欧州連合広域での対応を調整するこ

とである。また、欧州連合諸国間のヘルスケアシステムの協力を促進する活動は、これから重要

な嶺域とされている。

（2）食品安全部門（http：／／europa．eu．int／comm／food／index en．htm）

保健・消費者保護総局の活動における食品安全政策は大きな領域である。狂牛病や飼料のダイ

オキシン汚染などの経験は、「食物連鎖」が安全においていかに深刻な影響を及ぼすかというこ

とを警鐘した。このことから、欧州連合は農家がどのように食品を生産し（どの動物にどのよう

な飼料が与えられ、どのような化学物質が植物の育成に使われたかを含む）、またどのように加工

され、売買されるか、そしてどのような情報を表示するかを網羅する法律を制定した。また、欧

州連合には欧州連合に輸入される食品の安全を管理する法律、畜産動物の人道的取り扱う法律、

欧州連合での動植物の病気の蔓延を防ぐ法律がある。食品安全部門はおよそ250名の職員がブリ

ュッセルを本拠地として食品安全に係る法律の維持管理に係り、さらに100名以上の職員がアイ

ルランドのグランジを本拠地として欧州連合諸国と欧州連合に食品を輸出している国が法律を遵

守しているか確認している。また、ブリュッセルを本拠地として、国際機関と食品と農業問題に

おける欧州連合の取引先に連絡をとり、食品安全問題で「緊急報知」システムを担う他の部局が

ある。
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欧州連合は農場からテーブルまでの首尾一貫した食品生産システムでの各段階での測定と適切

なモニタリングにより、欧州連合内での食品安全、動物の健康、動物の権利保護と植物健康を高

水準に保つことを目的とし、さらに域内の市場を効果的に機能させるために食品安全政策を統合

した。この措置を実行するために以下の3つの政策が実施されている。

（D効果的な管理システムと欧州連合および欧州連合への輸出に関与する第3の国での動物の健

康、動物の権利保護、動物栄養と植物健康における欧州連合基準の適合性評価と保証。

②食品安全、動物の健康、動物の権利保護、動物の栄養と植物健康に関与する国際機関と第3

国との国際関係の運用。

（診欧州食品安全機関（European Food Safety Authority：EFSA）との連帯と科学に基づいた

リスク管理の実施。

（3）消費者保護部門（http：／／europa．eu．int／comm／consumers／index en．htm）

消費者保護は欧州連合で売られている消費製品（食品を除く）のすべてが安全であることを確

認し、消費者が誤った選択をしないですむ情報を得ることができるという消費者の権利がきちん

と保護されているかを確認している。これは地域のスーパーマーケットで商品を購入する消費者

だけでなく、欧州連合の旅行している、欧州連合加盟国におかれたウェブサイトにおいて商品を

購入している消費者にも実施される。消費者保護部門は、欧州連合の規則を管理し、規則が適切

に施行できるように、ブリュッセルに拠点を置き中央政府とともに働くおよそ70名の職員を有し

ている。消費者保護部門は欧州共同体の消費者団体と連携的な活動をおこない、消費者団体の意

見を聴取し、消費者保護のための欧州連合レベルの計画と消費者間題の研究を援助するための資

金提供を実施している。

2．保健・消費者保護総局の活動

（1）目的

保健t消費者保護総局の活動は欧州市民の安全と健康が欧州連合内で同じ高いレベルで保護さ

れることを保証するための活動を実施している。そのために保健再肖筆者保護総局は以下を目的

としている。

①消費者の権限確保

②ヒトの健康保護と改善

③食品が安全であって、健全であることの保証

④動物と植物の健康保護

⑤動物愛護の促進

⑥条約にうたわれた欧州価値と市民の厚生の促進
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（2）「主要な活動2004－2009」における3つの主な戦略

（むより良い健康と健康成果

他の方針（環境、社会政策、域内市場）の健康利益の最大化、琴急疾病と頻原体によるテロ対

策の強化、HIV／エイズの減少、肥満∴たばこの喫燈、およびアルコール関連対策、殺菌薬抵

抗との駆け引き、公共医療の安全と品質の改良

（診消費者の権限確保

消費者が拡大した単一市場で消費者ネットワークを強化することによる権限の拡大、転置認

識と見落とし防止、現行法の実施、消費者侵害の起訴

③高いレベルでの食品安全の維持

第3国での健康、食品規格、教育の向上の補助と欧州内での法律の有効な実行の保証

（3）公衆衛生政策

健康は基本的人権であるが、欧州連合の競争力の主体と位置づけられている。欧州連合がGDP

の8％を健康に費やしても1000億ユーロが肺疾患で、1350億ユーロが血管疾患で、仕事関連の健康

上の問題と事故でGDPの3％にあたる5億の労働日数を失っている計算になる。政策の焦点は以下の

とおりとされている。

（ヨヨーロッパの若者の教育と保護：加盟国の健康人口の増進と国家間の健康的不平等を最小と

し、病気による負担の軽減をする。特記される問題はタバコ（90％の肺癌の後ろに喫煙がある）、

肥満、アルコール関連の害、およびHIV／エイズなどである。

②欧州連合全体の計画：インフルエンザおよび他の世界的流行病とバイオテロの脅威、緊急対

応ネットワークの整備と維持、非常時の資金使用への新しい法的な支給に対する準備など経

済的で効率的な公衆衛生の提供

③域内市場、社会政策または環境などの簡域でのリンクの強化：共同戦略の開発により他の欧

州政策領域に健康政策のインパクトを与える。

④健康技術、専門的技術、高度医療、および専門施設の共有：ヨーロッパのヘルスケアシステ

ムの効率を高めるよサ良い加盟国の協力

⑤健康データの欧州連合全体の照合と分析：加盟国と欧州連合レベルで、より効果的な健康方

針、戦略、および政策をうらづける客観的で、タイムリーな情報を市民と保健専門家に提供

する。

（4）消費者政策

個人消費は欧州連合における成長と経済統合のための主要な牽引者で、個別消費者による購買

は域内市場の60％の取引高に相当する。欧州市民の5人のうち1人がすべての加盟国（例えば、劣悪

品を返す権利）で同じ主要な消費者の権利を持っていること、3人に1人が購買における安全が、欧
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州連合全体で保証されていることを認識しているにすぎない。主要な消費者の権利が同じであっ

ても、欧州連合に重要な違いが加盟国の法でまだ存在している。この法的な断片化は消費者の混

乱の源であり、1年あたりおよそ12‰が越境して買い物をするとLtう不本意な要素となっている。

国内法令で消費者保護を確実にする場合に、規則が適切に励行されなければ、消費者には価値

がほとんどない。国内当局において欧州域内の危険な製品とサービスを見つけ出すことは、欧州

域内市場での危険な製品とサービスを迅速に効率よく取り除くことができる。それは越境詐欺へ

の対応と加盟国間の適切な協力を意味し、加盟国の施行当局と欧州連合の周りの消費者団体との

間でデータを共有することで目的を達成できるとしている。消費者の信用と権限に関して以下の

事項が必要であるとしている。

①有効な消費者保護行動主義をとる加盟国とそうでない加盟国間でのギャップを是正する。

②個別消費者の権限、特に若年層への既存の教育ネットワークに基づいた教育プロジェクトの

実施

③加盟国当局と、供給国と、欧州連合のより良い協力によるヨーロッパの消費者安全の増強

④消費者政策のプライオリティと欧州連合の意志決定の質を上げるための欧州全体での消費者

間題の照合とデータ分析

⑤消費者保護法をより消費者に則すように、必要範囲を一貫して見直すこと

（5）食物連鎖

欧州連合は食糧生産、食物小売および国際的な取引において世界で最も大きい食物輸入業者で

あり、最も大きい食物輸出業者である。保健・消費者保護総局（SANCO）の方針は椚0と欧州連合と

関連する多くの国との二国間貿易関係で重要である。

食物問題は欧州市民にとって関心が高く、政治的、経済的配慮がされる欧州連合の重要議題で

ある。1990年代の後半に続いたBSE問題とダイオキシン汚染鶏肉危機で食品安全法律は包括的な改

革が実施された。

動物病から欧州連合を保護する必要性はいまだに重要課題とされ、2001年の口蹄疫（FMD）突発に

イギリスはおよそ130億ユーロを費やし、2003年のオランダにおける鳥インフルエンザの突発に欧

州予算6億5000万ユーロが使われた。また、欧州連合レベルでしばしば見落とされる植物病害は憤

重な注意が必要とされている。行動計画において、新しい法律の整備が必要とされているが、食

品安全システムと食物連鎖の管理での主要な改革を意味する。主軸は以下のとおりとされている。

①欧州連合規則の実施が高いレベルで一貫して持続することを保証するために、加盟国と第3

国の長期にわたった訓練

②食品、動植物の欧州連合国境検問のコーディネート

③欧州連合の食物連鎖方針において動物福祉が主流となるように強く後押しすること

④衛生、食品と飼料規則の適切な費用での実施における加盟国と経済担当者との協力
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⑤サルモネラ感染症などの動物由来病のヒトへの伝搬防止を含む動物病と戦うための欧州獣医

局との協力

⑥食物連鎖と健康脅威分野での科学的な仕事の質のレベルアップにおける欧州研究所間の協力

⑦現在の欧州連合の協力を基盤とした、潜在的な食品安全の脅威を警告できる、緊急警報シス

テムの世界規模への拡張

3．その他のヒアリング調査

（1）ダイオキシン類による食品安全対策、関係法令

保健・消費者保護総局はヒトの健康と動物の健康などを扱っている。獣医局はダブリンにある。

保健・消費者保護総局は、公衆衛生、ヒトの健康、食品安全等について政策を保健・消費者保護

総局の政策として実施している。政策は欧州委員会の農薬などの特化したワーキンググループで

練られ、コミュニケーションとして報告される。総局では、植物も扱っている。

ワーキンググループには食品添加物、農薬、汚染を扱う食品汚染と飼料汚染の専門家がいる。

実際に芳香族多環化合物などの有機物質汚染には、内分泌かく乱作用のある物質が含まれる。こ

れらは内分泌かく乱物質として規制しているわけではないが、食品、飼料におけるダイオキシン

の最大許容量などのように、いくつかの汚染物質について飼料等においても最大許容量が設定さ

れている。最も新しい基準は2006年2月3日に採択され2006年11月4日に発効するダイオキシ

ン様PCB類に定められた最大許容量である。これは2002年にダイオキシン類17物質について定

められていたものにダイオキシン様PCB類を含めたものである。また、何らかの行動をとる指標

値としてアクションレベルが定められている。現在、最終的なバックグラウンドレベルの目標値

としてターゲットレベルの設定を目指している。これらの規制はダイオキシンぱく露の全体的な

量を減らすという方針に従ったものである。

欧州連合は汚染の根源を捜し、さらなるモニタリングシステムの構築を目指している。加盟国

は多くのサンプルについて分析する義務を負っている。また、マキシマムレベルを超えると欧州

委員会に報告しなくてはならない。欧州委員会では最大許容量を超えた通知を受けたならば、当

該国に汚染源を決定する＿皐うに求める。このような対応は、2006年のベルギーとオランダ、そし

てドイツに広がったダイオキシン汚染についてとられた。この例は、同様の事件に対して欧州連

合がどのように対応するかを示している。欧州連合は汚染源を特定する汚染監視機能が整ってい

る。これらは食品及び飼料管理法で定められている。汚染事故は20041件のうち882件である。
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（2）内分泌かく乱物質による食品安全対策、関係法令

内分泌かく乱物質としてのグループ規制はないが、ある物質については残留農薬基準のなかで

扱われ、最大許容濃度が定められていることがある。環境総局鱒申分泌かく乱物質戦略を持って

－　いる。

（3）現在対象としている内分泌かく乱物質

一般的に、内分泌かく乱物質として政策に取り込むかは、問題になっている場合に決める。ス

ロバキアのフタル酸エステルは魚で問題になっている。

（4）内分泌かく乱物質と生殖毒性物質の関係とリスク評価のための試験法

欧州連合はビッグプロジェクトとして1400万ユーロの予算を使っている。研究総局のホームペ

ージにカスケードという研究プロジェクトが示されている。ヨーロッパ中がかかわり、分析手法、

毒性、試験法等の研究を実施している。内分泌かく乱物質の特定はむずかしいが、食品ではいく

つかが規制されている。食品以外では産業総局などが管轄になる。

http：／／europa．eu．int／comm／research／endocrine／index en．html

http：／／www．credocluster．info／intro．html

（5）ビスフェノールとノニルフェノールへの対応は考慮しているか

ドイツの専門家はノニルフェノールが危険といっているが、大方の科学者たちはいずれも対応

が必要とは考えていない。

（6）日本では内分泌かく乱物質の対象物質を公表したことで社会不安を引き起こしたが、欧州

連合において候補リスト（第3篇、2章を参照）を公表したときどうであったか？

ヨーロッパでも同じように、これが問題だというと、1，2日はパニックになって収まる。環境と

食品中の量を減らすことはむずかしいが、内分泌かく乱物質とダイオキシン類は共に減らそうと

している。

（7）EFSA（European Food Safety AuthoritY）と総局の役割

法的には（EC）2002／178で創設されたもので、2003年の5月より機能している。2005年の10月

にイタリアのパルマに移転した。http：／／www．efsa．eu．int／EFSAはリスクアセスメントを実施

する機関で飼料や食品に含まれる物質のリスクアセスメントを実施する。例えばマキシマムレベ

ルを決めるのに肝SAに科学的意見を求める。また、汚染が特定されればEFSAに意見を求める。

肝SAは9つの科学的パネルと共同して活動している。その一つとして、食物連鎖コントロールパ

ネルがある。パネルはヨーロッパとその域外の専門家で構成される。EFSAと保健・消費者保護総
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局との関係はCODE‡委員会とFAO（国連食料農業機関）の関係に近い。EFSAに研究施設はなく行

政機関で、パネルは2ケ月ごとに召集される。集められる専門家はその国では研究所などに属し

ていてデータを持参してくる。非ダイオキシン様PCBのサイエンスパネル報告書が2005年11月

に発表された。EFSAは総局の要請でレポート左作成し∴総局は立法案の作成のために必要事項を

抜粋する。また、EFSAの研究者は総局からの要請だけでなく独自にヒトや動物への影響について

の統合意見報告書を作成し提出する。2005年4月に出されたPFOS（ベルフルオロオクチルスルホ

ン酸），PFOA（ベルフルオロオクチル酢酸）のレポートがそれにあたる。EFSAは独立して意見を

聞いて答申するだけでなく独自の研究もしている。

（8）科学パネルはCODE‡委員会と共同で会議を開催しうることがあるか？

ジョイントミーティングはないが、委員がどちらにも出ている場合はEFSAの結果を待とうとい

うような意見が出る。どちらかでやったものは、どちらかで活用するという時間と資源の有効利

用は図られる。EFSAがはじめにデータの収集をする。食品、飼料汚染レベルのデータあれば有効

なので、今年度からデータベースの構築を始めた。2～3年のうちにはデータベースが完成する。

（9）欧州連合の化学物質による食品汚染の監視システム

監視システムには2つのアプローチがある。1つはランダムコントロール（ノンターゲットコ

ントロール）で監視する物質を定めない方法で、もう1つはターゲットコントロールで監視する

物質に焦点をおいた方法である。例えば、後者の場合、イランのピスタチオはアフラトキシン汚

染があるのでアフラトキシンについて監視するという方法である。監視は輸入物のほかに国内奥

品も対象となる、これらが欧州連合の基準にあっているかをチェックする。ダイオキシンおよび

ダイオキシン様PCBの監視でランダムコントロールは2つの点で重要である。

1．バックグラウンドレベルを知ってヒトの汚染レベルを知る。

2．新しい汚染源を発見することができる。

ターゲットコントロールではリスクがわかっていてコントロールするが、ランダムコントロー

ルはリスクがわからずに実施するので、新しいリスクを発見することができる。これらのデータ

をデータベースに入れると、どの程度の汚染にさらされているかがわかる。ダイオキシンについ

ては両方の方法で実施されている。欧州委員会ではこの監視システムがすべての加盟国でこのコ

ントロールが実施されていることを確認しようとしている。

サーベイランスモニタリングでは分析が重要である。分析技術の向上のために分析にすぐれた

研究所を選定してコミュニケーションネットワークを構築している。例えばドイツの研究所はダ

イオキシン分析のリファレンスラボとなり、他の国のラボとネットワークを作っている。総局は

コーディーネートをしている。

http：／／europa．eu．int／comm／food／food／chemicalsafety／residues／crl en．htm
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第2編　欧州連合の環境、化学物質、
食品安全政策（基本政策）

Ⅲ毒霞



第1章　欧州連合の環境政策

1992年にリオデジャネイロで開催された「環境と開発に関する国連会議」（mCED）（地球サミッ

ト）において持続可能な開発に向けた地球規模での新たなパートナーシップの構築に向けた「環

境と開発に関するリオデジャネイロ宣言」（リオ宣言）が採択され、この宣言の行動計画であるア

ジェンダ21が合意された。また、別途協議が続けられていた気候変動枠組条約と生物多様性条約

が提起された。さらに、2002年に「アジェンダ21」の実施状況を点検し、今後の取り組みを強化

する目的で「持続可能な開発に関する世界首脳会議」珊SSD）（ヨハネスブルグ環境開発サミット）

が開催された。（http：／／www．johannesburgsummit．org／html／documents／summit＿docs・html）これ

らの宣言の採択に前向きに動いたのが欧州連合であり、欧州連合の環境政策等に積極的に取り入

れていった。1990年以前は欧州各国の足並みがそろわず、環境政策では遅れをとっていた欧州連

合の環境問題に対する取り組みは、近年では域外と比較して先進していると言われるようになっ

た。

1．環境行動計画

欧州連合が、環境政策に取り組み始めたのは「国連人間環境会議」1972年のストックホルム会議

を継起として1973年11月、ヨーロッパ共同体の閣僚理事会が「第1次環境行動計画」（1973－1976）

を採択し、共通環境政策の目標や基本原則を決定してからである。域内では、大量の廃棄物の発生、

広域での酸性雨問題、都市部を中心とした大気・水質汚染等の種々の環境問題が発生し、国境を越

えた環境政策の必要性が広く認識されるようになっていた。欧州連合の環境政策の目的は「活動計

画」により公表され、第1次環境行動計画において当初目標においたのは、以下の5点であった。

（1）公害及び環境汚染の防止・削減を目指す。

（2）生態系のバランスに重大な影響を与える天然資源の濫用を避け、適正な管理を行う。

（3）生活水準・労働条件の質を改善するための指針の策定を行う。

（4）都市計画及び土地利用における環境面での一層の配慮を行う。

（5）域外の国々と協を立て環境問題に対する解決策を、特に国際機関を通じて見出す。

また、環境行動計画には、分野別の環境政策として水質保全及び大気保全、廃棄物対策、騒音対策、

動植物種の保護、化学物質管理等が含まれ、現在の第6次環境行動計画までに200以上の環境関連

法が制定された。

（EuropeAutumn2001 欧州連合の環境政策http：／／jpn．cec．eu． int／data／current／01Autumn．pdf）

欧州連合の環境政策は、環境に関する予防活動を実施すること「予防原則」、発生した損害に対

応するだけでなく、環境損害の未然防止に重点を置く方が、費用効率が高く効果的であること「未

然防止原則」、環境損害はまず発生源において対応措置をとること「環境損害の発生源での予防

優先原則」、環境損害の除去、削減、未然防止費用は汚染者が払うこと「汚染者負担原則」を盛
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り込んだ単一欧州議定書（1987年http：／／www．bmdf．co．uk／singleuropeanact．pdf）の発効とアム

ステルダム条約（1997年10月）に欧州連合のすべての政策及び活動に環境への配慮を義務付ける

条文に盛り込むこと「統合原則」を規定したことで大きく躍進した。環境硬筆の発展は、2004年

までに15億ユーロをうぎ込むという環境保全融資プログラム（HFEプログラム）をスタートさせ、

環境にやさしいモノ作りを促進するエコラベル計画、環境管理、監査制度、環境アセスメント制

度などの環境政策をサポートする手段を強化させた。

欧州連合では、環境に関する基本理念を「欧州共同体を設立する条約（EC条約）」174条（環境

政策の目的）で次のように明記し、加盟する各国で展開するよう求めている。

［環境政策の追求する事項］

環境の質の保全および保護と向上

ヒトの健康保護

天然資源の賢明・合理的利用

［環境政策の原則］

予防および未然防止の原則

環境破壊の根源を優先的に是正

汚染者負担の原則

［環境政策の作成における配慮事項］

入手可能な科学的、技術的資料

個々の地域の多様性を考慮した高い保護水準

個々の地域の環境条件

欧州連合全体の経済的、社会的発展および均衡のとれた各地域の発展

2．第5次環境行動計画

1992年のリオデジャネイロ宣言以後の第5次環境行動計画（1993年－2000年）「環境に配慮し

た持続性のある経済成長」（http：／／europa．eu．int／comm／environment／env－aCt5／5eap．pdf）では、

汚染源を生み出す経済部門（製造、エネルギー、観光、農業、運送）を視点に、改正アムステル

ダム条約の基本原則、新しい基準と環境問題政策を他の欧州連合政策に取り入れる義務を定めた。

環境政策は欧州連合法を実施することで、大気汚染、水質汚濁などの汚染レベルの低下に貢献

したことから、欧州連合での成功例として評価されている。しかし、欧州委員会により発表され

た第5次環境行動計画の成果に対する包括的な報告書である「グローバルィ・アセスメント」Tbe

Global Assessment COM（1999）543では、以下の点で改善がなされない限り、一部の地域で汚染

状況の改善が進んでも環境は悪化し続けるとしている。

（http：／／europa：eu．int／comm／environment／newprg／pdf／99543 en．pdf）
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（1）加盟国において環境に関する法制化がより一層進められること

（2）環境問題を経済政策および社会政策に組み込んで、取り組みを強化すること

（3）市民が環境保革について自ら努力するよう、より高い意識を持つこと

（4）既存の深刻な環境問題および浮上しつつある問題への新たな対策の促進をはかること

3．第6次環境行動計画

欧州委員会は2001年2月に新しい環境行動計画、第6次環境行動計画に対する法案を発表した。

DecisionNo1600／2002／ECof theEuropeanParliament andof theCouncilof22July20021aying

downtheSixthCommunityEnvironnentActionProgramme，publis－hedinOJL2420flO／9／2002．

（第6次環境行動計画が最終的に欧州議会および閣僚会議による決定1600／2002／ECとして採択さ

れたのは2002年7月、官報への掲載は9月）

（http：／／europa． eu．int／eur－lex／lex／LextTriServ／site／en／com／2001／com2001 0031enOl．pdf）

第6次環境行動計画「環境2010：我々の未来、我々の選択」COM／2001／003lfinal－COD2001／0029

は、2001年から2010年における欧州連合の環境政策の主要な優先分野と目的および対策の詳細を

明らかにしている。第6次環境行動計画の優先分野として、気候変動、自然と生物多様性、環境と

健康、天然資源と廃棄物の4つを取りあげている。さらに、第5次環境行動計画の反省より、対策

の策定で企業や市民が参加しやすい手段を採用するとともに、法規制のより効果的な適用を求め、

優先分野における改善を目指した以下の5大目標と戦略的アプローチを打ち出した。これには、

欧州裁判所の法的措置、欧州連合環境法の国内法への置換をおこたった国の公表、アセスメント

機能を強化して環境と欧州連合政策を一体化させること、産業界と消費者と密接に連携し、問題

解決にあたること、市民のための情報アクセスを拡充すること、環境重視型の土地利用にするこ

とが盛り込まれている。

（http：／／europa．eu．int／comm／environment／newprg／）

Decision1600／2002／EC－OfficialJournal L　242，10．09．2002∴Decision of the European

Parliament and of the Council of22July2002、1ayingdown the Sixth CommunityEnvitonment

Action Programme．

（1）国家および地域レベルで現行環境制定法の実施を向上させる。

①環境法の実現と実施ネットワーク（IMPEL；ImplementationandEnforcementofEnvironmental

Law）に対する支持と候補国へのその拡張

（http：／／europa． eu．int／comm／environment／impel／）

②環境法の実施を報告する。

③環境法律の実現に対する「名前、恥と名声」戦略

④環境基準の査察の改善
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（診環境犯罪を防止する主導

⑥実施を確実にするために欧州裁判所での追跡

（2）環境問題をその他の政策分野に取り込む。

①付加的な統合メカニズムを確立する。

②統合に関して条約の必要条件を満たす。

③統合プロセスをモニターする指標の更なる開発

（3）事業体や消費者とより市場ベースで緊密に連帯し、解決策を兄いだす。

①共同体の生態系の管理と監査計画（EMAS：Community’s Eco－Management and Audit Scheme）

のより広い採用を助長すること

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128022．htm）

Regulation（EEC）No761／20010f the European Parliament and of the CouncH of19

March　2001．

②企業貢献の発揮と、1琴境要求への対応を奨励する。

③企業の環境貢献に報酬機構を導入する。

④自発的な確約の奨励

（9統制された生産政策の確立

⑥エコラベルの使用推進とエコラベル計画の効果を評価する。

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128020．htm）

Regulation（EC）No1980／20000f the European Parliament and of the Council of17

July20000n a reVised Community ec0－1abel award scheme．

（ヨグリーン購入の推進

⑧環境責任の立法化（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128107．htm）

White Paper of　9　February　2000　0n enVironmentalliability［COM（2000）66　－Not

publishedin the OfficialJourn］

（4）市民に対して、より質の高いアクセス可能な環境情報を保証する。

（9市民の環境活動と水準の向上を援助する。

②環境に関する情報の質を改善する。

（5）土地利用計画に向けて、より環境を意識した姿勢を促進させる。

①環境を土地一用途計画と管理に融和させることの重要性において、情報を発信する。

②環境影響アセスメント指令の機能を向上させる。

③最高の実行を広げて、都市開発を含む持続可能な発展に関して経験の応酬を促進する。

④持続可能な発展において、都市開発を含む、経験の交換と最良の実施を広める。

⑤持続可能な発展を地域共同体の方針に含める。

⑥共通農業政策の範囲内で農業環境処置を向上させる。
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⑦持続可能な旅行のために活発な協力を進展させる。

第6次環境行動計画の4大優先分野における対策は以下のとおりである。

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128027．htm）

（1）気候変動

地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）の排出量を欧州連合全体で2008～2012年までに1999

年時点の排出量より8蛸け減するという内容の京都議定書を批准し実行すること

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128060．htm）

Council Decision2002／358／EC of25Apri12002concerning the approval，On behalf of the

European Community，Of the Kyoto Protocol to the United Nations Framework Convention on

Climate Change and the joint fulfilment of commitments thereunder［OfficialJournalL130

0f15．05．2002］。

より長い期間である2020年までに、国際的な合意によって20“40％の放出を減らすことが必要と

されている。

（D気候変動対応政策目的をいろいろな共同体の政策に組込むこと、特にエネルギー政策と輸送

政策への統合

②エネルギー節約を特定する計算法により、エネルギー効率を改良し、再生可能なエネルギー

源の使用を増加させ、産業との協定を促進させることによる温室効果ガスの削減

③欧州連合広域での排出権取引計画の設立

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128109．htm）

GreenPaperCOM（2000）87finalNot publishedin theOfficialJournal．Communication

COM（2000）88final Not publishedin the OfficialJournal

④気候変動研究の改善

⑤気候変動に関して市民に伝えられる情報の改善

⑥気候変動対応政策目的によるエネルギ∵交付金と互換性の検閲

⑦気候変動の影響に関する学会の準備

（2）自然と生物多様性

この領域での目的は、自然のシステムの構造と機能の保護と回復及び欧州連合と世界規模の両

方における生物多様性の損失防止である。

①特に、水と空気における環境法の実行

②セペソII指令範囲の拡張（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／121215．htm）

CouncilDirective96／82／ECof9December19960n thecontrolofmajor－aCCident hazards

invoIving dangerous substances
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③事故と天災における共同体組織国の行動調整

④動植物をイオン化放射線から保護する要求の調査

（9景観の予防、保護と回復

⑥深林の持続可能な開発の促進と保護　一

⑦土壌保護に対する共同体戦略の設立

⑧海洋環境と海岸の保護と回復、及びNatura2000（指令97／62／EC）ネットワークの拡張

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／128076．htm）

CouncilDirective92／43／EEC of21May19920m the conservation of naturalhabitats

and of wild fauna and flora

⑨GMOsの標識化とモニタリングとラベリングにおける規制の強化

⑩商業的および発展協力方針への自然保護と生物多様性の統合

⑪自然保護と生物多様性に関する情報収集プログラムの作成

⑫自然保護の研究領域に対する補助

（3）環境と健康・生活の質

①子供と老人を含む人間の健康へのリスクの同定と標準化

②水、空気、廃棄物、土壌における基準と他の政策への環境と健康の優先順位の導入

③健康と環境における研究強化

④新規化学物質のリスク管理と評価における新しいシステムの開発

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／121274．htm）

CouncilRegulation（EEC）No793／930f23March19930n the evaluation and control

of the risks of existing substanCeS［OfficialJournal L840f O5．04．1993］

（9最も危険な農薬の使用禁止もしくは使用制限と確実な実行のための最良な方法

⑥水における法の実行を確実にする。

⑦大気の環境基準の適用を確実にし、大気汚染に対する戦略を定める。

⑧騒音における法の実在を確実にする。

（http：／／europa．eu．int／scadplus／leg／en／lvb／121180．htm）

Directive2002／49／EC of the European Parliament and of the Council of25June2002

relating to the assessment and management of environmental noise

（4）天然資源と廃棄物

天然資源の消費とそれによる影響が環境の持つ適応力を超えないものとし、また経済成長と資

源利用の関係を絶つために、資源効率と無駄を省き廃棄物の量を減少させる。最終廃棄物処理を

おこなっている量を2010年までに20％まで、2050年までに50％まで減らす。
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①優先順位を置き、消費を減らすことによる持続可能な資源の管理に対する戦略の発展

（訂資源使用の課税

③資源の濫用を助長する助成金の除去

④生産政策、エコラベル計画、環境アセスメント計画二その他政策への資源効率考慮の統合

⑤廃棄物リサイクルのための戦略の確立

⑥既存の廃棄物管理計画の改善と量的、質的な予防法への投資

⑦廃棄物予防の生産政策への統合と廃棄物防止の化学製品における共同体の戦略

4．欧州連合における環境法規制

第6次環境行動計画では環境に関わる法規制を廃棄物管理、騒音、大気汚染、水質汚染、自然

および生物多様性の保護、産業に大別している。廃棄物管理に関連する法規制においては、「廃棄

物に関する理事会指令75／442／EEC」、廃家電、廃電子機器を分別収集し、回収量、リサイクル率

の向上を促すことにより、電気電子機器の廃棄物の予防・減量と、環境負荷低減に結びつけるこ

とを意図した「WEEE指令」、電気電子機器類に含まれる特定有害化学物質「水銀、カドミウム、

鉛、六価クロム、ポリ臭化ビフェニル（PBB）、ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE）」の使用を制

限することによって、環境破壊や健康に及ぼす危険を最小化することを意図した「ROHS指令」、

使用済自動車のリサイクルを推進する「ELV指令」等がある。また大気汚染に関連する法規制とし

て、人体に有害な地表でのオゾンの形成に寄与する揮発性有機化合物（VOC）を削減することを目

的とした「VOC指令」「大気質の限度値等に関する理事会指令80／779／EEC」、水質汚染に関連して

「飲料水の水質に関する理事会指令80／778／EEC」「水系環境へ排出される危険な物質により引き

起こされる汚染に関する理事会指令76／464／EEC」など多くの環境法規制が存在する。

欧州連合での環境法規制は、環境汚染管理とリスクマネージメントの視点からIPPC指令（統合

的汚染防止管理指令）とEIA／SEA指令（環境影響アセスメント指令／戦略的環境影響アセスメン

ト指令）、環境管理・監査スキームの視点からEMAS規則（環境管理と監査スキーム規則）、化学事

故にかかわる視点からセペソ　日指令（重大事故の危険性に対する管理に関する指令）の4つの指

令が基本指令と言われている。

（1）IPPC（統合的汚染防止管理）指令（96／61／EC）

（h＝p：／／europa．eu．int／eur－lex／en／consleg／pdf／1996／en1996LOO61do，001・pdf）

IPPC（IntegratedPollutionPreventionandControl）は欧州連合環境法のなかで、総合的（横

断的）法規として位置づけられ、産業活動に係る汚染を総括的に管理する指令である。IPPC指令

では同指令の対象となる設備に操業許認可と継続的な監査を求め、空気、水質、土壌汚染の管理、

エネルギー使用、廃棄物および事故防止に関する規定を定め、産業活動に伴う汚染を最小限とす

ることを目的としている。
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IPPC指令において、操業許認可にはBAT文書「利用可能な最善のテクニック」（BAT：Best

Available Technique）を基にした排出基準および操業条件が規定される。BAT参照文書（BREF：

Best Available Techniques ReferenceI）ocuments）の作成は、欧州委員会内に設けられた欧州統

合汚染防止管理局（EIPPCB：EuropeanIntegfated Polruti．on Prevention and ControI Bureau）

が欧州委員会環境総局ならびに欧州連合加盟国、欧州連合新規加盟予定国、ヨーロッパ自由貿易

連合（EFTA）加盟国、産業界、環境NGOから組織される情報交換フォーラム（IEF：Information

Exchange Forum）により合意されたガイドラインに沿って作成する。また、同指令では、欧州連

合加盟国間や同指令の適用される産業においてBATの情報交換を行うことが求められている。

IPPC指令では、一般市民も各施設の排出量に関する責任についての情報が必要であることから、

欧州汚染物質排出登録（EPER／European Pollutant Emission Register）を規定している。欧州

連合加盟各国政府は、定められた各産業における排出記録リストを保管し、各施設の排出状況を

欧州委員会に対して報告しなければならない。

（2）EIA（環境影響アセスメント）指令およびSEA（戦略的環境影響アセスメント）指令

（http：／／europa．eu．int／eur－lex／en／consleg／pdf／1985／enJ985LO337JdoJDOl．pdf）

（http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／0 ／dat／2001／1 19720010721enOO300037．pdf）

欧州連合における環境影響アセスメント制度は、特定の公共および民間事業の環境影響アセス

メントに関する欧州連合指令（EIA指令：EnvironmentalInpact Assessmenは旨令）85／337／EEC、

およびその改正である欧州連合指令97／11／ECに基づいている。これは「予防および保全の法則」

という「欧州共同体を設立する条約（EC条約）」174条（環境政策の目的）の基本方針に基づくも

のである。EIA指令は、事業認可の前に当該事業の環境への影響を特定して評価を行う環境影響ア

セスメントの手順を定めており、市民および環境貼0との協議など、すべての評価結果が事業の認

可手続きの過程で考慮される。改正EIA指令では、加盟国内で、IPPC指令の要求事項とEIA指令の

要求事項を合わせて単一の手順を設けることが認められている。

戦略的環境影響アセスメント指令2001／42／EC（SEA指令／StrategicEnvironmentalAssessment

指令）は、政策、計画に対する戦略的環境影響アセスメントで、従来EIAの意思決定過程に環境へ

の重大影響を特定し評価したうえで、一般市民の意見を組み入れる仕組みを定めている。対象と

なるのは、公共の都市・農村計画や土地利用、交通、エネルギー、廃棄物、水、産業（鉱物抽出

を含む）、電気通信、観光事業、食品産業、輸送設備などの社会基盤計画である。

（3）セペソ日指令（重大事故の危険性に対する管理に関する指令）

（（http：／／europa．eu・int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1998／1192／ll9219980708enOO190020，pdf）

セペソ指令「一定の産業活動に伴う重大事故の危険性に関する欧州連合指令82／501／EEC：

CouncilDirective82／501／EEConthemajor－aCCidenthazardsofcertainindustrialactivities
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（OJ No L2300f5August1982）は1982年に制定された欧州連合指令で、1976年にイタリアのセ

ペソにある殺虫剤・除草剤製造化学工場で発生したダイオキシン汚染事故（周辺10マイル四方の

土地や植物が汚染され、地域住民600人が避難のため立ち退きとなり、約2，000人がダイオキシン

中毒で治療を受けた）を機に制定された。

その後1984年のインドの工場で発生したイソシアン酸メチルの漏洩事故（2，500人が死亡）、

1986年のスイスのバーゼルで起きた殺虫剤工場の火災事故（消火に使用した水が水銀や有機リン

系殺虫剤に汚染されライン川に流れ込んだ）を受けて、2度の改正［Directive87／216／EECof19

March1987（OJ No L850f28March1987）Directive88／610／EEC of24November1988（OJ No

L3360f7December1988）］が行われた。さらに適応範囲を危険物の保管に関する規定まで広げ、

IPPC指令の採択を受けて、1996年12月に「重大事故の危険性の管理に関する欧州連合指令

96／82／EC」（セペソII指令）［Directive96／82／ECon the control ofmajor－aCCident hazards

（OJ No LlO of14January1997）］が採択された。セペソII指令は、危険物質による大規模災

害の予防と、災害が発生した際のヒトおよび環境への影響を最小限にすることにある。セペソ日

指令では化学物質の製造および保管について管理実施内容を規定し、安全管理システムの確立、

工場施設の建設や変更の規制、監査システムなどを求めている。

（4）EMAS規則（環境管理と監査スキーム規則）

（http：／／europa．eu．int／eur」ex／lex／LexUriServ／LexUriServ．do？uri＝CELEX：31993R1836：EN：fITML）

EMAS規則（Eco－Management andAuditSchemeRegulation／環境管理・監査スキーム規則）は、

従来の法規制に基づいて規制当局が管理する手法では環境保護に限界があることから、産業分野

を対象に各企業が自発的に環境政策を導入することを推進する目的で、1993年に欧州理事会で採

択された。さらに、2001年4月に発効した新EMAS規則（2001／761／EC）では、対象が企業だけでは

なく地方公共団体を含むすべての組織に拡大され、企業や地方公共団体が株主や一般社会に提供

する環境実績についての情報の透明性を向上させることが図られている。新EMAS規則では環境自

主管理規格ISO（International Standards Organisation／国際標準化機構）14001をEMAS制度へ

の登録要件である環境管理システムに統合することが認められている。EMAS制度に登録しようと

する企業は、環境法短め遵守、汚染防止対策、環境実績の継続的向上を目指し、環境プログラム

と環境管理システムを確立しなければならない。また、その結果を3年に1回、第三者監査機関か

ら検証を受け、1年に1回以上、定期的に環境報告書（声明書）を公表する義務を負う。環境報告

書で公表すべき基本的な内容として、以下の要件が定められている。

（D施設の活動の詳細

②環境対策と施設の環境プログラム・環境管理システム

③環境問題に関する査定

④排気、排出、廃棄物、原材料の消費、エネルギーと水資源の利用、騒音等の事項説明
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⑤環境報告書の公表時期

⑥環境監査機関の名称

新EMAS規則では、ノ同制度に参加し環境声明書の検証を受けた事葉者は、血ASに参加している

旨を広告する情報、企業の製品・サービス・活動などにEMASのロゴを使用することが認められて

いる。

（5）廃棄物政策

http：／／europa、eu．int／comm／environment／wasteinc／index．htm

欧州連合の廃棄物政策は以下の2つの指令によって、廃棄物の定義づけとカテゴリー化が行われ、

加盟国が廃棄物の発生防止、削減、回収、リサイクル、再使用を促進するために必要な法的措置

をとるべきことを規定している。枠組み規制である廃棄物に関する理事会指令75／442／EEC（改正：

91／156／EEC、91／692／EEC、96／350／EC）と有害性廃棄物に関する理事会指令91／689／EEC（改正：

94／31／EC）のもとに廃棄処理施設に関連する自治体廃棄物焼却指令（89／429／EE、89／369／EEC）、

有害廃棄物焼却指令（94／67／EEC）、埋め立て提案（COM（79）105）と特別廃棄物に関する二酸化チ

タン廃棄物指令（78／178／EEC）、廃棄物梱包指令（94／62／EC）、廃油指令（75／439／EEC）、PCBs＆PCTs

指令（96／59／EC）、蓄電池指令（91／86／EEC）、下水汚泥指令（86／278／EEC）と輸出入と輸送に関連する

廃棄物輸送規則（EEC259／93）などにより構成される。また、リサイクルに関連する電気電子機器廃

棄物に関するWEEE指令（2002／96／EC）、耐用年数に達した車両に関するELV指令（2000／53／EC）、包装

廃棄物指令（94／62／EC）、廃電池指令（91／157／EEC）においても、上記指令（75／442／EEC）に基づく定

義、カテゴリーが使用されている。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／guide／part2C．htm

（6）廃棄物リスト（廃棄物コード）

指令（75／442／EEC）および（91／689／EEC）で規定されたカテゴリーに基づいて、各カテゴリーに該

当する廃棄物および有害性廃棄物のリストが作成された。20の発生源別に6桁の数字をつけた約

800種の廃棄物のリストが件成されている。2000年5月3日付欧州委員会決定（2000／532／EC　改正：

2001／118／EC、2001／119／EC、2001／573／EC）

【参考文献】

EU’s Environment PolicY，Europe，Autumn（2001）

Ⅰ汀の環境影響アセスメント規制に関する調査・研究報告書，社団法人　日本損害保険協会（2001）

EUの環境政策と産業界の対応，JETROユーロトレンド（2003）
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EUの環境政策と産業，社団法人日本機械工業連合会（2003）

（http：／／www．jmf．or．jp／japanese／woldJopic／EU／eu＿index．html）
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第2章　予防原則

1．予防原則の政策への取り込み

欧州連合の化学物質等の人と生物の健康及び環境政東は、◆1970年代に開発されたハザードの特

定、用量一反応の特定、ぱく露の評価、リスクの特定というリスク評価の4要素に基づいている。

この科学的リスク評価の結果は、法的措置の決定に使用することができ、無知による政策の誤り

を防ぐことができる。しかし、どのような法的措置も検討される前に、リスク評価が完了してい

なくてはならないとした場合、評価が完了するまで、どのような規制措置も取ることができない。

また、評価の科学的な部分にデータの欠如があってもしばしばリスク評価は科学的であるとされ

る。その後、このリスク評価モデルとは異なるリスクに帰着する重要な発見がなされ、予防原則

の概念が政策に取り入れられるようになった。

欧州連合の人と生物の健康及び環境政策に関する予防原則の理念は、マーストリッヒ条約によ

り修正された欧州単一議定書の環境政策　第130条r2に明記され（1）予防原則および未然防止

対策の原則（2）環境被害は発生源で最優先に改められるべき原則（3）汚染者負担の原則に基

づくとされている。このうち「予防原則：PrecautionarYPrinciple」は、科学的に充分な因果関

係が解明されなくても、ヒトおよび環境に重大な影響が予測される場合に化学物質等の使用を制

限したり禁止したりするという新しい考え方で、従来の「未然防止：preVentiveaction」の考え

方とともに重要な理念の一つとなっている。しかしながら、いつおよびどのように予防原則を用

いるかと言う問題は、欧州連合および国際社会で多くの議論を巻き起こし、さまざまな見方や、

矛盾した見解を生じさせた。このことから、欧州環境庁（EEA）は予防原則の観点で、1896年から

2000年までの14の歴史上の出来事の事例研究から得た12の教訓をまとめた欧州環境庁　環境問題

報告書No．22「早期警告からの遅い教訓：予防原則1896－2000」を発表した（EuropeanEnvironment

Agency：J∂／eノe∫∫β那／√♂必earル帽√雨月ggJ f加precaⅣ／fMaryprf月CfがeJgββ一gβ仰，

Environmentalissue report No22，2001EEA）。

http：／／reports．eea．eu．int／environmental lSSue report 200122／en

2．14の歴史上の出来事の事例研究

（1）漁業：資源の評価

（2）放射線：早期警告・遅れて出る影響

（3）ベンゼン：米国と欧州の労働規準設定についての歴史的考察

（4）アスベスト：魔法の鉱物から悪魔の鉱物へ

（5）ポリ塩化ビフェニル（PCB）と予防原則

（6）ハロカーボン、オゾン層、予防原則

（7）ジエチルスチルベストロール（DES）物語：出生前曝露の長期的影響
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（8）成長促進剤としての抗生物質：常識への抵抗

（9）二酸化硫黄：ヒトの肺の保護から遠い湖の回復まで

（10）鉛の代替としてガソリンに入れられたメチルーt－プチルエ∵テル（MTBE）

（11）予防原則と五大湖の化学汚染に関する早期警告

（12）トリブチルスズ（TBT）防汚剤：船、巻貝、そしてインポセックスの物語

（13）成長促進剤としてのホルモン：予防原則かそれとも政治的リスクアセスメントか？

（14）「狂牛病」1980年代から2000年にかけて：安全の強調がいかに予防を妨げたか？

上記の14の事例研究では、放射線、ベンゼン、アスベスト、PCBs、DES、成長促進抗生物質、二

酸化硫黄、MTBE、五大湖の化学物質汚染など、潜在的な有害性に関する早期警告が1970年代以前

にあったとされる事例において、これらの早期警告の時期と、規制当局などによる有効なアクシ

ョンがとられた時期との隔たりの長さが、数十年、あるいは1世紀にわたることがあった。そして

特に、アスベスト、PCBs、二酸化硫黄、五大湖の化学物質汚染の事例では、潜在的な有害性に関

する有用な情報が十分であったにも関わらず、また短期的な経済と政治への影響による理由から、

それらの早期警告が政策決定者に適切に認められず無視された、とEEA報告書は述べている。

3．事例研究から得られた12の教訓

（1）政策立案において、不確実性のみならず無知（ignorance）を認識し、それに対応すること

（2）早期警告のための研究と観測・追跡

（3）科学的知見における盲点と欠点を認識し、それを減らす作業を行うこと

（4）異なる分野での学習に対する学際的障壁を認識し、それを減らすこと

（5）規制評価において、現実の社会状況が十分考慮されていることを保証すること

（6）潜在的なリスクとともに、是と非の内容を系統的に検証し正当性を判断すること

（7）代替可能な選択肢を評価し、そして費用を最小限に抑え、便益が最大限となるよう、さま

ざまな順応性のある技術をより強力に促進すること

（8）評価においては、関連する専門家の知識と同様に、専門家以外の人たちや地域住民の知識

の活用を保証すること

（9）より広い社会的利益と社会的価値を考慮すること

（10）経済的政治的利益から規制の独立を保つこと

（11）学習と行動に対する制度上の障害を確認し、それを減らすこと

（12）懸念に対する正当な理由がある時は、潜在的な有害性を減らす行動の「分析による停滞」

を避けること
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2000年2月に欧州委員会は「予防原則の導入に関するコミュニケーション」文書を採択した。

Commission of the EuropeanCommunities：COMMbNICATIONFHOM mE COMMISSION onlhe

PI・eCaulioDalyPI・IDCjple，COM（2000）l final，Brussels，2February20叩

（http：／／europa．eu：int／comm／dgs／healthJ：6nsumer／li－brdry／press／press38＿en．html）

（http：／／europaLeu．int／eur－lex／en／com／cnc／2000／com2000 0001enOl．pdf）

「予防原則の導入に関するコミュニケーション」文書における4つの目的は

（1）予防原則を利用する手順に関する委員会のアウトラインを示すこと

（2）予防原則を適用するための委員会のガイドラインを制定すること

（3）科学がまだ充分評価できていないリスクを、どのようにアセスし、通知し、管理し、そし

て情報交換するかということに関する共通の認識を確立すること

（4）保護主義の誤った形として、予防原則に根拠もなく頼ることを避けること

4．予防原則の適応指針

欧州連合における予防原則の適用は、技術革新と環境及び健康影響削減の双方に対してバラン

スよく成し遂げられるように、科学的解析と予防原則を分離することは望ましくないとしている。

不確実性や曖昧さをもつ多くの状況があったとしても、利用可能な信頼できる情報を見出すため

に、科学的リスクアセスメントの手順を行ったうえで、予防原則を適用するよう提唱している。

予防原則は政策決定者によってリスクマネージメントの中で用いられるべきものであって、科学

的データアセスメントで用いられる、警告（caution）と混同すべきではないとしている。予防原

則に訴えるのは、一つの現象、製造物、あるいは過程から導かれた潜在的に危険な影響が明らか

にされたとき、または、科学的な確実性によってリスクとして決定することが許されないとき、

を前提にしている。また、実行は、可能な限り科学的評価とともにスタートし、可能な場合は個々

の段階において科学的不確実性の程度を明らかにしながら実行すべきとしている。

予防原則の適応には6つの指針が求められている。

（1）選択された保護レベルとうまくバランスをとること（均衡性）

（2）適用が非差別的であること（非差別性）

（3）既存の措置と矛盾しないこと（整合性）

（4）実施する場合と実施しない場合の潜在的な便益と費用試算の検討に基づくこと（費用と便

益）

（5）新しい科学的データに照らした再検討を条件とすること（改訂の必要性）

（6）包括的なリスクアセスメントに必要となる科学的証拠を作成する責任を課すことができる

こと（立証責任）
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予防原則は、環境分野以外では条約の中では公的に取り上げられていないが、欧州委員会はこ

の原則が環境分野におけるよりも更に広がりを持っており、人と動植物の健康もカバーしている

と考えている。予防原則は食品安全白書と新化学物質戦略白書、バイオセーフティーに関するカ

ルタゴナプロトコルにも適応された。このことから、欧州連合における食品安全政策、遺伝子組

み換え作物（GMO）、化学品管理（REACH）、内分泌かく乱物質等への取り組みにおいて予防原則

が取り入れられている。

わが国において未然防止を取り込んだ規則は環境基本法、改正化審法などに認められるが、予

防原則を取り込んだ規則は食品安全基本法・第11条3項の人の健康に悪影響がおよぶことを防止し、

又は抑制するため緊急を要する場合で、あらかじめ食品健康影響評価を行ういとまがないときは

リスク評価を行うことなく必要な施策を策定すると定めた、緊急対応処置がこれにあたるとされ

ている。

第4編の3章に示すように、欧州連合で2006年に発生したダイオキシン汚染事件においても、予

防原則により、汚染を受けたと思われる農場からの出荷が停止された。

【参考文献】

Sixth Futures ForumonCrisis Communication，Europe，Reykjovik，Iceland，10－11May（2004）
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第3章　欧州連合の化学物質政策

1．現在の化学物質政策と新化学品規制の経緯

欧州連合の化学物質政策は、40にもおよぶ既存の規則と指令を包含する新化学品規制を欧州議

会が2005年11月に第一読会で可決し第二読会での可決を待つのみとなったことで大きな変換期を

迎えようとしている0　この新化学品規制はREACHと呼ばれ（RegistraHon，Evaluation，and

Authorizationof Chemicals）、化学物質の登録、評価、及び認可制度を中核とするもので、年間

の生産量・輸入量が1トンを超える化学品に適応される。ここでは、現在の化学物質政策について

述べるとともに、REACH法案の設立の経緯と概要についても触れることとする。

現在、欧州連合の化学物質の規制は、1981年9月時点で市場に流通していた化学品（既存物質）と、

それ以降に、上市に人の健康や環境面への安全性に関する一定のチェックが行われて認可された

化学品（新規物質）とに区別している。現行の欧州連合の一般化学品規制として、危険な調剤の分

類、包装、表示に関する理事会指令88／379／EEC（調剤指令）、既存物質のリスクの評価と管理に関す

る理事会規制（EEC）No．793／93（既存物質規則）、既存物質のリスクアセスメントのための諸原則

を定める委員会規則（EC）Ⅳ0．1488／94、新規物質のリスクアセスメントのための諸原則を定める委

員会指令93／67／EEC、危険な物質および調剤の上市と使用の制限に関する理事会指令76／769／EEC

（新規物質指令）、安全性データシート（SDS）に関する委員会指令91／155／EEC、危険な化学品の

輸出入に関する理事会規則（EEC）No．2455／92、危険な物質が関与する大型事故ハザードの管理に

関する理事会指令96／82／EC等がある。

1967年制定された「危険な物質の分類、包装、表示に関する理事会指令67／548／EEC（危険物質指

令）は、1992年第7次理事会指令により改正され、付属書Ⅰに示された15のカテゴリー（爆発性、

酸化性、極燃性、易燃性、可燃性、猛毒性、有害性、腐食性、刺激性、感作性、発がん性、変異原性、生殖

毒性、環境危険性）に属する2，500物質について加盟国での規制を求めている。同様に1976年制

定された新規物質指令（76／769／EEC）は、1992年に採択された第7次理事会指令により、ポリマー

の定義及び新規ポリマーの届出要件、少量で上市される物質に関する届出規患同一物質に対する

重複試験の回避制嵐新現塑質、既存物質リスク評価のための諸原則に関する指令と規臥安全性

データシートに関する指令等、危険な化学品の輸出入に関する規則等が追加され、現在に至って

いる。

一般化学品以外では、危険な調剤（農薬）の分類、包装、表示に関する理事会指令78／631／EEC、植

物保護製品の上市に関する理事会指令91／414／EEC、殺生物性製品（バイオサイド）の上市に関する

欧州議会および理事会指令98／8／EC、医薬製品に関する理事会指令65／65／EEC、化粧製品に関する

理事会指令76／768／EEC、人による摂取が意図される食品での使用が認められる食品添加物に関す

る理事会指令89／107／EEC、作業場における科学的、物理的および生物学的作用因子へのぱく露に

関連するリスクからの労働者の保護に関する理事会指令80／1107／EEC、総合的汚染防止・管理
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（IPPC）に関する理事会指96／61／EC、大気質の限度値等に関する理事会指令80／779／EEC、水系環境

へ排出される危険な物質により引き起こされる汚染に関する理事会指令76／464／EEC、飲料水の水

質に関する理事会指令80／778／EEC、廃棄物に関する理事会指令75／442／EEC等がある。

新規化学物質についてはリスク評価のためた、届出に必要な情報を新規物質指令（76／769／EEC）

の付属書に定め、物質の特性（IUPAC名、不純物、各種スペクトルデータ等）、用途、推定生産量等の

必須事項の他、融点や蒸気圧などの物理化学的性質と、ほ乳類に対する急性毒性等の毒性情報、魚

やミジンコへの毒性及び生分解性等の生態毒性情報などを上市量に応じて要求している。新規化

学物質は年間10kg以上の生産量がある場合に登録が必要であり。現在、約4300種の化学物質が

欧州届出化学物質リスト（European List of Notified Chemical Substances（ELINCS））に登録さ

れている。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝IP／05／1583＆format＝HTML＆age

d＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en

一方、1981年9月時点で欧州市場に流通していた10万種の化学品は、既存化学物質として7

桁の整理番号を付けて欧州既存化学物質目録（EuropeanInventory of Existence Chemical

Substances：EINECS）に登録されている（1990年6月15日官報公表）。しかし、これらの既存化

学物質は新規化学物質のような安全性のデータが要求されていたわけではないので、十分な情報

がない状況になっていた。このことから欧州連合は1993年、既存化学物質規制法（Existing

Substances Regulation EEC No．793／93）

http：／／www．dantes．info／TooIs＆Methods／OthertooIs／Docs／793．93．pdf

を採択し、毒性テストを実施すべきものとして年間生産又は輸入量が1トン以上の既存化学物質約

3万種の内、高生産量のもので有害性が特に懸念される約140種の既存化学物質を定め、その実施責

任を欧州加盟国に求めた。しかし、1998年4月にチェスターで開催された非公式な環境担当閣僚

会議において化学物質政策の効率性が問題視され、欧州共同体の化学物質を管轄する4つの主要

な規制の運用を評価した。新頬化浮物贋闇旨令烙7／548爬EC）に基づき、有脅性又はリスクの評価（アセスメ

ント）を行わない限り市場に投入してはならないこととなったが、1999年までに市場に投入された物矧凝，700物質

で化学物質の製造・輸入琴野、らのデータ提供と当局によるリスク評価が進んでいなしもまた、既存物質（existing

substances）」（約10万物質）については規則（793／93）により、（1）デー列娩（2）リスクの可能性による優

先順位付け、（3）リスク評価、（4）リスク管哩、の蝦階での管哩を目指し、収集されたデータを元に約140物質

をリスク評価の優先物質として指定し、リスク評価を開始したが化学物質の製造・輸入業者がデータを提供し、当

局がリスク評価を行うことになっている）リスク評価が完了したのは11軌作業が進んでいないことを報告し

た。

評価結果に関する報告（欧州委員会作業文書1998）は1998年11月に欧州委員会が採択し、、同

年12月に閣僚委員会が了承した。欧州委員会は既存の政策の反省をもとに「持続可能な開発」と

いう最優先目標を達成するために（1）ヒトの健康及び環境の保護、（2）欧州連合化学産業の競
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争力の維持と強化、（3）域内市場分裂の回避、（4）透明化の強化、（5）国際的な取り組みとの

統合（6）非動物試験の促進（7）WTOのもとでの欧州連合の国際的責務の統合を定めた。欧州

委員会は将来の化学物質政策に関する自書2001年を発表した。

（Wh一日ePaperFuture Chemicals Policyin’2001COM◆（2001）88Final）

http：／／www．europa．eu．int／comm／environment／chemicals／pdf／0188 en．pdf

この白書では欧州共同体の化学物質を管轄する以下の4つの重要な法令の改正にかかわる勧告

を行っている。

（1）危険な物質の分類、包装及び表示に関する指令67／548／EEC（危険物質指令）

（2）危険な調剤の分類、包装及び表示に関する指令88／379／EEC（調剤指令）

（3）ある種の危険な物質および調剤の上市と使用の制限に関する指令76／769／EEC（新規物質

指令）

（4）既存物質のリスクの評価と管理にかかる規則（EEC）No793／93（既存物質規則）

本白書の指導原理は予防原則であり、重要な目標は適切な代替手段が利用可能である場合は、

危険な物質をより危険の少ない物質に置き換えることを奨励することである」としている。また、

白書には新たな法規制を作るためのプロセスが示されている。この政策は政策の中軸となる「化

学物質の登録、評価、及び認可の規制」（REACH：Registration，Evaluation，andAuthorization

Of Chemicals）の略号からREACHという名称で知られるようになった。このシステムの特徴は、

以下のようである。

（1）新規化学物質と既存化学物質を同一の枠組みで規制したこと

既に市場に供給されている化学物質（既存化学物質）についても登録を義務づけ安全責任

を産業界に課したこと

（2）既存化学物質について従来政府が行ってきたリスク評価の実施義務を製造・輸入業者、ユ

ーザー産業に転嫁

（3）製造連鎖への責任を拡大したこと

一定以上の有害性があるとされた物質で、製品中に合計1トン以上使用され、外部に放出

される成形品（ar＿里le）をこ含まれる化学物質についても登録を要求

（4）極めて大きな懸念のある物質は、認可が必要なこと

産業界においてリスクが極めて小さいこと等が証明できない限り、上市を禁止

（5）危険有害な化学物質の代替化の奨励すること

欧州委員会はREACHを施行する為の規則案を作成し、2003年5月にインターネット協議用文書

を公表した。http：／／europa．eu．int／eur－1ex／en／com／pdf／2003／com2003 0644en．html

協議を通じて得られた意見をもとに修正した規則案を2003年10月作成し、2004年3月に最終

規則案を欧州理事会と欧州議会に提出した。2005年11月欧州議会は規則案を第一次読会で可決
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した。

http：／／www．europarl．eu．int／omk／sipade3？TYPE－DOC＝TA＆REF＝P6－TA－2005－0434＆MODE＝SIP＆L＝EN＆L

STDOC＝N

2005年12月、規則案は欧州理事会で修正合意された。

http：／／register．consilium．eu．int／pdf／en／05／st15／st15921．enO5．pdf

また、欧州委員会は理事会承認を歓迎し、化学物質の登録、評価を行うリーチ庁［仮称］（ECA：

European Chemicals Agency）をヘルシンキに設立する意向を発表した。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝IP／05／1583＆format＝HTML＆age

d＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en

欧州連合は新化学物質規制を2006年末から2007年初頭に施行し、2008年の実施を目指している。

2．REACHに関する規則の概要

REACHは2003年10月に公表されてから大幅な修正が加えられ2005年11月に第一次読会で可

決された。この規則案は最終可決に向けて修正が加えられるものと考えられる。現在、公表され

ている規則案の概要について述べる。

（1）適用範囲

本規則は、年1トン以上製造または輸入される化学物質は欧州連合内で販売するためには、有

害性、用途等の登録を求めるものである。規則案は1物質について1登録が考慮され、修正案で

は登録する情報の登録分担ができるようになった。つまり、川下ユーザーは製造者に用途を開示

したくない場合は登録の一部（化学品安全性評価）を実施できることになった。医薬品、食品添

加物など用途が規定され、既存の規則で管理されているものは本規則の除外・免除の対象となる。

ただしこれらの物質でも用途が除外・免除の対象にならない場合は本規則の管理下におかれるこ

とになる。

（2）本規則の適用外

放射性物質（96／29／馳－r▲atOm）、保税地域内（域内の通過物質等）、非分離中間体、廃棄物

（75／442／EC）、理事会指令で廃棄物とされた物質・調剤・成形品（91／156／EEC）、食品（規則

（EC）178／2002）、矯味材（88／388／EC）、指令によるタバコ中の物質（2001／37／EC）、指令によるバッ

テリー中の物質（91／157／EEC）が適用外とされる。

（3）登録、データ共有、川下ユーザーの義務、評価の適用免除

ヒト及び動物の医薬製剤（規則（EC）726／2004、2001／82／EC、2001／83／EC）、食品中の食品添加

剤（89／107／EEC）、食品中の矯味剤（1999／217／EC）、飼料中の添加剤（規則（EC）1831／2003）、動物

栄養剤（82／471／EEC）、食品と接触する物（規則（EC）2004／1935）、医薬用機器（90／385／EEC、94／42／EEC、
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98／79／EEC）、植物保護製品（農薬）のみへの使用（91／414／EECの付属書Ⅰ、EEC No．3600／92、EC

No．703／2001、EC No．1490／2002、2003／565／EC、91／414／EEC）、殺生物材（98／8／ECの付属書Ⅰ、

IA、Ⅰ8）が適用外となる。

（4）サプライチェーンでの情報、分類・表示の適用免除

（2）にリストされた調剤または調剤中の物質

（5）認可の適用除外

（2）に記載された物質の使用、敷地内の分離中間体・輸送を伴う中間体、モーター燃料の使

用（98／70／EC）、鉱物油の移動・固定した燃焼プラントでの使用・閉鎖系での燃料の使用が適用外

となる。

（6）登録の適用免除

付属書Ⅱに含まれる物質、付属書Ⅲに包含される物質、ポリマー（第5条3、14条を参照）登

録後、域外に輸出、再輸入された物質、サプライチェーンの行為者によって、その用途について

すでに登録された調剤中の物質には適用されない。

（7）注意義務（DutY Of Care）

企業（製造・輸入業者、川下ユーザー）は自ら製造・輸入している化学物質等（成形品の製造・

輸入業者については成形品から排出される物質等）について、人の健康や環境に悪影響を与えな

いような態様で製造・輸入又は使用されることを確保する。

（8）登録（Registration）

登録は、企業に対しその製品の毒性及び人間や環境がそれらにどのようにぱく露するかについ

ての情報を含むデータを用意することを求めるものである。企業の製品に関するこの情報につい

ての責任と発生するコストは企業側に求められ費用分担については市場占有率に応じて負担する

ことが明記されている。改正案では、域内で同一物質を取り扱う複数の事業者がいる場合、「複数

登録者」を設けることができる。その場合、事業者の個別に登録する項目とできるだけ共同の代

表者が登録すべき項目とがある。また、欧州連合内の製造業者が申請すれば、親会社、子会社、

兄弟会社は申請しなくても良いこととなった。欧州連合内に輸入される物質を製造する域外の法

人又は人は契約によって域内の法人又は人は輸入業者の義務を代行させることができるようにな

った。

年間生産量または輸入量が1～10トンの既存物質（リスクが疑われるもの）または新規物質の

登録には（A）技術一式文書と物理化学的性状と（B）有害性及び生態毒性情報が要求される。リ
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スクの疑われない既存物質の製造・輸入の登録には（A）技術一式文書と物理化学的性状が要求さ

れる。年間生産量または輸入量が10トン／年以上の場合は既存、新規にかかわらず（A）技術一式

文書と物理化学的性状、（B）有害性及び生態毒性情報、（C）化学品安全評価書（ChemicalSafety

Report）が要求され、必要に応じてぱく露評価、リスク評価が追加要求される。

（∋Technical Dossier（技術一式文書）

一般登録情報、物質の製造と用途に関する情報、分類と表示、安全使用ガイダンス（MSDS

相当）など

②製造・輸入量に応じた物理化学的性状、有害性及び生態毒性情報

10トン、10～100トン、100～1，000トン及び1，000トン以上の4段階に分かれ、製造・

輸入量の区分が上がると、要求される項目が増える。なお、100トン以上で要求される

情報については、情報があれば提出するが、ない場合は適切な試験方法とタイムスケジ

ュールを提案し、試験実施の必要性の判断を待つことになる。

③化学品安全評価書

10トン以上の場合、または1～10トン以上で、CMR、PBT、VPvBのいずれかに該当すると

判断される場合、有害性評価が必要（必要に応じてぱく露評価、リスク評価を追加）

（9）技術一式文書の項目

（∋登録者の一般的情報

②物質のアイデンティティ

③物質の製造及び使用情報

④分類及び表示

（9安全使用指針

⑥付属書Ⅴ～Ⅸの適用から導きかれる情報の要旨

⑦付属書Ⅴ～Ⅸの適用から導きかれるローバスト調査要約書1

⑧情報の試験方法の陳述

⑨試験方法の提案＿†

⑩情報の要旨及びローバスト調査要約書の共有の同意に係る宣言

注l）ローバスト調査要約書（Robust study summary）

完全な調査報告書を参照する必要性を最小限にしつつ、その調査の独立した評価

を行うのに十分な情報を提供し、完全な調査報告書の目的、方法、結果及び結論の要

旨を意味する。　製造及び輸入されるトン数で情報の内容が異なるが、⑥及び⑦で要

求されている情報の概要は、①物質の物理学的性質に関する情報、②毒性学的情報、

③生態毒性学的情報である。
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登録者は、登録日付または追加情報の当局による受理日から何らかの通告もなく60日経過した

後、欧州連合域内で製造・輸入することができる。

（10）化学品安全報告書（CSR：Chemical Safety Report）

第13条で、10トン以上の製造または輸入する場合、化学物質安全性アセスメントに基づいた

化学品安全報告書の作成を求めている。化学品安全性アセスメントは、以下のステップを踏まえ

たものである。

①ヒト健康ハザードアセスメント

（参物理化学的性質のヒト健康ハザードアセスメント

③環境ハザードアセスメント

④PBT及びvPvBアセスメント

⑤ぱく露アセスメント

⑥リスクの特性化

（∋～④の結果、指令67／548／EECに従って危険性がある、若しくはPBT難分解性、生物蓄積性、

毒物）物質及びvPvB（高難分解性・高生物蓄積性）物質であると結論される場合、⑤及び⑥が追

加される。

川下ユーザーは、川下ユーザー化学品安全評価（downstreamuserchemicalsafetyassessment）

を行う。また、サプライチェーンを形成する川上ユーザー（化学物質の製造業者等）から当該川

下ユーザーに通報された「化学品安全報告書」に含まれていない用途のために物質を利用する場

合等は、欧州化学品庁に関連情報を報告する。サプライチェーンを形成するすべての製造業者／

輸入業者／川下ユーザーは、「化学安全報告書（CSR）」を利用できるようにするとともに、内容を

更新し、各加盟国当局、欧州化学品庁からの要求にしたがって提出する。

（11）評価（Evaluation）

評価は、製造業者等に求められている“安全性評価（safety assessment）”とは異なる。

大量に製造される化学物質、あるいは特に有毒な化学物質には欧州化学品庁による評価が要求

される。化学物質のリスク評価とリスク管理は企業の責任において実施する（登録した化学物質

の毒性に関し、リスク評価、リスク管理を行い、リスクの低減に努める）。化学物質の安全性は、

企業の責任であり、欧州化学品庁では登録した化学物質のレビューは実施しないが、登録された

文書の内容（化学物質の危険性）を評価する。評価の結果、企業が提出した危険情報の追加を要

求する場合がある。また、評価は、製造または輸入する業者の設立されている欧州連合加盟国の

所管当局の加盟国専門委員会に諮問される。評価の結果、使用が禁止される化学物質もある。
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（12）認可（Authorization）

最も有毒な化学物質には認可が要求される。認可は予防原則によることが第52条（序文）に記

載されている。これらの化学物質の中には、発がん性物質、突然変異誘発性物質、生殖毒性物質、

及び難分解性で環境中に蓄積する化学物質が含まれる。■認可対象の化学物質は、実質上完全に禁

止され、より安全な代替物質が求められる。現在、付属書‡ⅤⅠに制限が記載されている物質とPOPs

（残留性有機汚染物質）は製造・上市できない。また、付属書Ⅹ日Ⅰ（a）（b）［a：認可手続きを待つ

物質b：認可手続き中の物質］記載物質（CMR，PBT，VPvBなど）は原則として上市と使用が禁止され、

認可の対象物質となる（現在、付属書‡ⅠⅠⅠ、に物質の記載はない）。欧州連合は認可の対象として、

1，500種類のCMR（発がん性、変異原性、生殖毒性）物質、PBT（難分解性、蓄積性、有害性）物

質、VPvB（超難分解性、超蓄積性）物質を考慮している（1，500物質は、EU－JointResearchCenters

がスクリーニング研究を実施した結果である）。

認可とは、製造者、輸入者、川下ユーザーに対して、対象となる物質について、原則、用途ご

とに認可を受けない限り、当該物質を上市、使用できない制度である。申請者は、特定の用途に

おいてその化学物質によるリスクがないことを証明した上で認可を受けた用途についてのみ当該

物質を利用できる。認可は、すべての用途に対して5年を超えない範囲で見直しされる。

認可は欧州化学品庁の①リスクアセスメント専門委員会、②社会経済分析専門委員会の見解を

基に、欧州委員会で決定される。認可の条件は、化学物質安全性報告書に文書化されたとおり、

適切に管理される場合には認可される。なお、研究開発用途の場合、濃度が一定基準以下の場合、

職業ぱく蕗基準、排出基準などヒトの健康もしくは環境保護の特定な基準がある場合、ヒトの健

康もしくは環境保護のために技術的な管理手法が法的に義務付けられている場合には認可が免除

される。

［リスト収載基準］

（ヨカテゴリー1または2の発がん性物質（67／548／EEC）

②カテゴリー1または2の変異原性物質（67／548／EEC）

③カテゴリー1または2の生殖毒性物質（67／548／EEC）

④難分解性、生物蓄嘩性、毒性物質（PBT物質）『付属書‡日』

⑤超難分解、超生物蓄積性物質（vPvB物質）『付属書‡日』

⑥内分泌かく乱物質、（1）～（5）と同等の重篤で不可逆的な影響をヒトまたは環境に及ぼすおそ

れのある物質

⑦タバコに添加される物質（2001／37／EC）

（13）制限（Restriction）

物質の製造、使用、または上市（製品を市場に出すこと）にすることにより、ヒト健康または

環境への許容できないリスクが生ずる場合、用途の制限が行われる。制限の適否は、欧州化学品
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庁内に設置されるリスク評価委員会及び社会経済分析委員会の見解に基づき決定される。制限に

は、デフォールトの禁止から安全に使用できる条件下での条件付き使用許可まで、異なった種類

の制限がある。現在、付属書‡ⅤⅠに制限が記載されている物質とPOPs（残寧性有機汚染物質）は

製造・上市できない。なお、工場内単離中間体、研究開発・研究開発のプロセス、廃棄物処理施

設で処理される物質（75／442／EEC、91／689／EECの許可条件下）、化粧品（76／768／EEC）として用いら

れ、ヒト健康へのリスク制限のある物質

（14）成形品（article）中の化学物質についての登録

1年当たり合計1トンを超える量で形成晶に含まれるあらゆる化学物質について、通常及び合

理的に予見できる条件による使用と廃棄において、人の健康または環境に悪影響を及ぼすような

方法で排出される場合、当該物質の登録が求められる。

（15）非遵守への制裁（sanctions for nonTCOmipliance）

各加盟国は新たな規則に定められる条項の執行を確保するために、罰則を含むあらゆる必要な

措置を講じることが義務付けられている。

（16）動物実験の回避

動物実験を回避する用件が盛り込まれた。

3．REACIIの今後の予定

REACH規則案は現在、審議中であるが2007年の発行を目指している。施行後は、施行前の15

年間で、製造または輸入されたことのある化学物質は事前登録すると、段階的導入物質として1

年6ケ月の登録が猶予されている。規則の発効後1000トン以上とCMR物質は3年以内（登録しな

い旨の通知1年以内）、100～1000トン未満は6年以内（登録しない旨の通知2年以内）、1～100

トン未満は11年以内（登録しない旨の通知3年以内）、製品中化学物質は11年3ケ月での登録及

び認可を予定している。

【参考文献】

佐々木良，化学品規制，レファレンス，2，15－40（2003）
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第4章　欧州連合の食品安全政策

1．新規則の制定

欧州の食品法は共通農業政策（CAP：CommonAgriculturalPolicy）あるいは域内市場の発展に結びつ

くことにより、科学的、社会的、経済的要因を複雑に反映しながら発展を続けてきた。本来、食品

規則の目的は人々の健康と安全の保護およびそれを高水準に維持するものであるにもかかわらず、

欧州レベルの食品規則は異なった政策目標を掲げていた。1990年代に、英国で狂牛病問題、ベル

ギーで鶏肉のダイオキシン汚染問題が発生したが、対応する部局がばらばらで充分な対策を打ち

出せなかった。1999年9月に保健・消費者保護総局の下に食品安全の関連部局を統合し、欧州委員

会は食品安全法制を総合的に見直すこと、そして欧州食品機関（EFA：EuropeanFoodAuthority）

［現在の欧州食品安全機関（EFSA：EuropeanFood SafetyAuthority）］の設立を盛り込んだ「食

品安全に関する白書（2000年1月）」を発表した。さらに、欧州委員会は同白書で提言された内容

を具現化し、食品安全に関する法制度の基本原則と欧州食品機関の機構と権限を定めた「食品安

全に関する規則（2000年11月）」を提案した。これは食品法の科学的根拠にリスク分析（リスク評

価、リスク管理、リスクコミュニケーション）の原則を導入したものである。また、欧州連合の

食品安全政策の特徴的な基本方針の一つとして、科学的根拠が必ずしも十分でない場合において、

健康や環境に対する危険を防止する観点から必要な措置を採るべきだとする予防原則の考え方

「予防原則（PrecautionaryPrinciple）に関する文書（2000年2月）」が取り入れられている。2002

年1月28日、欧州議会と理事会は規則（EC）No．178／2002を採択した。新たな食品規則の主要な目

標の一つは、定義の共通化（食品の定義も含む）を図ることに加え、高い水準の健康保護を確保

するために、食品法に係る包括的な指針と正当な目的を規定したことである。各加盟国には長い

「食品法規」の歴史があるが、各国の要件を調和し、欧州全体の睡組みを構築した。新規則は欧

州において将来導入されるあらゆる食品関連法の基本となる包括的な原則、定義、要件を規痘す

るものである。

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／2002／1＿031／l＿03120020201enOOOlOO24．pdf

2．食品安全白書

ダイオキシン汚染による危機により、食品汚染のリスクが注目されるようになったことを契機

に、また、飼料の生産を含む食物連鎖全体をカバーし、そして消費者の高レベルの健康確保を確

立する必要性から、欧州委員会は、その間題に対処するために2000年1月に食品安全白書

（COM（1999）719final：Brussels，12January2000）を公表した。この白書は、第1章：緒言、

第2章：食品安全の原則、第3章：食品安全性の必要政策の必須要素、第4章：欧州食品局の設

置、第5章：法制面、第6章：規制、第7章：消費者情報、第8章：国際的次元、第9章：結論

により構成されている。この白書での主要な内容は、独立した欧州食品機関（European Food
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Authority現在の欧州食品安全機関）を設置し、食品に係るリスク評価を行わせること、「農場か

ら食卓まで（食物連鎖全体）」の食品のすべてをカバーするような法律全体の改善の整備を図るこ

と、消費者に十分な情報与えることである。そのためには、種々の政策を提言している。

この白書によるFoodchainは、飼料及び食物連鎖全体を指し、食物連鎖におけるすべての関係

者（飼料製造者、農業生産者、食品製造事業者、加盟国及び第三国所管官庁、欧州委員会、消費

者）について、その役割を定義している。食品の安全性政策の基盤を構成する政策は、リスク分

析（リスク評価、リスク管理、リスクコミュニケーション）であるとしている。かつ、これらの

政策は、独立性、卓越性及び透明性のもとで行われること、リスク管理の決定に予防原則

（precautionary principle）を取り入れることを謳っている。

食品安全政策での2つの主要な原則は、データ収集システムの統合とデータ分析であり、包括

的で効果的な食品安全性モニタリング・サーベランスシステムの構築である。このシステムの目

的は下記のとおりである。

（1）潜在的有害性をリアルタイムで対処するための継続的な日々の情報管理

（2）危機に対処するよりも危機を未然に防ぐように、潜在的リスクの早期同定

この白書では、更に食品に対する緊急警報システム（Rapid Alert SYStem for Food：指令

92／59／EEC第8条）は、食品には機能しているが、飼料等のある種の領域では、機能していない

こと、食品安全性に関する学術的知識の基盤の拡大するための研究開発（R＆D）プロジェクトへ

の投資、特に食品の緊急事態へのR＆Dプロジェクトへの資金の提供、欧州連合レベルでのリスク

評価に必要な情報の欠如を補うための学術協力、特殊な分析法の開発等を行う分析支援システム、

迅速かつ柔軟に学術的助言に対応できる学術委員会のシステム等の改善を指摘している。これら

の指摘のもとに欧州食品機関（欧州食品安全機関）の設置、法的枠組み、消費者保護政策の必要

性について論じている。

特に欧州食品機関（欧州食品安全機関）には、その使命を果たすべく独立性、卓越性及び透明

性を求めており、以下の行動基準を示している。

（1）最善の学術的知識を利用する。

（2）産業及び政治的な利害関係から独立する。

（3）厳格な公的審査をうける。

（4）学術的権威を保持する。

（5）域内学術機関と緊密に協力する。

学術助言の範囲は、リスクと栄養問題が含まれ、動物の健康と福祉もカバーし、食品関連のリ

スクと重なるときは、環境及び化学物質のリスク評価も考慮することとなる。緊急事態への対応

は、関連情報の収集・分析し、欧州委員会及び加盟国への伝達するとともに、考えられる最善の

54

＿義、



学術的助言を提供する。また、緊急警報システムにも参加させ、危機の状況に応じてモニタリン

グ及び疫学的サーベイランスを含む追跡調査も担う。2004年に発覚したダイオキシン汚染ポテト

事件、2006年に発生した豚肉事件（第4編3章に記載）において、緊急警報システムへの参加と

追跡調査が実施された。

その後、「食品管理法の一般原則及び要求事項の策定、欧州食品局の設置及び食品問題における

手順の策定に関する欧州議会及び欧州理事会規則案（COM（2000）716final：Brussel，8．11．2000）」

が欧州委員会から欧州理事会及び欧州議会に提出され、「食品管理法の一般規則及び要求事項策定、

欧州食品安全機関の設置及び食品安全性の諸問題における手順の策定に関する2002年1月28日

付け欧州議会及び欧州理事会規則（EC）178／2002」が欧州理事会及び欧州議会で採用された。

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／2002／l＿031／1＿03120020201enOOOlOO24．pdf

3．欧州連合の食品管理法（食品法）

「食品管理法の一般規則及び要求事項策定、欧州食品安全機関の設置及び食品安全性の諸問題に

おける手順の策定に関する2002年1月28日付け欧州議会及び欧州理事会（EC）178／2002」は日々口

にする食品の安全性への消費者の重大な懸念に対して迅速に行動し、欧州市民に安全な食物の供

給を保証するための枠組み規則である。欧州連合食品管理規則は、欧州連合食品関連立法の指針

となる原則を示し、安全な食品・飼料のみが市販されること及び危険な食品・飼料は、市場から

回収されることを保証する責任を食品及び飼料業者が負うことである。また、この規則は、すべ

ての食品、飼料及び飼料成分のトレーサピリティに関するルール、また、食品管理法の策定と食

品の緊急事態対策への手順を示している。

（1）定義

同規則は、欧州連合全体に共通する「食品」の定義を示しており、これまで加盟国間に見られ

た定義の違いが取り除かれた。また、「食品法」という用語を、単に食品に関わるものだけではな

く、食品と接触する材料や物質に係る施策、食品安全に直接または間接的に影響すると考えられ

る施策のすべてを含んだものと定義している。「食品」には飲料やチューイングガム、そして製造

や調合、処理を通じて食串に意図的に組み込まれるすべての物質一水を含む－が含まれる。以下

の項目は食品に含まれない。

（∋人間の消費を目的として市場に出される用意がなされていない生きた動物

（訓文穫前の植物

③理事会指令65／65／EECと92／73／EECの適用下にある医薬品

④理事会指令76／768／EECの適用下にある化粧品

⑤理事会指令89／622／EECの適用下にあるタバコとタバコ製品

⑥1971年の麻薬に関する国際連合単一協定と1971年の向精神薬に関する国際連合協定の適用

下にある麻薬や向精神薬
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⑦残留物と汚染物質

（2）食品法の包括的な目標

同親則は、食品および高水準の保健衛生の廃保における共同体の責任に関する欧州共同体条約

上の要件に従い、消費者が、安全な食品と、自らが摂取するものを選択するための正確で偽りの

ない情報、を得る権利を保障している。食品法は、農場から最終消費者までの一貫したアプロー

チを基本とし、農場に適用される措置も含まれる。これは、関連する措置の性質との整合性が存

在する場合において、動植物の健康と生態の保護および環境保全という欧州共同体条約上の要件

をも追求することになる。食品法には、加盟国のレベルでもまた共同体のレベルにおいても、健

康の確保のみならず、異物混入などの詐欺行為を予防し、消費者に対する正確な情報の提供を担

保するため、消費者の権利保護の規定が盛り込まれている。また、共同体の表示および広告規則

における個別的な規定に関しても、消費者に誤解を与えてはならないとする全体原則を規定する

ことにより、幅の広い枠組みを規定している。

（3）食品法にとっての科学的根拠

同規則は、食品法に関するリスク分析の原則を確立するとともに、主として欧州食品安全機関

が行う科学的・技術的評価の体系および方法を規定している。新規則では、欧州連合法の枠組み

において、相互に関連する3つのリスク分析の構成要素、すなわち、リスク評価、リスク管理、リ

スクコミュニケーションが食品法の基礎を形成し、それぞれの施策に応じた適用が行われるもの

と規定している。ただし、消費者情報や誤解を招く行為に関する食品法などには、科学的根拠は

必要ではない。新規則は、科学的なリスク評価が、その時点における最善の科学に基づき、独立

性、客観性、透明性のある方法で行われることを求めている。同規則において、リスク管理とは

科学的評価のみに基づくものではなく、問題となっている事項に関連があると認められるその他

の要素を幅広く検討すべきであると規定している。これは、欧州共同体において適切であると判

断された高水準の健康保護を確保するための、リスクの回避、削減、排除等の適切とされる措置

を選択する過程において、意思決定を行う者は、科学的なリスク評価に加えて、食物供給連鎖の

どこで問題が発生したのかに応じた最も効果的なリスク削減措置、具体的に必要な準備、社会経

済的影響、環境への影響など、広範な情報を考慮する必要があることを規定したものである。

（4）予防原則

新規則はまた、リスク管理者が健康を保護するための決定をしなくてはいけないが、リスクに

関する科学的情報が不確定もしくは不完全であるというような場合のために、予防原則を選択肢

の一つとして正式に規定している。この予防の原則は、リスク管理者にとって、許容レベルを超

える健康へのリスクが存在するとの懸念を抱かせるに足るもっともな根拠が存在してはいるもの
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の、包括的なリスク評価の実施を可能にするほどの完全な情報およびデータの裏付けが得られな

いような場合において有効である。そのような特別な状況に直面した場合、意思決定を行う者又

はリスク管理者は、より完全な科学的データなどの収集を進めながら、リスクに関するより包括

的な情報の収集・分析が行われるまでの暫定措置として二予防の原則に基づいた健康保護措置お

よび対策を採ることができる。

（5）トレーサビリティ（追跡可能性）

BSEやダイオキシン汚染の経験から、製品に欠陥が見つかった場合等に、飼料、食品、素材の生

産地および食品の供給源を特定することは、消費者保護にとって最も重要な事項である。トレー

サビリティは、食品の回収を円滑にするとともに、問題となっている製品に関する正確な情報を

消費者に提供することを可能にする。同規則は、すべての食品もしくは飼料の事業者間の動きに

ついてトレーサビリティを規定し、要請に応じて、主管庁に対し食品もしくは飼料のトレーサピ

リティに関する情報を示すことを求めている。輸入業者に対しても同規定が適用され、第三国に

おける製品の輸入先を特定することが義務付けられる。

（6）責任

同規則においては、食品法の確実な遵守と、特に食品の安全に係る主たる責任は、食品事業者

にあるとの基本原則が打ち立てられている。同原則は飼料事業者にも同様に適用される。同原則

を補完・補助するために、加盟国の主管庁は、適切かつ効果的な監視を行わなければならない。

（7）食品の安全要件

同規則は、以下の二つの要素から成る食品の安全要件を規定している。

①食品は健康に危害を与えてはならない。

（∋食品は人による消費に適さないものであってはならない。

この二つの要件のうち、いずれか一つでも欠落していれば、その食品は安全ではないと見なさ

れる。これはコーデック＿ス・アリメンタリウス（註：コーデックス委員会の定める国際的な食品

規格）の枠組みにおいて受け入れられている基準である。ある食品が健康に危害を与える可能性

があるかどうかを判断する際、当該食品の使用方法、食品と共に提供される情報、加工やその後

の取り扱いなどを勘案することが重要である。また、人体に与える影響については、長期的・蓄

積的な影響と急性な影響の両方を考えるともに、後の世代への影響の可能性についても考える必

要がある。同規則では、腐敗した食品等、人による消費に適さない食品もまた安全性を欠くとして

いる。さらに、同規則は、食品事業者に対し、安全ではない食品を市場から撤回すること、そし

てその際には正確な情報を消費者に提供することを義務付けている。
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（8）国際的義務および食品貿易

同規則は、世界貿易機関（椚0）における衛生植物検疫措置の適応に関する協定（SPS協定）お

よび貿易の技術的障害に関する協定（TBT協定）に関する共同体としての責務と食品に関する国際

的技術基準の発展における欧州共同体の義務を重視している。同規則は、食品の国際的取引の基

礎となる一般原則を規定している。いかなる貿易相手国に対しても、悉意的にもあるいは不当に

も差別的な扱いにつながることがないような、また偽装した貿易障壁を生み出すことのないよう

な方法で、食品法の開発をすべきとの目標を打ち出している。

（9）透明性の原則

同規則は、食品法のあらゆる発展段階において、消費者の信頼を高めるために必要なシステム

を導入し、より多くの利害関係者による参加を得る枠組みを設置している。食品政策が成功して

いることの最も重要な証は「信頼」であるため、法規の透明性および一般市民との効果的な協議

が、不可欠とされている。欧州委員会に対し直属の科学委員会が提出する専門的意見に係る透明

性の徹底を含め、食品および潜在的リスクの関連性に関して、より良いリスクコミュニケーショ

ンを図ることが重要とされている。

4．欧州食品安全機関（http：／／www．efsa．eu．int／）

欧州食品安全機関（EFSA）は欧州委員会の他の機関からは法的に独立した機関として2002年に

ベルギーに仮設置され2005年にパルマに移転した。その主な活動は、リスク評価とリスク・コミ

ュニケーションで、食品及び飼料の安全性、動植物衛生、動物愛護、栄養、遺伝子組換え体に至

る広範な事項に直接または間接的に影響を与えるすべての分野における総合的・統一的な学術的

助言を提供し、欧州委員会の立法及び政策の支援をすることである。

1997年に設置された科学運営委員会はBSE問題において、政府やロビーイング活動によって、

中立的な科学的助言を出せなかった。このことから、欧州委員会の他の機関からは法的に独立し

た機関として位置づけられ、科学的助言に中立性を求めている。また、欧州連合の緊急警報シス

テムと危機管理システム＿＿⊆おいても欧州委員会を支援している。

同機関の主な機能は以下の6つである。

（1）欧州委員会、加盟国あるいは欧州議会の要請に応えて、独立した科学的見解を表明するこ

と

（2）食品安全、栄養、動植物衛生、動物愛護等に関する政策や施策に関し、技術的な助言を行

うこと

（3）食生活のパターン、摂取状況、リスク等に関するデータの収集・分析を行うこと

（4）リスクを特定すること

（5）食品及び飼料に関する早期警戒システムを恒常的に運用すること
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（6）市民に対して情報を公開すること

これらの活動を行うために同機閑には、300人の職員が配置され、執行理事会、諮問会議、科学

的パネルが設置されている。

（1）「執行理事会」は、加盟国、欧州委員会、欧州議会、■関係団体（消費者団体や産業界を含

む）の代表者から成る。執行理事会は、欧州委員会の提案に基づき任期5年の事務局長を任

命する。

（2）「助言フォーラム」は、各加盟国の食品安全当局の代表者で構成される。

（3）「科学的パネル」は、執行理事会によって任命された独立した科学的専門家によって構成

される。パネルの種類としては、「食品添加物・香料・加工補助剤・食品接触物質」「飼

料添加物」「植物衛生及び残留物質」「遺伝子組換え物質」「栄養補助食品、食品栄養、

アレルギー」「生物学的な危険」「食物連鎖における汚染」「動物衛生・動物愛護」があ

る。また、各パネルの議長と独立した6人の専門家から成る「科学委員会」が必要な調整を

行う。

5．食品・獣医学局

一方、欧州委員会の食品・獣医学局（Food＆Veterinary Office：FVO）は、共同体法が加盟国

に正しく移行しているか、正しい施行によって効力が発揮されているか監査し、監査所見の報告

及び勧告を行う機関である。FVOの報告は、欧州委員会が欧州連合域内で、あるいは第三国から

の輸入に対して、セーフガード対策を採るべきかどうか、加盟国の違反行為の処分をどうするか

の決定する際の重要な判断材料となる。

6．食品・飼料緊急警報システム

食品・飼料緊急警報システム（Rapid Alert System for Food＆Feed：RASFF）は、消費者の

健康と安全に対する重大なリスクが認められた製品を欧州連合加盟国に通知する手続きを定めた

システムである。システムの法的根拠は、指令92／59／EEC第8条に基づいて設置されたものであ

り、2002年2月21日に新たな法的根拠（規則（EC）No．178／2002）が定められた。この新しい根

拠は、ヒトの食用を最終目的とするすべての食品及び飼料製品を含むように、食品・飼料緊急警

報システムに拡大している。通知システムでは、2種類の通知を扱う。食品・飼料緊急警報シス

テムは、欧州委員会保健・消費者保護総局が担当している。

（∋警戒通報（Alert notifications）

消費者に対するリスクが認められた市販製品に関する通知

②情報通報（Information notifications）

消費者に対するリスクが認められるが、市場に流通してないと推定できる（国境での入国拒

否、賞味期限を過ぎた製品）またはリスクが限定的である（発見から通知まで長い時間を経
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過している）製品に関する通知

欧州連合は、監視システムをさらに拡大するように整備しており、警報システムの指標となる

飼料および食品に関する有害物質の最大許容基準を品目ごとに2002／32／EC享（EC）466／2001で定

め、飼料、食品においてランダムまたはターゲットモゴタリングを実施している。また情報デー

タベースの構築を整備し、緊急システムにおけるリスク評価の迅速化を目指している。

7．欧州連合の緊急事態対策及び危機管理

緊急事態でのシステムは、当初、指令92／59／EEC第8条に根拠をおいて定められた。その内容

は、「自国領域内において、加盟国が、当該製品から消費者の健康及び安全性にもたらされる深刻

且つ直接のリスクにより、製品販売またはその決定を行う場合、直ちにその旨を委員会へ報告す

ること」と定めている。この指令は、必ずしも食品に限った指令でなく、一般製品も含めた包括的

な指令である。このシステムには、食品及び工業製品が含まれているが、飼料は含まれていない。

「食品管理法の一般原則及び要求事項の策定、欧州食品安全機関の設置及び食品安全性の諸問題

における手順の策定に関する　2002年1月　28　日付け欧州議会及び欧州理事会規則（EC）

No．178／2002」が制定され、一般食品管理法、欧州食品安全機関の設置、緊急警報システム、危機

管理及び緊急事態対策等が定められた。詳細は第4編第3章を参照されたい。

【参考文献】

安江則子，欧州食糧安全庁とリスク分析，ワールド・ワイド・ビジネス・レビュー，3，5－79（2002）

EtlrOpean Food Safety Authority，Annual Report　2004

60
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第1章　欧州連合におけるダイオキシン類、PCB類政策
http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／

欧州連合は欧州におけるダイオキシン類、PC迅類によるヒトぱく露の実態と汚染源の特定と排

出量から、戦略的政策を打ち出している。欧州連合は食品と飼料においてダイオキシン類（PCDD

s／PCDFs）とダイオキシン様PCB類に最大許容量とアクションレベルを定めた。世界的にも食品

に基準値を設定している国は少なく、欧州連合がヒトでのダイオキシンぱく蕗の低減に重点を置

いていることが伺える。新規の排出量を低減させるために、廃棄物焼却場の排出に枠組み規制値

が設定され、その他の主要産業からの排出はIPPC（統合的汚染防止管理）指令で対応がはかられ

ている。過去に汚染された土壌、水系の堆積物におけるアクションレベル等の枠組み規制値はま

だ設定されていない。新たな製造使用の禁止されているPCB類については、処分指令96／59／ECを

定め、2010年までにPCB類（50ppmを超える5リットル以上の量）を含む装置の使用をやめるこ

とを定めた。食品において今後問題になることは、事故による汚染を除けば、過去に汚染された

土壌、水系の堆積物等から食物連鎖にはいってくるPCB類とダイオキシン類である。現在、欧州

連合は非ダイオキシン様PCB類への対応を考慮している。このようなダイオキシン類（PCDDs）、フ

ラン類（PCDFs）、PCB類（PCBs）への積極的な取り組みは、環境総局の化学物質政策下における「ダ

イオキシンぱく露と健康」と題した政策ホームページから読み取ることができる。

1．政策の歴史

欧州連合が環境経由によるダイオキシン類の食物連鎖系への汚染対策を本格的に始めたのは、

1990年の後半から2000年にかけて、欧州においてダイオキシン類（PCI）Ds）1、フラン類（PCDFs）、PCB

類（pCDDs）による汚染が相次いだことを契機としている。

注1）　ダイオキシン類（PCDDs）

日本では有機塩素化合物の一種であるポリ塩化ジベンゾーp－ジオキシンを略して、

「ダイオキシジ」と呼ぶ。「ダイオキシン類」は、ダイオキシンとよく似た毒性を有

する物質をまと吟耳表現するもので、ポリ塩化ジベンゾーp－ジオキシンを示す、狭義

のダイオキシン類とは異なる。ポリ塩化ジベンゾーβ－ジオキシン（PCDD）、ポリ塩化

ジベンゾフラン（PCDF）、コプラナーポリ塩化ビフェニル（Co－PCB）をあわせて「ダ

イオキシン類」と定義している。なお、コプラナーポリ塩化ビフェニルはポリ塩化ビ

フェニル（PCB）のうち、PCDD、PCDFと同じように平面構造を持つものの総称である。

欧州連合で「ダイオキシン」または「ダイオキシン類」はCOM（2001）593、COM（2004）

240に見られるようにポリ塩化ジベンゾーp－ジオキシン（PCDD）とポリ塩化ジベンゾ

フラン（PCDF）を合わせた総称を示す。これは欧州連合での規制の歴史に由来してい

る。ダイオキシンと同じような毒性を示すポリ塩化ビフェニルはダイオキシン様PCB
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（Dioxin－like PCB）として使い分けがされている。規則、指令などのタイトルには

ダイオキシン類、フラン類、PCB類、ダイオキシン様PCB類（Dioxins、Furans、PCB

s、Dioxin－1ike PCBs）または、ダイオキシン、フラン、PCB、ダイオキシン様PCB

（Dioxin、Furan、PCB、Dioxin－likePCB）という◆記述がされ、狭義のダイオキシン

が使用されている。また、基準値の標記にはPCDDs＋PCDFs（PCDD／F）、Dioxin－likePCBs

などが使われ、混乱がないようにされている。

1999年10月、環境総局は大気や土壌などの環境中におけるダイオキシン類汚染レベル、食事

や土壌や大気などからヒトが摂取するダイオキシン類ぱく露量、母乳や体組織中に蓄積している

ダイオキシン類汚染量に関する欧州連合加盟各国の状況、環境やヒトへの毒性などについての調

査報告書「ダイオキシンのぱく露と健康データ編集　著者：AEAテクノロジー，イギリス」を欧

州委員会に提出した。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／download．htm＃CompilationofEIJDioxinexpos

ureandhealthdata

報告書は、欧州連合における複数の集団において、ダイオキシン類と類似の物質の摂取量はす

べての加盟国で10－15年を通じて低下（1980年から1990年にかけて年間平均10％ずつ低下して

いる）しているにもかかわらず、いまだにⅧ0の勧告を超えるレベルにあることを報告している。

1998年世界保健機関（WHO）欧州事務局はIPPC（国際化学物質安全性計画）と協力し、ダイオキシ

ン類の耐容一日摂取量（TDI）を1－4pg－TEQ／kg体重／day2と定めた。

http：／／www．who．int／inf－pr－1998／en／pr98－45．html。

注2）　TEQ：毒性等価童

ダイオキシン類は、塩素の数と入る位置により多くの異性体、同族体が存在する。

環境中のダイオキシン類は単独の物質として存在することはまれで、多くの場合、異

性体、同族体の混合物として存在している。これらの存在量と毒性を個々に評価する

のは煩雑であり、組合的な生物学的影響を推測することが困難になる。ダイオキシン

類は毒性の発現にア」カレハイドロカーボンレセプターを介して作用するという共通

の性質を持つことから、毒性の強い2，3，7，8－テトラクロロジベンゾーβ－ジオキシンを

1として、それに対応する相対的な毒性の強さ「TEF：毒性等価係数」を定めた。ダ

イオキシン類、pClさ類のT即は、Ⅶ0（世界保健機関）等が設定しており、長期毒性、

短期毒性、生体内（in vivo）及び試験管内（in vitro）の生化学反応についての試

験結果を同族体間で比較して決めている。混合物としてのダイオキシン類またはPCB

類の量は、個々の化合物のTEFに存在量をかけたものの総和「TEQ：毒性等価量」とし

て表される。1998年WHOは1994年のTEFを改定した。このことにより1994年のTEFを用

いて計算されたTEQを卜TEQとして区別している。Ⅰ－TEQはダイオキシン7種類とジベン
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ゾフラン10種類のTEFで計算され、現在のTEQはダイオキシン7種類、ジベンゾフラン

10種類、ダイオキシン様PCB12種類のTEFで計算されている。TEFは、今後の新たな科

学的知見によってさらに追加、変更されることが予想される。

「ダイオキシンのぱく露と健康データ編集」における勧告内容は、

（1）欧州連合全体の共通した排出量規制を行うために、加盟国それぞれがさらに行動を起こす

こと。具体的には、主に産業界を排出源とする大気中や水環境へのダイオキシン類排出制

御を最適化するためのコスト／ベネフィット分析に着手すること。

（2）大気、土壌、水環境への欧州連合全体のダイオキシン排出源の目録作成を、ノルトライン・

ヴェストファーレン州にある国土省（LUA：Landesumweltamt）が実施し、年間総排出量（g

／年）に対する排出規制を検討する。

（3）大気、浮遊物、堆積物、ヒトの血液中（ヒトの母乳はすでにⅦ0がモニタリングしている）

のダイオキシン類の濃度を含め、これから将来にわたって、ヒトがダイオキシン類（ダイ

オキシン様PCBを含む）へどれくらいぱく蕗しているかをモニタリングするためのシステ

ムを開発する。サンプリング・分析方法、・報告手順において標準化を行う。

（4）欧州連合加盟国全域において、食品中におけるダイオキシン類の最大耐容濃度（MTCs）を確

立する。汚染ルートに関する情報を提供するために、関係機関との協力において、食習慣

や収入の地域差に関する情報交換を行う。欧州北部と欧州南部は異なる気候、農業上の習

慣、食習慣であることを理解した上で、加盟国における、食事からのダイオキシン類への

ぱく露ルートを確認する。この情報は、欧州全域においてダイオキシン類へのぱく露を削

減するために必要である。

（5）特に食品中におけるダイオキシン類の濃度に関する情報などの、公衆衛生情報を提供する

監視機関の設置を加盟国に奨励する。これにより、ダイオキシン濃度が平均レベル以上の

食品を消費する特定地域の人々に対し、リスク回避のための費用対効果が最もよい方法を

提供できる。

（6）高濃度のダイオ竪シン類へぱく露する母乳保育の乳幼児における、神経系、免疫系、生殖

系、内分泌系、知能発達への影響をさらに明らかにし、母乳保育の乳幼児（第一児、それ

以降も含めて）の体組織中におけるダイオキシン類の蓄積濃度に関する測定を行う。ダイ

オキシン類へのぱく露を削減するための政策について、コスト／ベネフィット分析の実行

を考慮する。

（7）WHOの耐容一日摂取量（TDI）卜4pg TEQ／kg／day（ダイオキシン様PCBs含む）を採用する

よう加盟各国に促進する。
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2000年9月、欧州義貞会の環境総局の予算により、動物飼料の生産における汚染廃棄物が食

物連鎖を通じて公衆衛生を脅威にさらすおそれがどのように拡大するかを研究目的として、汚

染協同研究センター，環境研究所，土壌と水質部の協力により実施した研究結果「廃棄物中の

■ダイオキシン類とPOPs3の生成とそれらの食物連鎖への痕人の可能性の評価」が報告された。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／pdf／001 ubt final．pdf

注3）POPs

残留性有機汚染物質（POPs）とは、環境中で分解されにくく、生物に蓄積されやす

く、かつ強い毒性を持つ化学物質の総称で、残留性有機汚染物質に関するストックホ

ルム条約（2001年5月採択）で規定された物質。条約はPCB、DDTなどのPOPs（12物質）

について製造・使用・輸出入の禁止と廃棄のほか、ごみ焼却などで発生するダイオキ

シン類の排出削減などを定めている。製造使用禁止物質としてアルドリン、クロルデ

ン、ディルドリン、エンドリン、へブタクロル、ヘキサクロロベンゼン、マイレック

ス、トキサフエン、PCB、DDT（制限使用可）。非意図的生成物質の排出の削減が求め

られる物質としてダイオキシン、ジベンゾフラン、ヘキサクロロベンゼン、pCBが該

当している。

2001年10月24日、欧州委員会はダイオキシン類、PCB類の影響からヒトの健康と環境のよ

りよい保護を確実にするための戦略「ダイオキシン類、フラン類とPCB類に対する欧州戦略の

コミュニケーション」COM（2001）593を採択した。長年の取り組みにより、バックグラウンドレ

ベルは20年間で急激に減少したが、汚染された土壌、水系の堆積土、埋め立て地からの放出さ

れるダイオキシン類、PCB類の生物濃縮はいまだに続いていること。新たな毒性学、疫学、毒性

発現機構の知見から、ダイオキシン類くPCDDsとPCDFs）、PCB類は発がん性、ホルモン用の作

用、生殖能力の低下、皮膚毒性、免疫活性の抑制などがあり、ヒトへの健康影響防止のために、

より低用量での管理が求められていること。連合の拡大によって、平均ぱく露濃度が上昇する

こと、欧州連合市民の食品からの摂取は1．2～3pg WHOMTEQ／kg bw／Dayであり、欧州連合の最大

許容量の14pgWHO－TEQ堪g＿bw／Weekを超えていることから、さらなる対策を必要としている。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／waste／pcbs／pdf／en．pdf

コミュニケーションは、ダイオキシン類とPCB類の問題への対処法の概要を示したもので、

環境と飼料と食品における、これらの物質の削減戦略を発展させるものである。これは第6次

環境行動計画における、非天然化合物による環境汚染への対応政策と食品白書の食品、飼料中

の汚染物質削減のための基準設定の必要性に応じたものである。勧告の内容は、

（1）ダイオキシン類とダイオキシン様PCB類の耐容週間摂取量（TWI）を14pg－TEQ／kg体重／

週を採用すること。

（2）欧州連合でのと卜へのぱく蕗を耐容週間摂取量より低くすること。
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（3）環境とエコシステムへの影響をアセスメントすること。

（4）ダイオキシン類とPCB類による環境影響を低減すること、が提案された。

ヒトぱく露の90％が食品由来であることから、食物連鎖におけ号ダイオキシン類とPCB類の

削減が重要であり、過去の汚染と新たに排出される汚染め減少によって食物連鎖における汚染

を減らすことができるとしている。

この戦略における5年の短期・中期計画では

（1）ハザードの特定、リスクアセスメント、リスクマネージメント

（2）研究

（3）結果の好評と通知

（4）国際機関・域外の国との連帯、を目標としている。

10年を超える長期計画では

（1）ダイオキシン類とPCB類の土壌、水、大気の汚染レベルデータの蓄積。

（2）土壌、水、大気の監視を目標としている。

食品、飼料についてはダイオキシン類とPCB類の最大許容量、アクションレベル、ターゲッ

トレベルの3つの基準による管理を目標としている。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝IP／01／1492＆format＝HTML＆a

ged＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝eP

http：／／europa．eu．int／eur－1ex／en／com／pdf／2001／com2001＿0593enOl．pdf

2002年4月、動物飼料、食料、重要な環境区分へのPCB類とダイオキシン類の汚染レベルに

ついての報告書「PCB類とダイオキシン類のフィールドにおける事前行動　著者：欧州POPs専門

チーム」が提出された。このプロジェクトは「環境と保健」政策の枠組みにおいて環境総局の

予算により保健・消費者保護総局の協力で実施されたものである。研究結果はダイオキシン、

PCB類と関連臭素化物のヒトへのぱく露と起源、代謝、最終運命、発生量の概要、そして既存の

知識における結果と因果関係について報告している。

2002年7月、継続研究である「廃棄物と再生物と副生成物中のダイオキシン類とPOPsの生成

とそれらの食物連鎖への混入の可能性の評価　第2期　著者：欧州POPs専門チーム」報告書

が提出され、フィールドにおける食物連鎖に関連する廃棄物とpOpsの適切なモニタリングを実

施するのに必要なサンプリング計画と手法の開発、ヒトのぱく露低減とデータ収集など、今後

の研究に関連するまとめと提言がなされた。報告書は、廃棄物、副生成物、再生物の回復のた

めの欧州の動物飼料に対して年間10gWHO－TEQ（PCDDsIPCDFs）を超えないように提言している。

これはヒトへのPOPsの一日摂取量を抑える目的で廃棄物、副生成物、再生物のさらなる改善行

為を促すと報告している。
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http：／／europa．e正int／comm／environment／dioxin／pdf／stg2finrept．pdf

欧州連合におけるダイオキシン類は産業プロセスの不要副産物として生成され、主な排出源

の62％は自治体の廃棄物焼却炉、鉄鉱焼結炉、医療廃棄物焼却炉、非鉄金属工業施設とされて

いる。残りの38％は高温加熱を伴う施設（主に木材燃焼にかかわるもの）、火災、運送（主に

石油を燃料とするもの）など他の産業または非産業活動によるとしている。欧州委員会で産業

起源のダイオキシン類の排出量を確定することがいかに困難であるかが議論され、欧州環境総

局の後援により、ダイオキシン類とフラン類の産業起源の特定：排出の特定と削減技術の評価

プロジェクトが実施された。プロジェクトは1995年に始まり第一期終了の1997年10月に、900

ページにおよぶ欧州ダイオキシン目録StageIを公表した。

（1）ヨーロッパ17カ国から利用可能なダイオキシン類排出量の情報記述

（2）これら評価データの提供

（3）比較できるベースでの、各国の年間排出量の推定

これは、データ欠如によるダイオキシン類排出源との関連に不明な点がいくつかあり、‘役に

立つ情報のかなりの部分が利用できないということが初期のプロジェクトで明らかになった。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／download．htm＃European％20Dioxin％20Invent

Ory

欧州委員会はこれらの不確実性を減らし、国家政策の実行を助長するために、各国の関連す

るプラントにおける排出量測定と土壌と水系へのダイオキシン類とフラン類の放出の書面研究

を含むプロジェクトの第2期研究を実施した。第2期プロジェクトは1998年1月に始まり第2

期終了の2000年12月に「欧州ダイオキシン排出目録StageII　著者：ノルトラインーベスト

ファーレン州環境庁、ドイツ」報告書が提出された。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／download．htm柁uropean％20Dioxin％20Invent

Ory

2004年4月13日、欧州委員会は「欧州連合ダイオキシン類、フラン類、PCB類に対する戦略

COM（2001）593の推進COM（2004）240」を採択した。それは、COM（2001）593採択以後の最初の2年

間（2001年末から2003年末）における欧州委員会の主な仕事の要約である。政策は新加盟国で

のプロジェクトとバルト地域（食品での汚染は畜産製品よりも魚類が高く、とりわけバルト海

の魚は汚染が高い）を焦点においた環境と健康情報を基盤とする仕事、飼料と食品における基

準とスクリーニング法、利用可能な研究と技術が含まれる。

http：／／europa．eutint／eur－lex／en／com／cnc／2004／com2004 0240enOl．pdf
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2005年10月、欧州委員会は金属産業から放出のモニタリングを改善する方法を調査するため

の研究を開始した。結果はIPPC（統合的汚染防止管理）指令（96／61／EC）の改訂に背景として

使われ、反映される。

2．欧州連合ダイオキシン類、フラン類、PCB類に対する戦略COM（2004）240の概要

（1）共同体の拡大への対応

①欧州連合の拡大により、新規加盟国での総排出量のデータの情報が必要とされ、これらの国

での測定技術の援助が必要である。

②ヒトと環境におけるぱく露レベルの把握が必要である。

③東・中央ヨーロッパでの排出における欧州共同研究センター（JRC）業務の拡大により、これ

らの国でのダイオキシン類、フラン類、PCB類への対応促進をはかる。

（2）研究

（D煤煙、堆積物、魚などの多様なサンプル中のダイオキシン類、ダイオキシン様PCB類の分析業

務の拡大における共同研究センターのダイオキシン研究設備の更新。

②2002年7月、「廃棄物と再生物と副生成物中のダイオキシン類とPOPsの生成とそれらの食物連

鎖への混入の可能性の評価　第2期　著者：欧州POPs専門チーム」報告書において、リサイ

クルにおける飼料汚染のヒトぱく露の影響について更なる研究が必要とされた。現在、第3

期計画はリサイクルにおける飼料汚染のヒトぱく露の影響について7つの飼料組成物につい

て実施下にある。

③土壌、水におけるダイオキシン類のプロジェクトにおいて、リサイクルオイルと脂肪、土壌

堆積物からのダイオキシン類の汚染の影響など、いくつかの実験がJRCによって推進されてい

る。

④欧州におけるデータモニタリングの精度管理により結果を相互比較するための対照サンプル

がJRCの（測定と対照物質機関）IRMMで開発されている。

⑤研究と技術開発のた吟の第5枠組み計画（1998－2002）において1200万ユーロがダイオキシン

類とPCB類に関する6つの主要研究に支払われ、第6次枠組み計画（2002－2006）では、食品

の質と安全の分野で1440万ユーロが、また、神経毒性物質（PCB類とメチル水銀）の混合物の

影響に240万ユーロが予定されている。

⑥食品における迅速で多量のサンプルの処理できるスクリーニング法が必要とされ、2003年に

IRMMは株細胞を用いた試験系のバリデーションが終了している。

（3）広報

（訪環境総局のウェブサイトにダイオキシンに関する政策、研究のホームページを開設した。
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http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／

（4）国際レベルでの協力

①POPs条約の批准にかかわるこれらの物質を含む廃棄物め管理、ダイオキシン類、フラン類、

PCB類の非意図的生成に対する利用可能な最善のテクニック（BAT：BestAvailableTechnique）、

と最善の環境プラクティス（BEP：Best Environmental Practice）におけるガイダンスの作

成

②迅速なスクリーニング法の開発における研究の必要性

（5）BAT参照文書

（∋操業許認可に必要な「利用可能な最善のテクニック」（IPPC指令）を基にした排出基準およ

び操業条件がガイダンスに従って作成される。

（6）バルト地域におけるダイオキシン類とPCB頬

①バルト地域での海洋政策COM（2002）539と欧州環境と健康政策の枠組み計画COM（2003）338にお

けるモニタリング。環境と魚とヒトの健康にリンクしたモニタリングにより、今後の政策実

施に使用される。2003年、テクニカルワーキンググループはバルト地域でのモニタリングを

実施し、欧州委員会の環境と健康行動計画（2004－2010）の一環として第2次調査を2004年末

まで実施した。堆積物の汚染と、ダイオキシン様のPCB類による寄与率が高く、結果は、「環

境と健康モニタリングと応答システムの統合」の開発に使われる。

（7）難分解性有機汚染物質の規制

（訪難分解性有機汚染物質の指令は79／117／EC、96／59／ECにおいて規定されている。欧州委員会

はPOPs関連物質の排出削減を提案している。欧州委員会は、残留性有機汚染物質（POPs）に

関する2つの国際条約、「ストックホルム条約」及び「長距離越境大気汚染条約（LRTAP）の

POPs議定書」を批準もている。欧州委員会は、これらの条約等の要求事項を満たすため、既

存の法令を改正する規則案を決定した。なお残留性・生体蓄積性・有毒化学物質に関する規

制は「REACH」システムに組み込まれることとなる。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝IP／03／842＆format＝HTML＆aged

＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en
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（8）その他の計画

①食品と飼料におけるサンプリングと分析を目的とした「ダイオキシン類とPCB類のフィールド

における予備行動」が2002年4月に報告された。これは食品と飼料のダイオキシン類とPCB類

の汚染レベルとダイオキシン様PCB類のデータを補うものである。

②PCB類の廃棄における製造と同定に関するBAT文書の、開放系で使用しているPCB類とPCT類へ

の適応をはかる。

③統合的汚染防止管理指令（ICPP指令）96／61／ECの見直し勧告COM（2003）354においてダイオキシ

ン類、フラン類、PCB類の排出規制のために、主要なダイオキシン類排出源である金属産業の

排出量のモニタリングに着手した。

http：／／europa．eu．int／eur－lex／en／com／cnc／2003／com2003 0354enOl．pdf

④水枠組み規制2000／60／ECにおいて水質汚濁物質の優先順位リストが作成された2445／2001／EC。

PCB類、ダイオキシン類、フラン類は76／769／EECにおいて製造と使用の制限が定められている

ためこのリストには挙げられていない。しかしながら、これらの物質の排出管理、環境基準

の作成のための2つの研究が進められている。

⑤土壌汚染は大気汚染、水質汚染とともに三大優先課題の一つである。土壌保護の為の計画推

進ワーキンググループが立ち上げられ、汚染堆積物の処理とこれらの物質のモニタリングと

削減について取り組みが始まった。

⑥欧州共同研究センターは国、地域のダイオキシン類、フラン類の排出要因データベースの作

成に着手した。

（9）食品と飼料における行動

［基準値の策定］

食品、飼料における食物連鎖からのダイオキシン類（PCDDs／PCDFs）とPCB類の削減に、「マ

キシマムレベル」、「アクションレベル」、「ターゲットレベル」からなる3つの柱を定めた。

①2001年11月、欧州議会規則（EC）2375／2001、欧州委員会規則（EC）466／2001において、食品にお

ける最大許容量がY遥002年5月、指令2002／32／ECにおいて、動物飼料中の最大許容量が設定さ

れ、2003年7月飼料に添加する動物、植物由来の成分に最大許容量が設定された。これらに

はダイオキシン様PCBは含まれず、ダイオキシン様PCBについては2004年12月までに検討する

とされた。また、ダイオキシン類とダイオキシン様PCBの最大許容量は2006年の12月に再度見

直しされる。

②2002年4月、指令2002／201／ECにおいてダイオキシン類とダイオキシン様PCBの食品、飼料原料

と飼料中のアクションレベルが設定され、加盟国でのモニタリングの重要性が強調された。

③最終的なぱく露許容量目標値「ターゲットレベル」を2004年12月をめどに検討する。
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［その他］

①ダイオキシン様PCB類の食品および飼料での最大許容量の設定のための起訴データを収集す

′る。

②2005年12月をめどに放し飼い、準集団養鶏での高波度汚染卵における最大許容量の適用を検

討する。

③2006年12月までフィンランド、スウェーデンで販売されるバルト嘩産の魚への特例を認め、

両国は魚種，地域、年齢、汚染レベルなどについてバルト海でのモニタリングを実施する。

④2006年までに食品から摂取されるダイオキシン類、フラン類、ダイオキシン様PCB類の量を

25％削減する。そのために欧州委員会は加盟国と共同して食品からの摂取量の算定を行う。

⑤2002年、欧州委員会は非ダイオキシン様PCB類の消費者へのリスクを食品科学委員会へ諮問し

た。リスクアセスメントでのWHO、米国FDAとの重複回避に合意した。欧州食品安全機関は2003

年より専門家パネルによる検討を開始した。また、将来構想で非ダイオキシン様PCB頬のぱく

露削減を検討している。

3．食品・飼料におけるダイオキシン類の規制

1998年、世界保健機関（WHO）欧州事務局はIPCS（国際化学物質安全性計画）と協力しダイオキ

シン類の耐容一日摂取量（TDI）を1－4pgJrEQ／kg体重／dayと定めた。

http：／／www．who．int／inf－pr－1998／en／pr98－45．html

また、国連食糧農業機関（FAO）とWHOの合同専門委員会である食品添加物合同専門家委員会

（JECFA）は、2001年6月の会合で、ダイオキシン類の耐容月間摂取量（ThiI）を70pg－TEQ／kg体重／

月と提案しており、さらに欧州連合（EU）のSCF（食品科学委員会）は、2001年5月30日に、ダイ

オキシン類（PCDDsIPCDFs）とダイオキシン様PCB類（Dioxin＝kePCBs）の耐容週間摂取量（TWI）

を14pg－TEQ／kg体重／週と提案した。このように、ダイオキシン類の耐容摂取量は、日間変動を

考慮し、月間または週間の摂取量に対しても耐容摂取量を定めており、より厳密な対応が提案さ

れている。耐用週間摂取量の設定は欧州連合の政策で重要な意味を持つ。欧州連合の欧州連合に

おける耐容一日摂取量（Tni二は2pg－TEQ／kg体重／dayに相当し、欧州連合でのぱく盛のレンジは

1．2－3TEQ／kg体重／dayである。ダイオキシン類、フラン類はPC針類とは異なり、産業利用のため

の意図的生産物ではなく廃棄物焼却や化成品の合成等での非意図的生成物であることから、単純

な製造規制ではぱく露を低減できない。そのために、欧州連合は飼料および食品など食物連鎖の

頂点での規制を定め、発生源での濃度の低減または除去を加盟国に求めている。この規制値はバ

ルト海の汚染の高い魚を多く獲る集団や老人、子供などの感受性の高い集団を考慮したものであ

る。

OfficialJournal of the European Communities：amendjng CommIssIoH ReguIatIoD　αC）No

46招001sefljngmaxImzwJeveJs／orceI・lajD COntamjnaDtS jDl00dsIElffs，COUNCIL REGULATION
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（EC）No2375／2001，6December，2001

2001年7月欧州委員会は食品および飼料中のダイオキシン類（PCDDs＋PCDFs）含有量削減のた

めに、食品・飼料中のダイオキシン含有濃度指針を示し、ダイオキシン類の最大許容レベルを示

した。委員会は、今後の課題として、発生源と汚染経路妄確認し、これを排除するための「早期

警戒」装置としての行動指針値「アクションレベル」を規定し、最終的に達成されるべき目標値

「ターゲットレベル」の設定を2004年末までに予定した（ターゲットレベルは2006年2月にお

いても設定されていない）。これは環境・飼料・食品中のダイオキシン・フラン・PCB類の存在を

減らすための包括的戦略の一環であり、これらの措置が消費者の健康の保護を供するとしても、

最終目標は発生源でのダイオキシン放出のさらなる削減であり、それが環境に入るのを停止させ

ることでなければならないとしている。

http：／／europa．eu．int／comm／dgs／health COnSumer／library／press／press169 en．pdf

2001年11月、欧州連合閣僚理事会は、食料品、家畜飼料中のダイオキシンその他の汚染物質

の存在を法的に制限する指令を採択し、2002年7月1日に発効した。これにより、加盟国は、こ

れを実現するための国内法制整備の必要がある。最大許容量を超える食料品は、他の食品の製造

に使用しない、または混合しないと定められており、食物連鎖の頂点における重要な規制となっ

た。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝IP／02／959＆format＝HTML＆ag

ed＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en

http：／／europa．eu．int／comm／dgs／health COnSumer／library／press／press170 en．pdf

採択される規則（EC）2375／2001と指令2001／102／ECは、食品中の汚染物の限界濃度を定める

欧州委員会規則（EC）466／2001と飼料中の汚染物質に関する理事会指令1999／29／ECを修正するも

のである。指令の付属声明では、設定された上限の遵守を検証する加盟国内のモニタリング活

動の重要性が強調されている。欧州委員会は、特に各種飼料原料と飼料についてのサンプルの

数について、このモニタリング作業の具体的ガイドライン2002／69／EC（サンプリング法）、

2002／70／EC（モニタリ‾ング法）が規定された。

付属書Iに示される食品中のダイオキシン類（PCDDs＋PCDFs）の最大許容量（1997年のWHOのTEFで

計算したもの）は次のとおりである。

食肉、食府鮎

反勿動物（牛、羊）

鶏肉、飼養肉

豚肉

肝臓、肝臓由来の製品

魚介類の脂肪のない肉（muscle meat）、その製品
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3pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

2pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

l pg WHO－PCI）I）／F－TEQ／g fat

6pg WHO－PCl）D／F－TEQ／g fat

4pg WHO－PCI）D／F－TEQ／g fresh weight



ミルク、乳製品（バター脂肪含む）

鶏卵、卵製品

瀞、願

劇勿僅靡肪

反額動物

鶏肉、飼養肉

豚肉

混合動物性油脂

植物油

食用魚油

3pg WHO－PCDD／トTEQ／g fat

3pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

3pg WHO－PCI）D／F－TEQ／g fat

2pgWHO－PCDI）／F－TEQ／g fat

l pg WHOLPCDD／F－TEQ／g fat

2pg WHO－PCI）D／F－TEQ／g fat

O．75pg WHOqPCDD／F－TEQ／g fat

2pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

付属書日に示される各種飼料中のダイオキシン類（PCDDs†PCDFs）の最大許容量（1997年の

WHOのTEFで計算したもの）は次のとおりである（水分12％の飼料に関する上限）。

植物油と副産物を含むすべての植物起源飼料原料

鉱物（カオリナイト、硫酸カルシウム二水塩、バーミキュライト他）

動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物

複合飼料（毛皮動物用・魚用・ペット動物用飼料除く）

魚用飼料、ペット動物飼料

0．75ng Wt10－PCDD／F－TEQ／kg

l．O ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

2．O ng WHO－PCDD／FJrEQ／kg

O．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

6ng WHO－PCDI）／F－TEQ／kg

l．25ng WHO－PCDp／ダーTEQ／kg

O．75ng WHO－pCDD／トTEQ／kg

2．25ngWHO－PCDI）／F－TEQ／kg

付属書には2006年12月31日までスウェーデンとフィンランドは、バルト海から獲れる魚をスウ

ェーデンとフィンランド領内で消費する場合について、基準が適用されない移行期間とする特例

措置がある。また、潜在的なリスクを避けるために、消費者に対して、特に影響を受けやすい人

たちに対するバルト海の負や消費制限に関する情報が提供されるシステムが設置される。また、

スウェーデンとフィンランドには、毎年12月31日までにバルト海で獲れる魚のダイオキシン濃度

のモニタリング結果をSCFに報告する義務が負荷された。

欧州連合のSCF（食品科学委員会）は2004年12月31日までに、付属書の最大許容量を再評価し、

特にdioxin－like PCBsの最大許容量を含めるとしている。また、2006年12月31日までに、付属書

の基準値の再評価を行うこととした。

2002年3月欧州委員会はダイオキシン頬、フラン類、PCB類の食品、動物飼料中の量を削減する

ための新基準を提出した（2002／201／EC）。
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（1）欧州連合のSCF（食品科学委員会）は欧州域内の人口構成を考慮したダイオキシン類とダイ

オキシン様PCB類のリスクアセスメントからダイオキシン類とダイオキシン様PCB類の耐容

週間摂取量（TWI）をWHOのTEFを用いて計算し、14pg－TEQ／kg体重／週とした。

（2）ヒトでの摂取量の90％が食品由来で、そのうち80兎が動物性食品由来である。また、動物

性食品のダイオキシンの由来は飼料由来であり、食品の汚染は飼料の汚染と直接関連して

いる。ヒトへの摂取量削減には食用家畜の生産に使う飼料などの食物連鎖系への混入を減

らす必要あることを報告している。

（3）2001年10月欧州委員会はダイオキシン類、フラン類とダイオキシン様PCB類の削減戦略を採

択し、さらなるぱく露量の低減には、環境へのダイオキシン汚染を削減する必要があると

報告した。

（4）欧州連合での食品、飼料中のダイオキシン類、フラン類とダイオキシン様PCB類の最大許容

量は充分に機能しておらず、排出量の測定とともに行動指針値「アクションレベル」と、

最終的に達成されるべき目標値「ターゲットレベル」の運用を併用する必要がある。アク

ションレベルにおいて、汚染源の特定と汚染の削減または除去が実施されることにより、

汚染量が低減し、再大許容量のみならず目標値「ターゲットレベル」を達成することにな

る。

（5）現行の最大耐容量にはダイオキシン様PCB類が含まれていない、欧州連合のSCF（食品科学

委員会）の最大許容量を定める評価には多種類の食品、飼料中のダイオキシン様PCB類の含

有量データが必要であるとしている。

2002年5月の指令2003／57／EC（2002／32／ECの改正）において、飼料中のダイオキシン類の最大許容

量にはダイオキシン様PCB類は含まれていない。

http：／／www．agriculture．gov．ie／feedingstuffs／legislation／Undesirable Substances／EU

Slation／DioxinsCommRecomendation（2002 201）．pdf

付属書Ⅰに示される各革飼料中のダイオキシン（PCDDsIPCI）Fs）のアクションレベル（1997年の

WHOのTEFで計算したもの）は次のとおりである（水分12％の飼料に関する上限）。

植物油と副産物を含むすべての植物起源飼料原料

鉱物（カオリナイト、硫酸カルシウム二水塩、バーミキュライト他）

動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物

複合飼料（毛皮動物用・魚用・ペット動物用飼料除く）
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0．50ng WIlO－PCDD／FrTEQ／kg

O．50ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

l．2ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

O．50ng WHO－PCDI）／トTEQ／kg

4．5ng WIiO－PCDD／F－TEQ／kg

l．O ng WHO－PCDI）／F－TEQ／kg

O．40ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg
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魚用飼料、ペット動物飼料 l．5ng WHO－PCDD／ⅠLTEQ／kg

付属書日に示される食品中のダイオキシン（PCDDs十pCDFs）のアクションレベル（1997年のWⅡ0の

－TEFで計算したもの）‾は次のとおりである。

食府．食媚品

反鶉動物（牛、羊）

鶏肉、飼養肉

豚肉

肝臓、肝臓由来の製品

魚介類の脂肪のない肉（muscle meat）、その製品

ミルク、乳製品（バター脂肪含む）

鶏卵、卵製品

潜、脂肪

励珍焙原膠

反勿動物

鶏肉、飼養肉

豚肉

混合動物性油脂

植物油

食用魚油

果物

野菜

穀類

2pgⅦ0－PCDD／F－TEQ／g fat

、1．5pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

O．6pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

4pg W杖0－PCDD／F，TEQ／g fat

3pg WHO－PCI）D／F－TEQ／g fresh weight

2pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

2．O pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

2pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

l．5pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

O．6pg WHO－PCDI）／F－TEQ／g fat

l．5pg WHO－PCI）D／F－TEQ／g fat

O．5pg WIiO－PCDD／トTEQ／g fat

l．5pg WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

O．4ng WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

O．4ng WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

O．4ng WHO－PCDD／F－TEQ／g fat

2005年9月欧州委員会は食品、動物飼料中のダイオキシン類、フラン類、PCB類の低減の勧告（案）

を作成した。2002年3月欧州委員会はダイオキシン類、フラン類、PCB類の食品、動物飼料中の量

を削減するための勧告（2002／201／EC）を2002年5月の指令2002／32／ECに反映すべくダイオキシン

様PCB類を含めたアクションレベルの設定を行った。この勧告では新たにダイオキシン様PCB類の

最大許容量を定めず、WHOの勧告に従いダイオキシン類とフラン類について定めた最大許容量の値

をダイオキシン類、フラン類とダイオキシン様PCB類のTEF値の総和（WHO－PCDD／F／PCB－TEQ）に置

き換える方針を示した。しかし、アクションレベルについてはダイオキシン（ダイオキシン類と

フラン類の総和：WHO－PCDD／F－TEQ）とダイオキシン様PCB類のアクションレベルの2つを設定した。

これは、アクションレベルでとられる措置が汚染源の特定と汚染量の除去または削減を目指し、
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ダイオキシン様PCB療め発生源がダイオキシン類、フラン類と異なっているためである。欧州連合

のSCF（食品科学委員会）は2007年までに目標値「ターゲットレベル」の設定を予定している。

勧告案で欧州委員会はダイオキシンとダイオキシン様PCB類と可能であればその他のPCBの食料

品、飼料でのランダムなモニタリングを加盟国に求めている。このモニタリングは飼料について

は指令2004／704／EC、食料品については指令2004／705／ECによるとしている。アクションレベルを

超える場合には、（1）汚染源の特定の研究、（2）汚染の除去または低減、（3）非ダイオキシン

様PCB類の検査を実施する。結果について加盟国は欧州委員会と他の加盟国に結果を通知する義務

がある。

http：／／www．bmu．de／files／gesundheiLund＿umWelt／lebensmittelsicherheit／dokumente／applica

tion／pdf／sanco 00314 2005．pdf

付属書Iに示される食品中のダイオキシン（PCDDsIPCDFs）とダイオキシン様PCB類

（DioxinTlikePCBs）のアクションレベル（1997年のWIlOのTEFで計算したもの）は次のとおりであ

る。

食府、食廊鮎

反額動物（牛、羊）

鶏肉、飼養肉

豚肉

肝臓、肝臓由来の製品

Dioxins十Furans Dioxin－like PCBs

l．5pg／g fat l pg／g fat

l．5pg／g fat l．5pg／g fat

O．5pg／g fat O．5pg／g fat

4pg／g fat　　　　　4pg／g fat

魚介類の脂肪のない肉（muscle meat）、その製品　　　3pg／g fresh weight3pg／g fresh weight

（鰻を除く）

鰻（muscle meat）、その製品

ミルク、乳製品（バター脂肪含む）

鶏卵、卵製品

潜、彫

劇勿佐原膠

反勿動物

鶏肉、飼養肉

豚肉

混合動物性油脂

植物油

食用魚油

果物、野菜、穀類
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3pg／g fresh weight3pg／g fresh weight

2pg／g fat　　　　　2pg／g fat

2pg／g fat　　　　　2pg／g fat

l．5pg／g fat

l．5pg／g fat

O．6pg／g fat

l．5pg／g、fat

O．5pg／g fat

l．5pg／g fat

O．4pg／g fat

l pg／g fat

l．5pg／g fat

O．5pg／g fat

O．75pg／g fat

O．5pg／g fat

l．5pg／g fat

O．4pg／g fat
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2006年2月欧州委貴会はダイオキシン類、フラン類、PCB類の食品中の最大許容量を示した。

（EC）466／2001に示される食品中のダイオキシン類（PCl）I）S十PCDFs）の最大許容量（1997年のWHOのTEF

で計算したもの）にダイオキシン様PCBの最大許容量（1997年のWHO甲TEFで計算したもの）を追加す

る訂正条項（EC）199／2006を採択した。ダイオキシン様PC岳を含めた基準への移行は2006年の12月ま

で猶予される。なお、付属書に示される分析方法は2002／69／ECである。

付属書の訂正は次のとおりである。

食膚、食膚鮎

反額動物（牛、羊）

鶏肉．飼養肉

豚肉

肝臓、肝臓由来の製品

魚介類の脂肪のない肉（muscle meat）、その製品

（鰻を除く）

鰻（muscle meat）、その製品

ミルク、乳製品（バター脂肪含む）

鶏卵、卵製品

姐彪防

劇物樫原防

反勿動物

鶏肉、飼養肉

豚肉

混合動物性油脂

植物油

食用魚油

Dioxins†Furans Dioxins十Furans十Dioxin－HkePCBs

3．O pg／g fa1　　　　　4．5pg／g fat

2．O pg／g fat　　　　　4．O pg／g fat

l．O pg／g fat l．5pg／g fat

6．O pg／g fat lZ，O pg／g fat

4．O pg／g fresh weight　8．O pg／g fresh weight

4．O pg／g fresh weight12．O pg／g fresh weight

3．O pg／g fat　　　　　6．O pg／g fat

3．O pg／g fat　　　　　6．O pg／g fat

3．O pg／g fat

2．O pg／g fat

l．O pg／g fat

2．O pg／g fat

O．75pg／g fat

2．O pg／g fat

4．5pg／g fat

4．O pg／g fat

l．5pg／g fat

3．O pg／g fat

l．5pg／g fat

lO．O pg／g fat

2006年2月欧州委員会はダイオキシン類、フラン類、PCB類の動物飼料中の最大許容量とアクシ

ョンレベルの基準を示した2002／32／ECの付属書Ⅰと日に示される飼料中のダイオキシン類

（PCDDs＋PCDFs）の最大許容量とアクションレベル（1997年のWHOのTEFで計算したもの）にダイオキ

シン様PCBの最大許容量（1997年のⅧ0のT肝で計算したもの）を追加する訂正条項2006／13／ECを採

択した。ダイオキシン様PCBを含めた基準への移行は2006年の12月まで猶予される。

付属書Ⅰの最大許容量の訂正は次のとおりである。

PCDD／Fについての基準　　　　　　　　　　　　（水分12％の飼料に関する上限）DioxinsIFurans

植物油とその副産物を除く植物起源飼料原料　　　　　　　　　　　　0．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg
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植物油とその副産物

無機物起源の飼料原料

動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物

20％以上の油を含有する魚タンパク加水分解物

鉱物（カオリナイト、硫酸カルシウム二水塩、バーミキュライト他）

微量元素、機能物質などの添加物

複合飼料

複合飼料（毛皮動物用・魚用・ペット動物用飼料除く）

魚用飼料、ペット動物飼料

0．75ng WHO－PCI）D／F－TEQ／kg

l．O ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

2．O ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

O．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

6ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

l．25ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

2．25ng WHO－PCDI）／F－TEQ／kg

O．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

l．O ng WHO－PCI）D／fLTEQ／kg

l．O ng WI10－PCDD／F－TEQ／kg

O．75ng WHO－PCI）D／F－TEQ／kg

2．25mg WHO－PCI）D／F－TEQ／kg

PCDD／F十PCBについての基準　　（水分12％の飼料に関する上限）I）ioxins十Furans十Dioxin，Hke PCBs

植物油とその副産物を除く植物起源飼料原料

植物油とその副産物

無機物起源の飼料原料

動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物

20％以上の油を含有する魚タンパク加水分解物

バインダーとアンチケーキングを目的とする添加物

微量元素、機能物質などの添加物

複合飼料

複合飼料（毛皮動物用二魚用・ペット動物用飼料除く）

魚用飼料、ペット動物飼料

1．25ngWHO－PCDD／F－PCB－TEQ／kg

l．5ngWHO－PCI）D／F－PCB－TEQ／kg

l．5ngWHO－PCDD／ⅠLPCB－TEQ／kg

3．O ngWHO－PCDD／トPCB－TEQ／kg

l．25ngWHO－PCDD／F－PCB－TEQ／kg

24．OngWHO－PCl）Ⅰ）／F－PCBrTEQ／kg

4．5ngW耶一PCDl）／F－PCB－TEQ／kg

ll．O ngWHO－PCI）D／F－PCB－TEQ／kg

l，5ngWHO－PCDI）／F－PCB－TEQ／鹿

1．5ngWHO－PCl）D／F－PCB－TEQ／kg

l．5ngWHO－PCDD／F－PCB－TEQ／kg

l．5ngWHO－PCDI）／F－PCB－TEQ／kg

7．OngWHO－PCDD／F－PCB－TEQ／kg

付属書日のアクションレベルの訂正は次のとおりである。なおそれぞれの基準についてコメント

と追加情報が記載されている。

（水分12％の飼料に関する上限）

植物油とその副産物を除く植物起源飼料原料

植物油とその副産物

無機物起源の飼料原料
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Dioxims十Furans

0．5ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

O．5ng WnO－PCDD／F－TEQ／kg

O．5ng WHO－PCDI）／FJFEQ／kg
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動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、＿その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物一▲

20％以上の油を含有する魚タンパク加水分解物

バインダーとアンチケーキングを目的とする添加物

微量元素、機能物質などの添加物

複合飼料

複合飼料（毛皮動物用・魚用・ペット動物用飼料除く）

魚用飼料、ペット動物飼料

（水分12％の飼料に関する上限）

植物油とその副産物を除く植物起源飼料原料

植物油とその副産物

無機物起源の飼料原料

動物脂肪（乳・卵の脂肪を含む）

その他の陸棲動物製品（乳・乳製品・卵・卵製品含む）

魚油

魚、その他の水棲動物、それらの魚油を除く製品と副産物

20％以上の油を含有する魚タンパク加水分解物

バインダーとアンチケーキングを目的とする添加物

微量元素、機能物質などの添加物

複合飼料

複合飼料（毛皮動物用・魚用・ペット動物用飼料除く）

魚用飼料、ペット動物飼料‾

1．O ngⅦ0－PCDI）／F－TEQ／kg

O．5ng W郡－PCDI）／F－TEQ／kg

5．O ng WHO－PCDD／トTEQ／kg

l．O ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

l．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

O．5mgⅦ0－PCDD／F－TEQ／kg

O．5ng肺10－PCDD／fLTEQ／kg

O．5ng WHO－PCDD／トTEQ／kg

O．5mgⅧ0－PCDD／トTEQ／kg

l．75ng WHO－PCDD／F－TEQ／kg

Dioxin－1ike PCBs

O．35ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．5ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．35ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．75ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．35ng WHO－PCIトTEQ／kg

14．O ng WHO－PCB－TEQ／kg

2．5ng WHO－PCB－TEQ／kg

7．O ng WHO－PCB－TEQ／kg

O，5ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．35ng WHO－PCB－TEQ／kg

O．35ng WHO－PCBqTEQ／kg

O．5ng WHO－PCB－TEQ／kg

3．5ng WHO－PCB－TEQ／kg

4．ダイオキシン類、フラン類、PCIi類の食品・飼料以外における規制

COM（2001）593の付属書Ⅰに償却施設、廃棄物、水質、製品等におけるダイオキシン類に関する法

規制の一覧が示されている。欧州連合は焼却施設における廃棄ガス中のダイオキシン類

（TCDDITCDF）の限界量を廃棄物焼却指令2000／76／ECで定めている。

1997年のⅦ0のTEFで計算したもの

固形の廃棄物を1時間に3トン以上焼却する施設　　0．1ng／m3

医療廃棄物を1時間に1トン以上焼却する施設　　　0．5mg／m3

危険廃棄物を1時間に1トン以上焼却する施設　　　0．2mg／m3
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2003年6月欧州委員今は79／117／EEC and96／59／ECの改訂を提案したCOM（2003）333。それはダイ

オキシン類、フラン類、PCB類をコントロール下におくことを含めたPOPsに関するストックホルム

条約の批准を目指すものである。

（1）ポリ塩化ビフェニル（PCBs）

欧州委員会は2001年11月ダイオキシン類、フラン類、ポリ塩化ビフェニル戦略COM（2001）593

を示した。

http：／／europa．eu．int／comm／environJnent／waste／pcbs／index．htm

http：／／europa．eu．int／comm／environment／waste／pcbs／pdf／en．pdf

PCB類は常温で無色透明の固体または液体で、油に溶けたPCBは優れた耐熱性と電気絶縁性を

持つことから欧州では1930年頃から絶縁油・熱媒体・潤滑油等の様々な用途に使用されていた。

PCB類は、環境中で分解されにくく、生物に蓄積されやすく、かつ強い毒性を持つことから残留

性有機汚染物質に関するストックホルム条約で規定された残留性有機汚染物質（POPs）である。

欧州においては1970年頃にその毒性が問題となり、1978年の指令76／769／EECでPCB類の1986

年以降の製造、使用を禁止した。しかし、過去に大量に使われていたPCB類は現在も電気設備、

プラスチック製品、建築物、そして土壌などの環境に残っていることから、欧州委員会は1996年

9月ポリ塩化ビフェニルとポリ塩化テルフェニルの処分指令96／59／ECを定めた。2010年までに

PCB類（50ppmを超える5リットル以上の量）を含む装置の使用をやめることを定めた。指令では

PCB類を含有する装置の登録とその収集と処理の概要を示している。指令によりPCB類を含む機

器は1999年9月までに表示し、登録し、欧州委員会に届けが出された。

また、PCB類の処理事業は指令75／442／EECにより、認可制となった。焼却廃棄施設は指令

94／67／EECの水準にあったものでなくてはならず、加盟国は1999年9月までに登録されたPCB類

の処理計画を欧州委員会に報告することが義務付けられた。

なお、関連規則にPCB標準測定委員会決定2001／68／EC、危険廃棄物焼却指令94／67／EC、廃棄物指

令75／442／EEC、廃油処分指令75／439／EEC、廃棄物焼却指令2000／76／ECがある。
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第2章　欧州連合における内分泌かく乱物質政策

1．政策の歴史

欧州連合が内分泌かく乱物質政策を本格的に開始しためは1999年に内分泌かく乱物質への欧

州戦略COM（1999）706を示してからである。欧州連合の積極的な取り組みは化学物質政策下の「内

分泌かく乱物質ウェブサイト」と題した同局の政策ホームページから伺うことができる。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine／strategY／index en．btm

1996年12月欧州連合は英国ウエーブリッジにおいて内分泌かく乱物質のヒトおよび野生生物の

健康影響についての国際会議を開催し、フィールドでのモニタリングと今後の研究についての統

合計画について合意した。とりわけ現在の知識と疫学的な疑問の隔たりを明らかとし、欧州委員

会と加盟国の研究のまとめと今後の優先的研究を定めた。また、モニタリングの必要性と試験法

とスクリーニング法の開発が提唱された。この会議は欧州連合の環境総局、WHO欧州事務局（環境

と保健）、OECD、英国の各局、ドイツ、スウェーデン（化学物質監視局）、オランダ、欧州化学工

業連盟（CEFIC）、欧州化学物質生態毒性・毒性センター（ECETOC：EuropeanCenterofEcotoxicology

and Toxicology of Chemicals）のサポートで実施された。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine／documents／reports en．htm

報告書（ウエーブリッジレポート）は以下の5つについて勧告した。

（1）一般分野

（D疫学研究は正常な動物で影響の見られた化学物質を優先する。

②研究は生前と生後のぱく蕗で影響を調べる。

③疫学研究で得られた体液や組織はさらなる研究に供与する。

い④ライフスタイル（生活水準、食生活）と環境汚染物質、職業的または天然物の異なったぱく

露濃度の集団（コホート）で影響を調べる。

⑤ある種の化学物質のぱく露削減を実施した場合のヒトの健康影響における疫学調査の実施

⑥現在行われている垂殖影響の研究とベースライン策定のための地域特性（精巣腫瘍、乳がん、

生殖器の奇形、多嚢蛙卵巣疾患polycysticdiseaseなど）の調査

⑦比較のための検出系（エンドポイント）の標準化の必要性

⑧生殖器の大きさや形態、性比などの簡便な検出系（エンドポイント）を加えた調査

⑨精子の減少などヒト、動物での変化を捉える血液学的マーカーの発見

（2）野生生物への影響

①汚染により影響の現われていると考えられる地域と非汚染地域での影響調査の必要性

（影響は性比、子孫、生殖腺ホルモン作用など多くの事項について調査）

②いろいろな生物種での内分泌かく乱物質作用の研究
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③環境影響を見るのに適した生物種の特定

④生殖の影響を的確に捉えるバイオマーカーの必要性

⑤環境影響と既知の内分泌かく乱物質を用いた動物での研究

⑥内分泌かく乱物質の分布と野生生物の生存数の調査

⑦すべての利用可能なデータの使用

（3）一般分野研究に使うモデルの開発、作用メカニズムの解明

（∋各種動物のホルモンシステムとけが、病気による影響についての基礎知識

②現在の動物モデルのヒトとの関連における有効性の立証と精巣機能低下、精巣鹿瘍の評価の

できる動物モデルの必要性

③ヒトでの多嚢性卵巣疾患、尿道下裂、精巣機能低下の基礎研究

④動物での日常的発情の原因とヒトの多嚢性卵巣疾患の研究

⑤種をこえた精巣機能低下と内分泌かく乱の浸潤または非浸潤バイオマーカーの必要性

⑥ヒトおよび動物での神経系の発達発生における研究手法の開発

（4）ぱく露

①ぱく露のわかっている集団で、正常レベルが明らかなエンドポイントを用いて影響を調べる。

②ヒトのぱく露アセスメントは重要なライフステージとぱく露評価をリンクした疫学研究によ

る。

③環境影響と挙動モデルの正当性の立証

④複合ぱく露のアセスメント法の開発

⑤欧州広域における内分泌かく乱物質のモニタリングの必要性

⑥内分泌かく乱物質の低減とコストに関する研究

（5）化学物質のスクリーニングと試験法

①構造活性相関モデノkによる一推定系の開発

②試験における動物試験の代替、または使用動物数の低減

③動物実験の代替としての新しい魚、鳥類を用いた試験の開発

④内分泌かく乱物質作用が親、または新生児でのぱく露影響かの同定

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine／documents／reports COnClusions en．htm

1998年、欧州議会はウエーブリッジレポートを受け、この分野における欧州委員会の（1）法

制化のフレームワークと（2）研究の奨励（3）情報公開の活動を議決した。

83

即三三書＋喜



1999年12月、毒性・環境毒性と環境の科学委員会（SCTEE）は「内分泌かく乱化学物質のヒトと

野生生物の健康影響における環境毒性試験法と野生生物の重要性」を報告した。これに対して、

欧州委員会は予防原則を取り入れたCOM（1999）706を公表した。これは、内分泌かく乱物質への欧

州戦略として知られ、欧州委員会の欧州連合内の環境と七トの健康保護の義務を果たす政策であ

る。戦略は短期、中期、長期の3段階で実施され、試験、評価すべき物質のリスト作成と将来に

内分泌かく乱物質を含めた化学物質の登録政策を目指すものである。

http：／／europa．eu．int／eur－lex／en／com／cnc／1999／com1999 0706enOl．pdf

COM（1999）706の概要は以下のようである。

（1）目的

（∋内分泌かく乱物質の問題（原因と結果）の確認

②問題への迅速な予防原則を基本とした効率的な政策の確認とそれによる社会不安の減少

（2）報告書は内分泌かく乱物質への4つの重要な政策

（∋更なる研究が必要である：特定の物質または混合物のぱく露とヒトと野生生物への健康影響

の関連、試験法とスクリーニング法の開発と有効性の確認、内分泌かく乱のメカニズム、ぱ

く露集団の特定、ぱく露アセスメント

②強調と国際協力：知識の蓄積と重複研究の回避

③公衆との対話

④政策：短期、中期、長期の3段階での化学物質の管理と規制：毒性の特定、リスクアセスメ

ント、リスクマネージメント

（3）短期、中期、長期の戦略の実施

［短期的取り組み（1－2年）］

①試験の優先順位、現在の域内規則で記載・制限されている物質、知識の格差、消費者の特異

的な使用：子供などの感受性の高い集団確認を含む今後、評価する物質の優先順位リストの

作成

②優先順位表の物質による影響確認とぱく蕗推定のためのモニタリング計画の確立

③試験の重複の回避と利用可能な資料の有効利用のための国際協力と情報交換

④公衆に対して内分泌かく乱物質の情報の収集、交換、評価、提供

（9投資家との協議

［中期的取り組み（2－4年）］

①内分泌かく乱物質の確認と評価：新たな改良試験法の評価と開発の調和

②ぱく露アセスメントと環境モニタリング手段の開発、リスクアセスメントの考え方の研

究、ヒトと野生生物における影響と物質のぱく露との因果関係、内分泌かく乱作用のメカ
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ニズムの理解に関する研究と開発

［長期的取り組み（4年またはそれ以上）］

①内分泌かく乱物質を考慮した環境と衛生と化学物質と消費者をカバーする現行の登録制

度の改訂または採択

2000年3月、欧州委員会の環境部会は欧州委員会の「予防原則」を重要視した、迅速で効果的

なリスクマネージメント手法と、一貫した全体的な化学物質政策の必要性についてのコミュニケ

ーションを採択した。同年10月、欧州議会は内分泌かく乱物質の、緊急対応物質の特定における

予防原則適用の重要性の決議を採択した。

2001年6月、欧州委員会は内分泌かく乱物質に対する欧州戦略COM（1999）706の初めての改訂

を実施し、COM（2001）262を示した。

http：／／europa．eu．int／eur－lex／en／com／cnc／2001／com2001 0262enOl．pdf

COM（2001）262の概要は以下のとおりである。

（1）短期的取り組みの進展

［優先リストの作成］

（∋候補リストの作成

内分泌かく乱物質の作用の評価のための優先順リストの作成にあたって一優先順位の設

定根拠となる一候補リストの準備－と題する研究報告がBKH Consulting Engineers（オラ

ンダ）により作成され、553物質を候補物質として識別した。候補物質は生産量、蓄積性、

内分泌をかく乱するという情報、生産量の4つの選択基準で3つのグループに分けられた。

内分泌かく乱物質または内分泌かく乱物質作用の疑われる118物質のうち109物質は何ら

かの規制を受けている。科学諮問委員会は植物科学諮問委員会と共同でBKHレポートの諌

価を行い、量反応性の評価、合成ホルモン、生産量、難分解性基準、ぱく蕗量の定量化を

明らかにする必要性を求めた。

（BKHレポート）て血ttp：／／europa．eu．int／comm／environment／docum／pdf／bkh main．pdf

（∋12の候補物質の重点研究

短期の取り組みとして12の候補物質の定量的アセスメント、非内分泌かく乱作用に

よる毒性との比較および量反応、作用の大きさ、時期、相互作用などの内分泌かく乱作

用の証拠となるより踏み込んだ研究が決められた。COM（2001）262Annex→l Table2に示

される9物質（：2，2，－bis（4－（2，3－epOXyprOpyl）phenyl）propan，Carbon disulphide，

4－Chlor0－3－methylphenol，2，4－dichlorophenol，4－nitrotoluene，0－phenylphenol，

resorcinol，4－tert－OCtYlphenol，2，2，，4，4，－tetrabrominated diphenyl ether）は産業

で使われる内分泌かく乱物質またはおそれのある化学物質である。3つは合成または天
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然のホルモン（エストロン、17α－エチルエストラジオール、エストラジオール）で、

環境ぱく露と作用を明らかにするためのものである。

③435候補物質の追加調査

BKHレポートにおいてデータが不十分であった435候補物質（COM（2001）262Annex－l

Table4）の、難分解性、法的規制と生産量データと情報の収集。

④46候補物質のリスク評価

内分泌かく乱作用の明らかな化学物質、またはおそれのある化学物質118物質のうち

109物質（COM（2001）262AnnexTI Table3）は既存化学物質登録され、現在の規則で制限

がされているか管理下にある物質である。このうち46の候補物質（COM（2001）262

Annex－lTable3の網掛け）は内分泌かく乱物質または潜在的な内分泌かく乱作用がある

とされ、既存化学物質で、リスク評価の対象となる。15物質は規則793／93でリスク評

価とリスク削減計画戦略下にある、31物質は防虫害防除製品の指令91／414で認可プロ

セスにある。

［情報交換と国際協力、ワークショップの開催］

（∋欧州委員会とWttOは国際化学物質安全性計画（IPCS：International Programme for

Chemical safety）により欧州委員会共同研究センター（CJRC：CommitionJoint Research

Centre）と協力関係にある。

（ヨテスト試験法の開発がOECDフォーラムで検討されており欧州委員会とⅦ0はこのプロセ

スを支援している。

③内分泌かく乱物質は環境に関する欧州一欧米のハイレベル協議会の検討対象となってい

る。

［その他］

①科学諮問委員会はホルモン様あるいは甲状腺ホルモン様の作用および、β－アドレナリン

様の作用を有する物質の牧畜における使用の禁止に関する指令96／22／ECで、エストロ

ゲン性、黄体ホルモン性、アンドロゲン性の作用物質は使用が禁止されている。これら

は、内分泌、発生学的、免疫学的、神経生物学的、免疫毒性、遺伝毒性、発がん性の疑

いがあり、高感受精グループは未成熟な子供であるとした。そして、17β－エストラジ

オールが発がん物質であると結論した。このことから、欧州委貞会はエストロゲン性、

黄体ホルモン性、アンドロゲン性の作用のあるすべての物質の成長促進剤としての使用

を禁止することを提案した（COM（2000）320、COM（2001）131）。

（2）中期的取り組みの進展

［内分泌かく乱物質の同定と評価］

（D欧州委員会はOECDの内分泌かく乱物質試験と評価のタスクフォースに参加し、2つの新

しい試験法の開発と既存のガイドラインの改訂に焦点をあてている。欧州連合では性ホ
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ルモンのかく乱影響の検出に関連した2世代繁殖試験と催奇形性試験の改訂が行われて

いる。

［研究と開発］

①研究総局における研究と技術開発のための第4次枠組み計画（1994－1998）では廃棄物処

理水中の内分泌かく乱物質の識別と検出、バイオセンサーの開発、ヒトの健康と生態系

における内分泌かく乱物質の影響、試験法の開発に欧州委員会は800万ユーロの援助を

実施した。

②第5次枠組み計画（1999－2002）における「環境と持続可能な開発」改正プログラム中の

「持続可能な管理と水質」というキーアクションのもとに実施される、生態系機能、飲

料水の質、広範な汚染、標準化（standardization）、前標準化（pre－nOrmative）、共同標

準化（co－nOrmative）の研究と「海洋生態系」のキーアクションのもとに実施される、栄

養資源と汚染影響の評価に関連した領域に欧州委員会は援助を実施している。

（3）長期的取り組みの進展

［立法の取り組み］

2001年2月欧州委員会は「今後の化学物質政策のための戦略」に関する白書を採択し

た。戦略の一つとして発がん性、変異原生、生殖毒性、POPsのような性質を持つ物質の

登録が必要となる（REACH）。内分泌かく乱物質は発がん性、尿道下裂、などのヒトへ

の重大な健康障害のおそれがあることから、このシステムの認可物質に分類されるもの

と考えられている。また、2000年9月に採択された水枠組み指令2000／60／ECはその後

の改訂案COM（2001）17により2003年より排出規制のかかる32物質を定めた。このうち、

11物質はBKHレポートに内分泌かく乱物質として示されている物質である。一般製品安

全性についての委員会指令92／59／ECは委員会文書COM（1999）706で短期緊急措置のため

のリスク管理手段とされている。この92／59／EC修正案において内分泌かく乱物質への

対応が予定されている。

2004年10月、欧州委員会は戦略施行の2回目の改訂を目指して、SEC（2004）1372を示した。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine／documents／sec 20041372 en．pdf

これはCOM（2001）262の戦略を継承するものであるが、以下の点について新たに考慮がされた。

低生産量化学物質（LPVC：LowProductionVolumeChemicals）に焦点を置いた「優先順位リスト」

の補足のための研究は2005年に開始された。候補物質（LPVCs）の選択と各物質の内分泌かく乱

物質作用のアセスメントとデータの収集である。

http：／／projects．dhi．dk／Endocrine Disrupter／
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SEC（2004）1372の概要は以下のとおりである。

（1）短期的な取り組みの進展

①候補物質553物質のうち内分泌かく乱物質とおそれのある118物質が選声された。そのうち9

物質は欧州連合の既存化学物質登録がされず、未規面の物質である。COM（2001）262を受けて

12の化学物質の評価が、「内分泌かく乱物質の優先順位リスト政策における12（9十3）物質

の科学的評価研究」として実施された。435物質については「不完全なデータを持つ435物

質における情報の収集」が実施された。12物質の評価において、17β－エストラジオールと

合成ホルモンの17α一エチルエストラジオールに魚の生殖と発生に影響があった。これは、

環境レベルの濃度と一致していることから魚とその他の水生生物のリスクとなっている。消

費者へのぱく蕗のある2，2，－bis［47（2，3－epOXyprOpyl）phenyl］propan（食品、飲み物の缶のラ

イニング剤）と4－Chlor0－3－methylphenol、reSOrCinol（医薬品製造過程）は現在のぱく蕗

形態において子供を含めた消費者へのリスクはない。

2001年のレポートで不完全であった435物質は、年間1000トン以上の高生産量の物質

（204）と低生産量の物質（172）、混合物またはポリマー（59）の3つに分けられ、高生産量の物

質（204）についてはさらに内分泌かく乱物質の証拠あり（94）、内分泌かく乱作用の可能性の証

拠あり（53）、科学的なデータなしもしくは不十分（57：AnnexIIITable4＆5）で3つに分類さ

れた。また、内分泌かく乱物質、内分泌かく乱作用の可能性のある物質（147）は既存化学物質

の登録あり（129：AnnexIII Table2＆3）となし（18：AnnexIH Tablel））で2つに分類され

た。また、内分泌かく乱物質の証拠あり（94）の物質は高濃度のぱく露（84）、中程度のぱく露

（5）、低濃度のぱく露（4）に分けられる。

②情報と対話の取り組みでは環境総局にホームページを開設した。

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine／index en．htm

また、欧州委員会は内分泌かく乱物質へのよりよい協調への提案「内分泌かく乱物質におけ

る情報交換と国際協力」を発表した。内分泌かく乱物質へのぱく露推定のモニタリングは、「欧

州の環境と健康」戦噂些おける「欧州の環境と健康行動計画2004－2010年」で規定され、モニ

タリングの統合ワーキンググループによって実施されている。

（2）中期的な取り組みの進展

欧州委員会は引き続きOECDの内分泌かく乱物質試験と評価のタスクフォースに参加し、新

しい試験法の開発と環境とヒト健康の試験法の合意に向けて作業をしている。研究と技術開発

のための第5次枠組み計画（1999－2002）において欧州委員会は6000万ユーロの支援をした。、

また、2003年に始まった4つのプロジェクトに欧州の63の研究所が参加している「欧州にお

ける内分泌かく乱物質のクラスター研究（CREDO：ClusterResearchonEndocrineDisruptionin
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Europe）」に、欧州委員会は2000万ユーロを支援している。さらに、研究と技術開発のための

第6次枠組み計画（2002－2006）では「食品の品質と安全」と「継続のある発展、エコシステム

と地球規模の変化」を重点課題として支援している。

研究総局は内分泌かく乱物質の研究た関連するホームページを開設した。

http：／／europa．eu．int／comm／research／endocrine／index en．html

（3）長期的な取り組みの進展

2001年2月欧州委員会は「今後の化学物質政策のための戦略」に関する白書を採択した。

（White Paper Future Chemicals Policyin2001COM（2001）88Final）”

http：／／www．europa．eu．int／comm／environment／chemicals／pdf／0188 en．pdf

新規物質、既存物質にかかわらず、化学物質の登録、評価、及び認可の規制（REACH）の発効

により、年間1トン以上の生産量を持つ化学物質については登録が必要となる。発がん性、変

異原生、生殖毒性、POPsのような性質を持つ物質と内分泌かく乱作用を持つ物質は認可の対象

となる。

内分泌かく乱物質か否かを確認する試験法の合意は重要であり、さらに、殺生物剤などの評

価手順もふくまれている。飲料水での内分泌かく乱物質の限界値はないという利害関係者の評

価意見がある。これは、飲料水の缶やビンに接触する物質に関連して重要な問題となっている。

水枠組み規制2000／60／ECでの物質特定で33物質のうち22物質が内分泌かく乱物質として特

別なカテゴリーに置かれている。一般製品安全性についての委員会指令92／59／ECは委員会文

書COM（1999）706で短期緊急措置のためのリスク管理手段とされている。この92／59／EC修正案

2001／95／ECにおいて非食品の緊急警報システム（RAPE‡：Rapid Alert system for non－food

products）が導入された。

（4）分類について

SEC（2004）1372における553物質は以下の4つのステップにより3つのカテゴリーで分類された。

［ステップ1］

候補物質553物質のうち内分泌かく乱物質のおそれのある118物質（COM（2001）262Annex－l

Table3）が選定された。残り435物質（COM（2001）262Annex－lTable4）は2001年の時点で情報

が不十分な物質である。

［ステップ2］

ヒトと動物へのぱく露の可能性があり、難分解性または年間生産量が1000トンを超える物質

を評価した。

［ステップ3］

ステップ2において高生産物質でぱく露の可能性、難分解性のものについて、動物実験または
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その他の内分泌かく乱作用を調べる試験結果で3つのカテゴリーで評価した。

①　カテゴリー1：動物を用いた試験で少なくとも1種以上で内分泌かく乱作用のあるもの

②　カテゴリー2：試験管内試験で内分泌かく乱作用が認められろもの

③　カテゴリー3：評価できるデータがないもの

［ステップ4］

ステップ3でカテゴリー1に分類されたものについては野生生物、ヒトでのぱく露の可能性に

ついての再評価

SEC（2004）1372Annex3

Tablel．内分泌かく乱物質作用が明らか（カテゴリー1）又は可能性のある（カテゴリー2）物質

で未規制、既存化学物質の登録がないもの（18物質）。

Table2．内分泌かく乱物質作用が明らか（カテゴリー1）で何らかの規制がされている、又は既

存化学物質の登録があるもの（82物質）。

Table3．内分泌かく乱物質作用の可能性があり（カテゴリー2）何らかの規制がされている、又

は既存化学物質の登録があるもの（47物質）。

Table4．高生産物質で（HPV）難分解性またはヒト・野生生物にぱく露の可能性のある（不十分

なデータ）いずれかのもの（38物質）。

Table5．利用可能な情報において、内分泌かく乱物質とは思われないもの（19物質）。

2．内分泌かく乱物質にかかわる規制

（1）水枠組み規制（2000／60／EC）

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／2000／1327／132720001222enOOOlOO72．pdf

［地表水］

（9国際レベル：加盟国は2015年までに水質における水質基準、排出制御、排出基準、法規制

のために指令の血nexVHIに記載された物質についての汚染を確認する。12グループのグル

ープ4に発がん性物質、変異源性物質でありテロイド性物質、サイロイド性物質、生殖毒性

物質と他の内分泌かく乱物質作用のあるものが含まれる。現行の既存化学物質登録規制

76／464／ECにおいて水環境の汚染を起こす恐れのある物質は水枠組み規制についても考慮す

ることとなっている。

（∋共同体レベル：水枠組み規制において、汚染物質の欧州連合での影響の確認と環境基準値の

設定を2001年までに行う。第一リストとして33物質をあげており、そのうち21物質はBKH

レポートで内分泌かく乱物質または可能性のある物質とされている。

［地下水］

欧州委員会は血nexIHに記載された汚染物質の閥値勧告を採用する提案をした。このリ

ストに内分泌かく乱物質は含まれていないが、メンバー国の合意において内分泌かく乱物質
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にも拡大される。指令76／464／EECと80／68／EECは、指令2000／60／ECの第22条に従って廃止

され、2013年12月23日の時点で、指令2000／60／ECの関連する条項が完全に適用される。

（2）飲料水指令（98／83／EC）

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1998／l 330／1 33019981205enOO320054．pdf

現在、飲料水における個々の内分泌かく乱物質の最大許容濃度は定められていない。飲

料水中の内分泌かく乱物質のリスク評価には、さらに毒性データとモニタリングのデータ

が必要である。試験法の承認が得られれば、内分泌かく乱物質の総量での最大許容濃度の

設定が予定されている。

飲料水等の缶、瓶の内面に接触する材質から溶出する内分泌かく乱物質が問題提起され、

審議の過程にある。

（3）一般製品安全性についての指令GPSD（2001／95／EC：改正92／59／EC）

http：／／www．dti．gov．uk／ccp／topicsl／pdfl／gpsrevOl．pdf

指令は一般製造物すべてに適応されるが、すでに独自の規則により完全に規制されてい

る食品などについては適応外となる。生産者および流通業者が「安全ではない」製造物（内

分泌かく乱物質などの有害性を持つ物質を含有する製品等）を市場に供給しないという義

務を課すものである。また、指令には、強制リコール制度と食品での緊急警報システムに

相当するRAPE‡システム（高速情報交換システム：SYStem for the rapid exchange of

information）が定められている。

（4）植物防疫剤の販売に関する指令（91／414／EEC）

http：／／europa．eu：int／eur－lex／lex／LexUriServ／LexUriServ．do？uri＝CELE‡：31991LO414：E

N：HTML

農薬の残留規制をポジティブリスト制度に移行することを2005年3月に正式に決定した。

指令の付属書Ⅰにポジティーブリストとして欧州食品安全機関の科学的なアセスメントに基

づき、環境、ヒト、動物の健康を考慮して許可された化学物質が明記されている。随時付

属書には追加が行われ、改訂されている。付属書日とⅠ日には、データの必要な化学物質と

それらを含む製剤が記載されている。POPs条約の履行に伴い付属書ⅠⅤには、土壌への残留

性、生物濃縮製の定義が明記され、分解性が悪く生物濃縮製の高い化学物質は登録が保留

される。使用対象外の作物に残留する場合（すなわち基準が設定されていない農作物等に

残留する場合）や安全性に関する資料がない場合（すなわちいずれの農作物にも基準が設

定されていない農薬等が残留する場合等）には、0．01mg／kgを基準とし、この基準を超える

レベルで残留することを禁止することとしている。この基準は欧州食品安全機関のリスク
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アセスメントを受けたものである。

内分泌かく乱物質の評価は欧州食品安全機関との共同で2008年まで実施される。内分泌

かく乱物質のリスクアセスメントに必要な新しいデータは専門委員会で審議され、専門委

員会は内分泌かく乱物質であるかを確証するOECDで合意された試験の実施とその結果のア

セスメントを要求している。

（5）殺生物性製品の上市に関する指令（98／8／EC）

http：／／ecb．jrc．it／Legislation／1998LOOO8EC．pdf

欧州の殺生物性製品指令98／8／ECは、殺生物性製品に欧州レベルで統一した管理制度を

導入することを目的として1998年2月に制定された。殺生物剤（バイオサイド）には、有

害生物の働きを無害化するために使用される農業用以外の化学物質すべてが含まれ、抗菌

剤、消毒剤、防腐剤、防汚剤その他幅広い用途の物質が対象となる。既存の製品について

は2000年5月14日の時点で欧州域内に存在する活性物質を10年がかりで再審査して、利

用を認めるというプログラムを開始した。第1次再審査規則（（EC）恥1896／2000）に基づ

いて既存活性物質の調査が行われ、2次再審査規則（（EC）No2032／2003）で、欧州における

既存活性物質のリスト（同規則付属書Ⅰ）が公表され、今後の取扱が定められた。付属書Ⅰ

に収載されていない活性物質は、2003年12月14日以降、新たに新規活性物質としての欧

州委員会の認可を受けない限り、殺生物性製品の活性物質としての上市とそれを使用した

製品の登録ができなくなった。さらに、規則の付属書Ⅱに収載された活性物質は、10年プ

ログラムによる再審査の対象とされ、届出条件下で引き続き上市可能となった。付属書Ⅲ

に収載されているものは2006年9月1日以降使用が禁止されることになった。上市には殺

生物剤の使用がヒト、環境に及ぼす環境毒性と毒性アセスメントのために主成分と製品両

方のデータセットの提出が必要であり、生殖毒性試験と内分泌かく乱作用などについてヒ

ト、環境等への評価か含まれる。

規則（（EC）2032／2003）http：／／ecb．jrc．it／Le islaHon／2003R2032EC．pdf

付属書Ⅰ：既存活性物質としての手続きが行われた物質

付属書目：付属書′Fの物質の内、再審査のための手続きが行われた物質と届け出られた使

用分野

付属書1日：付属書Ⅰに収載されたが、再審査が請求されなかった物質

（6）農場での成長ホルモン使用に関する理事会指令（2003／74／EC：改正96／22／EC）

http：／／www．wetgiw．gov．pl／UE／prawo／96 22／e9622．pdf

WTOのパネルおよび上級委員会は1998年2月、農場での成長ホルモン使用に関する理事会指令

（96／22／EC）による、成長ホルモンを授与した肉牛から生産された牛肉の輸入禁止措置は、適切
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な科学的リスク評価に基づいておらず、また、それを支持する科学的証拠が不十分であるとする

報告書を発表した。欧州連合は2003年9月、2000年から2002年までの間に実施した科学的なリ

スク評価の結果に基づき、農場での成長ホルモン使用に関する理事会指令96／22／ECを改正する指

令2003／74／ECを採択した。科学的リスク評価は、公衆衛生に関する獣医政策科学委員会（SCVPH）

が、牛肉のホルモン残留が人間の健康へ与えるリスクについて再評価したものである。これによ

り、17β－エストラジオールの使用については永久的禁止、また、テストステロン、プロゲステロ

ン、トレンボロン、ゼラノール、メレンゲステロール・アセテートの5種の成長ホルモンについ

ては、引き続き科学的な根拠が解明するまでは使用を禁止した。
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第1章　欧州連合におけるダイオキシン類、PCB類による汚染事故

1．食品、飼料におけるPCB類とダイオキシン類による汚染事故

1990年の後半から2000年にかけて、欧州においてダイオキシン類（PCDDs）、フラン類（PCDFs）、

PCB類（PCDDs）による汚染が相次いだ。1997年のドイツに影響を与えた柑橘ペレット事故。そし

て1999年にベルギーに発生し、欧州全体と欧州外二影響を与えたベルギーチキン事故、さらにド

イツで生じたカオリナイト粘土事故、ブランデンベルグ事故、塩化コリン事故など小規模な3件の

事故が確認されている。とりわけ1999年のベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故は欧州においてダイオ

キシン食品危機と呼ばれ、市場混乱をおこしただけでなく、ベルギーにおいては政権の交代が起

きるなどダイオキシンスキャンダルまたはチキンゲート事件として社会的、経済的衝撃を与えた。

Evaluation of the Occurrence of PCDD／PCDF andPOPsin Wastes and Their Potential to Enter

theFoodchain（http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／pdf／001＿ubLfinal．pdf）

（1）柑橘ペレット事故

①発見の経緯

1997年の中旬から1998年の3月にかけてドイツの食品管理研究所（German Food Control

laboratories）はミルク中のPCDDs／PCDFsの上昇を観測した。1997年の夏の平均レベルは0．6pg

トTEQ／g fatであったが1998年2月にランダムにサンプリングされたいくつかの乾燥サンプル

（27件）は他の試料の変動幅に比較すると高く、1997年夏の約2倍である平均1．41pgI－TEQ／g

fatまで上昇した。この値はドイツにおいて1990年代の初めにとられたダイオキシン類削減政

策以前の濃度に匹敵する。高濃度のものは、市場におけるミルク製品に考慮される5pgトTEQ／g

fatを超える7．86pgトTEQ／g fatであった。汚染はドイツにおいて確認されたが、その後、オ

ランダのバター製品で1．96pgトTEQ／gの汚染が確認されるなど、欧州12加盟国で確認された。

②汚染源の特定

汚染源の特定由ために農薬、感染防止薬、界面活性剤など、獣医薬や飼料添加物が調査され

た。2つのことなつを農場から見つかった同一の乳生産用の飼料から1，800pgトTEQ／kg（農場

1：1，827、1，825pgトTEQ／kg，農場2：1，652、1，661pgトTEQ／kg）の汚染が発見された。最

終的に、飼料の個々の成分分析から、添加物として加えられている柑橘パルプペレット（CPP：

citrus pulppellets）が原因であることがわかった。1998年ドイツBaden－Wurttemberg州の6飼

料工場の14サンプルはPCDDs／PCDFsに汚染されており同族体の組成比は同一であった。汚染の

平均は7，000pgI－TEQ／kgでレンジは4，600tolO，100pgI－TEQ／kgであった。

③汚染原因の特定

柑橘パルプペレットはブラジルより輸入されている。柑橘類は切断されフィルターにかけら
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れジュースで、柑橘パルプとオイルに分けられる。柑橘パルプは皮、芯、たねなどの固形物で、

pH2－3の酸性にして処理した後に石灰を加えpHを6－7にし、飼料会社に販売するために乾燥する。

PCDD／PCDFの汚染源として、オレンジの皮についた塩素系の農薬由来、乾燥において、塩素系

化合物で汚染された燃料を燃やすことで生成したPCDDs／PcDFsの汚染、石灰の汚染などが疑わ

れた。分析の結果、石灰から2．5000pgトTEQ／kgの汚染が見つかりその組成パターンは柑橘パ

ルプと同一であった。汚染された石灰は1万トンとされ、石灰生成におけるカーバイトから石

灰への転換炉での汚染と推測されている。

④主な対策

輸出国ブラジル政府の対応：

・柑橘パルプと石灰での許容量を500pg卜TEQ／kgとする。

・柑橘パルプ生産での石灰にカーバイト転換のものを使用しない。

・サンプリング、モニタリング、監査、生産と販売の規制

・欧州への荷積みを含む全ステップでの柑橘パルプと石灰のサンプリング

・公認機関での分析

・関連企業の登録

欧州連合の対応：

欧州連合は消費者保護のために柑橘パルプペレットでの最大許容量を500pgWHO－TEQ／kg（指

令98／60／EC）とした。

（2）′ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故

（∋経緯

・1999年1月中旬：動物油の貯蔵タンクがPCBにより汚染され、池は飼料生産業者に供給された。

・1999年3月：家禽生産者において羽化率の低下と死亡率の増加が問題となった。

・1999年5月末：飼料の分析結果、親鳥と卵から高濃度のPCDDs／PCDFs（PCDFsが主体）が検出

された。

・1999年5／6月：メデイ＝アはいっせいに政府の怠慢を批判した。

・ダイオキシン食品危機は107トンの油脂が1月の中旬にPCBで汚染されたことからはじまった。

このうち90トンは家禽用の飼料生産に使用された。残りの油はミルクと肉の生産用飼料に使

われた。6月の中旬までに家禽用20000トン、養豚用6000トン、牛用400トンが汚染され、446

の養鶏農場、746の養豚農場、339の養牛農場が影響を受けた。

・1999年の10月には505の養鶏農場、1626の養豚農場、411の養牛農場が規制下におかれた。

・影響を受けた食品は鶏肉、卵、ミルク、牛肉、豚肉であり、最初の分析におけるPCDD／PCDF

の汚染は家禽用飼料において811，000pg WHO－TEQ／kg、鶏肉脂肪において775、1，009pg

WHOJrEQ／g fat（2サンプル）、卵油において266、713pgWHO－TEQ／g fat（2サンプル）であ
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り通常の1000倍であった。

②ベルギー政府の見解

当初、汚染はPCDD／PCDFについて知られており、・7月中旬にヘルギーでダイオキシン類を分

析できる機関は1機関のみであり、分析の処理能力に限界があった。汚染がPCB異性体の混合

比からアロクロール1254と1260の混合物と推測され、動物油脂と一緒にリサイクル施設に廃棄

された、PCB類を含む25リットルのトランスオイルであると考えられた。結果として、60000件

のPCBs分析と、800件のPCDDs／PCI）Fs分析が実施された。PCB類／ダイオキシン類の汚染のピー

クは1999年1月で家禽用飼料の油脂において、PCB類の濃度は平均350，000ng／gfatであった。

2月と3月の両月で汚染は100倍以上下がり、4月において1，000mg／g fatを超えるサンプルは

見つからなかった。

③ドイツの対応

この危機を受けて1999年7月ドイツ政府は緊急対応政策とPCDD／PCDFの最大許容濃度の基準

と、PCBの6類縁物の基準を発表した。これらは、単にベルギーのダイオキシン危機のみに対応

するものではないとしている。

飼料中のPCDD／PCDF最大濃度

卵　　　5pg WHO－TEQ／g fat

鶏肉　　5pg WHO－TEQ／g fat

牛肉　　6pg WHO－TEQ／g fat

豚肉　　2pg WHO－TEQ／g fat

ミルク　3pg WHO－TEQ／g fat

PCB最大濃度

200ng／g fat

200ng／g fat

200ng／g fat

lOO ng／g fat

lOO ng／g fat

④1999年7月欧州委員会の見解

・最大汚染は1月である。

・公衆への汚染は5月末に終了している（結果として汚染された食品のほとんどが市場に流れ消

費された）。

・7月現在も基準値を上回る汚染された商品がすこし流通しているが、1月の汚染の高いものよ

りも下回っている。一で＿一

・柑橘パルプペレット汚染と比較すると影響は小範囲と思われるが、ダイオキシン類の濃度は

高い。

（3）カオリナイト粘土事故

1997年、FDAは鶏肉サンプルでのPCDDs／PCDFsの上昇を発見した。汚染源としてボール粘土が見

つかった。粘土はミシシッピのベントナイト鉱山由来のもので、とりわけ影響は卵、なまずに認

められた。PCDDs／PCDFsの存在理由は長い間知られていない。1999年、欧州でPCDDs／PCDFsの汚染

源としてカオリナイト粘土による類似の食品汚染が見つかった。粘土はドイツの鉱山の由来で、
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飼料の粘結防止材として使われた物であった。興味深いことに、飼料中のドイツとミシシッピ由

来の粘土は類似しており、汚染のパターンはPCDFsがほとんど含まれない、Cl8DD主体であった。

同様のパターンはオーストラリアのイーストコーストの堆積物にも見られる。これらは、地学的

な作用によって有機物と塩化物から特異的な組成のダイオキシンが自然界で生成されたと考えら

れている。1日摂取量の飼料に0．5－1％の割合で添加したミネラル飼料としての使用において、ミ

ルクなどの食品への影響は認められないが、粘結防止剤として飼料に使用した場合には、食品へ

の汚染が生ずる。

・飼料：8600pgⅧ0－TEQ／kg

・卵：ト42pg WHO－TEQ／g fat

・鶏肉：up tO50pg WHOTTEQ／g fat

欧州委員会は規制値（EC）2439／1999および739／2000を制定した。

2000年の3月から消費者保護のためのダイオキシン類の最大許容量は、凝集剤、粘結防止材、バ

インダーで500pgWHO TEQ／kgとした。欧州連合は汚染された添加剤はできるだけさけるように勧

告した。カオリナイトは化粧品、医薬品などに使われているが、これらの商品でのダイオキシン

類の濃度は高くなかった。ほとんどの粘土はダイオキシン叛を含有していない。

（4）ブランデンベルグ事件（乾燥の場合）

1999年、Chemisches Untersuchungsamt Freiburg（CVUAFreiburg）はルーチン分析でドイツブ

ランデンベルグ州卵のサンプルでのダイオキシン類のレベルの上昇を報告した。同年、汚染源と

して飼料用の乾燥青菜にPCDDs／PCDFsが高濃度に含有されていることを確認した。汚染はいろいろ

な木材を燃焼させて、開放系で乾燥させることによって生じていた。木材には塗装や防腐処理さ

れた廃材が含まれていた。

（5）塩化コリン事故

2000年の春、飼料添加に使われた塩化コリンにおいてダイオキシン叛による汚染が発生した。

塩化コリンはベルギー牽軍予混合はスペインの企業で行われ、最終製品はドイツで販売されたも

のである。2つの製品の分析でそれぞれPCDDs／PCDFsが14、50ngⅧ0－TEQ／kg検出された。純粋

な塩化コリンにダイオキシン類は含まれず、塩化コリンの基材が汚染源であった。代表的な基材

はコーンの稲穂、米又はアーモンドの皮であり、松のおがくずが著しくPCDD／PC肝、PCPで汚染さ

れていた。欧州委員会は「材木保護剤で処理した木材、おがくずとその他の由来物の使用につい

て」の指令91／516／ECで、飼料での使用を禁止した。
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（6）汚染ポテト事故

2004年11月、オランダ政府はオランダのジャガイモ加工会社において、ジャガイモの皮などの

ジャガイモ副生成物が高濃度のダイオキシンに汚染されていることを発見した。欧州連合はこれ

らを用いた飼料を使っていた農場からの出荷を禁止した。汚染はポテトの品質を分別するのに用

いる粘土（ドイツから輸入したカオリナイト）が原因であった。詳細については第3篇第2章に

紹介する。

http：／／europa． eu．int／rapid／pressReleasesAction． do？reference＝IP／04／1343＆format＝HTML＆age

d＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en

2006年01月30日

（7）ダイオキシン汚染豚肉事故

2006年1月30日にベルギーの食物連鎖安全庁（FASFC－FAVV）は、2005年10月8日から28日の間に

テッセンデロール化学の活性炭フィルター2つが故障により、濾過処理されない塩酸が子会社から

PBゼラチン社に供給され、ゼラチン生成の副産物である豚油を用いたLeroy社とAlgoet社の飼料中

のダイオキシン濃度が上昇したことを確認した。ダイオキシンの汚染はベルギー産の豚油から発

見され、（400pgWHO－TEQ／g）1月25日にオランダから欧州広域に緊急通報された。オランダと

ベルギー政府は2ケ月にわたって汚染された肉が販売されたとしている。詳細については第3篇第

2章に紹介する。

http：／／www．promedmail．org／pls／askus／f？p＝2400：1001 ：5014716034819269204：：NO：：F2400　PlOOl

PAGE，F2400 PUB＿MAIL ID：1000，31817
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第2章　ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故

ベルギー産鶏肉等のPCB汚染は、1999年1月中旬、ベルギー国内甲リサイクル用の廃棄物回収所

に何者かが違法に投棄したPCB（PCDFを含む）を含んだ油を二油脂再生会社が動物用飼料原料とし

て飼料会社に納入したことから発生したものである。事故の経緯については厚生労働省医薬局食

品保健部監視安全課より公表されているダイオキシン汚染事故に関する対策について（ベルギー

産鶏肉等のPCB汚染事故について）平成13年4月4日に詳しい経過が記されている。

http：／／www．mhlw．go．jp／topics／bukYOku／iYaku／syoku－anZen／dioxin／010404－1．html

1．ベルギー政府の対応

（1）事故時の対応

1999年5月28日ベルギー農業省報告書Report of the Minister of Agriculture

http：／／belgium．fgov．be／pa／enaJrame．htm　によると、農業省に、ある家畜飼料メーカーの問題

について連絡を受けたのは3月19日で、ダイオキシン問題であるとはわからなかった。ベルギーで

ダイオキシン分析を行うのに3ケ月かかるため、分析はオランダの研究所に委託され、4月26日に

問題がダイオキシン汚染であることを確認した。この家畜飼料メーカー（Verkest社）が1月中旬

から飼料として供給していた鶏肉会社を直ちに調査し、5月3日に10社の鶏肉会社の生産を中止し

た。また、Verkest社油脂を用いている他の家畜飼料メーカー8社も後に生産を中止した。5月26

日に報告された分析結果では、鶏卵がダイオキシンにひどく汚染されていた。また汚染問題は、

1つの家畜飼料メーカーに限定されたものではなかった。5月27日、全417の家畜飼料メーカーが

潜在的に汚染飼料を供給していたと疑われた。該当製品（食肉、鶏卵）は、流通ルートをたどり

回収された。5月28日、一時的な事前警戒として、ベルギー産の鶏卵や食肉を食べないように販売

禁止を発令した。

1999年6月2日、汚染の事実を1ケ月間公表せずにいたため、農業相と保健相が責任をとって辞任

した。しかし対応の遅れはベルギー国民の不審を買い1992年3月に成立したデハーネ内閣は、1999

年6月の総選挙に敗北し、＿▼螢辞職した。1999年7月11日に、6党連立による新政府が発足し、ギ一・

ヴェルホフスタット蘭語系自由党党首が首相に任命され、キリスト教民主党が連立に加わらない

内閣が成立した。これはチキンゲート事件またはダイオキシンスキャンダルとして知られている。

7月の新政権になってベルギー政府は次々と対策を打ち出した。

1999年のダイオキシン危機は単一の事故であるが、問題解明に5ケ月かかったことである。

①事故が動物の疾病であると考えていた。

②最終的に消費者の口にはいるまでの追跡が困難を極めた。

③ダイオキシンの分析に4週間かかった（短期分析法の問題）。

④4週間かかった結果を国内外のレベルと比較して評価する必要があった。
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さらに、このような科学的検証をメディアが取りあげたので、その対応に人手がとられたこと

である。評価における科学的知見も政治的右派と左派の見解に分かれ、20万人に影響し、死亡事

故が起こるというものから、20人程度にしか影響はないというものまでさまざまであった。また、

PCDFを含むPCB汚染であることが明らかになるまでに時間がかかった。ダイオキシンの分析は4

週間かかるため、ベルギー政府が汚染源を確認するのに通報から1ケ月を費やした。その後、PCB

類がすべてのダイオキシン汚染食品に存在するため、24時間で結果が出るような費用のかからな

いPCB類の試験法を採用することで汚染の実態を把握することができるようになった。この事件

は食品危機の典型的な例とされ、危機対応マニュアルの不在、複数の窓口対応による混乱、科学

的リスク評価の失敗、トレーサビリティの欠如、分析技術とキャパシティーの不足、プレス対応・

スポークスマンの不在など、危機対応における問題点を浮き彫りにした。

［事故発生後の経過の詳細］

1999年1月18－19日：ベルギー、フォルケスト（Verkest社）の油脂貯蔵タンクの1つがPCBに汚染

される。

1999年1月19－26日：汚染されたタンクから、動物用飼料会社に油脂が供給される。フォルケスト

社製油脂を購入した配合飼料製造会社数はベルギーで9社（うち3社の飼料会社か

らダイオキシンが検出されている）、オランダ1社、フランス1社であった。汚染

の疑いのある飼料の使用状況等は、ベルギーの養鶏業者445、養豚業者764、牧場

393、オランダの養豚業者約500、養鶏業者60（採卵養鶏場では使用せず）、フラン

スは不明であった。

1999年1月19－1月末：汚染された動物用飼料により、家畜が汚染される。

1999年1月－2月：育種用鶏の生産業者ベルギー、ドゥ・ブラバンデール社（De Brabander）にお

いて醇化率の低下、雛の成長率の低下等がおきはじめる。

1999年3月　3日：ドゥ・ブラバンデール社は、保険会社に通報し、保険会社は専門家デスチケー

ル博士（IEV－ⅠVK職員）を任命

1999年3月3－19日：通報された苦情の原因調査を通じて動物用飼料に混入した油脂に問題がある

ことが喝ちかになる。

1999年3月18日：ドゥ・ブラバンデール社は、1月に生産された動物用飼料の検体（会社に保管さ

れていた試験用検体）を分析のため研究所へ送付

1999年3月19日：ドゥ・ブラバンデール社は、この間題について農業省に通報。農業省は、通報

を受理。同社は自主的に農場の操業停止と肉の供給停止を実施

1999年3月19日：農業省は飼料用油脂を供給していたフォルケスト社を調査。検体を採取し分析

のため送付

1999年4月21日：デスチケール博士は、ダイオキシンによる汚染が問題の原因である疑いがある

と農業省に問題を通報。IEV－ⅠVKの最高責任者にも通報
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1999年4月26日：分析の結果、動物用飼料と鶏の脂肪から高濃度のダイオキシンが検出される。

オランダに正式通知

ベルギー農業省は5月までに以下の対策を行う。

①フォルケスト社及び差し押さえられている3つのタンクから新たに検体を採取

②ドゥ・ブラバンデール社の顧客、10カ所の養鶏業者の生産を停止。種鶏用めんど

り、鶏卵、鶏肉の検体を採取

③フランスとオランダの関係機関に公式通知が行われた。

④動物用飼料会社9社から汚染飼料を仕入れていた可能性があるすべての養鶏業者

のリストを作成

1999年5月25日：関係業者とベルギー農業省、保健省において、協議会を開催

1999年5月26日：分析の結果、種鶏用めんどり及び鶏卵、動物用飼料会社のベルギー、ヒュイス

（Huys）社製の動物用飼料からも高濃度のダイオキシンが検出される。ベルギー

農業省と保健省の協議において、新たな試験結果に基づいて、9社飼料会社から供

給を受けたすべての養鶏場を監視下に置くことが決定。ベルギー農業省とIEV－IVK

により、対応策が検討された。ベルギー当局は、フランス獣医局に対して汚染の

可能性がある家禽の生体4ロット（全部で1800羽）が、2月、3月にかけてフランス

に輸出されたことを報告

1999年5月27日：プレスリリースにより現状を公表

1999年5月28日：農業省、保健省及び関係業界間における協議。保健相は、すべての鶏肉と鶏卵

を販売から撤去する勧告を決定。メディアから、過失と隠蔽工作の避難が起こる。

最初の報告書の作成。育種用鶏の追加調査及び醇化停止の措置

1999年5月31日：鶏卵を原材料にしたパスタ類、マヨネーズ、菓子類などの関連食品の販売禁止。

1999年6月　2日：豚肉の販売禁止を決定。汚染の事実を1か月間公表せず伏せていたため、農業

相と保健相が責任をとって辞任。フォルケスト社の幹部を逮捕。欧州委員会は加

盟国に対して、1999年1月15日から6月1日の間に生産された、汚染のおそれのあ

る農場で隻産された鶏肉、鶏卵及びその関連製品（鶏卵を使用したものは含有量

が2％以上の製品）の回収及び廃棄処分を義務付ける。

1999年6月　3日：ダイオキシンに汚染されていた飼料は、養鶏場だけでなく、牛肉、豚肉を生産

する農家にも販売されていたことが判明。欧州委員会は加盟国に対して、汚染の

おそれのあるベルギー産の豚肉、牛肉及びその加工品の廃棄と回収を命じる。

（1999／363／EC）。ComnissionDecisionof3June1999　0nprOteCtive measures

With regards tocontaminationbydioxins of certainanimalproductsintended

for human or animal consumption（1999／449／ECに置き換え）
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1999年6月5日：ベルギー政府、豚肉検査結果、これまでのところ、豚肉からダイオキシンは検出

されなかったと発表

1999年6月7日‥ベルギー政府は、ダイオキシンが脂肪に蓄積しやすいこと牽理由に、バターの販

売を禁止

1999年6月8日：販売を禁止されていた、養鶏業者の7割について販売再開を発表

1999年6月9日：欧州委員会は、ベルギーがダイオキシンに汚染された飼料を使った食品の販売禁

止を完全に実施していないと批判

1999年6月10日：ベルギー政府は欧州委員会が、汚染の疑いがある食肉や関連製品すべての回収

をベルギー政府に命じていることについて、「行きすぎた措置」として反発

1999年6月11日：ベルギーのダイオキシン汚染問題に対する指令1999／389／ECを決定。Commission

Decision ofllJune19990n prOteCtive measures with regards to

COntaminationbydioxinsofproductsintendedforhumanconsumption derived

from bovine animals pigs and revoking Decision1999／368／EC（1999／449／EC

に置き換え）

1999年6月12日：鶏卵、鶏肉、豚肉、牛肉の供給を再開

1999年6月16日：欧州委員会は、ベルギーに対して未だに汚染原因が解明されていないことを強

く申し入れ。また、欧州委員会は、混合することによりミルクの汚染が希釈され

るというベルギーの主張の受け入れを拒否した。欧州委員会は、ダイオキシンを

推定するための検査としてPCB検査の実施を提言

1999年7月　9日：1999／449／EC発効

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1 999／1175／117519990710enOO7

00082．pdf

1999年7月11日：6党連立による新政府が発足

1999年7月23日：233カ所の養豚場について、汚染のおそれがある飼料を使用していたとして新た

に閉鎖。監視下にない2農家から3月製造の飼料より新たに汚染が発見され、ダイ

オキシン＿に汚染された家畜の肉または骨粉を使用した2次汚染の恐れがでてきた。

1999年7月29日：175カ所の養鶏場と養豚場について、汚染のおそれがあるとして新たに閉鎖。国

内外に存在する汚染の疑いのある牛肉、豚肉、鶏肉合わせて11万5千トンを廃棄。

8月31日まで輸出用鶏肉および豚肉の全量について、PCB類を事前検査することを

表明した。

2000年4月19日：ベルギーのダイオキシン汚染問題に対する1999年12月3日の1999／788／EC

（http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1999／1 310／1＿31019991204enO

0620070．pdf）による決定を廃止し、すべての措置を解除する発表（2000／301／EC）

を決定
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htt盲）：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／2000／1 097／109720000419enOOl

60016．p（H

（1＿）事散後の対応

1999年当時、ベルギーにおいてダイオキシンに関する基準がなかった。また、連邦制のため

中央政府と地方政府、農務省と公衆衛生省がそれぞれ食品管理に関与しており複雑であった。そ

のため、問題解明後、農務省と公衆衛生省がそれぞれの管轄調整のもとに3つの委員会を立ち上

げた。現場の検証とサンプリングを行う衛生委員会、分析結果を出す実験施設委員会、サンプリ

ングの結果と検証結果を判断して家畜の出荷を決定する評価委員会である。農務省には飼料等を

扱う第4局と、飼育場の管理、畜産製品の生産管理をする第5局があった。公衆衛生省には家畜

監査局と食肉、魚肉管理局があり食品監査サービスを実施していた。これらの機関の元で認証と

最終判断が行われ、家畜の解体と必要に応じて、トレースと獣医学的検査が実施された。これら

が機能するには実験施設の質が重要である。2つの省から委託された試験施設はきちんとした作

業手順書が確立されて実施していることが必要である。プロファイリングテスト活動により、リ

ファレンスマテリアルを用いて各試験施設の結果が同じであるかが確認された。試験施設は作業

手順を守っていることを報告するシステムとなっている。ダイオキシン危機を反省して、衛生プ

ログラム、輸出プログラム、認証プログラムの3つのプログラムを作成した。衛生プログラムは

飼料、飼育場などでのリスクの疑われるものについてトレースする（飼料製造メーカと飼育場に

おいて、汚染のおそれのあるものについて実施する）ものである。輸出プログラムは、食肉、加

工品等のすべての輸出品にダイオキシンとPCBの分析を義務付けるものである。これは汚染の疑

いに関係なく実施される。また、アメリカにおけるホームランドプログラムに相当する、認証プ

ログラムを立ち上げた。

2002年、農務省の4局、＿5局と公衆衛生省の家畜監査局と食肉、魚肉管理局が統合し、公衆衛

生・食物連鎖安全と環境（FPS：Public Health，Food Chain Safety＆Environment連邦省として

の位置づけ）と危機管理機能を持つ食物連鎖安全庁（FASFC：FederalAgencyfortheSafetyof the

Food Chain）を設立した。FASFCは長いので、食品庁（The Food AgencY）が略称として使われて

いる。これらは公衆衛生省の管轄に置かれている。現在では、FPSが食品の製品標準化を管轄し、

FASFCが食品の製造プロセス標準化の管轄と管理計画の作成と監視を実施している。1999年以降

に汚染サーベイランスシステム（CONSUM：！些taminant塾rveHlanceSyste型）として早期分析手

法（CALU‡）1を導入し食物連鎖の監視システムを確立した。また、2005年1月1日よりトレーサ

ピリティの制度が事業者に義務付けられた。評価基準としての国際基準を導入した。ベルギーに

おける欧州連合の指令に対応する法令は以下のようである。

2002／69／EC　：RoYal decree of the12th February2003

：Ministerial decree of the16th january2006
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2002／70／EC　：Royal decree of the20th February2003

：Ministerial decree of the26thJanuary2006

2004／705／EC，2004／704／ECにおけるモニタリングの要請指令でヘルギーで昼食晶53品目、飼料

60品目を実施。

注1）早期分析手法（CALUI）

ケイラックスR（CALU‡）アッセイは、レポータージーンアッセイ法に分類され

る生物検定法で、迅速で低廉にダイオキシン類の測定ができるダイオキシン類簡

易測定法である。

ダイオキシン等が細胞内に一旦入ると、アリルハイドロカーボンレセプター

（AhR）と可逆的に結合しAhR複合体ができる。複合体の形成でAhRの形が変化し、

細胞の核に運搬される。核内では、活性化したAhRがAhR核運搬プロテイン（ARNT）

と呼ばれるタンパク質と三者複合体を形成する。AhR－ARNTは、‡RE：‡enobiotics

Responsive Elements（異物応答配列）と呼ばれる、DNAの特定の配列を認識して

結合する。活性化したAhR－ARNTが‡REと結合すると、‡RE下流のAhR－ARNTのコント

ロール下にある遺伝子が転写される。転写されたメッセンジャーRNA（mRNA）は、

核外に運搬され細胞質に入り、細胞質の中潮訳され、CYPIAl薬物代謝酵素等のタ

ンパク質が合成される。

CALU‡法はその誘導の程度と毒性の強さに高い相関があることを利用して測定

する方法であり、ダイオキシン分析に対する感受性と簡便性を高めるため、薬物

代謝酵素誘導等と同時に蛍の発光酵素を誘導するように遺伝子を組み替えた細胞

を用いて測定する。すなわち、ラットの遺伝子組替え細胞を多数のへこみのある

プレート（96穴のプレート）に一定量入れて培養し、試料と接触させたときの発

光酵素量を発光量として測定することによりダイオキシン類の量を測定する。定

量値は最も毒性値の高い2，3，7，8－TCDDを対照として測定し、その発光量と比較す

ることで、ダイオヰシン類の総量を毒性当量（TEQ）として表示する。

我が国では、2005年9月ダイオキシン類特別措置法に定める方法として認められ、

特定施設の設置者の行う排出ガス及び燃え殻・ばいじんの測定に利用できる。

2．健康影響

汚染の発生が1月中旬から末であり、原因の特定が3月、公表が5月末であったことより、汚染

の発見から対応までの期間が長かったことが問題を深刻化させた。汚染のピークは1月であり汚染

のおそれのある食品の排除が6月であることから、欧州市民は汚染された食品を摂取したことにな

る。
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（1）Ⅷ0欧州事務局の結論

欧州地域において、一鶏肉や鶏卵をそれぞれ1日、1人あたり平均53．0g、37．5g消費する。ベル

ギー産の鶏肉や鶏卵は約700pgTEQ／g汚染されていた。それらの数値を用いて汚染されたベルギー

r産の鶏肉や鶏卵によって付加されるダイオキシン類摂取量をWHOのGEMS（Global Environmental

MonitoringSYStem）で試算すると、約8－10ngTEQ／日になると想定される。WHOのTDIは、ト4pgTEQ／g

体重／日（体重70kgの人では、0．07－0．28ngTEQ／日）なので、その数値はTDIの高いほうの数値の約

30倍となる。今回のレベルで一時的（1999年1月－6月）にTDIを越えたとしても、深刻な健康影響を

心配する必要はない。また、かなり長期間に平均化してもTDIを越えることはない。しかし、今回

のレベルの摂取が、一般の人々の体内負荷に対して、かなり寄与する可能性がある。

（2）A．Bernardet al．，FoodcontaminationbyPCBs andDioxins，Nature，401，231－232，1999

ダイオキシン汚染されたすべてのサンプルからPCBが検出され、PCB：PCDD／Fの比率は22000：1で

あった。汚染のパターンはアロクロール1260を主体とするパターンを示した。汚染は鶏卵、鶏肉

において著しく、最大耐用量（0．2　〟g／g fat）の250倍、豚肉においては75倍であった。汚染さ

れた油脂は80トンでPCDD／Fが1g、PCBが50kgと推定され、これを添加した飼料が汚染された。計

算上は100万羽の鶏と3000農場の生体（鶏以外に影響は現われないだろう）が汚染された。可能性

はほとんどないが、高濃度に汚染された食品（1000pg／g fat）を30－40回摂取したとしてもカネ

ミ油症事件や、セペソ事件での化学工場の爆発事故で中毒症状を起こした人々の1／100以下である。

平均では1980年代にドイツで評価されたPCB類とダイオキシン類の人間の体内蓄積量、汚染された

魚介類を規則的に食べている人々における体内蓄積量の2－3倍の量である。

（3）N．van Larebeke et al．，The Belgian PCB and dioxinincident of january－june

1999：Exposuredataandpotentialimpact onhealth，EnvironmentalHealthPerspectives，109，

265－272，2001

500トンの飼料が50厄のPCBと1gのダイオキシン類によって汚染されベルギーの農場に主に供給

されオランダ、フラ王墨とドイツにも供給された。ベルギー政府の動物飼料、鶏肉、豚肉、卵、

ミルク等のダイオキシン類とPCB額の20491件の分析結果を基にしている。分析結果はダイオキシ

ンを含むPCB汚染であることを示し、PCB：PCDD／Fの比率は50000：1であった。汚染のパターンから

アロクロール混合物と同定され、トランス油が汚染源と考えられた。この汚染において、TEQへの

寄与はダイオキシンよりもPCBのほうが大きい。脂肪1gあたりのダイオキシン類とPCB類濃度の平

均と分散、最大値（TEQ）は以下のようである。

品目　　　　　　PCDD／F　平均　　　最大　　　　　　　PCBs　平均　　　　最大

鶏肉　　　　　170．3±487．7pg　　2613．4pg　　　　　240．7±2036．9ng　　51059．0mg

ミルク　　　　　　1．9±0．8pg　　　　　4．3pg　　　　　　34．2±30．5ng　　　　314．Ong
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卵 32．0±104．4pg　　713．3pg　　　　　392．7土2883．5ng　　46000．Ong

結果として1000万人のベルギー人が10－15kgのPCB類と200－300mgのダイオキシン類を摂取した

ことになる。体重1kgあたりの最大摂取量はPCB類で25000ng TEQ、ダイオキシン類で500pg TEQで

ある。これは生涯発がんリスクにおいて、ぱく露人口で44－83■16人の上昇をもたらすと考えられる。

ベルギー女性の母乳中のダイオキシン類濃度は34．4pgI－TEQ／g fat（27．3－43．2pgトTEQ／g fat）

で、新生児における神経毒性影響は問題かもしれない。

（4）A Bernard et al．，he The Belgian PCB／Dioxinincident：Analysis of the food chain

contamination andhealth riskevaluation，EnvironmentalResearch SectionA，88，1－18，2002

1999年の2月にPCBが飼料に混入し、汚染の発見される1999年の5月までに2500の農場に汚染され

た飼料が出荷された。広域においてモニタリングが行われ、1999年の12月には55000件のPCB分析

と500件のダイオキシン類分析データが蓄積された。分析の結果からPCBオイルはアロクロール

1260／1254の（75：25）混合物であった。TEQの定められた7種の総量は50kgでPCBの総量は150kg

と推定された。ダイオキシン類は90％がPCDFで1gTEQ、ダイオキシン様PCB類は2gTEQであった。

PCB52とPCBlOlの組成は動物飼料で一定であるが、それ以外のものは汚染動物の脂肪がリサイクル

された2次汚染によると推定された。

汚染の高いものは家禽で認められ、浮腫などの症状が認められたが、豚において症状は認めら

れなかった。PCBs：Dioxinsの比率は家禽においてはほぼ一定であったが、豚では高く排泄の差が

認められた。PCB類とダイオキシン類の食品中の濃度は基準値の100倍であった。N．van Larebeke

らは発がんのリスクの上昇を警告している。しかし、汚染された魚を食べている人々における体

内蓄積量は通常の5倍であるが、発がんリスクが高いかは明確でない。

汚染は最悪の場合、1回の食事でダイオキシン類10000pgTEQ／gfat（PCB類を加えると3000’Opg

TEQ／gfat）で汚染された食事を摂取することになる。これは、WHOの基準を超えることになるがこ

カネミ油症事件や、セペソ事件での化学工場の爆発事故で中毒症状を起こした人々のぱく露量か

ら推定すると急性の症状は起こりえないが、新生児への影響は問題かもしれない。

3．欧州委員会の対応

（1）事故時の対応

欧州委員会によるベルギーダイオキシン汚染の予備調査結果報告1999年6月21日によると

http：／／europa．eu．int／rapid／start／cgi／guesten．ksh？p＿aCtion．gettxt＝gt＆doc＝IP／99／39910lRA

PID＆1g＝EN

欧州委員会は2つの汚染源の仮説を考えていた。

①油脂加熱システムにおけるオイルの漏洩

②油脂に用いる再生オイル回収時における人為的ミス
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結果としては再生用オイルとして何者かがトランス用のPCBオイルを人為的に持ち込んだと考え

られている。欧州連合検査官が行った予備調査報告書の概要は以下のようである。

①ベルギーでは欧州委員会が作成したダイオキシン汚染保護対琴が十分運用されていない。

②ベルギー当局によるダイオキシン汚染情報の流れ、商科生産ルートのコントロールに欠陥が

あったため、消費者に大きな混乱を招いた。

③上記理由から、十分な法律を制定すること、ベルギーの食物安全システムに反映すること、

汚染源調査を継続することをベルギー当局に勧告した。

④他の欧州委員会加盟国は、油脂に用いる再生オイル回収時に化学物質汚染が確実に発生しな

いようにすべきである。また、家畜飼料や食物の生産区域にある老朽化した油脂加熱シス

テムでの特定オイルの使用リスクを見直すべきである。

（9再生オイル使用に関する厳しい規則を課することによって、特に家畜飼料に関する法律を改

善するよう勧告した。

⑥汚染可能性のある飼料を受け入れた、他の欧州委員会加盟国の状況を調査するよう勧告した。

今回の汚染のような特別の場合においては、pCB類を鶏肉、鶏卵、乳製品等関連食品中のダイオ

キシン類汚染の指標として用いることが可能との結論に達した。PCB類が脂肪1g当たり　200mg

以内の検出濃度であれば、PCBs分析のみで十分であるが、それ以上検出されれば、その試料はダ

イオキシン類もさらに分析すべきである。PCB類の分析は2日以内で行え、ダイオキシン分析よ

りも低コストである。PCB類を指標としたスクリーニング方法は食物汚染状況を短時間で概算可能

であり、素早く汚染された食品を識別することが可能であるとしている。

5月27日のベルギー政府の正式発表後、欧州連合は汚染の疑いがある食肉や関連製品すべての回

収をベルギー政府に命じている。また、1999年7月9日にベルギーのダイオキシン汚染問題に対す

る指令1999／449／ECを発効し対応した。

①ベルギー政府の管理下にある農場からの生乳をのぞいてミルク製品とミルクを市場から除

去する。

②使用したものは含有量が2％以上の製品、全卵は10％以上のものを除去する。

③肉と他の製品でq埜イオキシン汚染を明確化する。

④pcB類の最大含有量を鶏肉、鶏卵、乳製品等関連食品中のダイオキシン類汚染の指標として

用いる。

⑤ベルギーにおける生産方法を見直す。

［事故発生後の経過の詳細］

1999年6月　2日：欧州委員会は加盟国に対して、1999年1月15日から6月1日の間に生産された、汚

染のおそれのある農場で生産された鶏肉、鶏卵及びその関連製品（鶏卵を使用し

たものは含有量が2％以上の製品）の回収及び廃棄処分を義務付ける。
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1999年6月　3日：ダイオキシンに汚染されていた飼料は、養鶏場だけでなく、牛肉、豚肉を生産

する農家にも販売されていたことが判明。欧州委員会は加盟国に対して、汚染の

おそれのあるベルギー産の豚肉、牛肉及びその加工品の廃棄と回収を命じる。

（1999／363／EC）。CommissionDecisioncIf3■June1999　0nprOteCtive measures

Withregards tocontaminationbYdioxins of certainanimalproductsintended

for human or animal consumption（1999／449／ECに置き換え）

1999年6月10日：ベルギー政府は欧州委員会が、汚染の疑いがある食肉や関連製品すべての回収

をベルギー政府に命じていることについて、「行きすぎた措置」として反発

1999年6月11日：ベルギーのダイオキシン汚染問題に対する指令1999／389／ECを決定。Commission

Decisionof3June1999　0nprOteCtive measureswithregards tocontamination

bydioxins of certainanimal productsintended for humanor animal consumption

（1999／449／ECに置き換え）

1999年6月16日：欧州委員会は、ベルギーに対して未だに汚染原因が解明されていないことを強く

申し入れ。また、欧州委員会は、混合することによりミルクの汚染が希釈されると

いうベルギーの主張の受け入れを拒否した。欧州委員会は、ダイオキシンを推定す

るための検査としてPCB検査の実施を提言

1999年7月　9日：1999／449／EC発効

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1999／l＿175／l」7519990710enOO700082．pdf

1999年7月10日：欧州委員会は牛乳・乳製品、卵白・加工品について回収、廃棄の対象から除外

1999年8月　4日：常設獣医委員会は、これまでの履歴に基づく証明を中止するとともに輸出用検

査対象に牛肉も加えることを決定した。また、該当家畜の飼育期間についての終

期（1月15日以降6月3日まで）を撤廃し、1月15日以降のものすべてすることを

決定

1999年12月　3日：ダイオキシンを推定するための検査としてPCB検査を採用し、検査証を発効する

指令1999／788／ECを発効。基準値として200ng／fatを採用（分析方法64／433／EEC、

71／118逓EC、94／65／EC、77／99／EEC、89／437／EEC、92／118／EEC）

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／1999／l 31019991204enOO

620070．pdr

2000年4月19日：ベルギーのダイオキシン汚染問題に対する1999年12月3日の1999／788／ECによる

決定を廃止し、すべての措置を解除する発表2000／301／ECを決定

http：／／europa．eu．int／eur－lex／pri／en／oj／dat／2000／l 097／109720000419enOO16

0016．pdf
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（2）欧州委員会の事故後の対応

一般家庭で不用になった食用油を回収し、家畜用飼料の油脂などへリサイクルシステムにおい

て、PCBを含有するトランスオイルが人為的に持ち込まれたと考えられている。食品の安全性に関

しては、家畜用飼料やその原料、また、リサイクルシステムに対しても何らかの方策が必要とさ

れる。欧州委員会（EC）は、欧州連合（EU）が食品の安全性に関して世界レベルで高度な基準を確立

することを主要な優先政策と位置づけ、2000年1月12日に食品安全白書（White Paper on Food

SafetY）を発表した。白書には、食品安全性の原理、食品安全性政策の本質的要素（情報収集と解

析）、2002年を目標とした欧州食品機関（European Food Authority）の設置と、食物連鎖全域をカ

バーする規定、コントロール、消費者情報、国際的な協力について述べている。ダイオキシン汚

染で問題となった家畜用飼料に対しても、モニタリングと安全基準を求めている。2001年10月24

日、欧州委員会はダイオキシン類、PCB類の影響からヒトの健康と環境のよりよい保護を確実にす

るための戦略「ダイオキシン類、フラン類とPCB類に対する欧州戦略のコミュニケーション」

COM（2001）593を採択した。家畜用飼料中の不用有害物質に関して2000年12月までに油・油脂・あ

らゆる飼料中のダイオキシン類の上限基準値を設定し、pCB、コプラナーPCBの汚染状況に関する

情報を収集する。2000年6月までに動物由来の食品中のダイオキシン類とPCBsに関するモニタリン

グと測定を再度行う。食品汚染物に関して2000年12月までにダイオキシン類、PCBsの上限基準値

を設定することなどを定めた。2002年3月欧州委員会はダイオキシン類、フラン類、PCB類の食品、

動物飼料中の量を削減するための新基準を提出した（2002／201／EC）。また、2006年2月にダイオ

キシン様PCB類の最大許容量を決定した。

4．日本政府の対応

（1）事故当時の対応

日本の対応については、厚生労働省医薬局食品保健部監視安全課より公表されているダイオキ

シン汚染事故に関する対策について（ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故について）2001年4月4日に

詳しい経過が記載されている。報告によると、厚生省（当時）は、ベルギー政府が事件を公表し

た1999年5月28日の翌日＿の新聞報道がなされた時点から情報の収集を開始し、1999年6月1日にベ

ルギー産の鶏肉・鶏卵及びその加工品の輸入手続きの保留、販売自粛等の措置を講じる等適切な

対応を行い、汚染が予想される食品の輸入や消費がなされないよう措置を講じるとともに、その

後の情報により、汚染がされていないことが確認された食品から順次当該措置の解除が行われた。

［主な事故対応措置］

1999年6月1日：鶏肉及び鶏卵（いずれも加工品を含む）について輸入手続きの保留、販売自

粛等の措置を開始

1999年6月　3日：同措置に豚肉及びその加工品を追加

1999年6月　4日：同措置に鶏卵を2％以上含む加工食品を追加
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1999年6月　5日：同措置に牛肉及び牛乳（いずれも加工品を含む）を追加

1999年8月　5日：牛乳、卵白及びこれら加工品について措置を解除

1999年10月20日：ゼラチンについて措置を解除

1999年11月2日：日本において輸入手続きの保留、販売自粛等の措置がとれられていた豚肉及

び鶏卵加工品（それ以外のものは輸入なし）についてPCB検査を実施し、今回の

事件によるダオキシン汚染が認められなかったものは措置を解除（なお、ダイ

オキシン汚染が認められたものはベルギーへ積み戻す）。

1999年11月11日：輸入される鶏肉、卵白以外の鶏卵、豚肉についてベルギー政府の証明書が添

付されたものについては輸入を認める。牛肉については証明書が添付されなく

ても輸入を認める。

2000年2月23日：輸入証明書の様式の変更

2000年4月25日：今後輸入される当該食品について、現在の措置を解除

以上、ベルギー事件において、我が国が行った措置は、要約すると以下の3つである。

①ベルギー政府が畜産食品の高濃度汚染があることを公表したことを受けて汚染が予想され

る輸入食品の輸入保留等の措置をとる。

②汚染が疑われる輸入食品のPCBテストによる汚染有無の判定の実施

③各国からの詳細な情報に基づく措置の解除

［事故発生後の経過の詳細］

1999年5月29日：日本において5月28日のベルギーの発表が新聞報道される。厚生省、情報収集開

始

1999年5月31日：欧州連合代表部（ベルギー）に汚染された可能性のある鶏肉、鶏卵等のロット

及び我が国への輸出の有無等について情報提供を要請するとともに、6月1日、外

務省に対してベルギーの他フランス、オランダ等に同内容の調査を依頼

1999年6月1日：外務省を通じて情報収集を行うための調査訓令を発出、検疫所にベルギー産鶏

肉等の販売の自粛と輸入手続きの保留措置をとるよう連絡（通知の発出は6月3

日付け）以下の手続きをとるよう指示。各国産品に対する対応状況（ベルギー、

フランス産：鶏肉、鶏卵、豚肉）（オランダ産：鶏肉、豚肉）

①検疫所に対し、当該品の輸入届出があった場合、輸入手続きを保留し、厚生省に連絡

するよう指示

②本年1月15日以降に当該品の輸入実績がある輸入者に対し、状況が確認されるまでの

間、販売自粛及び流通先への情報提供を指導するとともに、輸出者に対し今回の汚染

問題との関係について調査するよう指示
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1999年6月　2日：本年3月以降、卵加工品の輸入実績は6社あることを確認。輸入者に対し、状況

が確認されるまでの間、販売自粛及び流通先への情報提供を指導するとともに、

輸出者に本件との関連について調査するよう指示

①ベルギー産鶏肉の輸入実績はなし

②加工卵製品については、乾燥卵白、乾燥卵黄等が本年は昨日までに32件463tの輸入

実績がある。

1999年6月　3日：6月1日付け、本年1月15日以降にベルギー産加工卵製品の輸入実績がある輸入者

に対し、状況が確認されるまでの間、販売自粛及び流通先への情報提供を指導す

るとともに、輸出者に対し今回の汚染問題との関係について調査するよう指示

1999年6月　4日：輸入手続きの保留に鶏卵を使用していると考えられるベルギー産食品（パスタ

類、マヨネーズ類、ビスケット類及びケーキ類）を追加。各国産晶に対する対応

状況（ベルギー、フランス産：鶏肉、鶏卵、豚肉と加工品）（オランダ産：鶏肉、

豚肉と加工品）

（1999年1月“6月ベルギー産食品）

パスタ　輸入業者1社　輸入件数1件　0．5トン

マヨネーズ　輸入業者1社　輸入件数1件　0．5トン

ビスケット　輸入業者17社　輸入件数117件　88．9トン

ケーキ類　輸入業者3社　輸入件数18件12．9トン

1999年6月　5日：輸入手続きの保留にベルギー及びフランス産の牛肉及び牛乳（それぞれ加工品

を含む）を追加

（1999年1月－6月ベルギー産食品）

牛肉の輸入実績なし、牛乳の輸入実績なし

牛乳加工品2，673トン（総輸入量の1．6％）

（1999年1月“6月フランス産食品）

牛肉34トン（総輸入量の0．01％）、牛乳の輸入実績なし

牛乳加工重野64トン（総輸入量の4・1％）

1999年6月　8日：輸入手続きの保留等の措置について1月14日以前に、と番、処理、製造又は加工

されたことが衛生証明書等により判明した場合は除外する措置をとる。オランダ

政府、日本の厚生省に、本件のオランダにおける状況についての書簡を送付

1999年6月10日：輸入手続きの保留等の措置にフランス産羊肉を追加。フランス政府、日本の厚

生省に、本件のフランスにおける状況についての書簡を送付

フランス産羊肉輸入量　30トン（総輸入量0．2％）

1999年6月17日：オランダ産鶏肉及びその加工品、並びに豚肉及びその加工品を輸入保留から削除。

またフランス産の鶏肉及びその加工品、鶏卵及びその加工品、豚肉及びその加工
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品、牛肉及びその加工品、牛乳及びその加工品等を削除。ベルギーの油脂会社か

らダイオキシン汚染油脂が出荷された時期は本年1月19日から26日と特定、オラン

ダ政府及びフランス政府による調査の結果、汚染油脂と同時期に出荷された油脂

を含む飼料等のダイオキシン濃度に異常‘はなく、またこの油脂を含む飼料を使用

した農場からの対日輸出実績はないことを確認

1999年6月24日：日本、厚生省、ベルギー政府とTV会議を実施。ベルギー政府が明らかにした

状況の概要は以下のとおり

（∋汚染は1回限りのものである。

②フエルケスト社の供給先は飼料会社のみであり、食品会社には供給されていない。

③1月15日から30日の間に汚染されたと思われる飼料会社はベルギーで9社、オラン

ダで1社、フランスで1社であるが、ベルギーのDEBRABANDER社とHUYS社から高濃度

のダイオキシンが検出されている。

1999年6月28日：スペインに油脂を輸出していたとする6月24日付の記事を受けて、ベルギー政府

に確認を依頼

1999年8月　5日：ベルギー産の牛乳、卵白及びこれらの加工品について対象から除外。ベルギー

政府が牛乳・乳製品について1，300検体以上の検査を実施した結果、すべてPCBの

基準（ベルギー政府が本事件に関係してダイオキシン汚染の有無の指標としてい

る基準（100ng／g fat）を下回っていた。また、汚染の疑いのある飼料を使用し

ていた236農場の生乳の検査結果も問題がなかった。乾燥卵白は脂肪含量が極めて

少なく、検査結果でも、すべてPCBの基準を下回っていた。なお、欧州委員会は7

月10日、回収、廃棄の対象から除外した。

厚生省の実施した食品の分析結果（全重量1g当たり。以下同じ）

ベルギー産　乾燥卵白0．03pg／g、豚肉0．04pg／g、チーズ0．61pg／g

フランス産　乾燥卵黄0．37pg／g、豚肉0．08pg／g、牛肉0．02pg／g、鶏肉0．08pg／g、

羊肉0．27pg／g、チーズ0．52pg／g

オランダ産＿豚肉0．003pg／g

1999年10月20日：ベルギー産のゼラチンを除外。ダイオキシンは主に脂肪に蓄積されることから、

脂肪含量が2％以下のゼラチンが今回の事件に関連して、健康被害をもたらすとは

考え難いこと。ベルギー及び日本において製品検査を実施した結果、すべて今回

の事件に関連したダイオキシン汚染が認められなかった。

（1999年1月“6月1日ベルギー産食品）

鶏肉の輸入実績なし、卵白以外の鶏卵109．4トン、豚肉549．6トン（ゼラチン36．0トン）

1999年11月　2日：輸入手続き保留、販売自粛等の措置をとっているベルギー産豚肉及び鶏卵加工

品について、日本においてPCBテストを実施し、今回の事件によるダイオキシン
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汚染の有無について確認する。PCBテストにおいて、0．2ppm未満であった場合は、

ダイオキシン汚染がないものと判断し、輸入手続きの保留、販売自粛等の措置を

解除する。0・2ppm以上であった貨物については1ベルギーに嶺み戻す0この措置

による最終的な結果は以下のとおり

積み戻しされた件数6件（109．5t）

冷凍豚肉5件、962．3t

冷凍豚横隔膜肉1件、13．3t

輸入の保留等が解除された件数32件（235t）

冷凍豚肉12件、223．5t

豚肉内臓1件、7．2t

チョコレート1件、0．038t

ビスケット規2件、2．5t

ケーキ（冷凍）13件、1．3t

その他ベーカリー類3件、0．44t

1999年11月11日：今後輸入される鶏肉、卵白以外の鶏卵及び豚肉（いずれも加工品を含む）のう

ち、ベルギー政府が発行する証明書により今回の事件によるダイオキシン汚染の

おそれがないと確認されるものについては輸入を認める。牛肉については、ダイ

オキシン汚染の可能性のあったすべての牛が既に処分されたことが確認された

事から、証明書が無くても輸入を認める。今回の措置により、本事件に関連した

ベルギー製品の安全性の確認体制が整ったことになる。

2000年2月23日：今後輸入される鶏肉、卵白以外の鶏卵及び豚肉（いずれも加工品を含む。）に

ついて、ベルギー政府が発行する、1999年9月20日以降と殺された動物由来であ

る旨の証明書が添付された貨物については輸入を認める。

2000年4月25日：ベルギー政府の対応及び欧州委員会の決定を踏まえ、今後輸入されるベルギー

産の鶏肉、卵白以外の鶏卵及び豚肉（いずれも加工品を含む）については、これ

までの措置を解除し、通常の輸入監視体制に戻す。

00／04／25　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1204／hO425－3」3．htm1

99／11／11ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1111／hlll1－1＿13．htm1

99／11／02　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1111／hllO2－3＿13．htm1

99／10／20　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について
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http：／／wwwl．mhlw．go．j‾p／houdou／1110／h1020－3」3．htm1

99／08／06　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl・mhlw・，gO・jp／houdou／1108／hO806－1－13・htm1

99／06／17　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染についで

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1106／hO617－し13．htm1

99／06／10　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

b‖pソ／wwl．血ユW．go．jp／加川dou／1106／bO610－2」3．htm1

99／06／05　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1106／hO6051＿13．htm1

99／06／04　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1106／hO604－2＿13．htm1

99／06／03　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1106／hO603－1」3．htm1

99／06／02　ベルギー産の鶏肉等のダイオキシン汚染について

http：／／wwwl．mhlw．go．jp／houdou／1106／hO602－2」3．html

（1）事故後の対応

事故後の対応については、厚生労働省医薬局食品保健部監視安全課より公表されているダイオ

キシン汚染事故に関する対策について（ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故について）2001年4月4

日に詳しい経過が記載されている。ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故については、平成12年10月、

総務庁の「食品の安全・衛生に関する行政監察」において、「厚生省は、ダイオキシン汚染事故

が発生した場合に汚染食品であることを判定するための基準を含め、その流通被害の防止に的確

に対応するための方針が未策定であった。このため、ベルギー産豚肉等のダイオキシン汚染事政

発生時に速やかに対応できず」とし、「健康への影響に関する幅広い調査研究を行い、その結果

を踏まえて、食品のダイオキシン汚染事故に的確に対応するための方針の策定を含め、ダイオキ

シン事故に関する対策を検討すること」との勧告を行ったとしている。

報告書は、本ベルギー事件について、我が国の対応及びベルギーをはじめとする各国の対応に

ついて整理し、今後に同様の畜産動物の飼料汚染等を原因とした食品の化学物質汚染事故が起こ

った場合、我が国の対応方策の参考にするものであるとしている。概要は以下のようである。

（∋輸入食品の安全性確保についての現状

［食品衛生による管理］

食品衛生法は「飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止し、公衆衛生の向上及び増進に寄与

すること」を目的としており、この趣旨に従って科学的な知見に基づき、食品中の食品添加物や
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残留農薬等について残留基準値を設定し、食品による危害の発生の防止対策を行っている。これ

らの残留基準値が遵守されるよう、検疫所において初回輸入時の検査や、モニタリング検査が実

施されており、さらに残留違反の蓋然性が高い場合には、命令検査により輸みごとの検査が実施

‾　されている。

食品中におけるダイオキシンについては、厚生科学研究による日本人の食品からのダイオキシ

ン一日摂取量調査により、通常の摂取量がTDI（耐容一日摂取量）を下回っていることから、食品

の残留基準値の設定は必要ないとの立場を取っている。

また、通常、摂取しないような非常に高濃度の食品汚染が確認された場合には、行政指導によ

り輸入手続きの保留、販売の自粛の要請を行い、さらに、必要に応じて安全性の詳細な検討を実

施することにより、食品衛生法第4条第2号の適用による法律的な罰則を伴う規制が可能である。

厚生労働省においては、平素から、食品の汚染状況や残留有害物質の状況について各国からの

情報の収集を実施している。またダイオキシンについては、国産食品及び輸入食品のサーベイラ

ンス調査を実施している。

②今後の高濃度ダイオキシン含有食品の防止対策

［輸入食品の検査］

食品の輸入時検査によるダイオキシンの高濃度汚染品の排除はその費用の面、検査に長期間か

かること等から実施が難しい。ただし、汚染可否の判断情報の一つとして、各国の畜産物、農産

物、水産物及びそれら加工食品のダイオキシン濃度のバックグラウンド調査を継続して実施して

いる。また、これらの調査により、異常値が検出された場合、当該国政府に当該食品の情報を求

めるなど、平素から食品（畜産物）の飼育、製造、加工等についての情報の入手を行っている。

［各国の情報の収集］

ベルギー事件では、かなり早い段階でベルギー政府による調査が実施され、その原因、汚染農

場等の調査がなされていたが、当該国のベルギー及び公表前にベルギー政府から事前に連絡を受

けたフランス以外の各国は日本と同様の措置を講じている。例えば、我が国は6月1日に輸入の保

留等の措置を採ってい冬が，米国が輸入禁止の措置を採ったのが6月3日、豪州及びカナダが同様

の措置を採ったのは翌4日であった。このことから、平素から、日本に輸入を行っている主要生産

国との連絡を密に取り、飼料の汚染等が原因による畜産食品の汚染が生じている場合、当該情報

をいちはやく受けられることが重要である。

［事故発生時の措置方法と考慮点］

（A）汚染が疑われる輸入食品のPCBテストによる汚染の有無の判断

ベルギー事件では、飼料を汚染していたPCBが特定されており、PCBとダイオキシンの相関

関係が確認されていたため、PCB検査により畜産物のダイオキシン汚染濃度が推定できた。し

かしながら、一般的にそのような相関関係が成り立つとはいえない。
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（B）各国からの詳細な情報に基づく措置の解除

汚染が認められないとする十分な根拠が必要である。

［情報の公表］

汚染が疑われる食品が既に輸入されている場合、当該食品の飲食による健康被害防止の観点か

ら、流通段階及び小売り段階にある当該商品の確実な撤去及び既に当該食品が摂食されている場

合には健康被害等の発生の防止ができるよう対応する。同様な事件・事故が発生した場合でも、

同様に輸入者から販売者への連絡及び公表により小売り業者までの情報の伝達が可能である。

2003年5月、国民の健康への悪影響の未然防止をうたった、食品安全基本法が制定され、食品

衛生法の改正が行われた。また、食品安全基本法に基づく内閣府食品安全委員会が2003年7月に

発足した。これには基本政策として1．情報及び意見の交換の促進　2．国民の食生活の状況等

を考慮し　3．食品健康影響評価の結果に基づいた施策の策定　4．情報及び意見の交換の促進

5．緊急の事態への対処等に関する体制の整備等　6．関係行政機関の相互の密接な連携　7．

試験研究の体制の整備等　8．国内外の情報の収集、整理及び活用等が盛り込まれている。

食品安全委員会の発足にともない、農薬登録時の安全性評価のシステムが変更され、リスク評価

（ADI決定）は、厚生労働省から食品安全委員会の担当へと移され、農林水産省、厚生労働省は

リスク管理を担当することになった。農林水産省では、リスク管理部門（農産安全管理課農薬対

策室）を新たに設置し、厚生労働省は、食品保健部を食品安全部に改称し、そのなかに「輸入食

品安全対策部」を設け、輸入食品のチェック体制を強化している。

食品中のダイオキシン類による健康影響については、平成9年度から食品全体から摂取するダイ

オキシン類の総量（一日平均摂取量）を把握し、耐容一日摂取量（TDI：TolerableDailyIntake）

と比較する事により評価が行われている。平成15年度調査では日本人の平均ダイオキシン類の摂

取量1．33±0．59pgTEQ／kgbw／日（0．58～3．05pgTEQ／kgbw／日）で耐容一日摂取量4pgTEQ／kgbw／日よ

り低くバランスの良い食事をとっている分には問題ないとしている。

http：／／www．mhlw．go．jp／houdou／2004／12／h122ト2．html

5．その他の国の対応

1999年4月26日：ベルギー政府よりフランスとオランダの関係機関に公式通知が行われた。

1999年5月26日：ベルギー当局は、フランス獣医局に対して汚染の可能性がある家禽の生体4ロッ

ト（全部で1800羽）が、2月、3月にかけてフランスに輸出されたことを報告。こ

れを受けて、フランス政府は5月28日に、関係する県の獣医局に、鶏肉がどこに

あるかを調査し、見つかった場合には、廃棄するよう指示

1999年5月29日：フランス各県の獣医局（及び関連企業）は、ベルギー産の家禽産品すべて（肉・

卵・卵製品）の追跡調査を行い、安全性が確認できない場合には、差し押さえ・
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廃棄処分するよう指示を受ける。ベルギー企業から供給を受けた施設・在庫は差

し押さえられた。汚染油脂ロット輸入時にその飼料が供給された農場（約116カ

所）も同様に差し押さえられた。検査と分析の結果を待つ乳製品の出荷を禁止

1999年6月2日：フランス政府はベルギー産の鶏肉等の坂元を禁止。汚染された飼料を使ってい

るおそれのある養鶏場で生産された鶏肉、卵を廃棄処分。ドイツ、イギリス、ス

ペイン、ギリシャ、スイスも自国内市場の調査、ベルギー産鶏肉の使用自粛を要

請。ロシア・ポーランド政府、ベルギー産鶏肉等の販売禁止

1999年6月　3日：米国農務省は、ベルギー政府から提供された情報に基づき、欧州連合加盟15カ

国からの鶏肉、豚肉及びその関連製品の輸入を禁止

1999年6月4日：オランダ、豪州、カナダがベルギー産鶏肉、豚肉、鶏卵、飼料などの輸入禁止

を発表。韓国がベルギー、オランダ、フランス産の鶏肉、豚肉の輸入禁止措置を

決定。フランス喧ベルギー産の動物の生体と動物性産品の禁輸とベルギー産の動

物性産品の市場からの回収を決定

1999年6月　7日：ベルギーのダイオキシン問題への対応の遅れの責任をとって、オランダ農業相

が辞任

1999年6月18日：デンマーク政府が安全性を保証したことを受け、アメリカ農務省はデンマーク

からの豚肉の輸入再開を決定

1999年7月20日：アメリカ、各国からの情報と、食品医薬品局（FSIS）による検査結果に基づい

て、フランス、オランダ及びスペインからの製品の輸入を再開

1999年8月　2日：アメリカ、ドイツから提供された情報に基づき、荷揚げを保留しているドイツ

製品について規制を解除

1999年8月16日：アメリカ、FSISは、ベルギーから提供された情報と、PCB頬とダイオキシン検査

の結果に基づき、荷揚げを保留していたベルギー産の豚肉について、PCBテスト

を実施することにより規制を解除

【参考文献】
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第3章　新たなダイオキシン汚染事故で危機管理システムは機能したか？

欧州連合において1990年代はBSEやダイオキシン汚染などさまざまな事件があった。これらの

反省から2000年～2005年にかけて欧州連合は新たな政策を行った。欧州委員会は緑書、白書を

作成し、欧州食品法128／2002を制定し、欧州食品安全機関（EFSA）を創設し、飼料、食品に関す

る衛生管理を実施した。また、ベルギー政府は2002年、農務省の4局、5局と公衆衛生省の家畜

監査局と食肉、魚肉管理局が統合し、公衆衛生・食物連鎖安全と環境局（FPS：PublicHealth，Food

Chain Safety＆Environment連邦省としての位置づけ）と危機管理機能を持つ食物連鎖安全庁

（FASFC：Federal Agency for the Safety of the Food Chain）を設立し汚染サーベイランスシス

テムの構築を行った。そして、ダイオキシン汚染は2004年、2006年にも発生した。

1．欧州連合の緊急警報システム、緊急事態対策及び危機管理

「食品管理法の一般原則及び要求事項の策定、欧州食品安全機関の設置及び食品安全性の諸問題

における手順の策定に関する　2002年1月　28　目付け欧州議会及び欧州理事会規則（EC）

No．178／2002」において食品・飼料緊急警報システムは、第50条で定められ、食品・飼料緊急警報

システムの設置を定めている。同システムには、加盟国、欧州委員会及び欧州食品安全機関が参

加することになっている。欧州食品安全機関の役割は、第35条で緊急警報システムを介して伝達

されるメッセージの受け手となり、リスク分析に必要な情報を欧州委員会及び加盟国に提供する

ため、メッセージの内容を分析するものとすると定められている。加盟国は、自国で食品及び飼

料によるヒトへの重大な健康リスクが直接的または間接的に懸念される場合、速やかに欧州委員

会に通知しなければならない。欧州食品安全機関は、送られてきたメッセージの内容をリスク評

価し、欧州委員会及び加盟国に情報を提供することである。加盟国は、食品・飼料緊急警報シス

テムのもとで食品または飼料の市販の制限、市場からの回収命令またはリコールを目的として加

盟国が行う対策、食品または飼料のバッチ、コンテナまたは貨物の入国拒否等を行う場合には、

措置とその情報を欧州委員会に通知することが義務付けられている。

緊急事態対策は、第5旦二条に定められ、欧州連合域内または第三国から輸入される食品または飼

料がヒトの健康、動物の健康または環境に重大なリスクを引き起こすと考えられるとき、欧州委

員会は、独自の判断または加盟国の要請により以下の対策を講じることと定めている。

①当該食品または飼料の市販または使用の一時停止

（∋当該食品または飼料に対する特別な条件の策定

③その他のあらゆる適切な中間対策

危機管理は、第55条に定められ、現行の規定によって防止、排除及び許容レベルまで低減され

ないと考えられる。または緊急事態対策（第53条及び54条）の適用だけで適切に管理できない、

食品及び飼料によるヒトの直接または間接的な健康リスクが考えられる場合、欧州委員会は、速
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やかに危機管理部門を設置し、すべての関連情報の収集と評価、並びに可能な限り迅速にヒトの

健康リスクを防止、排除または許容レベルまで低減する等の対策を講じることを定めている。欧

州食品安全機関は、学術的及び技術的補佐を行う。

2．ベルギー食物連鎖安全庁（食品庁）

（1）活動と組織

ベルギー食品庁の活動は、（1）食品の製造プロセスの標準化（2）法の施行（3）食品製造プ

ロセス事業の管理、トレーサビリティの実行、認証の発行、輸出管理、早期警戒システムの管理、

予防措置の実施とコミュニケーションへの対応である。プロセスの標準化は国家管理計画による

食物連鎖全体での各要素におけるサンプリングなどである。監視して不適切であれば家畜および

食品法を適応して対応する。食品庁には長官の直轄に危機管理対策、内部監査、対話・渉外、コ

ールセンター活動管理が実施され、4つの部局（管理政策局、管理局、研究局、企業サービス局）

が設置されている。管理政策局では政策立案を行い、管理局では食物連鎖に関する管理などを実

施し、地域に11のユニット（PCU：Provincial ControIUnit）がある。研究局には5つの試験施

設と局外の試験施設がある。企業サービス局は、予算、翻訳、総務活動を実施している。

（2）管理システム

現在のベルギーの管理システムは、初めにC鳳UXでTEQを出してスクリーニングを実施している。

CALUXは欧州連合の公定分析法ではないが簡易分析によるスクリーニングは認められており

（2002／69／EC）分析時間が短く、コストが安いことから採用している。CALU‡は1999年のダイオキ

シン危機から使われ、現在、オランダ、ベルギーで活用されている。スクリーニングで最大許容

量の－30％値を超えるとGC－HRMS分析を実施することが義務付けられている。GC－HRMS分析結果で得

られた17種のダイオキシン類のトータルのTEQ値を求め、規制値と比較する方法が用いられている。

（む平均値がアクションレベルを超えているが、変動幅の最大値が最大許容量以下で分析による

変動を考慮しても最大許容量を超えなければ、特に対応はしない。

②平均値が最大許琴量を超えているが、変動幅の最小値が最大許容量を超えていない場合と平

均値が超えていないが、変動幅の最大値が最大許容量を超える場合は、文書で告知をするこ

ととなっている。告知の内容は、追加データの提出、汚染源の同定、汚染源の除去または汚

染の削減である。汚染が改善されない場合は④のステップに進む。

③平均値と変動幅の最小値が最大許容量を超え、分析の不確実性を考慮しても最大許容量を超

えている場合はそのバッチ、ロットの出荷が停止され、汚染源の特定、除去と汚染の削減を

実施する。また、生産ラインのチェック、ダイオキシン、ダイオキシン様PCB、非ダイオキシ

ン様PCBの調査および他に汚染がないか前後の追跡が実施される。

④ベルギーでは当該事業者に自己擁護の権利があり、意見書を出すために登録施設リストの中
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から自分の選んだ試験施設で分析を実施することができる。結果が基準値以内であれば、暫

定処置が解除される。基準値を満たさない場合、または自己擁護分析を実施しない場合は行

政対応により、飼料分析、すべての動物製品の検査を可能な限り追加し，＿リコールによる製

品回収とプレス発表が行われ、類似のバッチのモニタリングと汚染源の除去と汚染の削減が

義務付けられる。

2003年には飼料255件、食品962件、2004年には飼料385件、食品1046件について分析が実

施された。2005年には飼料1149件、食品851件で、2006年には飼料1270件、食品990件の分析

が見込まれている。

3．ジャガイモ汚染事故に対する欧州連合の評価

欧州連合における新しい食品政策の運用後の2004年11月、オランダで、ジャガイモのダイオキ

シン汚染事故が発生した。欧州委員会は欧州緊急警報システムを通じて商品の追跡を行い、汚染

源と汚染飼料を特定し、飼料を使っていたオランダの162、ベルギーの8、ドイツの3農場からの

動物の移動を禁止した。汚染はポテトの品質を分別するのに用いた粘土（ドイツから輸入したカ

オリナイト）が原因であった。欧州連合のスポークスマンは加盟各国の担当機関は食品の追跡を

行っており、消費者の健康と安全は現在のところ問題はない。欧州連合はシステムがうまく機能

しており消費者の信頼は保たれたと評価した。

http：／／europa．eu．int／rapid／pressReleasesAction．do？reference＝lP／04／1343＆format＝HTML＆a

ged＝0＆language＝EN＆guiLanguage＝en

4．豚肉汚染事故

（1）保健・消費者保護総局からの経過報告（D440150）

2005年12月15日：オランダ食品庁はオランダの飼料会社の貯蔵施設から動物油（豚池）のサンプ

ルを採取した。この動物池はベルギーの会社から供給されたものである。

2006年1月24日：分析の結果ダイオキシン類が50ngTEQ／kgpig－fat検出された。ベルギーの食品

庁はただちに企業の調査を行い、飼料と食物連鎖への汚染を防止する政策をとっ

た。オランダとベルギー当局は汚染された油を供給されたと考えられる飼料会社

と汚染された油を含む飼料を供給されたと考えられる農場を予防原則の適用によ

り出荷停止とした。

消費者保護のために食品と食物連鎖への汚染物の除去を迅速に行うため、欧州

連合のトレーサビリティシステムにより、少しでも影響を受けた可能性のある飼

料会社と農場の追跡が行われた。5つの飼料会社（4つはベルギー、1つはオラン

ダ）が汚染事故により影響を受けたことがわかり、出荷停止とされた。ベルギー

では445の農場が汚染事故により影響を受け出荷停止となった。それは、400の養
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豚場、40の養鶏場（ほとんどがブロイラー）、5つの養兎場である。オランダでは

275の‾農場が出荷停止となった。それは、233の養豚場、41の養鶏場（ほとんどが

ブロイラー）である。ドイツでは7つの養豚場が出荷停止となった。

すべての油はベルギーのゼラチン会社由来のものであった。豚の骨からゼラチ

ンを作るのに塩酸を使用する。動物飼料用の脂は副生成物である。2005年の10月6

日から28日の期間、フィルター処理されていない塩酸が使われたことが汚染源で

あることがわかった。ゼラチン製造における副生成物の池のすべてがダイオキシ

ンの許容レベル以上であったわけではなく、ベルギーの会社が購入したもののみ

が汚染されていた。現在、汚染源の特定ができたことで、含有量と汚染状況が完

全に把握でき、汚染された可能性のある動物、動物製品が市場に出回り、輸出さ

れることはない。

出荷停止された農場は欧州連合の基準を満たしているか、汚染された飼料が配

給されていないことが明らかになれば解除される。汚染事故は管理下にあると結

論できる。いくつかの農場からのサンプルにおいて、トレーサビリティからはず

れた、出荷停止される以前の農場からの製品で分析の結果、欧州連合の基準を超

えている。このようなものが輸出されれば、関係当局は直ちに通知すべきである。

ベルギー当局は、分析の結果または汚染飼料の供給のないことが明らかな、320

の農場（281の養豚場、34の養鶏場、5つの養兎場）、オランダ当局は131の農場（89

の養豚場）、ドイツは2つの養豚場の出荷停止を解除した。

ベルギーでは501サンプルを分析した。そのうち、547が欧州の基準を満たして

いた。32のサンプルがC此U‡スクリーニングの後HRGC－HRMS分析での確認を実施し

ている。5つの豚肉から欧州連合の基準1pgTEQ／gfatを超える（最高2．8pgTEQ／g

fat）値が、7つの鶏肉から欧州連合の基準を超える値が得られている。オランダ

においては81サンプルを分析した。10の豚肉から欧州連合の基準l pg TEQ／g fat

を超える（最高1．8pg TEQ／g fat）値が得られている。

2006年2月9日：ベルギ軍では125の農場（119の養豚場、6つの養鶏場）が、オランダでは144の養

豚場が、ドイツでは5つの養豚場が出荷停止にある。

報告では、汚染された可能性のある動物、動物製品が市場に出回り、輸出され

る可能性はなく、公衆におけるリスクはなく健康影響はないと考えられ、欧州連

合のダイオキシン規制における管理システムが十分に機能したと結論している。

（2）ベルギー食物連鎖安全庁（食品庁）の対応

今回の、ダイオキシン汚染問題においては食品庁が担当省庁として業務をした。対応は1つの

危機対策部が1つの危機対策マニュアルで対応した。
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ベルギーでは20拡年の1月1日にトレーサピリティを導入したことで、事業者はトレーサビリ

ティの義務を負い、問題のある工程の前後のプロセスを明示しなくてはならなくなった。分析機

関として、食品庁の委託試験施設以外に対外的な試験施設など十分な試験施設を確保した。さら

に1999年以降に汚染サーベイランスシステム（CONSUM．◆：旦麺taminant旦旦rVeillance Systeg）と

して早期分析手法（C此U‡）を導入し、食物連鎖の監視システムを確立した。また、評価基準とし

ての国際基準を導入し、今回の事件はこれらのシステムが検証される機会となった。

2006年の1月6日にオランダの食品庁からベルギーの食品庁に2005年の12月15日にベルギ

ー産の豚油がダイオキシンに汚染されて輸入されたとの連絡が入った。分析結果からPCBとの関

連はなく、異性体のパターン（フィンガープリント）は今まで知られている汚染のものとは異な

っていた。トレーサピリティを実施し、飼料添加用の汚染された骨油はベルギーからオランダの

飼料会社に売られたことがわかった。そして、豚を主原料としてゼラチンを作っているオランダ

の会社1社にさかのぼった。このメーカーでは塩酸を用いてゼラチンと副生成晶をつくっていた。

塩酸に汚染があると考えられ、食物連鎖の外にまでたどり着いた。塩酸はベルギーの2つの工場

で生産されたもので、そのうち1つの工場では塩化カリウムと硫酸から塩酸を製造する過程で活

性炭処理がうまくいかず10月6日から28日の間に製造した塩酸が汚染され出荷されたものと考

えられた。塩酸のダイオキシンの異性体パターンが一致したことから、汚染源と原因が特定され

た。報告を受けてから5日で原因にたどりついた。原因がわかったのでプロセスを踏んで、オラ

ンダ1社とベルギーの4社の飼料会社がどの農場に飼料を出荷したかを追跡した。400の養豚場

と40の養鶏場に出荷されたことが明らかとなったので、これらの動物が汚染されているかを検査

した。これらの農場は管理下におかれ、310の農場は問題なしとされ、90の農場は出荷停止措置

がとられた。2月の15日の時点では70の農場が出荷停止措置下にあり、そのうち14で汚染が確

認されている。

ベルギー当励まベルギーにおける危機管理システムが十分機能したとしている。
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COMMISSIONDECISION

Of21下血川ary2001

0namendingthelistofareasindletjrLitedKingdomeligibleforO坤ctive20ftheStftlCtllral
fundsin血eperiod2000to200‘

（noと折du扇訂dOC〟打は托一仙m♭αq200り415）
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（200り201匹q

THECOMMISSIONOf THEEUROPEANCOMMUNmES，

Having regard to the Treaty establ壬shing the European

Commtln吋，

Ha血gregardtoCouncilRegulation（EC）Nol260打9990r
21June19991aying down gelleral　provisiol鳩　01l the

StructllralFunds（1），andinparticularthefirstsubparagraphof
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Wherea5：
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HAS ADOPTEDTHISDECISfON：

AけiCkJ
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Ar如k2

ThisDecisionisaddressedtotheUnitedKingdom，OfGreat

BritaillandNorthemIrelalld．

DoneatI血ssek，2lfebruary2001．

fbrfkcom川南如托

MichelBARN陀R

仙南肌申毎払附加加
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06CL拝1－R l如te a最 H edw o血

06CL呵－Hartorl

06CL托－H d）bum q uay

06CLFL－ He♭blJrrlSoIJth

0‘CLPM － HorSley Hi11

06CLFN － M ollktol】

06CLfや－ Pdm ro5e

06CLFq － Rekend頭e

06CLFR － Tや】e D∝k血d Sim o郎ide

06CLfiS－ W eStOe

0°CLFr－ W b tPark

06CLFU － W hi血um 卸d M a∫d eIl

06CLFW － W IliteIea5

SunderIand 血川W k

06CM FA － CaStIetow¶

06CM和一 Cen打al

06CM FC－ CoⅢery

06CM fp － Eppleton

06CM好一 GrindoIl

06CM FG － Hendon

06CM FH － Hettoll

06CM呵－H otlghton

06CM K － Pallion

P6CM FL－ Ryhope

0（iCM FM － StChad－5

06CM FN － StM ichael■5

06CM FP－ StPeter∫5

06CM Fq － Shiney Row

06CM FR － Silkswor血

06CM FS－ South H ykon

06CM打1－ 5outhw ick

06CM FU 一 冊orney CloSe

06CMⅣ 一一Thom holm e

06CM FX － Tow n End Fam

06CM Ⅳ－W 鮎hington EaSt

283 800
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Nl∬SlevelIⅡreglon

Eli紳Ie a知5
恥p壷tion 加ing in lhe

eligible area50r血e
l即elnlr喝ion

TbewholelevelⅢ

托glon w血血e
excepdon of

OnIy 血efo皿owhg areasaR d短Ibk wl血n
血 leve＝汀r密血’ （humberofi血abih ntS）

06CM FZ － W ashin酢On No血

06CM G A － W ashi昭 0n South

06CM G8 －－1ぬ血ngton w est

C吋 OrKingston upon Hull 前止 r画血 266 800

Notti喝ham 血用那加

38PM fA － A bbey

38PM FB 一心pleァ

3gPM FC － Basb rd

3＆PM FD － Beechdale

38PM FE ・一晩5tWOOd park

38PM FF － Bilboro喝h

3・8PMFG一蝕dge

姻PM fH 一月ulw ellEa5t

3＆PM 呵－ Blllweu W eSt

鍋PM FK － By On

38PM FL － Cli鮎n East

38PM FM － CIi丘on W eSt

3gPM FN 一戸oreSt

38PM FP － Greenwood

38PM Fq － LeIltOIl

3gPM FR 一一M anvers

娼PM FS－ M apperky

38PM Fr － Park

38PM FU － Port】and

■3gPM FW － Radfbrd

38PM FX － Robin Hood

娼PM Fr－ StA ntle－S

38PM FZ － Sherw ood

38PM GA － Strelley

38PM GB － Trerlt

38PM GC － W llb rd

270 500

Bim li喝h弧1 血川卿血

07CNFA － A cock●sG reen

07CNFB － A storl

07CNFC － Banley Gleen

07CN日D － Billesley

07CNFE － Bournville

07CNFF － Brandw ood

07CNFG － EdgbaStOn

07CNfH － Erdington

07C叩 －．由ⅩH ol鮎5

07CNFL － Hand飢VOr血

07CNFM － Harborrle

07CNFN 一一Hodge H i山

07CN抒一 敗聯bllワ

07CNfq － King－sN orom

07CNFR － Ki叫弾tanding

07CNFS － b dywo04

07CN 汀－ Longbdd酢

07CNfU － M oSeley

07CNⅣ － N echel15

07CNFX － Nor血鮎ld

07CNFY － 05COtt

07CNGA － q t血tOrl

07CNGB l Sandw el1

07CNGC － Selly Oak

07CNGD － Sllard EIld

07‾CNGE － SheldoIl

07CN GF － Sm allH eatb

875 000
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NUTSlevelIⅡ喝ion

E晦ibka妃が
Population鮎ngin血e

eligibIeareaS、or血
levelm region

ThewholelevelⅢ

喝ionwith血e
exreptionoF

Only血efonowingare鮎areeligiblew血血
tbeletd m reかn くれumberorinhめihntS〉

07CNGG －Soho

07CNGH －Sparkbrook

07CNq －SparkhiM

07CNGK－StocklandGreen

07CNGP－W ashwoodHea血

07CNGq －W eoley

07CNGR－YaIdley

LutOrl 触り抑血

10PJFA－Biscot

10DJFC－Cballn甲

10DJ托トーCねWky

10呵鱒－Dallow

10巧坪－Fad‘y

10D叩G－H短hTown

10D阿－LeagraVe

10DJK －k wsey

10PJm －Limbt叩

10Ⅰ刀m －Sair由

10PJ押一Sollth

10印Fq －Stopsl甲

10DJR －Sundonpark

141500

咋mouth 【k 叩山よこ

19GAFA －BtldShead

19GAFも－Com pton

19GAf】C－Drake

19GAFD －Efford

19GAI準－Estover

19GAFG －【bm

19GAFH －Honicknowle

19GA円一にeyham

19GAFK－M ountGould

19GAFq －StBudeaux

19GAFR－StPeter

19GAFS－Sotlthway

19GAFT－Stoke

19GAFU －StlttOll

19GAFW －Trelawny

187300

EastAyrshireandnorthAyShi－e 琉el和血： 241652
m ainland 36011－Cum nockEaSt

36012－Lug叫Logan and Mujrkirk

36013－CumT10Ck SOuth乱nd Old

Cumnock

16014－Cllm nOCkⅥ互5tand

AtlChirlleck

36015－－（btrine，Som and North
AllCbiIlleck

36021－New CumnOCk

36022－Dalmellington

36023－PatnaandDalrym ple

36024－Drong恥Ochik ee，

Rankinston arld Stair

36025－Mauch】ille

37011－lrvlIleⅥなst

3701ユー rVineTowphead

37013－1Ⅳ1neVinebu顧

37014－ⅠIVineNo托h

37015－1ⅣirleW oodlarl血

37021－Dreghorn

37022－Broomlands
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州汀SleveHⅡ托glon

E晦ibleareaS
ねpu】at加 h ing in the

e晦ibk area50f血e
k d II王reglon

Thewも01elevelⅢ

托如n with血e

exceptlon Of

0呼止efo鮎wingareasa托ehgl貼w itbin
theleYe用Tr喝ion － ‾ノ（numbe†Ofi止血ihnts）

37023－Bou托1℃ehi】1

37024 －Gir鍵 Toll

37025－h 血e Landw ard

37031－鮎lwinning EaSt

37032 一にilwinni喝Souih

37033－鮎lwim ing W e5t

37034－StevetlStOTINortb

37035－5tevenStOn Sollth

37041－Beith

37042－D alヮ

37043－Gam ock I三aSt

37044 －Kilbirnie Sollth

37045－Kilbim ie North

37051－SdtcoatsEがt

370～2－50uth BeacIl

370タ3－Saltcoab North

37054 －Ardro55an Solith

37055－A rdro郊an North

37061－W eStKilbride

44011－Kih lam OCk and Loudourl

DW l

44012－揖lm am ock alld Loudourl

DW 2

44013－鮎1m am ock and LoIJdoun

DW 3

44014 －鮎1m am ock and Loudotln

DW 4

44015－Kjlm am ock and Loudoun

DW ∫

44016－Kihlam OCk ald Loudoun

DW 6

44021－Kilm am ock and LoudouIl

DW 7

44022－Kilm am ock and Loudoun

DW 8

44023－Kilm am OCk and Loudoun

DW 9

44024－Kjlm am ock and Loudoun

DW lO

44025－Kikm m ock and Lolldoun
DW ll

44026－Kih lam OCk aIld Loudoun

DW 12

44031－揖lm arnoC－k alld LolldouIl

DW 13

44032－揖lm arnock alld LoudouTl
DW 14 －

44033－Kilm am ock and Loudotltl

DW 15

44034 －Kilm am ock and Loudoun

DW 16

44035－KiIm arnock and Lolldoun

DW 17

44036－KiIm am ock arld Loudol拍

DW 18

No托h La11ark血ire fk lⅢd gニ

35032－W eStホeld and Corldom t

W est

35033－ Cf叩and Kik坤 South W eSt

47011－Tow nhead

270 952

j
′
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NU TS leⅥ≡】ⅠⅡ托gion

班gibk a托猥
Populatim 叫 ng in 血e

e晦ibk・訂ea5 0rthe
leve】Ⅲ喝ion

T】leⅥ鶴0】e leveIⅢ

r喝ion w血 the
exception oF

O nly 血e fonowing are揖are eIigible w他山
■tk IeveH 和代gion （num ber of in Ah tan均

4 70 12 － Blajr Park

4 70 1■3 － N o血 C印加1and G lenboig

4 70 14 － C erltral

4 70 2 1－ 8a喝eddie and Langloan

4 70 22 － K irkw ood

4 70ユ3 － 0 1d M onklan ds

4 70 24 － 鮎rksh aw S

4 70 31 － R och soles／G le山navis

4 70 32 － R aw yar由／H olehi鮎

4 70 33 － N ew M o rl馳 nd w eSt

4 70 34 － N ew M o nkland Ea或

4 70 41 － W 加llhall

470 42 － C aim h i11

470 43 ・－ G artk a

4704 4 － c m i卯euk

4■70 51 － C alder

4 70～2 － Shaw head

4 70日 － W oo d H aM

4 70 54 － C hapelhaIl

480 11 － b dyw eM

480 12 － C alder V 亜ey

4約 13 － Fo－geW OOd

480 14 － N o托h M oth erw e止

480 15 － Brandon

480 21 － C ra短neuk

480 22 － C ell仕alW shaw

4＄0 23 － 50uth Coltn ess

480 24 － C am b uSneth an

480 2クー N o r血 Coltrle55

480 3 1－ K now etop

4g0 32 － M llirh ou se・

4gP 33 － N ethertoll

4 80 34 － Th om lie－Pathet

480 35 － G ardon

4804 1 － N ew m aiIIS

4804 2 － Stane

480 43 － D ykeh ead

480 44 － C lelarId

4 804 5 － Benhar

480 51 － Tannochsid．e

4 80 52 － Falld de

4 80 53 － W oo dk n叫Ⅴ桓W pa止

4 80 54 － 8e鮎h illN or叫 C e抽 al

480～i － O rbiston

4g0 61 － M ossend

4 80 62 － H olyto w n

480 63 － N ew Stevenston

480 64 － N ew a止hiu－Carfin

480 6～－ Bellshi11t三ast

500 32 － C hrp tOn

500 33 － M ood．iesburn

500 34 － Stepps

ATea5Sadケ喝血ecdleriaofAれide4くる）ofR喝血tioⅡ（EqNolヱ叫’1999

Herefbrd511ire 止亡Il・．lr止

26rⅣA－A匝stone
26JUFA－Bateman

26JUFC－Be汀ington

26JUfD－Bircher
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N UTS levellⅡRglon

斑錘lea代a5
ねpdado減ving in d旭

ekgible area5 0r血e
levd Ⅱlreかn

Thew hole levelⅢ
噂 OnW血 血e

exception of

0叫 血 仏祖owh g a托aSare e晦Ible w itblh
血 IeYe川r喝10n’ （如m ber ofi止血i加画

加 u 陀－ 80－der

26叩F－Qs．tle

26JU FG － Eardi51ey

26JぴH － Golden C ros5

26JL呵 － H am pton C ou托

26JW K － Hat鮎ld

261岬L － Hergがt

26JU FM r X ingsland

叫 UfN 一 敗喝tOn T ow n

26JU Fq － k intw ardine

26JU fR － Leom irlSter East

26JW S － Leom inSter N orth

2q U汀 － Leom inSter South

26JUⅣ － Lyonghallw ith Titley

26JぴⅩ一 M an鋸1

2りⅥY － M o頭m er

26JW Z．－ Pem bd屯e

26JU G A 一 町OnSW i血Birk y

26JU G C － Upton

26JU G E － W eob ley

26JU G F － W ye

26JW 和 一 Bring5ty

26JW FD － Brom yad

26jW FE － B此erley

2りW FG － C－adley

■ZdJW FH － From e

26JW 呵一 打om e Vale

26JW 札－ Hegdon

26JW FM － H ope End

26JW FR － Leadon v ale

26JW FS－ LedbuW

26JW FX － M ard e R呵ge

26JY和 一 BfOad O ak

26JY FD － Btlm arSh

26，Y托 － Dinedor血 1

26JYFF q D inm ore H i11

26JⅧG － Dow ard

26JY椚 一 FoWm ho pe

26JY呵－ Ga汀On

26JY弘 一 Golden v alley■

26JY札 － Gorsley

26JY好 一 Harew ood End

26JYfq － H ollington

26Jm － King就horne

26JYfS － M 喝na

26Ⅵ汀－＿Merb a ch

26JY FU － M IJmStOn e

26JYFW － 0 1chon

26JYFX － 0 1d G ore

26メYⅣ－ 托ny訂d

26JYFZ － Pontruas

2 6JY GA － Ro55－On－W ye Ea洗

26JY G B － Rogg－On⊥W ㌍ W eSt

殉 YGF－ Tr弧Ifnn

26JY G G － W alfbd

2q Y GH － W hit鮎Id

26JY q － W ilton

子
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NUTSlevelIⅡ托giom

EligibleareaS
Population加i喝in血e

eligiblearea50ftbe
leYelⅢr喝ion

TlleWtl01eleYdⅢ

喝ionwitも血e

exrepdonof

Only血efonowing■are蛮areeligiblewi血n

thEIeYelllいe如n （numbもrofinbabitahtS）

AreassatisケingthecriteriaofArtide4（7IofRegdatioll（EqNo1260I1999

D arkngton fんe w （m 15：

2 1G RFB － C eIltral

2 1G RFD － Co ckerEOn Ⅵ互st

2 1G Rt；P － Lascelle5

2 1G RfX － Park East

15 70 0

D u rham C C 血川W 血

2 1G TFT － Pelaw

2 1G U FC － D aw dorl

2 1G U FF － D en eside

2 1G U FS － M urto n W est

2 1G U Ⅳ － Seaham

2 1G W B － Broom

2 1G W Ff 一 托頑 Iill

2 1G W 町 － Sun nydd e

2 1G W FU － T hickleY

ユlG Ⅵ Ⅹ一 W est

2 1G Y FD － C otlndon G ran ge

2 1G Y凡 － St H elell■5

4 9 40 0

N orthum b erland 血e w Ar血

36N SFC － ■Cram lin gton East

36N SFF － H artfo fd atld w est

C ram h がOn

36N SFN － Pk gSey

12 40 0

W est Cllnlbria 血用 W 血

1－7F坪A － B a汀OW lSland

17FFF8 － C entral

17Fm ；－ H in dp00 1．

17FH FF － D is也喝 tOn

17FH FY － M irehollSe W est

17FH G B － San dwi th

22 80 0

H alton and v b rington thg w 止血 ：

14EN fB － Broadheath

14EN FC － Brookfields

14EN FD － Ca5de丘elds

l＿4EN fM － H altoII Brook

14EN FP － H o喝 h G reen

14EN Fq － K i喝 SW ay

14EN FR － M ersey

14EN F T － N o托On

14EN rU ‾－ R iverside

析 gOO

G reater M anchester south 血 W （lr血：

03BN FA － A rdw ick

03 BN FC － Barlow M oot

03BN FD － B ench ill

03BN FF － Bh ckley

0 38 N FIT － 8 ro okland5

0 3B N り－ B urn age

0 3BN FK － Central

0 3B N FN － Chorlto n

0 3BN FP － C mlm pSall

0 3B N fiR － Fallow field

0 3BN FT － G orton South

0 3BN FU － H 叩 urh ey

0 娼 N Ⅳ － H tllm e

0 3BN FX － Leven shulm e

0 3BN f守一 L励 tbow ne

4 52 900
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NUTS levelIⅡ托g加

E鞄鈷k a托出
Popula血on vi喝in lbe

el砂bleareasof血e
leveIⅡIregion

TIleWも01elevelⅢ

代がOnW油血e

exception or

Only 血e foⅡowing areasare e晦iblew血血

血 Ieve川【region’‾ （numberori血abitanb）

038NfZ － LongSigbt

03BNGA － M oSS Side

03BNGC l Newぬn He虹h

03BNGE － 0 1d M oat

03BNGF － Ru血01m e

03BNGG － ShafStOn

03BNGH － W halley Ra喝e

03BNGJ－ W ithington

03BNGK － W oodhotlSe Park

03BR打 － W eaSte and Seedley

03BRFU － W intoIl

03BR．FA － BanOn

的BR柑－ Blac娩ialS

03BRFC － Brouかton

038Rm － Ke田山

038叩 一山喝W Orthy

038SFB － Brjmnl鴨tOn

03BSⅣ － South Reddish

03BTFB － Ashton StM ichael■S

03BTFP－ Hyde New ton

03BUFE － Bucklow

03BUFF － Cli鮎rd

Greai訂M anches惚rnorth tI柁価m k

03BLFD － Breigh tm et

0柑LFF － Burnden

03BLFG － CeTltfal

03BLFH － Daubhil1

03BLFK － Derby

03BLFL － Fm w ohh

03BLFM － Halliw ell

03BLFN － HarperGreen

03BLFU － Tonge

03BMfM － Redvales

038PFA － A lexandra

03BFFE － Coldhurst

038呵 － H o鮎ⅣⅣOd

0別封甲K 一一Lee5

03BPF（2－ Sりam e5

03BPFR － StM arp

03BPFW － W erneth

038（！FA － Balderstone

03Bq FB － Brim rod and D eep鮎h

03BqFD － Centraland Fal血lge

03BqFF － Heァw ood N orth

03BqFH － Heyw ood w egt

OiBqFK － M iddletorlCe11tral

03B（2FP － M iddleton w eSt

、03BqFR － New bold
03Bq 打－ Sm allbridge and

W ardIew or血

038W fM － h ce

03BW FS － N ewtow n

316 300

別ackburn with Darw en 血川脚血

31LSFA － Bank Top

311．SFC － BrookhouSe

31LSFE － Cathedral

31LSFq － queen‘S Park

3＿lLSFG － Ewood

れLSFP － Pleckgate

31LSFS － Shadsw o正h

47 900

138
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NUTSleYelfⅡTegion

蝕帥Ieareas
Popula的n加ngin血e

eligiblearea50r血e
levelⅢ咤ion

T毎wIok IevelⅢ

r密OnWi血血e

e∬ePtionOr

Only血efonowlngare舶aree晦iblewi血n
tも亡Ietel叫reがOn （nu血erorinhabita叫）

Blackpool 血川舶iJ：

31L′ⅣU－Tyledsley

31m 8－AllChorsolm e

31LTFA －Al exandra

31rm －BrunSWkk

31LTPE－Claremont

31LTFG－Foxham

31LTFq－Pa正

31Lm 一m bot

31LTFW －Victoria

31Lm －W aterloo

31Lm －Noゐreck

31LlTM －b舛Orl

81800

b ncashireCC thdWdds二

王lLZFA－Alexandra

31LZR〕－Bulk

31LZFM －Hep h m Nor血

31MBfB－Avenh如11

31M Bt：C－Brookneld

31M BFE－Central

31MもFF－Deepdale

31MBFG －Fishwick

31MBFP－Rぬbleton

31M Bfq 一鮎versway

31MBFR－StMat血ew●5

31M汗C－BickerSt8脆

31M坪D －Birch Green

31M汗G －D短m oor

31M FFN －M oorside

31MFFW －Skelmerd ale No正h

31M FFX－Skelm erSdaleSouth

31M耶 －Tanhouse

113400

Bradford thCW∬血：

08CXFF－Brad■brdMoor

08CXFS－L抽leHorton

08CXFr－Odd

08CXFX－■Shipley East

08CXGA －Toller

08CXGB－Tong

08CXGD－UniverSity

121500

Lee血 続eW血：

08DAFF－Bum anto氏5 －

08DAFG －ChapelA山erton

08DAFH －Cityand Holbeck

OgDAFM －Harehilk

08DA耶－Headi喝ley

08DAGF－University

124 100

Calded ale，鮎止iee5弧d 1鮎W¢r血： 29 900
W akeneld 08CZFY－Paddock

08D8Fr－W akefieldEa成

Derby thewd血ニ

lgF押A－Abbey

lgFPFD－Babington

18FPFN－Litchurch

18Ⅰ；PFL－Derwent

18FPFT－05maStOn

55300

Leic∬terCity t九gwd壷：

32MMfC－BeaumontLep

32MMFN －Latimer

69400
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NU TS levellⅡregb n

E晦ぬleareas
ね西 山on h ing im 血e

eligible 訂ea5 0f血
】eYel EI region

Tbe殖ok levelⅢ

柁gion w itb 血e

exce匹ion or

O nly 血efoⅡowing a托aSare e晦姑Iew血血
血 kvelm －regiod てumber of i血abitant頭

32M M FR － N o血 Bralll15tOne

32M W X － Spinney H in

犯M M G C － W e鏡Huh b erstoTle

32M M G E 一 明心臓

Sta鮎rdShire C C 血用W k

42q G m － Broom hiu

42q H FW － Uxbridge

42 q H FY － W aterside

42q H FC － Branston

42 q H FD － Broadw ay

4 2（～HFE － Bt出On

42（2HFL － H or血頑ow

42q F呵 － Etbn

4 2（）Hfq － Shdb nall

42（2HFS － Stre比On

4 2q H FX － Victod a

4 9 90 0

So lillu ll the w爪15ニ

07C咋C － Chelm sley W ood

0 7CⅧE － Ford brjdge

0 7CⅣF一 敗拶h t皮

07CtT S － Sm ith－sW ood

4 3 50 0

Coven町 班㍗肌m k

07C（2托 － Folesh i11

0 7CQ押 一 H enk y

0 7Cq m － Longb rd

0 7Cq m 一 StM ichae1－5■

07Cq FN － U pp er Stoke

87 70 0

D udley an d Sandw ell 飯川肌15：

07CRFC － Brierk y H i11

0 7CRFD － Brockm oor and Pen sett

0 7CRFE － Ca5tle and prioワ

07CRFP － Lye an d W oJk sco te

0 7CRFq － Nethe正Om an d w oo dSide

0 7CRFU － St A lldIeW S

0 7C即W － Sりam 由一5

07CR FX － StT hom a5－5

07CSFC － Bristnall

0 7CS托－ Cradk y H eath and O ld H ill

0 7CSm － Great Bridge

0 7C呵 － Greets G reen and Lyng

0 7CS托 一 H ateley H eath

0 7CSFN － 0 1dbu y

0 7CSFr － Srnethwi ck

179 00 0

W alsd lan d w olverham pton 血日脚壷：

07CU FC － Bentley and D adaston

N orth

0 7CU FE － Bkkella止

07CU FF－ Bloxw ich East

0 7CU FG － Bloxw ich W 朗t

07CU可－ D adぉton Sou th

0 7CU FM － Pal鮎y

07CW FE － Ea5t Park

0 7CW FG － F迅i喝SPalk

0 7CW 可一 Heath Tow n

0 7Ⅳ FM － 0Ⅹley

0 7CW FN － Patk

0 7CW fq － StPeter■5

1日 100
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NUTSlevelIⅢ代gion

叫的leam S
Population加ng in tbe
diがblearea50r血e
levelⅢr吋on

TlleWllOleleYelⅢ

region with血e

exceptionor

Only血efom）血相areaSaree曝ble wi血n
血EIeYd m reかn （nu血berofi止血itant5）

Southend－Orl－Sea tk wd壷：

23HSFF－M ilton

23HS呵－ Shoebuヮ

23HSFL－Thorpe

23HSFH －StL11kes

23HSFM －V ictoda

69 800

InnerLondon －W eSt thgwdTゐ：

01A DFF－ College park and Old O ak

01A DFY－W hite CitY and Shepherds

BuSh

18 900

Inner＿LoIldon －eaSt tk Wαr血ニ

01ACFB－ Cha血am

01A CFD －D alston

01ACFF一 也釦dow Il

01A Cm － Hom erton

01AC呵－Ⅲ喝SPark

DIA CR －M oor鮎血

01ACfS－Rectory

01ACFW － Victoria

01ACFY －W estdown

01AEFD －Bruce Grove

01AEFq －N od Park

01A排R － Pa∫k

01AEFU －South Tottenham

01AE W －To伏eI止am CeIltral

01A EFX － Ⅵ毎StGreen

01AKFA － Beckton

01AⅣ8 －Bem e呵de

01AKFC －Canning Tow n and Grange

01A KfD －Cぉde

01AKFG －forestGate

01AK呵－ Hudson5

01A肌 －Kensington

01AKFN －M onega

01A KFP－N ew Tow n

01AKFR －Park

01A KFS－Plaistow

01AKFT－Plashet

01A KFU 一 致Stephen5

01AKFX －Stratfbrd

01AKⅣ－ Upton

01AKGA －W estH am ‾

01AM FB－ Bow

01AM FC－ 810m ley

01AM FF－H oIY Trinity

01AM FH － um ehouse

01AM FK－ Park

01A M FL－ Redcoat

01AM FM －StDunShn●5

01AM FN － Sりam es■

01AM FP－StKathedne－s

m AM F（！－StM aW 一g

01AM FR－ StPeterls

01AM 汀－ Spital鮎l（b

384 400

O tlter London －eaStand 血ew肌ねこ 77 900

no止h－eaSt 02ASFY－Tham e5m ead East

02AYGA － StPeters

02AzFB－A rSellal

02A ZFK－ Eynsham
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M SlevelIⅡ托gion

兢紳leareas
恥pulat血 加ing in the
digiblearea50f也e
levelm region

Tll寧WbolelevelⅢ

代がOn W油血e

exception or

Only 血efonowingareaSaree晦iblewithin
血eleve川rr密On’‾ （numberori止血ihnb）

02A ZFM － G 如don

028灯し－ H igh street

02BKFq － Leyton

02BKFr ⊥ stJam esStreet

O uterLorldon － W eStand 血 W4r血： 41200
no托h－W egt 02A XFW － Victoria

02A TFA － AIperton

02A TGC － Stonebridge

02A TGF － Tob TngtOn

02A ∬U － Vale

EaSt SuSSeX CC 血川W k

22H 叫 － M aze Hin

22HBfiK － M ountPleasant

22H即し－ 0 1d HaStiI唱S

22HBFM － Ore

22H 群Q － W est StLeonards

22H即D － CaStle

22HBFE － CentralStLeonards

33 900

KentCC the閑適：

30LFGB － Sandw ich

30LPFE － Cecil

30LI一躍－ CentralEastcli鮪

30LPFE － Ethelbert

30LP托 － M inster Parkh

30LPFq － New i喝tOn

30L錯乱－ Northdow n Park

30LPFT － Pier

30LflⅣ － StLaw 托nCe

ちOLf■FX － StPeters

30LPFY － Salm eston

301．PGA － SoutllWOOd

30LPG8 － Thanet Padsh

54 900

C吋 OrBdstol 血川W k

09DDFA － A血ley

09DDFL － Easton

09DDI；N － Filw ood

09DDFZ － Lawrence Hill

09D DGL － W indm in H ilI

62 600

ToIも叩 血㍗購血k

19GDI；A － Blatchc．om ♭e

19GDFB － Cockinginton－wi th－
Chelston

19GDFE － Furzeham －With－Churston

19GD呵‾－ StPeter’S－wi th－StM arY’s

l9GDn」－ Tom ohun

19GDFM － Torw ood

59 700

M onm outhshireand New port 血日用l点上

50SW FT － Stow H ill

∫OSW FU － Tredegar Park

50SW TD － Bettw s

50SW fG － G raig

50SW 可T LiswerrY

50SW 下K － Llanwern

50SW FM － M arsh危eld

50SW FN － Pingw enlb

50SW Tq － Rogergtone

51 900

Cardifrand Vale or Glam organ 血用W k

由TNFA － Adam sdow n

54TNFB － Butetow n

117 600
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m∬SleYelIⅡ†喝ion

El短鋸eareaS
Populatidn裾ngin血e
djgib】earea50f血e
levelⅢ噂ion

TlleWも01elevelⅢ

r密OnWi血the
exceptionor

Onlytbefonowhgare舶areeligiblew日加m
the1evd lIIreがOn （numberorinb血iはntS）

～4TNFC－Caemu

5¶FG －砂

54TNFK－Grangetown

i4TNFX－Rかerside

54TNFD－Canton

54TNFZ－Rum ney

54TNGA－Splott

54TNGB－Trowbridge

Gla5gOW C吋 助eWJmk

41011－Dmm ry．

41012－Summ erhil1

41031－Yoker

41032－KnightSWOOd

41041－Scotstoun

41062－Ma巾i11

41071－Miltom

41072－RlJCM 1

41081－Nortb Kelvin

41082－W oodands

41091－＿Pa鵬ick

41092－AnderStOn

41101－Spd喝bllm

4110ユーRobroyston

41111－KeppochbiIl

41112－－Cowlaj朽

41王21－AkxandraPark

41122－Dennistoun

41131－Cerltral

41132－－Calton

41141－Beh dere

41142－Carnt叩e

41151－Parkhead

41161－Letham hill

41162－Riddde

41171－queenSbe

41172－Badanark

41191－Ga止loch

41192－Ea5terhou5e

41201－Drum o叩e

41202－Govar1

41222－Be貼ou離On

41231－Pollok

41232－CoⅥ唱len

41241－South NitSllill

41242－Atden

41261－KingStOn

41262－HtltChesontown

41311－LinnPark

41312－Casdemilk

41321－Glenwood

383330

Inverclytk Ea5tRenfiewshire 血ewdTtk 130 053
and Renfiewghire 43012－PortGlas㌍W EaSt

43013－PortGlasgow South

43014－Ckme Brae

43015－Po托Glasgow W eSt

43021－Gibshi】1

43022＿－Blaim ore

4io23－Bellvilk

43024－Greenock EastCelltral
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Nl∬Slevd IⅡ托gion

El妙bIea托aS
ねp山1ation．加ing inthe

el砂blearea5 0r血e
l印d IIlreかn

Tlle WもolelevelⅢ

托顔On 雨止血e
exceptiom or

0中 也ebuowinga－eaS机 d短ibk wi血n
tbe】eYe‖廿regioh ‾（numberori血abitan傍）

4302～－ B†00m hill

43031 － Gateside

43032 － 80W

43033 － L好捕eld

43034 － UpperLark鮎ld

43035 － Greenock South

43041 － Greenock W estCentral

43042 － G托enOCk W e洗End

43043 － Card昭IIBay

43044 － GolrOCk

49011 － Shortroods

49012 － Sりam es

49013 － Fe唱uSlie

49015 － M illarStOrl

49021－ 8rediland

49022 － F（JXbar

49034 － Hunterhill

49035 － Saucd

49041 － Seedhill

49043 － Gallow hill

49062 －ゆ 旭 Ome CochraneM ill

49063－ 10hnstone Casde

49065 － Elder適e

A代お見ds研ng血ecdte血orArlicle4（さ）ofR喀血虹ion（EqN01三脚／199，

N o血 um berland 血用㈲k

36N（2托）－ A m ble East

36N Q FE r An 1ble W est

36N q坪 － C r鮎ter and R enn ington

36N q R l － Em bleton

36N SFA － C entral

j6N SFE － Cro氏

36N SFG － H ad ey

36N SFS － W enSleydale

36N W m － N ew bigか E鮎t

36NW FM － N ew biggin W eSt

36N W f q － Sk ekbtlm

39 9 00

W est Cum bria fhe w血 ：

17FH FM － H arbo ur

17FH汗 一 H ensingham

17FH FT － K ells

9 800

LaIICa血ire C C 血‖Ⅲ1，血：

31M G FA 一 ぬiley

31M G t平－ C訂ld on

31M G FH － Cleveleys Park

31M G FM － H am bleton

31M G Fq － Jubilee

31M G FR － M ou nt

31M G Fr － Park

31M G FU － Ph aros

うIM G鱒 － Preed l

31M G FY － Ro sSall

31M G FZ － St由na

31M G G C － W a汀en

56 800

East Ridi喝 Or Y orkshire the W肌k

2 8K q FB － Bd dli喝tOn Beおingby

28k Q FC p Bd dJington H ilderthorpe

28K Q FD － Bridlington O ld Tow n East

4 3 600
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NUTSleYelIⅡ喝ion

叫錘lea柁aS
Population加ingin血e
digiblearea50rtbe
1eYelⅢ喝lon

TlleWも01eleYelⅢ

regionwi血the
exceptionor

OnlytbefoⅡowl喝are鮎aree触blew血血
tもeleYd ltIregion （numberofinbabitants）

28Kq托－Bddh がOn OldTown

W 改

28KQFF－Bridhngton QtJaY North

28KQFG －Bridlington Qllay South

28にqFH －b astal

28KqFXr V血ng

28M A 一山曲ough

2gKUFP－Roos

28KUFq －Seaton

North and north＜aSt fhgwllr【k 142 500
Lincohshire 28KPFA －Cle血orpesAlexandIa

28KPFB－CleethorpesBeaconHi11

28KPFC－Cke血orpesαntd

28ⅣFD －CleethorpesMiddlethorpe

ユ8Ⅳ托－Cleetho叩eSNo血

ユ8KP汗－Clee血orpe 鮎Ye指i血

2gKPFG －CleethorpesSi血甲

28KPFH －Clee・thorpesThru nSCOe

28KP可－Habrough and

Sta損喝borough

28KPm －Humber京On

2gKPFM －lmmingham Blu頭One

28KP刑－Immingham centra1

28KPFP－【m mingham Hllmber

2gm A －Alexandra

2 KTW 8－8mdey

2gKTfC－Camh 血

28KTFD －Central

28KTFE－Clee

28m －Cromwell

28KⅧG －Gilbey

28KTFH －GrarltThorold

28KTり－GreatCoates

28m K－Hainton

28m －Humbel

28KTFM ・－LittleCoate5

2gm N －NllnSthorpe

28KTFP－Pelham

2gにⅧq－Sca血0

28m R －Spdng鮎Id

28KTFS－Victoria

2g T打－W ee15by

28m U －W dlow

28m －W eぎー

28rrFX－W iIlows

2gKm －W intdngham

North YorkshireCC 血か削mk

37PCFB－Castle

37PCFC －Ca舛On

37PCFD －Central

37PCFG －Eait鮎ld

37PCFH －ESkdaleside

37PC呵－Fakgravモ

37PCFK －Filey

37PCR▲－Fylingdales

37PCFM －Her血rd

37PC珊－Lindhead

37pC好一M ay鮎1d

37PCFq －Mulgrave

100400
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N UTS levelIⅡregion

鎚gible areaS
Population h ing in the

e曝ble aほおOr血e
levelⅢreがOn

Tlle Wも01e levelⅢ

陀靡On W油 血e
e oeptiom of

O nly血e b鮎血ng a托aS are e触 ble w ilhin

血：lEYe川Tregion 、‾ （num ber ofinllabitantS）

37PαR － N ew by

37PCFS － N o正hstead

37PC打 － SCalby

37PCFU － Seam er

37PCFW － StreoI15ham

37PCFX － W eap orm eg5

37PCFY － W o od laIldS

LiIICOh 血ire 血 w Jl血：

3 3M SFB － Central

33M SFE － R Shto免

33M SFL － Ski血eck

33M SFM － Sotlth
わM SfS － W ybe伽 n

18 90 0

N orb lk 血＝仰山：

34N D 用 一 Bu rnham

34N D G A － N ordl Coast

34N EFC － B lakeney

34N EFD － Bo dllam

34N 肝G － C ley

34N 呵 － Crom er

34N EG E － Shed喝ham

34N EG G － Su代eld park

34N Eq － T he R unton s

34N EG L － W eus

28 20 0

Stlfb 1k 血日脚壷：

4 3q Y托 － Cadton

4 3q YFF － C arlto n Colvilie

4 3（）Y FK － Kessh glan d

4 3q Y下N － M utfbrd

4 3q Yfq － O ulton Broad

4 3q Y FS － St M a摺a∫eb

32 80 0

A b erdeen C吻 A b erdeenShire 血川W k 9 7 4 08
and northl治St M or野 160 11 － M acdu fr G arden StOW n

160 12 － A berch irder－K jnが dw ard

1602 1－ Banfr H iltoll

16022 － Fo rdyce一触叩die

16 05 1－ M eeth肌 G lendaveny

160～2 － Clerkh ill

160 61 － 鮎rktow n－R oantleads

16062 － Buchanhaven－Catto

1607 1－ 的 ged）u rgh East

16072 － Fraserbu rgh W est

16 08 1－ BtlChan N orth I三鮎t

16082 － Bud lan N or血

16092 － Lo ngside旦血Ⅴ

1904 1－ h ich

19042 － Lo ssiem outh

190 52 － 111n eS

1906 1－ Bu ckie W est

19062 － BtlCkie East

19072 － Lenn ox

190g 1－ Kei血

19082 － Strathisla （only 血e part

north of th e A 9 6 （w est of Keith）an d

th e A 9 5 （east of Keith））

Areassatis桝喝thetritetiaofArtide4（9抽）ofReguhtioTL（EqNo’126011999
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N∬SlevelIⅢ代gion

E鴫ibleareas
Population加imgin血

eljがb】ea托おOf由e
1evelⅢ喝lon

Thewも01elevdⅢ

reかnwitll血e

exceptionor

Only血efonowlngareおareellgiblew血h
theleYdIlI托gbn （numberorimhabitan叫

ユlG肝E－Eggleston

21GX呵－Greta

21GXFK－HamSterley andSouth

Bedbtlnl

ユlGXfM －L印はaCk

21GXFN－Middleton－in－Teesdale

21GXFP－Romddkitk

ユlG∬q －Stain血op

Nolttlumberland 血川棚壷：

36NUFB－Allendak

36NUFC－BardorlM il

‡6N．UFD－Belk喝ham

36NUfH－Chesters

36NUq－Chollerton wi th

W ht血智tOn

36NUFN －Haltwhi或Ie

36NUFP－H呼don

3．6NU紘一Redesdale

36NUGA－SlaleyandHexham血ire

36NUGC－Tipah

36NUGD－UpperNorthTyne

3 NUGE‾－Ⅵたmney

36NUGF－Warden and Newbrotlgh

36NUGG－Ⅵねrk

36NUGH－WestTynedale

邦Nq払－Ahwickcastle

36NqF8－Ahwickclayport

36N（2忙一Alm抽止HotSpur

36NRFB－Beadnel1

36NqFG－EIsdon

36Nq呵－Had）OttIe

36NqK －Hedgel甲

36Nq随一Le5buy

36NqFM －Lo喝丘am血押n

36Nq耶－Longhouかton

36NqR〉－Rothbuヮ

36NqFq －Shlbottle

36NqFR －Warkwo血

36N（～由－Whi血gham

36NRFA －Bamburgh

36NRFC－Belbrd

36NRFD －Chatton

3叩R托－Cheviot

36NR坪－Edward

36NRf；G－Elizabeth

36NR件1－Ford

36NR呵－lslamdshire

36NRFK－Milfield

36NRFL－Norhamshire

36NRFM －North Sunderland

36NRFN－Seton

jdNRFP－Spittal

36NRFq －Tower

36NRFR－Ⅵわ01er

70800

W estCumbria 血日用l血

17FEFA －A封Sain怨

17FEFB－Aspatria

17FEFC－BinSey

17FEFD －Boltons

95 700

147

一一　‾二二二‾わ　一

二＋∴∴認弓



L78／20　　　［亘□　　　　　　0餌ciaりoumaloftheEuropeanCommunides　　　　　　　　　　　16．3．2001

NUTS levelIⅡ托g加

飽かbleareaS
恥pulation 加ing in lbe

e晦iblearea50f血e
leYe川h eかn

TtleWboleleveltE

托かn w祉h血e
exception of

Only 血e M lowing areasaree辱♭lewlthin
血 l弓Ye川rre裏On （云umberofinhabitants）

17FEFE － Brouかton

17F排F－ Castle

17FEFG 一一Cl的on

17FEFH － Crum m ock

17FE呵－ Dalton

17FEFK － D earham

17F併し－ DeⅣentVa山野

17FEFM 一団len

17FEFN － Ellenborough

17FEFP 一点w m rlgg

17FEF（2－ FIim by

17FEFR － H arrington

17陀FS－ KeSW ick

l・7FEFT － M arsh

17FEFU － M ooldose

17FEFW － Netherhall

17FEFX － N orthside

17FEFY － StBrid酢t’5

17FEFZ － SりOhれ■5

17FEGA － StM ichaelts

17FEGB － Salterbeck

17FEGC － Seaton M oor

17FEGD － Silloth

17陀GE－ Stah burn

17FEGF － Tam s

17FEGG － W am pool

17FEGH － W am ell

17FEGJ－ W aver

17FEGK － W 由鵬eld

17FEGI一一 W igton

EぉtCllm bria 班ew抑k

17FGFK － GreatCorbY and Geltsdale

17FGFM － H ay On

17FGFN － lr血相

17FGFP － Ly le

17叩A － A kton M oor

17叩B － Applゐy

17叩C － A ppleby Bongate．

17FJm － A skham

17叩E－ Brough

17叩F－ CroSby RaW nⅣOrth

17F岬－ Grep tOke

l叩Ⅸ－ H arはide

17叩M 一幻rkby Stephen

17叩N 一鮎rkby Thore

l叩押－ K 正osw ald

17りFq － Langw athby

17印R － Lazonby

17岬S－ Long M arton

l呵汀－ Lo昭her

17q FU － O rton w ith Tebay

l叩 GA － Raven郭Onedale

17りG8－ Shap

17FIGC － Skelton

17りGD － UllⅣater

1叩 GE一肌 rcop

17f肝C－ BtOugh on

17F肝D － BurneSide

17f；KPG － Ca托m d Fell

17FKFH － Colton arld H avenhw aite

70 200
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NUTSlevelIⅡregion

蝕錘leareas
Population加ngin也e
dj紳王e∬eおd 血
levelⅢ咤ion

Tlled10lelevelⅢ

regionwitllthe
exceptionor

Only血efonowlngare舶are・e触blew血h
血el示e川tr吻On・ （numberofinbabitants）

・17F呵－Col血ton

17FKFK－CrakeV』ey

17FKFN －Hawkshe且d

17FKFq －HllttOn

17FKGE－KirkbY Lonsdale

17FKGF－LakeSAm bleside

17FKGG－LakesGraSmere

17FKGK－Ly血Valley

17FKGN－Sedbergh

17FKGP－StaveleY，in－W estmbrland

17FKGW －W hill危11

17FKGX－W indermereApplethwaite

17FXHA －Ⅵ軸demlereTolyn

Lanca5hire CC 血相W血

封M Cm －Aightoれ蝕lcyand

Chaigky

31MCFC－Bilh gton

31M CFD－Bokon－by－Bowland

31MC托－Bowland，Newton and

Slaidbum

31MC汗－Chatbum

3iM CFG－Chipping

31MCFL－Gisburn，RiminがOn

31M CfN－Grjndletolland W eSt

Bradfbrd

31MCI；S－Ribchester

31MCFT－SabdeIl

31MCGA －W iswellandPendlet。Il

31MGFE－CaTder

17gOO

Noれh Yorkshirecc fk wfmk

37N即A －AireVauey

37NXfC－Bolton Abbey

37NXFD －Calton

37NXFE－dapham

37NXFF－Cowiing

37NXFG －EmbsaYwi th Eastby

37N呵 －Glusbum

37NXfK－GragSingtoTl

37NXFM －Inがeb0－Ough

37NXfN －Pen）習hent

37NXFP－Ribbleside

37NXFq －Seltle

37NXfS－Skipton E貼t

37NXFY－Sutton

37NXfZ－UpperW ha脆dale

37NXGA －W e占tCm verl

37NYFD －Brough tonand Greenhow

37NYn．－Hil15ide

37NYFU－Osmotherley

37NYGD－SwainbY

37NZFM 一鮎rkbyMalzeard

37NZFS－Mashamshire

37NZFX－NiddVauey

37NZGA －PateleY Bridge

37NZGK－W har丘daleMoors

37PBFB－Ampleforth

37PBFE－Daleg

37PBFF－Ebberston

37さ叩－Helmsley

37PBFU－Pickering

121600
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Ⅲ汀S leYelJⅡr喝ion

E馳払le a代aS
m pulation h ing in 山e

e1秒ble 打e鮎Of血e
leYeIⅡlregionTIle W bole levd Ⅲ

噂 On W油 血e

ex eptlon of

O d y血efonow ing areaS are ehgible w ithh
血eleveH m reか n　‾ ‾（mm止er ofinkabi加画

37PC托 － D anby

37PCFF － Derw en t

37PA FA － A 5k 鹿

37PA FB － A ysgarth

37PA FC － Ba正On

37PA FD － Bpkon M anoi

37PA FE － Catterick w ith T unstall

37PA FF － Colbtlm

37PA FG 一一CrofL olトTtd

37PA FH － Grinton ar）d U pper

Sw aledale

37PA q － H aw es and H igh A bbotside

37PA FK － Hipsw e丑

37PA札一 鮎血y Hin

37PA FM － Le沖um

37PA FN － Low er D ale

37PA FP－ Low er Sw aledak

37PA FQ － M iddleham and Coverdale

37PA FR － Reeth

37PA FS－ Richm oIld C entral

37PA n ’－ Ricllm On d t三鮎t

37PA FU 一 M chm on d Ⅵ在京

37PA FW － St A gathas

37PA FX － St M jcllael w i血 St Luke

37PA打 － Scor的n

i7PA FZ － S（：OttOtl

37PA G A － Stanw ick

37PA G lうー Sw aleSide

37PA G C － Urevd e

Sou th and w e武DerbyShire 血川脚血

1肝qFC － A shb Td an d Lol唱StOn e

lgFq FF － Bradw ell

l詐q汗壬－ Bras血 gton and PaⅣ ich

18F（冴N － Eyam and Ston甲

M iddkton

18Fq汗 － H a血呼 On and D ovedale

18Fq Fq － H athersage

18FqⅣ － Stan ton

l肝qFX － Taddington

lgFQⅣ － Tide釘Veu

l肝q G B － Youlgreave

19 10 0

‾Lin coh shire め㍗肌m k

3 3M T FA － A lfbrd

3 3M T FB － BirlbTOOk

H M T FC － Bu唱h le－M arSh

3 3M T FD － Chapel St Leo nards

3 3M T FE － Coni喝Sby

3 3M T FF － D onington－On－Bain

33M TFG － Fotherby

ちiM T FH － Fl恵kn ey

ううM 呵 － Fdth 粛le

33M T K － Grim oldby

3 3m L － HAIton H oIgate

3 3M T FM － H 喝Sthorpe

3 3M T FN 一 日okon－le－Clay

3 3M T FPT－Hon K 拡tle

ううM T F（2 － Hun dld）ア

33M T FR － lngoldm elIs

33M Ⅷ S－ Legboum e

三豊6 90 0
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NUTSleveHEreglOm

E晦ibIea托鵡
Population加inginme

eligibleareasortbe
leYelⅢr吋on

TlleWl101elevdⅢ

regionwith血e
e∬epOnOf

Onlytbebnowingareぉaree囁blew血血
lhelevdⅡhe等ion （nu血berofi止血itants）

33MT打－Mablethorpe

33MTFU－Marehan1－1e－Fen

33M¶W 一池血Chape】

33m 太一New Leake

33Mm －NorthHolme

33MTFZ－NorthSomercotes

33MTGA－North Thoresby

33MTGB－Par汀妃y

33MTGC一汁iory

33MTCD－Roughtorl

33MTGE－StClemerltS

33MTGF－SりameS’

33MTGG－StMa唱aret∫5

33MTGtI－StMaヴS

33MTGJ－StMichael■S

33MTGK－Scarbro喝ム

33MTGL－Seacroft

33MTGM －Sibsey

33MTGN－Spils毎

33MTGP－SuttonandTrusthorpe

33岬’GQ－Tattershal1

33MTGR－Tetford

33MTGS－Tetney

33MTGT－Theddlethorpe StHelen

33MTGU－TrinitY

33MTGW －Ⅵなifl鮎Ct

33MTGX－W ilIoughbywith Sloothby

33MTGY－W inthorpe

33MTGZ－Withernwi thStain

33 m A－W ondha叩Spa

33MTHB一勒agby

33MWFA－AshbY－de－la－Latlnde

33MWFB－Bassi喝ham

33MⅥC－Billinghay

33MWFD－BracebridgeHeath

33MⅥ呼E－BranstonandMere

粥MWFF－BrantBroughtonand

Stragglethorpe

33MWFG－CranwellandByardrsLeap

33MWFH－EagleandNorthScarle

33叩 －Hec払唱bn

33MWFK－Heiかn酢On

33MW軋－Helpri喝ham

33MWFM －Lea5ingham

33MⅥN－Martin

33MW押－Metheri喝ham

うちMWFq－Navenby

33MWR －No血r・Iykeham Central

33MWFS－Northfサkeham North

33MW汀－NorthHykebam south

33MWFU－NorthKym e

33MWnV－05bollrnby

33MW陀－RuSkington

33MWFY－SkelIingthorpe

33MWFZ－Sle．abrdEast

33MWGA－SleafbrdNorth

33MWGB－SleafbrdSouth

33＿MWGC－SleafordWest

33MWGD一徹ddingtonh st

33MWGE－WaddingtonWest
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Ⅲ汀SlivelIⅡ托glon

蝕紳le a氏朋
Popillation h i喝 in tbe

e晦ible areas or血
■1evd Ⅱlreか n

TIle d lOle leやelⅢ

代gion w lth tbe
既Ception of

O nly血 b n0両喝a托aSare e囁 ble w血in

the leveⅢrreか n 匝umber orinhabitant句

33M W G F － W おhingboTO喝h

33M W G G － W e”加go托

33M ZFA － Anchoh e v alk y

33M ZFB － Bardney

ううM Z．FC － C由stol

33M ZFD － Dun ho lm e

33M ZFE － ForeSt

33M Z汗 － Gain Sb orough b st

3 3M ZFG － Gain5b orougb N or血

33M ZFH － G由n姑oro喝h So血 W e舐

33M Z呵－ H em SW eu

33M ZFK － Rek ey

門M ZFL － Lea

H M ZFM － M afket R aSen

33M ZFN － M iddle R鮎en

33M ZFP － Nettk ham

3iM ZFq ⊥ Saxilby

33M Z FR － Scam ptorl

33M ZFS － Sco耽†

33M Zn 、－ Sou th d ifr

33M ZFU － Stow

33M ZⅣ － Thol10Ck

33M ZpX － Tork5ey

33M ZFY － W akh cro氏

33M ZFZ － W elton

33M Z G A － W itham

33M ZG B － W old V iew

33M ZG C － Y血boTO喝b

W orceSterShire 血用W k

2 6JW 8 － Bay ton and M am b le

2 6JU FP 一 町re Vale

2 6JU FU － Lindridge

26JU G B － Tenbl呼 Tow n

261U G D － Valley ofthe Tem e

、26JW FA － BaIdw in

2 6JW FF － Cha5e

2 6JW Ⅳ － M a血 y

26JW G H － W e鮎

26JW G K － W oodbuIy

2 1 500

Sh rop5hire C C ihでW．mk

40PX FC － Gobow en

40PXfL － Treforlen

40PY K － Law ley

40PYFT － Row ton

40PZ FC － Bish吋 g C astle

40PZFD－Bitterl．eY

40PZ FE － Bucknell

40PZ FH － Chirbt町

40PZFK － Chuにh StrettoII Sot血

40PZ FN － Clun

40PかR － H opton W ak rs

40PZ PW － 1ゲ曲uヮN orth

40PZ FX － M urlSlow

40PZ FY － N eⅥ℃aStle

40PZ G A － Stoke St M ilboroug h

40PZ G C － W eIltnOr

40PZ G E 一 Ⅵわ正hen

40PU FA － Albr妙 ton

‾7～600
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Nm leYelm region

助gibleareas
Popuktion加ngin血e

eligiblearea50rtk
leYelⅢ咤ion

Thewho】eIeveIⅢ

r電ionwith血巳

はCep OnOf

Onlythebnowlngare鮎aree1秒blew血血
tbeleYe＝lいeかn （numb‾erofinもめitan吋

40PUFB－Alveky

40PUfC－Bridgno血CaStk

40PUFD－Bridgnorth East

40PUfE－Bddgno血Mo脆

40PUFF－Bridgnorth w est

40PUFG－Brosdey

40PUFH－Claverl甲

40PUFJ－DittonPfiors

40PUFK－Gkze吋

40Pt∬L－Ham ngtOn

40PUfM －Highleァ

40PUFN一山sdl

40PUFP－Ⅲnlet

40PUfq－Manor

40PUFR－MoNille

40PUfS－MuchW enlock

40PUFr－Sllerim Ides

40PUfU－Stottesdon

40PUFW －W or鮎1d

Sta鮎r血hire CC 助川W血

42qNFA－Akon

42（2NFS－lpstones

42qNFU－Leek玩血

42qNGA －Longnor

42qNGB－W arslow

42qNGC－W ate止ouses

8800

Norblk 血㍗肌mk

34NAFA －AllSaints

34NAp8－Beetley and Gre55enba山

34NAFC－Besthorpe

34NAFD－Buckellham

34NAFE－Conifbr

34NAFfi－EastDereham－Nea血erd

34NAFG －EastDereham＿St

W i血b叩ga

34NAFH－EastDereham－To氏wood

34NAFl－EastDereham－Town

34NAfK－EastGuiltcross

34NAfL－E叩Sbrd

狙NAFM －H昭gad deToni

34NAFN－HarIing

34NAf甲一日averscroR

34NAFq －Heathlands

34NAfR－Hermit喝e

34NAFS－Laund蔓tch

34NAFr－MattigbaH

34NAFU －Mid－Forest

34NAFW －NarValky

34NAFX－Necton

34N昭 一Peddarsw ay

34NAfZ－queen●S

34NAGA一一Shipwor血

34NAGB－Springvale

34NAGC－Swaffham

34NAGD －Swanton M orlg

34NAGE－TavαneT

34NAGF－Templar

34NAGG －Thettord－AbbeY

34NAGH －Thetfbd－Bam ham Cro55

113600
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川∬S levelIⅡ托gion

Ek錘leareas
恥pula鮎n kving in 止は
叫gible areasor血e
leYelm reglon

Thewholelevelm

喝ion with 血e

exceptlonor

Only血efoⅡowingareasa托e糎blew血血

thel印e川Ir密On （血mberorinllabぬnts）

34NAq － Thetford－Guildhall

34NAGK － Ttletb rd－Saxoll

34NAGL － Two Rivers

34NAGM － U pper W ensum

34N AGN － U pperYare

34NAGP － W atton

34NAG（2 － W ayIand

34N AGR － W eeting

34NAGS － W est Guiltcross

34NAGT － W isseY

Som erSet 蕗elW 血

41qF和 一 Aville Vale

41qF托－ D山lYertOn and Brushford

41qFm － Exm oor

41q叩 － H addon

41qFFK － Hoh icote

41（）FFN － 0 1d Cleeve

41（）肝 － Porlock and O are

41qFFR － qllam e

9 300

D evom CC 血川脚血

19FZFA － Bishop■s Nym pton

19FZF8 － 8血h吋5 Tawton

19FZrC － Bratton Fkm ing

19FZFD － J3rallntOn East

19FZFE － BfauntOn W est

19FZFF － Chi比leham pton

19FZFG － ChuIm leigh

19FZFH － Com be M artin

19FZ呵一 打em ington

19FZFK 一 触0Igeham

19FZFL － Heanton Punchardorl

19FZFM 一 弘丘acom be ccntral

19FZFN 一 曲丘com be Ea鑓

19FZFP － Ilfracom be w e求

19FZFq 一 山5tOW

19FZFR － b ndkey

19FZFS － Longbridge

19FZFT － L叩tOn and Iグnm Ou血

19FZFU － M arwood

19FZFW － M ortehoe

19FZFX － New port

19FZFY － N orth M olton

l舞ZFZ － Pilton

19FZGA － StM 叩r■s

l鮮ZGB － SotltllM ok011

19FZGC － S画m bridge

19FZGD － Tawstock

19FZGE － Tdnity

19FZGF － W itheridge

19FZGG － Yeo

19GBFA － A von and Harbourr）e

19GBFB － A vonleigh

19GBFC － Bickleigh 弧d Shaugh

19GBFD － Br奴ton

19GBFE － Charterlands

19G併洋一 Com w ood and Harb rd

19GBFG － Darting on

19GBFH － Dartm outh CliRorl

19GBり－ D artm outh H ardness

267000
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NUTSlevelIⅡ代gion

叫的leam S
Popu加on加ngim血e

e晦ibleareaSOr血e
leYelⅢ鴫ion

TlleWboleleYdⅢ

reかnwith血e

exceptionor

Only血b恥Wl喝areおaree触blew血血

theleYe＝lI喝ion （numberofinbabitanb）

19GBFK－Da正Vdley

19GBFL－Eastmoor

19GBFM －Em eValley

19GBFN－Garabrook

1．9GBFP－Ⅰ叩bridge

l＿9GBFqr鮎†lgSbddge

19GBFR－KiIlgm ar

19GBFS－Malboro喝h

19GB打－M如ldotl

19GBFU－Modblny

19G王iFW －NeⅥ几OnandNoss

19GBFX一丸lcombe

19GBⅣ－Sa】也torIe

19GBFZ－Skerde5

19GBGA －SollthBrent

19GBGB－Sparkwell

19GBGC一．StokeGabriel

19GBGD －Stokenham

19GBGE－Thurle5tOne

19GBGF－Totnes

19GBGG－TotnesBridgeto叩

19GBGH 一喝b0－Ough

19GBGJ－Wembuヮ

19GBGK－WbtDa代

19GBGL－YealmptOn

19GEFA －Appledoreも鮎t

19GEFB－Appledorew est

19GEfC－Bidefbrdb St

19GEFD －BidefordNorth

19GEFE－BidefbrdSollth

19G肝F－Broadheath

19GEFG－CloⅦlb・B叩

19GEFH －Coham Bridge

1 9GEq －Fore5t

19GEF良一GreatWod

19GEFL－HartlandPoint

19GEI；M－Heanton

19GEFN－HoIswo血y

19GEFP－Kenwith

19GBFq －Melbuヮ

19GEFR－Morice

19GEFS－Northam central

19GEn’－No正hanlNo血

19GEFU－Northam Wbt

19GEⅣ－OrchardHi11

19GEFX⊥Rolk

19GEFY・－Stafbrd

19GEFZ－Tamarside

19GECA－Torrin押n

19GEGB－W ddon

19GEGC－W萬tWardHo

19GEGD－Winkleigh

19GFFA－BereFe汀erS

19GFFB－Bridestowe

19GFFC－BlJCklandMonachorum

19G坪D－Bu汀訳Or

19GFFE一也agfbd

19GfFF－Courtenay

19G坪G－DrewSteignton

．19GFFH－Exbourne
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NUTSlevd王Ⅱ喝ion

E晦ibleareas
叫止血摘vingin血e

e晦削earea50r血
levelⅡIregion

TIleWholelevelm

代がOnWiththe
e叉Ceptionor

0吋血eb追0両mgareasare叫giblewllbln

血1印e川rr喀血 （血mberofi血abitan叫

19G呵 一・Hathe舶帥

19G坪K －Lew V此y

19G汎 －Lydbrd

19G抒M －MaヴTav

19G坪N －MiltollFord

19GFFP－NortbTawtprl

19GFFq －Okeham pton

19GFFR －Sotlthrrawton

l9C坪5－Tam arside

19G汗T －TavistockNorth

19G抒U －T山鹿tock South

1．9G汗W－Thmshel

19G坪Ⅹ－W all血am

Pow芦 血用脚血

4gSHFU →■Llよnrhaeadrプm一一M od nant

48SHFX 一山anSilin

53m A －AbeトCraf

53m B －Bronl桓

～3TKFC －Buil血

53T肝Fr n和1－Twm h

5 ⅥぴG －EⅣOd

53TRFH －FeliIトFach

H m L－Llanahnhwr

53TW N －LlangamarCh

53TKFS．LlanwrtYd w eus

H TKFr－Ll叩佗1

5：ⅥぴU －Maescar

53TKGB －Tawe－Uchar

臼TKGD －Yny丈edw叩

53TKGも－Yscir

朋TXGF－YStradたute

H TKGG －Y血adg叩Iais

53m FA －Banwy

53TLF8 －8e汀iew

53TtFC －Cadhrcll

H n FD －Caersw5

53n FE 一一（hnⅦ

H n FF－Churchstoke

53¶．F．G・－Dolbrw叩

53TLFH 一戸orden

531叩 －Gkmtw叩一叩

H TtFK －Guils鮎ldw i血n

53TLFL－Gtlilsheld w ithout

53n FM －Kerヮ

53TLPN －Llaゆ叩m air

53n FP－Llandinam

53TLFQ －Llm drinio

53n FR －Llandys班0

53TLFS－LlanLairCaereinion

～3TL打－L血蝕angel

53TLFU 一坤n叫 n

53n FW －Llangurlg

53n FX －LlaqidloegEaSt

53TLFY－LlanidloesW est

53n FZ －Llansant駄aid

53TLGA －uanWdd四

郎n GB －Mach）Ⅵ臓hNo l

～3TLGC －M achynllethNo 2

53n GD －Meifod

102 700
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NUTSleⅥ≡lIE柁gion

E晦ぬlea托aS
Popuh idn加ngin血
d砂blearea50r血e
levelⅢ喝lon‾

TlleWllOlelevdⅢ

regionwi止血e
exceptionor

Onlythe■bnowingare蛮are・e噸blew血血
thel印el鱒Ireかn （numbero【i止血itants）

5 Tn GE－Moch血e

拍n GF－‾Mor咤Om ery

53TLGG－Newtown Central

53TLGH－Newtowr）East

53TLq －NewtowTILhnlIwchaiarn r

Nortll

53TLGK－Newtown Llanl lwchaiam

W e武

門TIGL－Newtown South

53n GM －Rhewcynon

～3TLGN－T陀鈷gl叩唱

53TLGP－Trewem

53TLGQ －W elshpooICast］e

53TIGR－W elsbp00 lGungr喝

53n GS－W elshpooILlamerchyd401

53TMFA－＿Beguildy

H TMFB－C桓0

53TM FC－Disserth and Trecbed

H TM FD －Glades町

53TM FE－Glasbuヮ

5 m 肝－Gl乱狂Ⅳmn

H 1M FG一m Iigh on

53TMFIl－uanbadam Fawr

53TM呵一Lhnbister

53TMfK－Llandrindod East

53TMFL－LhndrindodNorth

53TM FM －Llandrilldod Sou血No l

卵TM FN －Llandrindod Sotlth No 2

53TMFP－1－1amdrjndodW est

53TMF（3－Llanehvedd

53TM FR－LIan仙angelRhydithon

53TMFS－Llanglln仏

門TM FT－LlamSant恥aed一

CwmdetlddⅥけ

53TM FU －uany e

53TM FW －Nantm e1

53TM FX一一New Radnor

53TM FY－01d Radnor

H 1M FZ－Painscasde

53TM GA－Prestei卯e

53TM GB一山Ia押derTown

53TM GC一読Ham on

Thescottish Borders thewfldぷ：

01011M Eyem outh W est

01012－Eyemouth EaSt

01013－Ayton and Coldingham

01021－一Cockburnspath andReston

01022－8urrmlOuれfbuldolland

Htltt011

01023－Chimside

01031－Dun5

01032－Langton andLam merm uir

O1033－Gordonand Greenkw

01041－Coldstream

01042－EcclesandLeitholm

01043－Edrom Swinton alld

W hit50れ1e

02011－日illside

02012－Thom field

02021－Philiphaugh

90 371
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N t∬S leveH Ⅱ托glon

Eligib】e areaS
Po匹lation h ing in lbe

e晦ible areas or血
leYd Illregion

The血01e levelⅢ

僅少On W杜もthe
既Ceptiom of

0吋 血ef劇0両ng a代aSare e極ue w l血n
tbe leveH ⅠIr喝10n’‾ r－（hum ber ofinllabぬntS）

020 22 － Buccleuch

020 31 － M elroSe

020 32 － Tw 占edbank

0204 1 － St B ogw el15

0204 2 － Ear15tOn

020 51 － b uder

020～Z － Galm k r

020 61 － M eigle

020 62 － M os5ilee

020 71 － L d hope

020 72 ■－ Langha喝h

020 g1 － Gak C entTal

Oio由 一 Netherdale

0 30 11 － 811m foot Ea成

030 12 － Bum fbot W est

030 21 － W ilton N orth

030 22 － Te扇ot N orth

0 30 31 － W ilton South

0 30 32 ニ W 由1喝虹e

030 41 － Slitrig

0 30 42 － 7七両OtSouth

0 30～1 － Teviotdale

0 30 52 － Li血k sd ale

0 30 61 － A bbey

0 30 62 － Crb氏

030 71 － Je曲uTgh N o瓜

田072 － Jedbu唱h South

0 30 gl‾－ Bow m 0nt

0 30 82 一 別00rS

D un血 闇＆Gallow ay W h k r密0Il 14 7 596

血eass細is申血gtheC血edaofArtide4桝伺ofRe鮮血don（EqN012叫1，，9

D a－linがOn tI把M m k

2 1G RFA － Bank To p

2 1G RfC － C ockerto n 上三郎t

2 1G RFF－ E鮎血oum e N or血

2 1G R巧－ H au ghb n Ea或

2 1G RFq － Ljng鮎Id

2 1G R汀 － N o血 gate N orth

2 1G RFU － N o－th絆 e So血

21G RFW － N ortll R oad

2 1G RFZ － Pierrem ont

2 1G RG B － W hessoe

＿4 5 2 00

D llrham C C 仙川W k

2 1G q FE r－Chester W e虞

2 1G q FK － ‾N or血 Lodge

21G q FL － O u stOn

2 1G UPG － EaSinがOn CollieIy

2 1G U呵r Eden H ill

ヱlG U fJR － M ll正On East．

2 1G U FX － Shotto n

2 1G U FY － South

ヱIG U G C － W ingate

2 1G W FC 一■Byerley

2 1G W D － Ch ilton

2 1G W 托 一 亡om b r血

■2 1G W fH － Low Sp ennym oo r and
Tudhoe G range

2 1G W 呵 一 M iddle5tOne

289 8 00
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NU TS levelIⅡ托gion

E晦桝e are蛮
Popu加dn 伽喝 im 血e
digible are出Or血e
levelⅢ晦ion

Tlle W bd e levelⅢ

喝ion w血 the
EXCeption Of

Only 血e fo鮎血喝a陀びare・e鴫ible w血h
the letd 担regjon 匝umber ori止血也nゆ

ユlGW FK － M idd山砲e

21G W FL － Nevine

2 1G W FS－ Spem ym oor

ユlGW FW 一 Tudhoe

ユIG肝C － Cocはield

2 1GⅥ℃－ Collndo11

2 1G Y FE － Crook N om h

ZlG冊 － Crook South

2 1q Y由 一 Henb 10W le

2 1G YFM － StJo hn’s Chape 1

2 1G Y即 － Stanh ope

ユlGY Fq － Tow Law

2王GYR － 勒 gtA ucklarld

2 1G YFr － W ilhngton East

2 1G YⅣ － W oIsin£ham

ユlGYFX － W oodhollSe C lo5e

21G q m －＿BoW nm100r

2 1G Q FB － Chester C entral

2 1G q FC － Ch鮎ter N or血

21G q FD － Chester Sol血

21G（押 － Edm o nd5k y

2 1G（i GG ⊥Gran ge V illa

2 1G q FH － H olm lan ds p如k

21G q 呵－ L∬nley

21G Q FM － Pelto n

2 1G（冴N 一 托1伽 托追

21Gq Fq 一 弘C血ぬn

21G q R － U rpeth

21G SFA － A nn丘eld Plain

21G Sm － Bum hope

2 1G SFG ⊥－C tchgate

ユlGSFL － Cragbead

21G SR － ESh

21G SFS － Hm n nah

21G SFW － South M o or

2 1G SFX ⊥ So血 Stank y

21G SFY － Sh nley H all

21G SFZ － Tan鮎ld

21G TFA － Be叩 a正

21GTFB － Belm ont

ユlGTFC 一 針andon

21G l下D 一一Carrville

21G TFF－ Cox hoe

2 1G TFR － N ew Brancep e血

21G lT U －－Pittington alld W est

R aintorl

21G T下W － Shad払出h

2ユGm ニーSherb uH】

21G TFZ － Ush江W M oor

21G TG A － W itton G ilbert

21G U fA － Acre 鮎gg

21G U和 一 Blackhall

21G U和 一－Dear H i11

21G UfEl－ Den e H ouse

21G UFH － Easin gton V illage

21G U FK － H asw ell

2 1G UFL － High ColljeⅣ

21G U FM － －Horden N orth

2 1G U FN － H orden So uth

2 1G U FP 一一How letch
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N UT S levelIⅡ托gion

E晦ぬIe a托aS
恥puk 伽山師ing im 也e
digible area5 0r血e
h d nlreがOn

TIle W hole Ievel田

代か n w 姐 血e

ex eptb n or

0 坤 血e b 鮎w b g a他 S a托 e晦ぬk w 血 n
血 1eYe川rr喝ioh 7m m ber ofi止血i加喝

2 1G U Fq － H llttOtl H enヴ

2 1G U t汀－ Park

2 1G U FU 一 戸ぉS鮎ld

2 1G Uf Z － So 血 H etton

2 1G U G A 一 触 ornIeァ

2 1G U G B － W heatley H i11

2 1G W TM － N ew TⅥm do rland

T 丑m don G ra喝 e

2 1G Ⅵ呼N － 0 1d T rim dorl

＿N o血 um beIland 血川脚k

36N S和 一 m W pen

36N SFD － D am h 卿 n So uth h St

如 N SFH － H o匝 e11

36N S呵－ lsabe鮎

，6N SFK 一一m 町 B托W Sk l

36N SFL － N eSham Ⅲld N ew b ek m l

36N SFM － Parb ide

3 6N SFP － Seaton D elad

36N SF（〕－ Seghi止

36N SR － V iu喝e

36N Ⅷ 8 － E肋一郎On

36N Ⅷ G － 1甲lem OutIl

36N ⅧN － PegⅣ 00d

如ⅣrFW － U lgh 弧－ ■

36N U FG － Castk

36N W M － G ik gate

36N U Fq － H en COteS

j 6N IJFR － b azes

3 6N 岬 U － Priestpop ple

36N U FW － Prudhoe N o血

36N U FX － Ph ldhoe South

3 6N W FA － B edlington Centfd

3 6N Ⅵ作B － Bed肋がOm Eぉt

36NW FC － Bedli呼 On W e或

粥NW FD － 8 0血al

3 6N W FE － C entral

36ⅣⅣ坪 － Chop pi呼 On

36ⅣW fG － C oⅡ喝e

36N W fH － G llide Post

36叩 － H 叩doれ

36N W 下足－ H irst

．邦N W fN － Park
3 6NⅥ P － Seaton

3 6N W TR － Stakefbrd

128 30 0

W e或C llm b ria 血8 W 細心：

17FⅣC － ．D d ton N orth

1 7FFFD － D al ton sotlth

1 7FFFE － H aw COat

17F田 1 － O m lSgd】

17F坪 「一郎sd ale

17FH FA － Beckenn et

17FH FC － Bran Sサ

17FH FD 一一 d eator M oor N orth

17FH 托 一 ＿C Ieator M oo r Sotlth

17FH K － F鱒 ington

17FH FQ － H 肌C陀St

17FH FS － H ow g舐e

52 g OO

H akon and Ⅵ匂血ngton tk w 鮮血：

14EW A － A pp ld On

14 ENFE － C lo喝 h

4 1 900

ヱ
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N ∬Slevd IⅡ喝ion

血錘lea托お
Populatidn 餌ng in血e
digible訂ea80fthe
levelⅢ噂ionThewllOlelevd Ⅲ

region with the
伐Ception or

Only 血e bnowi喝are揖aree鴨池Iew血血

tもelevd m re草加 （nuI血erorinb血ihnts）

14ENfG － D ittorl

14EN 由 － Fam w or血

14ENFK － Hale

14ENFL － Halton

l鱒N FS－ M urdkhaw

CheShire CC 血川W k

14EM FB － Central

14EMF仁一 Gra喝e

14EM FG － Ne占tOn

14EM呵－ Pooltown

14EMfK － RiⅥさraCle

14EM FM － RosSm Ofe

14EMfN － Stanlow

14EM Fq － W 鮎tm inster

35 300

Cre血er M anchestersouth tk w∬血：

03BNF8 － 8喝uley

03BNFE － Bei而ck and Clay On

038NfG － Bradibrd

038NFL － C arle京OWn

038NFM － Cheetham

038NFS － Gorton North

03BNG B － M oston

03BNG D － No血enden

038RfL － O rd5a址

03BRFM － Pendlebury

038郎N － Pendleton

03BRFP － Sw intorlN or血

03BRF（2－ Swinton So血

03BRFR － W AlkdellN or血

03BRFS－ W alkden South

03BRm － Cadishead

03BRFE － Clarem ont

03BRFF － Eccles

03BRfG － lrlam

038RFK － Li恍1e Hulb n

03BSFS － Nor血Reddish

0．3BTFC － A shtorlStPe鹿r5－

03BT托－ A lldellShaw

03BTFF － D elltOn North Ea5t

03BTFH － D enton W est

03BT呵一 Droylsden East

03BTFK － D ro沖den W est

038TFL － Dllkinfield

03BTFM － Dukinfield StalYbridge

03BTFN － Hyde G odley

03BTFq － Hydew em eth

03BTFS － M oSSley

03BTFT － Stalybridge North

O38TFU － Stalybridge Sotlth

417 100

GreaterM anchesternorth 血Ⅷ肌iS：

03BPFS － StPauk

03BqFC － Ca舐Ieton

0媚qFG － Heyw ood Sollth

0．3BW FA － A bram

03BW FB － A shton－Golbom e

038W FD － A血erton

03BW fG － Bヴn

03BW 呵－ Hindley GR en

03BW FK － Hindsb rd

191 300

161
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M S level王Ⅱ托糾On

E晦払Iea代aS
恥如Iation h i喝in tk

el短ible a代朋Of血e
levelⅡIreglon

The w bole levelⅢ

托がOn W姐the
ex eption d

O nly 血e M ow h g am S are e晦ible w血血
血 levelm 喝ion （血mber orinb訪ihn呵

03BW FP － Leigh Central

0 38 W Fq － I咤h Eぉt

03BW FR － 鳩 hbhaw

0 3BW m 一 Nod ey

0 3BW FX － Tyld出ley Ea或

03BW G A － W orSley M esn eS

8 1ackbum w i血D aIW en 血 W l壷：

31LSFF － Earcro丘

31LSFH － Green Bank

31LS巧－ H 蝮heIC ro氏

31LSFL ． －M ill H ill

3．1LSF M－Moor伊te

31LS町 T Sude山

jlLS FU－．Sunn yh U瑠

46 00 0

Lan cAgh re〈cc tk 山 ：

31LZFF－ CaStle

31LZFG r Caton

J31LZFL 「 叩ゆ am Central

，封LZFN r H eysham So u血
づlLZFS－ 0 verton

2 6 ～00

N ortll and north一七鮎t 血川脚血 6 000
u ncoh 血ire 2 8KSFA － A bbey

2SK SFM － H llm ber

B radb rd ‾血用品血

08C又FE － Bow 血g

08CX FH － Cm ven

0 8CX可－ Eccle止i丑

08CX FL 一一Heaton

0 8CX fq － Ke帥 ley South

0 8C肝R － Keighk y W est

08CX G C － Ulldercli鮫

115 10 0

C alderdak，粘ruee　and 血ⅧJm k 　L 475 80 0
W ake鮎Id O gCZ・FD － BiTkby

・08CZ FE － Bi柑talland B irkenghaw

0 8CZ Ff；－ Cleckheaton

08CZ FG － Coln e v alky W eSt

0 8CZ FH － CroslaIld M oor

10 gCZ FK － Deightom

0 8CZ FL － Denby D ale

0 gCZ FP － Gok ar

0 8CZ F良一 Holm e v 迅ey N o血

08CZ FU ⊥ Lind ley

0 8CZ FX － New 50m e

OgCZ FZ － Spe11

JO 8D BFA － Castleford FerrY Fryston
O gD BFB － Ca或leb d G k ssho喝hton

0 8D BFC － Castlefo rd W hitw ood

0 8D BFD － Cro氏on an d A ckw orth

08D BFE － Featherstolle

0 8D BFF 一 Hem sw orth■

08D BFG － Ho血町

08DBFH － Kno仕lngley

0 8D BFJ－ Norm antol”nd Sharlston

0 8D BFK － O sse低

08D BFL － Pon te丘aet N orth

0 8D BFM － Pontefract South

O D I膵N － South 机m 泊11

08D BFP － South K irkby

0 8D BFR － Stanley and w renth orpe
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Ⅲ∬SlevelIⅡ托gion

血錘leare蛮
Population加喝in血e

e王i靡bk a代出Or血e
1eYel皿咤lon

TheWbolelevdⅢ

喝lonwi血me
はCePtionor ‾

Only血efonowl喝are追areellgiblewl血n
theIeYd甲噛On （humberorinb止ihntS）

08DBFS－W ake鮎Id centrd

08DBFU r－Wakd ddNor血

08DBf；W －W ake鮎IdRural

OgDBFX－Ⅵbkefield Soll血

EastDerbyshire 血川脚血

1非Mf8 －801so叩rCentは1

18FMFF－BoIsoversotl血

18叫 －Elmton－W血－CrがWen

lj旺MFU －ShirebrookSouth

18FMGA －W hitwell

l肝NFA ⊥Ba汀OW Hilland

Ho肋－gWOOd －

18FNfG－Holmebrook

lgFNFK－MaIkham r

ⅠgFNFL－Middlecro氏

lgFNFM －M ooト

lgFNFq－01dW hit血gton

l鍾NFT－StLeollard■∫

18打R －Ej】ama血 W e5t＿

柑FMFB－Barlborot喝h

18FMfと－Bkckwd

lgFMFE－BoIsoverNorth

lgpMFH－downe

l肝MK ‾－Glapwdl

18FMFL一門nxtoll

l肝踵N －Scarcli鮎East

l非MFP－SGlrC払鮎North

18FM Fq －Sca∫Cli脆South

18FMpR－ShirebrookEast

18FMFS－ShirebrookNorth

18FMFr一一ShirebrookNorth－W est

lgFMFW －Shi托brookSouth－W萬t

18FMFX－Sou血Nom anton East

lgFNFE－DllnざtOrl

18FN呵－Low㌍teSand w oo血horpe

l肝N押－N印rW h血呼Dn

lgFNFR－Rother

18FNFS⊥stHelen－5

18FT匹－EckinがOn South

18打Fq 一犯11amarsh East

lgFrFW －REnish訓Ⅳ

125600

North Nottingham血ire tk w（l†血：

3gPGFB－■叫血

38PGFG－EaStR血rd North

3gPG可一Elkesl甲

38PGFL一一HaⅣ0血Ea虎

38PGI：Ⅹ－W elbeck

38PGGD －W orksop South－East

38PKm －LeelnlIlg

．38PKFM －NorthReld
3g‾PKFR＿－R即佗nSdale

38P肝S－Sh由wood

38PKn、－Titch丘e王d

3gPFFA T－HllCkna11Celltral

38PFF8－Huck血II払ぶt

38PFFC－HucknanNo血

38PFFG －Eirkb㌢如「血姐eldEast

38PFFH －Kirkby－inrAshfieldw est

198 500
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N UTS k veH Ⅱ鱒がOn

E晦払k are鮎
叫 u加on加ing in 血e

eligible area5 0r血e
lかd ElreがOn

The w hole level血

代がOn W油 tもe

昭αption of

0坤 血e届1両 ng areas a托叫gible w血 n
血 1eYeH 打reかn 如mber ori止血ibn均

3gPFFK － S甘ttoかin－A血鮎ld C entral

38PFFL － SIJttOn－in－A血鮎1d East

3gPFFM － ・Sdtton－in－As hEield N orth

38P打N － SuttoIl－irトA 血鮎Id W e虞

3gPG FM － H afW O血 W 巴it

3＆PG G B － W o血op N o血一W b t

38P肝8 － Birklands

38PⅢ℃－ Bro om hi11

38Pm － 0 1m beIlan ds

3gP肝G ・－ Lad沖r ok

3gP師駄一 M anor

38P肝L － M eden

如p肝N － O a址8m

38P肝q T －Plea51eyhi止

38P岬 － ClipStOne

38PLFN － Edw iI漬b w e

3 8PLFY － 0】len O n N or血

3gPL陀 －r O lk托On So血

38PLG 8 － Ru鮎rd

Leice或αG サ Ik 明通：

32M M FD － Bel宮代Ⅳ℃

32M M 坪 － Cham W OOd

32M 叫貯－ M ow m acre

32M M Fq － NⅣ Pafks

4 0 500

LiIICO山並i托 血用加k

H M UfA T A bbey

H M UrC － 80ul血am

33M U FK － P壷k

19 500

W 加wickShire 血用脚血

45M B r A血erStOne N o血

45M C r－A 血emtOne Sou血

45礼和 一 Baddesk y Ensor

4 5R皿 r D o Idoれ

45R LFK － Greld oll

4亨M P － M ancetter

4 5M S － Polesw o血

45 M和 一 A rbM y

4 5 M FG － Exhall

4 5W m － Gd ley Com m on

4 5R M 可－ H e血

59 800

Shropshire 血＝M rlk

40PX FB － G atacre

40PX FE － Llanyblodw el

40P肝G － M aSerReld

7 000

Stoke－011－Trent tIle W∬ぬ

42q PFB － Be町h甜 －

42q PFC － Blurton

42 q PFD － Bro okh ouSe

42 Q P托 － Burslem C entrd

42q P汗－ BllrSlem G range

42 q PFG － ChelI

4 2q P随 一 Gr組t Fenton

4 2q汎 － HandleァGreen

4 2q PFM － H aぬhi11

4 2Q PFN － Longton Sou血

42q PFq － Norton and B radeI甲

42q搾取－ Shelton

4まqpFT － Trenth am park

42 q PFU 一■n m statl N orth

172 500

墓一個
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NUTSlevelIⅡ代gion

‾叫蹄leareaS

Pop血血n加ng in 血e
diglblearea50f血e
1印elⅢ咤ion

Tlle血oleleYd Ⅲ

喝ion w血 the

ex eption or

Only血efonowl喝areおaree廟ble＿W弛血
止eleiel耶r喝joh ‾如ll血erorinb血ihnゆ

Sta‰rdshi托cc 血HW †山：

42（！GFE － Cann∝k Sou血

42q G坪－ Chadgm oor

42（！GR － N ortoIIQ m e£

42qK弘 一血 dley and BignallEnd r

42‾qⅣB r Bradwd l

42q 肌 一 鮎血grove

42q KfN － M呼 Bank

・42（〕打－ Talke

49 700

Coventヮ tk w止血：

07CqI弔－ Binley and W illenhall

07CqFC － Ch甲lesm ore

07Cq FG － H olbrook

07C（洞－ Low eTStoke

07Cq 托－ Radb d

07CqFr － W yken

106 000

D udley and Sandw elI tk 醐壷：

07CR打 － q ua叩 Bank and Cradley

07CSFA － Abbey

07CSF8 － Blac払ea血

07CSFD － Ch rem otlt

07CSFL － b ngley

07CSFP－ Old W 加Iey

07CSFq － PritlCeS End

07CSFR － Row l甲

07CSFS － StPauls

07CSFU － Soho and v ictoda

07CSⅣ －Ⅵpton GreeIl

07CSFX －Ⅵ雨dale

07CSFZ － W edne血ヴ South

07CSGA － Ⅵ托虞Brom wich Central

173 800

W alsalland W ohrerham pton fIはW 壷ニ

07CUfB － A ldd屯e No血 and W alsa止

W bd l

07CUFb － Birchills Le am 。re

07CUFH － Brownhi11S

・07CUfK － Hathe托OI目礼IShd l
07CU軋－ Paddock

07CUfq － Pleck

07CUFR － StM atthew Is

07CUfS － Shb止Hea血

07CUFr－ Streetly

07CUⅣ － W ilk nhallSouth

07CW FA － Bi15tOllEa5t

07CW FB ・－BiIStOn No血

07CW FC － BlakeIlhdl

07CⅧ 一‾蝕 肋吋

07CW FF一触 ngShd l

07CW FH － G raisdey

07CW K － Low Hi11

07CW FR － Spri喝 Vak

07CW U 一一W edne誼eld N ol血

07CW FW － W ednes丘eld South

254 000

Norb lk 血ewJlr血：

34NCFB － Bradw ellsouth alld

Hopton

4NO 花－ Cbydon

34NCfM － M 喝dalen w est

34NC呵－ Lichfield and Cobhoh l

29 400
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N UTS leYel IⅡ陀gion

蝕錘Ie a柁猥
叫 も七山on 加ing in 血e

e噸 ble area5 0r血
levd Ⅱlr密On

The w hole level．Ⅲ

噂 On W 油 the

∝Ception of ■

Only血efoⅡow ing areas are e晦ible雨血n
血e leve川Ireか n 帥 mberorl血abitants）

34N CFP l N eI50h

34N CFS － Regent

Su fb lk fk w‘m 鮎：

43q YFG I G unton

4 3q Y町－ Halもour

4 3q W L 一 触 uey

4 3q W M － Lotbinglan d

4 3q YFP － Nolm 乱nStOn

4 3q YFR ⊥ Pak 鮎ld

4 3q YfU － Sou thw old

4 3q YFX － W hitton

48 4 00

Im er Londo n － ea5t 山e Wlm k

O IA CFE － De－BeatlVOir

0 1A CFG － H 喝gerStOn

0 1A CFK － Leabridge

O IA CFq － Northw old

0 1A CR － qu eenSbridge

0 1A CfiX 一一W enlock

O IA CFZ － W jck

0 1A EFE － Colerairle

、01A EFK － H帥 Cm SS

0 1A EFS － Seven Si5terS

0 1A KI平－ Cl措tOm H ouse an d

SilveれOW n

0 1A 肌 － Litde Ilford

0 1A 肝q － O rdnance

0 1A KⅣ － South

0 1A M FA － Blackw an

0 1A M FD － Ea5t India

0 1A M 托－ Grove

0 1A 血FG － b n血 ワ

01A M 呵－ M ilw all

0 1A M FS 一・SIladw el1

0 1A M FU 一 肌 aYe柑

198 900

O uter London － ea5t and lk w爪fs： 131 200
no正h－ea虞 02A 研 一 GoI鮎brook

02A q Fq 一 鮎Ⅵ汀

02A （！FR － Tham e5

02A YFA － A ngel Road

02A Y坪 r Cra短 Park

02A YFG 一 伽恥ld Lock

02A Y FH － En鮎ld W 鮎h

02A Y FK － GreeII Stred

02A ⅥRV － Ponders End

02A YF Y － St A lp hege

02A ZFF － Charlton

OZA 乙GA － St M ary●S

．02A ZG H － Tham eSm ead M oori喝5
0 2B BG A － Sollth H orncllurCh

02B KFP － k a Br晦 e

02B肝S － Lloyd park

A ngus and D lln dee City 血川脚血

51011 － Harbollr

5 1012 － BIOtl10Ck

～1－021 － Tim nle唱reenS and Elm S

51022 － Arb irlot and H ospitaJneId

亨1041 － Cam ou5tie East

～1042 － ■Cam ous恵e W est

52 041 － Balgino

1 14 72 6
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NUTSlevellⅡ代gion

払g糾eareaS
Popuktidn加mgin血e
digib】ea陀舶Of血e
levelⅢ喝lon

ThewllOlekYd Ⅲ

r啓OnWi血血
eⅨePtion Or

0れケ血ebnowi喝are鮎aree噛blewl血h
tもele）d m reかn （汎血臨rofinhabitants）

52042－・EaSterll

52052－ Dn甘nge血

52061－ Longha喝h

52071－ Fiptry North

52072－ Fin町 Sou血

520さ1－ Caird

52082－＿Midmill

j 2091－ Cleph gton

52092・－Maが eld

～2101－ Coldside

52102－ Hillto叩

5211．1－Central

5212王－ m dhope

52142－ Menziehill

jヱ1～1－・Gollrdk

52152－ mtalpin

521＿61－ Loc eeⅥ化成

52162－ Lochee Eぉt

52171－ Rockwell

52201－ Ard er

52202－ Blackshade

52222－ Sidlaw

Clackm annanShire a d Fiik 血川畑血

05011－Alloa W eSt

05012－ Auoa．Ea洗

0タ021－ Mar

05022－ Clackm annan

05031－ Bよhgk

05032 －Delph

05041－■F扇r銭eld

05042 －Gat也T10m

05052」 Tilhco血Ⅳ

05061－Aka

05062－ Meh5trie

l2011－Kincam如e仰 Iross

12012－ Blai血叫High vdley鮎Id

12021－0akJeY South／Torrybum

12031－ Oa姐eld／Lum phinnans

l甲32 －鮎吋勤叫W 頭

12041－Bauingry

12042 －一Locbore

120日－LochgelけNorth＿

120タ2－ LochgeIly 50uth

l之071－lnverkeithing East

12072 －【nverkeithing W est

‘120g1－Co☆denbea血Foulfbrd

12082 －－Cow denbeath South East

120■91－Cowdenbeatb M oss－Side

1209才－Cfog喝ate早卿 lof馳血

12101 T Tow nhillfKingseat／Halbeath

12102 －Dunfem line N or血1

12132－Ros刀hw est

12141－Dullfもnnline Gam ck

12142－Blacklaw／StLeonards

1215■1－Dunkm line／W oodm iu

121．61－Dunkm触e／Aberdour鱒Oad

12162－Punkm l血押tco血 e

12171－Ro中山知t

12172・－Rosyth South

13011－8um 血land 的St

．237 306
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M SlevelIⅡ喝ion

E晦ぬIea代a5
叫 ulahon h ing in 也e

eligible a代鮎Or山
leYd ⅡIreglon

Tbewhole levelⅢ

代裏OnW血血
exceptlom of

0両血沌肋血卵IeaS鋸℃e極もleW血n
血 kvell牲r卸On 如mbeforinh血也n均

13021 － Raith

13022 － Linb ow 可AllChte血01

13031 － Duheam

13042 － F山鹿1e

130～1－Ⅴ』甲

130～2 － Bennochy

13061 －■Ha錘eld

13062 － Pa血he叫 Victoda

13071 － Sm eatoIl

13072 － Sincla如ow n

13081 － Dy見叫W em y㍊

13P91 － 0 1d 餌Cは卸℃n

13092 － Ea虞W em y∬and M ujredge

13101 － Denbeath and SaⅥγ

13102 － AberhinJM ethil

13111 － M ethilhil1

1311．2－鮎rkk叫Mou nt鮎血e

13121 － LevellW 岱t

l‡122 － k ven h 或

13131 － W ind搾姐eS

13132 －－KennOW叩

131～1－ Auchm 血y

13171 － Soll仏Parks

131g1 － G lenw od Non h

131g2 － G knw 油d w est

13191 －阻ngk＄i申 ow hill

13－192 － Cardendeれ

13461 － Le迅e

Ea5t■LotIlian and M idlothian 血川棚壷：

30021 － b anhead

30022 － Bilston匝oslin

30041 － Dalke叫 Ne椚On

3■0042 － W bodbum

30943 － Dalke叫 New battk

30051 － Ea幻houS叫M叩鮎Id

30053 － Pathhead （Only the pa正弘或

Orthe A68）

31 25・ユ

Falkirk　‾ 飯川W k

06022 － Victo血

06031 － G raham sb d

06032 － D aw son

06041 － Cam elon

060タ1－ Sum m erb rd

06052 － M adnα

06142 －ぬnkier

061タ1－ CllaCe鮎ld

06152 －－A ntorlirle

36 517

Perth and Kinross and Stirling 血＝抑止

07071－ Polm aise

3 636

W eざtLotllian 血用W k

31021 － Barbauchlaw

，31022 － 8a血vi山e
31023 － Ea或On

310‡3T Bum brae

31041－ Polkem m et

31042 － Fauldhouse

31043－ W hitrigg

・42 107

E舶tand W e5t DunbartollShire， 血 W卯k 97 7ヱ0
H elen血 rgh and Lom ond 34011－ W hitecrook －

34012 － D aIm 血但弧加1
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N 汀S levelIⅡ托裏On

叫沖le a托蛮
恥p血山on llvi喝 in 血d
d igible 訂ea5 0r血e
leYelⅢ喝 lon

T be 血 01e leYelⅢ

r密 On W i血血e
exception or

O mly tbe b now l喝 are出 are ellglble w 血血
・ the leYd m 噛 甲 （nu血 erorinhabitant5）

34 013 － M oun也low

340 14 － ね血 a山

340 15 － u n nVd e／D m m ヮ

340 21 － 鮎lbow ie

340 22 － 出払ow ie W est

34023－、Fai fkySouth

340 24 － Fa臆 y N o血

340 2～－ H ard㌍te

340 26 － m m tOd er

340 27 － 0 1d 鮎lp 血 ck

380 11 － D um bartofl W b t

380 12 － D um baftOn C entral

38 013．－Dtlm bartonN orth

380 14 － D um ba托OfI Sol血

3紬 1～－ D um ban On仲ow ling

38 031 － 鮎n tOn ／刃exahd血 South

3g0 32 － Ⅲ 】ichew a可LujS

380 33 － H al血 ne／KiIm aron∝ k

380 34 － 8 0rlhiu 鮎 t

380 35 － Riverside

Soutb A 叩 hire 血 Ⅷ 壷：

45P ll － H e血 鮎 ld

4 50 12°－ N ew ton

450 13 － BIaeh ead

4 50 14 － W もitk tts

450 34 － A nnbank，M o古曲low れand

St q lか 0Ⅹ

4 5廿粥 － C頑 b n and Kh a id5tOn

4504 5 － D undona蛤，Loan and

M onkton

30 0 11

Soutll Lam rkshire 血川棚壷：

4 1322 － Fernh ill （0両 the p訓托50uth

Of■Catbb n B押 a郎）
4 1331 － Cam btlSk 喝

4 1332 － H a 知呼

420 11 － H ilm ouse

420 12 － U dston

4 20 14 － C en 打al

420 15 － Bu rllban k

420 21 － Fem l喝 alr

＿4 203 1－．Da ke 汀

420 34 － b r虹血1 Sou 血

4 204 3 － H ig h B 血 ㌍

4 204 ～－ Sto ne危eld

74 22 タ

G ib柑lt∬ 油 壷 喝 加 － 2 8 000
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COMMISSIONREGUIA¶ON匹C Nol，，拉006

0－3恥も川aけ2006

memdingReが血｝n（叫No4叫200LSe血g血血m・l。Vdg‾ふr。er血‾‾co血n加地h
bo血t戯asregards血感がanddioxin一敗epCBs

（Textwi血旺ArdeYanCe）

THE COMMrSSION OFTHEEUROPEAN COMMUNmES，

Havipg regard to the Treaty estal）lishing　the Europcan

Com血Jniサ，

Having regard to Coumi＝晦ulation（EEq No315I930f
8February19931aying down Community procedtlreS Ebr

COntaminantsin food（1），andin particular Article　2（3）
thereo仁

Wbere誠：

（1）Co誓mission Regulad弧（Eq No4叫200用SetS
max皿umlevelsfor certain contaminantsin fbodstu脆．

（2）‘Dioxins’asrek汀edtointhisRegulationcoveragroup

Or　乃　poレchlorinated dibenzoサdioxl（CDD）
COngenerS and135　polychlorinated dibenzofhran

（KDF）congeners，Of which17are of b裏cological

COnCem．PoレchLorinated biphenyls（PCBs）are a group

Of209di鮎rentcongenerswhich can bedividedinto

twogroupsaccordingtotheirtoxicologicalproperties：

a smau ntlmberexhibittoxicologicalproperdes similar
to dioxins and are therefbre often termed‘dioxin－Like

PCBs’．Them可OritYdo not exhibit dioxin－uketoxicity

buthaveadi鮎renttoxicol（癖箪alproBle・

（3）　EachcongenerofdioxinsordioxinJikePCBsexhibitsa

di脆rerrtkveloftoxicity・Inordertobeabletosumup
thetoxicitYOfthesedi鮎rentcoflgenerS，theconceptof
toxicequivalencYfactors（TEFs）hasbeenintroducedto

facilitate risk assessment and regulatorY COntrOL This

rneansthattheanalyticaLresllltsrelatingtoalltheindi－

Vidualdioxinanddioxin－hke PCB congenersoftoxic0－

10gicalconcemareexpressedintermsofaquantiRable
unit，namelYthe‘TCDDtoxicequivalent’汀EQ）・

（1）OIL37，13・2・1993，p・1・R曙ulationasamendedbyRegulation（Eq
No1882／20030fthe European Parliament and ofthe council
（qL284∴H・10・2003，p・1）・
（2）OJL77．16・3・2001，p．1・R喝tllatior”SlastamendedbyRegtllation
（Eq柑22／2005（OJL293，9・11．2005，P・11）・
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（4）　Or130May2001the Scienti鮎Committee hr ood
（SCn adopted an Opinion ontheRiskAssessment df
DioxinS and Dioxin－like PCBsin Food，upda叫git5

0pinionof22November20000nthissubjectonthe
basis of new scientincinformation that had become

availablesincetheLatter’sadoption（3）．ThesCF鮎eda

tolerableweeklyintake（TWp of14pgWHO－TEQ／kg
bodyweightfbrdioxinsanddioxin竜kePCBs．Expostlre
estimatesindicatethataconsiderableproportionofthe
Commu叫叩Opulationhaveadietaり′血akeinexce5SOr
血eTWL Cert血populationgroupS hsomecou11Idぴ
COuldbeathighertiskowingtoparticulardietaryhabits．

（5）　fmmato裏山logicalpointofyiew，anylevelSet血ould

applytobothdioxinsanddioxin－likePCBs，butin2001
maximumlevekweresetfbrdioxinsonlYandnotfor

dioxin－likepCBs，giventheverylimiteddataavailableat

血慮tinleOnthep脚顎1enceordio裏n一比ePCB＄Jnthe
meantime，however，mOre data on the presence of

dio通れ－likepCBg have become a柑ilable．

（6）According to Regulati？n（Eq No466／2001，the
CommigSionⅥ職S tO reⅥeW血e pro血jons on dio血S

in thelight of new data on the presence ofdioxins
anddioxin－likePC恥hpa應cularwifh aldewto血e
inclusionofdioxinTLikePCBsinthelevelstobeset．

〉二養

（7）　〟loperatorSinthefbodandfbedchainmustcDn血ue
tomakeallpossiblee鮎rtsandtodoallthatisrleCeSSary
blimit血edioxh5andPCBgpre5entin鎚edandfbod．

Regulation（EC）No466／2001accordinかprovides血鷹
山e ma裏mumleve15　apPlicable　止ould be　山地er
reviewedby31December2006atthelatestwiththe
aim oh吻浦C孤吋托ducin　血e max血umleW15and
possibLylayingdown maximumlevelsfbrotherfbod－

S餌胞Given the time necessaγ【00bfain5u爪cienf
monitoring data’to determine stlCh signi鮎antlylower

levels，thattime－limitshotlldbeextended．

（りOpiniom or the Sden亜c Committee on Food on　血e Risk
AssessmentofDioxinsarIdDioxin－like pCBsin Foodadoptedon

三叉i謡禁t言a抵
based on new scientificinfbmatioIl

Of血e SCFopinionor22November

2000（b呼／／europa・eu．叫comm／hod／坤C／SCf70ut90＿mPdや・
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（g）　取払proposedto sdma血mmlevekbrthesumof

dioxinsanddio血－likepCBsexpressedinWorldHealth
O曙a血Sa也on聞0）to裏C叩iⅦlents，u血gthewHO－
TE馳asthisisthe most appropriate approach丘oma
rtoxicological point of view・In order to erLSurd a
SmOthtrmSi血n，bratmmi血mlpedd血eexi岨ng
kvekEbrdioxinsshouldcondntletOaPPレinadditionto
血enewけ5度lev由br血emmOfdio裏n5anddioxkト
1ike PCl‡S．The fbodstll胞indicatedin section　5　0f
Annexl must compレdt）ringthatperiodwiththe

maximumlevelsfor dioxins andwiththe maximum

leveLs fbr the sum of dioxins and dioxin－Iike pCBs．

Considerationw飢beかenbyうl Dece‡血er2008to
dispensingwiththeseparatemaximumlevelbrdioxins・

（9）　此i50r m再Orimpoぬnce血叙analyticalreSults are
reportedandinterpretedinaunifbrmw叩irLOrderto
ensureaharmonisedenbrcementapproachthroughout
theCommun吋．Comm恕ionDiredive2002J69匹Cof
26Juけ2002layingdownthesamplingmethodsand
themethodsofanabsisfortheoLricidcontrolofdioxins
and the determination of dioxin－1ike pCBsin fbod－

Stu脆（l）providesthatalotshallbePnSideredasnon－
COmpliant with the established ma3mm Levdifthe
ana炉ical resuk con蝕med by duplicate analYSis and

ddlatedastheme弧Ofatle好日wosepan庇de庇mi－

nations exceeds・themaximumlevelb甲Ondreasonable

doubttakingintoaccountthemeasurementuncertaintY．

Therearedifferentpossibilidestoestimatetheexpanded

uncer亡dnサ（2），

（10）Inordertoencour喝eaprOaCtiveapproachtoreducing

the diox血s and dioxin－like PCBs presentinfood and

tted，aCtionlevelsweresetbYCommissionRecommend－

ation20021201匹Cof4March20020nthereductionof
thepresenceofdioxins，furansandpCBsinftedingstu蝕
and foodstu蝕（3）．These actionlevds are a toolfor
COmPetent atlth0rities and operators to highl短htthose
CaSeS dlereitis appropriate toidenti＆a source of
contamination and to take measures to redtlCe Or

eliminateit．Since the sources of dioxins and dioxin一

址ePCBsaredi脱化机S甲arateaCtionleⅦlsshouldbe
determined Ebrdioxins ontheonehandand fbrdioxin－

Like PCBs on the other＿h？nd．Recommendation

2002／101／ECwilltherefbrebeamendedaccordi喝lY．

（11）DerogationshavebeengrantedtoFin1andandSwedento
plaeon血emarket鮎horigina血gintheBdticr喝ion

andintendedfor consumptionin the terdtorYwith

（1）qL209，6．8・2002，p．5・Directiveas amendedbycommis血n
D加d代20叫44／虻仰Ll13・20・4・2004，P・17）・
（うhformationond騰rentwaysfbrtheestiflut10nOftheexparLded
tlnCertaintYandonthevaT11eOfthemeasurementuncertaingcanbe
foundinthereport’Reportontherelationshipbetweenanalytical

results，meaSurementtlnCertai叩，reCOVeワfactorsandtheprovisions

琵還還琵短紆d軸ta叫
（3）qL67，9．3．2002，p・69・
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dioxinlevels鴫herthanthosesetinpoint5．20fsection
50fAnnexItoRegulation（EqNo466／2001．Those
Memberstateshavefu1811edtheconditiorLSaSregardsthe

PrOVJS10rldfihbrmationioconsumersorldietaryrecdm－

mendations・EWrY year theY have commlmicated the

代別boftheirmonitori喝Or血el即由of血0Ⅹinsin

鮎b丘om the B血ic r喝ion to the Commksion and
have reported on　the measlJreS tO reduce hlman

exposuretodioxins丘omtheBalticregion．

（12）Onthebasisoftheresultsofmonitoringoflevelsof
dio血and血XhlkepCBsa汀kdolltbyFinlandand
Sweden．thetransitionalperiodduringwhidlthedero一

騨tionsgmntedto血oseMemberstatesapplyshouldbe
extended，but those derogations should belimited to

Certain鮎h species．Those derogations appレtothe
maximumlevels tbr dioxins and to the maximum

levels fbr the sum of dioxins and dioxinJike PCBs set

inpoint5・20fsec也on50rAnnexItoRegulation（Eq

No466／2001．

（13）ThereductionofhlmaneXpO凱IretOdioxinsanddioxin－

likePCBsthrotlghfoOdconsumptionisimportantand
necessarY tO enSure COnSumer prOteCtion．As　Lbod

COntaminationisdirectlyrelatedtot邑edcontaminadon，

anintegratedapproachml）Stbeadoptedtoreducedioxin

anddioxintkbPCBincidencethroughollt血efoodchain，

i．e．丘omEiedmaterialsthroughfoodl）rOducinganimals

tohumans・AproactiveapproachisfollowedtoactivdY
reducethedioxinsanddioxin－likepCBsinEtedandfbod

andconsequentb，themaximllmlevelsappLidbleshotlld

be reviewdwithin a deanedperiodoftimewiththe

Oりective to setlowerlevels．Therefbre consideration
willbegivenby31Deceniber2008atthelatestto

Signi蔦cantlYreducingthe maximumlevelsforthesum

ordipxins anddioxjn－like PCBs．

（14）Operatorsneedtomakee鮎rtstosteptlPtheircapacity
e鮎ctivelytoremovedioxins，餌ransanddioxin－1ikepCBs
丘om marine oil．The sign廷ka此lowerle代Itowhich

consideration shallbe given bY31December2008，

ShalLbebasedonthetechnicalpossibaitiesof血emost　－一番
e駄ctivedecontaminationprocedure．

（15）Asregardsthe establishment of maximumlevels tbr
Otherfoodstu脆bY　31December　2008，Particular
attentionshallbepaidtotheneedtosetspeci鮎lower
m血m k陀k br dioxins and dio裏n－hke PCBsin

fbodsforinhntsandYOungChildreninthelightofthe
monitoringdataobtainedthroughthe2005，2006and

2007programmes tbrmonitoringdioxins anddioxin－

1ikepCBsinfbodsbrinfantsandyoungchildren．

（16）Regulation（Eq No　466i2001shouldtherefbre be
amendedaccordin妙．
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（17）The measures providedforinthis Regulation arein
accordance　with　the opinion of　the standing

CommitteeontheFoodChainandAnimalHealth．

HAS ADOmD THIS REGULATION：

A血kJ

R噂ulationfEqNo466／2001isamendedasfollows：

1．Artidelis amendedas Ebllows：

（a）Paragraphlaisreplacedbythefollowing：

‘la・Bywayofderogationfh）mParagraphl，Finland

and sweden aR authorked，br a tmnsi血nalpedd

extending to31December2011，tO Place on their

Tarketsalmon（SatmosahO・herring（Clq，eahare喝励
nverlamp托y匹dn甲伽月面α触），trOut（吉山0仙叫，
dar（Sdbg伽∽甲p．）and roe or vendace仲間－M

a伽h）0riginatingintheBaldcr喝ion・andintendedtbr
COnSumptionin th如te汀祉0ワW血1eⅥS Ordioxins
and／orlevels ofthe sum or dioxins and dioxin－like
PCBs higherthanthosesetin point5．20fsection5
0r AHneXもprov適ed that a句境emi5in place to

enstlrethatconsumersarefulレinfbmledofthedietarY

recommendationswithregardtotherestdctionsonthe

COnSumPtionoftheSe鮎hspecies丘omtheBalticregion

byidentinedvulnerable sections ofthe populationin

Ordertoavoidpotentialhealthrisks．

By31March each year，Finland and sweden shau
commu血cate to　血e Cofnmij5ion the　侮ultS Dr tbek

monitodng of thelevels of dioxins and dioxin－like

PCBsin鮎hfrom the Baltic region obtainedin the

PreCedingyearandshallreportonthemeasllreStaken

to reduce human exposure to dioxins and dioxin－like

PCBsfrom鮎h fiom the Baltic region・Finland and
Sweden shall continue toimplement the necessarY

measures to enstlre that fish and鮎h products not

COmP匝唱withpoint5．20fSection50fAnnexIare
notmarketedinotherMemberStates：

（b）Par喝raPh2isreplacedbythefollowing：

’2・Themaximumle代kspedaedintheAnnexI！halL

ap沖to the edible part ofthefoodstu脆concemed，
unlessotherwisespeCi鮎dinthatAnnex：

2・Artide4aisreplacedbythefouowing：

A血ck∠k

Wifhr甲dbdi血andfbeSUmOfdio惑manddi砿in－

likePCBsinprodl）CtSaSrefbrredtoinsection50fAnnexI，
itshallbeprohibited：

（＊to mixproducts complカngwith the maximumlevels

Witbprodudsexceeding血がema感mumlev虫

（b）tousepr∝ludsnotcomplyi喝W池themaカmumleⅥk
ashgredientSin血emanuhdureoro血erfbod弧鵬．’

3・ArdcleS，ParagraPh3isdeleted．

4．Annex Lis amendedin accordance南山theAnnex to this

Regulation．

A摘血2

This R喝ulation shau enterinto fbrce on the twentiethdaY

bllowing山水Oribpubl血血nin血e掛りotmfす血
mr甲と仇U而血・

ltshallappレ丘om4November2006．

As regards themaximumlevels fbrthesumofdioxins and

dioxin戎kepCBs，thisRegulationshallnotappレtoproducts

thatwereplacedonthemarketbefbre4November2006in

accordancewiththe provisions applicAble．The bllrden of

PrOVing whentheproductswere placed onthe ma止et shall

bebomebythefbodbuSinessoper虞Or．

ThisRegulationshal1bebindinginitsentiretyanddirectlyapplicableina11MemberStates．

DoneatBrusse15，3February2006．

】もrfkCommissio托

Markos KYPRIANOU

Mmlberす血日加m血加
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L32声7

ANNEr

Seedon50rAnnexItoRe糾1鵬on（EqNo466／2001isp甲Iacedby血e届lowing：∴

’SeaionS・Dioxjns如TOfpobchlorinateddibenzoi，07u－dioxinsPCDDs）andpoIYChlorinateddibenzofurans（PCDFs）・eXPreSSedinWorldHealth
Ol苫抽isation（WHO）tox肛eqldvalentstlSingtheWHOmFs（toxicequivalencYLactors，1997），andsumOfdioxinsanddioxinJikePCBs¢urIlOf

po匝hlorinateddibenzo－paraJioxinsqCDDs）），pO桓hlor聖eddibenzohIranSPCDFs）andpoIYChlorinated♭iphenyls（PCBs）・eXPreSSedinWorJdHealth
0－2anis鵬ion（WHO）toxicequⅣale他心ingtheWHOlでFs（toxiCequi、筍1enwhctor5，1997日1））

m d ．
Ma盃mum le職Is

Sum ordloxbsad hra鮎
（WHO－P⊂D叫Fn q）門

MaXimum kd s

Su血ofdi血 S，血融Sand
戯0血lJikeだBS（W HO－PCDD／

押CB寸Eq 門

Me血d sofsamphg離山

perbrmancecrltedabrm血ods

・Ofand㌍iS

5．1．1．Meatand meatprαh cts（料）

　 －Ofrumina軋Sや0血e a血nals，Sb∝p）
3，O pgJg f勘当 4，5搾夜伽（￥攣り

Direcdve 200勾69／EC（細雪

－Orp咄1町 and hnned game 2，0 陀7g如く叢書り 4，O pg／g如（…）

－Of醸S 1，O pg夜伽（棚り 1，5 pg蓮如（冊）

～．1・三・Livαd terleSt血lan血alsand血かd p－Oducb

　 the托Of

6，O pgJg bt（榊） 12，q p感　触（桝）．

5．2・ MlはCle 叩也t Or＿鮎h and 鮎b町 prd uctsand

prbducts thereof wi th the exception of

ee 梱りり桝糊）

－M u£de meat of ed 仏間此 叩卯叫 and
pro血ctstk reor

4，0陀鹿玩sb weight

4，0 陀／g鮎sb w鴫ht

8，Opg鹿打払bw咤ht

12，O pg短丘萬h we帥t

Directi代2002／69／虻（零榊り

5・3－ MilkP糊‘韓＊り and ‾m此 produ払 inchding

　 bl此tefbt

う，O pg虚血（琳り 6，O pg鹿ht（糾り Directive 2002／69／EC（＊群書り

（1）WHOTEFsforhumanrhkassessmentbasedonthe⊂OnChsionsoftheWorldHealthOrganisationmeethghStockhdm，Swedcn，15to18）tne1997（VaLlder）Berget
d・，（199　Tbx血・叫山はlencyfadors汀庄司brPCBs，PCD恥PCDFsbrHumanSandforwiI胡瓜肋血仰l餌山王肋肋P叩d加も106（1礼775）．

C ol噂enW 了もf W b e （Ongen tr Tぴ d ue

D 的雌 りトdh 感耶 げCD p 可

1

℃血血．故が ア（3 g

0，0001

2，3，7，g－TCDD
N 州両所b P肋 ＋M 抑 卜のthかPC 鮎

伽 一〇げl柑 P C由

PCB 7 7

1，2，3，7，針PeCD D l

1．2，3，4i7．3－H xC D D 0，1

1，2，3．6，7ふHxC D D 仇1

1，2，3，7息 9・H xC D D 0，1 P C B 8 1 0，00 0 1

1，2，3，4人7ふHpC D D 0，0 1 K S I Z 6 0－1

O C D D

p 的画 血 伊C D 叫

2，3，7，8・TCDf

0，00 0 1

0，1

p C 8 1 6 9

M 血仇鵬触り℃鮎

PCB lO 5

0，0 1

0，0001
1，2，3，7．8－PeC D F 0，0 5

2，3，4，7．8－PeCDF 0，5　 ■ 陀 8 11 4 0，0005

1，2，3，4．7，8・HxCDF
‾　 0，1 K B l 1 8 0、00 0 l

1，2．5人7，8・H xC D F 0，1 P Cも 12 3 0，0001

1，2，3，7，8，9・H xC D F 0，1
忙 8 15 6

K B 15 7

PC 8 16 7

0，00 0 タ

0．000 5

0，00 001

2，3，4，6．7ふ敗 CD f 0，1

1，2，3ヰふ 7，左・H pC D F 0，0 1

lふ㌔4，7，S，9－H pC D下 0，0 1

0 C D F 0，0001 P C B IS 9 0，000 1

Abb融adomsWe故でヨt改拍7′でrEPenは‥‘随”≡kn：¶p〝きhepta；－やけ三0く也“CDD“芦CbloI。db印Zdb血：てDF’ECbloro亜knmf血猫；‘‘C80雰Cu0mbipb帥yl．
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Food
M 釘山num levds
Sum ordloxln且amd 丘ぬnS
（W HO－PCDD拝1’Eq 門

Ma裏mum levels
Sum d 亜α血5ib ra舶弧d
dioxinJlike PCBs（W HO－PCDD／
　 F－PChTEq）門 一一

Me血ods ofsam pll喝 nd
pe血m 蝕⊂eCdte－iab rme血0血
　 or nalysis

5・4． Hen e毘S ar道egg products（雷印璽…）・ 3．O pg鹿fat（榊り 6，0 相反如く桝り D如ctiⅧ 20叫 6咋 C （佃 ）

5．5．． Oils alld ねts

－Anim alh t

一一Orm m h ar心 3，O pg／g h t 4 ，5 pg蓮如

D irectiⅦ 2002／69／EC （＊佃）

一一Ofpoultty and farm ed gam e 2，Opg／gfat 4，O pg鹿血

m Or Pigs 1，Opg／gfit 1，5 pg／g 伽

一一m ixed anim alf五億 2，Op g夜伽 3，O pg／g fit

－Ⅴ喝etabk oiland b 鴇 0，75pg／ght 1，5 pg毎払t

－m a血e od （鮎b bo中 oil，鮎b hver oiland oik

Or Other m arlne O曙諷ism s intended b r
h m an con um ption）

2，Opg鹿ht 10，O pg鹿h t

門　　UpperbotmdconceF）trations：Upperbotlndconcentrationsarecalculatedontheassumpt10nthatdlthevaluesofthedifkrentcongenersbdowthelimi10f
quan雌ca山）nareequalb血Iimitorqu揖止血a肋n・

門　　MeatorboYineanimals．sheep．pig，pOtlkryandfarmedgameasJenneJinAnrleX【toR邸lation（虻）No853j20040日heEuropeanParhamentandofthe
Cotmcil（OJL139，30L4．2004・CorrectedYerSioninOJL226．25・6・2004，P・22）butnotlncludhgedtbleofhlasdennedinthatAnnex・

（■零り　　mema幻m軋mlevelsaren仇appぬbleforbdproducl500mtahbgく1％ft・

（＊…）　OJL209・6・8・2002・P・5・DirectiveaslastamehdedbyDireCtive2004／44／EC（QILl13・20・4・2004・P■17）・

ぐ糠より　MtlSdemeatof鮎handnsherYprOdlletSaSde餌edincategorleS（a），帆（C），（e）and（qofthelistinArticlelofCollndReguhtion（EqNolO4l2000（OJL17，

21．1．2000，p．22．Regdationasamendedbythe2003ActofAceession）．Themiximtlmlevelappllestocrustaceans，eX血dingthebrownmeatoferaband

excludl喝headand血orax1－1eatO‖obskrand血Iilarlargecmstaceans（沌phrop血¢and助肋ur血8）皿dtocepl血）pOゐW油out南紀ra・
㍗榔り　Wbe托鮎ha陀加eロdedtobeealenwも01も也emaximもmlevelappl如tothewholefi血

（相f雷霊り　Milk（rawmilk，血lkforthemanufactureofm此一basedpro血ctsandheat－treatedmnkasde鮎edlnAnnexltoRegulatlon（EqNo853［2004）．

㍗昭■…）HenegSSandeggproductsasdennedlnAnnexItoRegulalion（EqNo85312004：

175

ー毒霞



資料3

L32／44　　　ロ亘］　　　　　　ofncialJournaloftheEuropeanUnion　　　　　　　　　　　4．2．2006

COMMISSIONDIRECmVE200可l坤C

Of3Rbruaヮ200‘

mendi喝血nex銭IandIItoDireC血2002／珂ECor血伽op馳如ment。ふd。f血C州dl
Ontlndesirables血stancesinanimal鈷e aぉregar血dioxinSanddio血1改epcBs

（Te虹Wi血EEArdeYanCe）

THE COMMTSSION OFTHE EUROPEAN COMMUNmES，

Having regard to the Treaty establishing　the European

Community，

Having regard to Directive2002f32／EC of the European

Parliamentandofthecouncilof7M叩20020nundesirable
Stlbstancesin arlimalfbed（l），andin partictllar Article8（1）

thereofl

WhereaS：

M Pirec触200串2／虻p血desぬt血epu触gjnto
ClrCulationandtheuseofproductsintendedbranlmal
feed that containlevels of undesirable substances

exceeding the maximumlevelslaid downinAnnexI
theretoisprohibited・

（2）　Theterm’dioxins’asre鈷汀edtointhisDirectivecoversa

groupof75pob′Chlorinateddibenzo－P－dioxincongeners

（PCDD）and135polychlorinated dibenヱ0furan（PCDF）

COngenerS．Ofwhich17are oftoxicologicalconcerrl．

Polychlorinated biphenyls（PCBs）are a group of209

di脆rerrt congeners which can be dividedinto two
grotlpS aCCOrding to theirゝtO垣COlogical properties：12

COElgeLlerS e血bit similar toxicological properties to
dioxins and are　therefore o氏en termed‘dioxin＿like

PCBs，．The other pCBs do not exhibit dioxin－like

toxicitYbuttheyhaveadi脆renttoxicologiCalprofile．

（3）　EachcongenerofdioxirLSOrdioxin－likePCBsexhibitsa

di脆rentlevdoftoxicity．lnordertobeabletosumup
thetoxic址yofthesedi鮎rentcongeners，theconceptof
toxicequivalenqfattors（TEFs）hasbeenintrodtlCed to
facilitate risk assessment and regulatoγCOntrOl．This
meansthattheanalyticalresultsrelatingtoal117indi－

Vidualdioxincongenersandtothe12dioxin－likepCB

（1）OJL140，30・5・2002，p・10・DirectiveashstamendedbYDirective

200埴7／EC（qL31乳6・12・2005，P・19）・
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00ngenerSareeXPreSSedirltermSOfaquantinableun叫

nameレtheVrCDDtoxicequivalentconcentration’叩三Q）．

（4）　On30May2001the Scienti蝕ニCommittee fbr Food

（SCF）adopted an opinion onthe Risk Assessment of

Dioxinsand Dioxin－like PCちSin Food，uPdatingits

Opinionof22November20000nthissubjectonthe
basis of new scientificinfbrmation that had become

avaぬble扇nCe血elatter’5adoption（2）．TheSCf x稔da

tolerableweeklyintake m叫or14pgWHO－Ⅷq悔

bodYWdghtfordioxhsanddioxin－likepCBs．hposure
estimateSindicatethataconsiderableproportionofthe

Communitypopulationhaveadietaryintakeinexcessof
theTWLCertainpopulationgroupsinsomecollntries

COuldbeathigherriskowingtoparticulardietarYhdbits．

（5）　More than90％ofhuman dioxin and dioxin－like pCB

exposu陀deriv朗丘om fbdぬtfR，R旧d釦U脆ofan血al
Origin nomally contdbute approx血ately　80％　of

OVemll exposu托．職e dioカn　弧d dio裏n一址e pcB

burden h animals stems m血y丘om fもedingstu脆．

Thereforefeedingstu恥，andin somecases soil，are Of
COnCemaSpOtentialsources ofdioxinsanddioxin－like

PCBS．

（6）　The Scientinc Committee forAnimaL Nutrition（SCAN）

has been a5ked to adv由e on血e soumeg Of contami－

nation of fbedingstu脆　with dioxins and PCBs，

bcluding dio血－1ike PC恥　the expo5u托　Of fh山一

producinganimalstodioxinsandPCBs，thecarry－OVer

Ofthesecompoundstofbodproductsof？nimalorigin，

mdanyimpactonanimalheal也ordioxhsandPCBs　貰▲÷∵

E諾晋芯霊霊盟欝i意志霊宝慧慧怒慧菜蓼【
asthemostheaviレcontaminatedkedmaterials．Animal

払t wagidenti鮎d aS the next moSf　5eriouSly
contaminated material．Au other fted rnaterials of

animaland plant or短in had relativeレlowlevels of

dioxin contamination．Roughages presented a wide

rangeofdioxincontamination depending onlocation，

degree of contaminationwith soil and exposure to

SOurCeS Of aerialpollution．The SCAN recommended，
inf訂血，that emphagis should be placed on f℃血dmg

theimpactofthemostcontaminatedfeedmaterialson
oveJalldietco！止amination．

（2）Opinion of血　Scien也鮎　Committee on Food on血8鮎Sk

AssessmentofDioxinsandDioxin－likePCBsirlFoodadoptedon

慧i毘慧【言a抵畿認蒜芸芸票三悪慧監
2000（http：／／europa・eu・intlcommIfbod／tk／sc／scqotlt90＿en．Pdf）・
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（7）　Although，from a toxicologiCalpoint＝Of vi叩，the

maximlJmlevelshouldappケtodio血sanddioxinrlike

PC恥ma裏mumlev由weresdbr血00血on恒ndnot
fbrdioxin－1ike．PCBs，given－thevezylimiteddataavailable

at that－time－On the prevalence ofdioxin一也e pcBs．

However，hthem朗血地肌emoredatadnthepr田enCe
ordio裏mkbPCBshaⅥ沌b∝OmeaVailable．

（gト】Ac00ding b Diredive2002月叩C the commission
血0dd代血ewthepro醸ionsas昭ads血）血8bythe
endof2004forthe触ttime，inthelightofnewdata
On the prが飢Ce Ordio血S弧d di血－like pC取払
、Pa托kular∴W鵬a．vkw to theindtはbn ofdio血－ld妃
PCB5れtheleveklobeset．

（9ト　AlllOPerafors′inthefoodandfeedchainmlJStCOntinue

tomakea址possiblee鮎flStOdoauthatisnecessaryto
∵虻血it血epr琶enCeOfdio裏mandPCBSpr鮎entin鮎d

－and戒血d・聖℃Cかe2002岡ECaccod相好prov追飴
／thatthe rnaxlmumlevels applicdble should be hrther
：・reviewedbY31／December2006atthelatestwiththe
－aim・Ofrs短ni重ねn吋reducingthema惑rmmlevels．Given
thetimenecessarytoobtainsutncientmonitoringdatato

determinesuch軸ni点cantlYlowerlevels，thattime－1imit
shouldbee幻ended．

（19）itisproposedtosetmaximumlevelsEi｝rthesumof
亜0鱒5anddioxin－1鮎PCBsexp托SS如nwoddHedth

r0畢血tion‘岬0）to鱒equiⅦlenk u叫gthewH0－
＝　TERas，thisis，themostappropriat寧aPPrOaCh丘oma

ふ血01暗面po如of view．In odαtO engure a
SmOOth swiEChover，Ebr a transitional　period　the

e裏血gle叩Isbrdioxins血ouldcontinueto明和in
additiontothenewケsetleⅥ≡lsforthesumofdioxins

弧ddiox山ikePCBs・Theき甲訂批ma裏muml印elfbr
‘dio感触やCDD酢代ma血applicable fbra tempomW
period・The produttsintended　for animal　feed

mentionedin po坤27a haⅥ≡tO COmplydu血g血如

Periodwith‾them血rmmlevelsfbrdioxins andwith
thema恵mumlvelsfbrthesumloldioxinsanddioxin＿

址ePCBs・ConSiderationwillbegivenbY31December

2008todispehsingwiththeseparatemakimumlevdfor
亜0裏ns、

（11）Iti50r叫Orimporはnα也虞ana匝calr飴ults are
reportedandinterpretedin aunibrmwayinotderto
ensdreaharmonised’enforcementapproachthroughout

theComm血ty・CommissionPirective2002／701ECof
26J叫2002establishingrequLrementSforthedetermi－
nation orlevels or dioxh5　and dioxin＿like pcBsin

ftedingstuffHりprovides that a productintended hr

弧imal長eding shalトbe considered as non一組mpk弧t
withthe established m感mumltvelifthe anaPical

resultcon魚rmedbYduplicateanabsisandcalculatedas

l themeanofatleasttwoseparatedeterminationsexceeds

くりOJL209，6・＆2002，p・15・Direct鵬舶amendd byDi準tiw

2005例EC（OJL27，29．1．2005，p．41）．
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themaximumlevelbeYOndreasonabledotlbttakinginto

accountthemeastlrementunCertaintY．Therearedi鮎rent
posSibilitie5tqeSdmate也ee甲andedunceねinty（う．

（12）ThescopeofDirective2002132／ECcoversthepossibilitY

OfestabkshingmaximumleWkofundesirahlesubstances
in鈷edaddidV腎，5血ce晦hlevelsofdioxinshavebeen

fotlndin trace elements，a maXimumltvelshould bと

established fbr dioxins and　the stlm Of dioxins and

dioxれlikePCBs蝕・aLladditinsbelongingtothefunc－
tionalgroupofcompotlnds oftraceelements andthe

maximumlevels should be extended to　al1additives

belongingtothefunctionalgroupofbindersandLantト

見出喝age地肌dtopI℃mi肌托S・

（13）Inordertoenc（｝urageaPrOaCtiYeaPprOaChtoreducing

thedioxins and dioxin－1ike PCBs presentinfood and
ked，aCdonlevelsw衰setbyCom血鹿ionRecommend一

頭on2002／ヱ01匹Cor4March20020n血efe血dionof
thepreSenCeOfdio血S，鮎ranSandpCBSinfとedingstufR
and fbodsttl脆（3）．Those actionlevels are a tool fbr

COmpetentaUthoritiesandoperatorstoh短hlightthose
CaSeS Whereitis appropriate toident坤a source of
contamhation and fo take measures to redtJCe Or
eliminateit．Since the sources of dioxins and dioxin－

likePCBsaredi鮎rent，SeparateaCtionlevelsshouldbe
determinedfordioxirLSOntheonehandandfordioxin－

like PCBs onthe otherhand．

（14）Diredive2002／32／EC proやes tbrthe possibihtY Of
Settingactionlevels．Theactionlevels shouldtherefbre

betransftrredfromRecommendation2002i201／ECto

AnnexEtoD加c ve2002／32匹C．

（15）Thereductionofhumanexposuretodioxhsanddioxin－
likePCBs血rough‰dconSumptbnis血po正純tand
necessazy to ensure‾consumer prQteCtion．As　Lbod

COnta叫nationisdirecdy頑atedtofbedcontamination，
anintegratedapproachmt）Stbeadoptedfo′reducedioxin

だ慧芸慧慧窓悪霊1慧0急霊宗一養
Lbod－PrOdtICing animals to humaqs．A proactive

approachisfbllowedtoactivelyreducethedioXinsand

dioxin－1ikePCBsinttdandtbodandconseqllentbrthe
ma裏mumlevelsapphc油Ieshouldbereviewedw血ina
de触edperiodof血Iewiththeobjectivetosetlower
levels・Therefbre consideration will be given bY31

December2008atthelatest to significan吋reducing
themaximumlevdsfbr血esumordio裏nsand dio裏n－
lik PCBs．

（2）1nformationondi鮪rentwaysfor．the．estlmationqftheexpanded
uncertaintyandon，thevaheqftherneasurementtlnCertaintycanbe
fbundinthereport、一ReportOntherelationshipbFtWeenanalytical

re8uks・meaSurementunCe血出帆reco叩けktorsand血eprovi血n5
0rEUbodand鮎dlegislation’－http亜uropa．eu・叫comm匝od
／fbod／chemicakafeW／contaminants／report－SamPling＿anaVsis＿2004＿

empdr

（3）OJL67，9・3・2002，p・69・
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（16）0peratOrSneedtomakee鮎rtstosteptJptheirdeconT
tamination capacityto remove e脆ctiveb，dioxins and
dio裏n－like PCBs hm鮎h oil．Further e鮎rts have to

－donebytheoperato帽binve頭gakthedi脆托ntpO∬i一一
bilitiestoremovedioxinsanddioxin－likePCBs丘om鮎h

mealand鮎hprotein－hydrolysates．Oncethedecontami－

nationtechnologyisalsoavanablefor鮎hmealand氏sh

proteinhydro桓ates，OperatOrSwilLhavttodoeffbrtsto
provide br sufncient decontamination capacity．The
Significantlowermaximtlmlevelfbrthesumofdioxins
and dioxin－like pCBs．to which consideration shau be

givenby31December2008，Shallbefor鮎hoil，鮎h
mealand鮎hpmteinb画1声ate沌asedonthet∝h血αI

possibilities ofthe most e鮎ctive，eCOnOmicallyviable，

decontamination procedure．Asregards鮎h fted，this
SigniBcantlowerlevelshallbedeterminedbasedonthe
technicalpossibilitiesofthemoste脆ctive，eCOnOmically
viable，decontamination procedurefor鮎hoiland鮎h

meal．

（17）Theextractionprocedureusedfbrtheanalysisofdioxins

孤d dio血－kk pC8s has ala唱einmはnCe On tbe

analyticalresultinparticularonproductsintendedfor

animalfeedofmineralodginanditistherefbre叩PrO－

priateto determine befbre thedate ofapplicadonthe

extraction procedure to be tlSed fbr the analysis of
dio裏ns and dioxh・likeflCBs．

（1g）Directive　2002／32iEC should　therefore be amended

accordingly．

（19）The mea5ureS prOVided Ebrin this Direc也ve arein

accordance w油　血e opinion of　血e　5t弧ding
Committee ontheFood ChainandAnimalHealth，

HAS ADOPTED THIS DRECTrVE：

A血ckl

AnnexesIandIIto Directive2002l32lEC are amendedin
accordancewith theAnnextothis Directive．
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A庇k2

1・Memberstat甲Shallbringintoforcethelaws，rqgulations

and admini批正ive provisions necessary to compケwith・this

DirectiW by4November2006at thelatest．TheY Shall
forthwithcommunicate to the Commissionthe text ofthose

provisionsandacorrelationtablebetweenthoseprovisionsand
this Direcdve．

WhenMemberStatesadoptthoseprovisions theyshal1contain
a reference tothis Directive or be accompanied by such a
referenceontheoccasionoftheiro疏cialpubiication．Member
Statesshalldeterminehowsuchreferenceistobemade．

2．　MemberstatesshallcommtmicatetotheCommissionthe

textsoftheprovisionsofnationallawwhichtheyadoptinthe

鮎ldcove托dbythigDirec瞳Ⅵ已

A而血3

ThisDirective・ShallenterintofbfCeOnthe20thdaytbllowing
如p血lic虞bnintheqiil仲umd吋血血E脚甲田nU血肌

A11おk4

This Directiveis addressedtothe Member States．

DoneatBmss由，3febnIaγ2006．

托rfk commk血n

MarkoS KYPMANOU

Mgmb灯すthebmmidon

一、凄；



4．2．2006　　［：垂コ　　　　　　　oEncialJoumaloftheEuropeanUnion L32／47

ANN肥Ⅹ

何Point27inAnnexItoDirective2002／32／ECisreplacedbYthe柑Jowing：

U ndeSirabk 51血StanCeS Produd s inten鹿d for anih d k d 旭Xim um C0血畑t re 山ve to a fiedjn群山打雨血a
　 　 m oi山地e colltemt Or 12％

（1） （ユ） （3）

‘2 7a．D io血 S （Sum Or p ObrChlo血 a扉 dibenzo－ 伺　ke d m atぬI so f p l an t o ri g i nw i th t b e 0，乃 ng W H O －PC D D ／Fl t q ／短 （桝日揮り
Para－dioxins 呼C D D s）and ／．POlychlori nated e肛甲 ion oi veg戒めle oils 抽d 血由 by－
d benzo丘lranS 岬C D珂 expr田Sed 血l
W b rld H ea仙 0 聯血血 oh （W H O ）toxic
equivalen tS，uSi喝 血e w H O J柁馳 ¢0血
e甲血 Ien甲 払d olS，199 7 円

p ro血鵡

㈲ V密 tabk o恥 弧d their byやrO血舶 0，75 ng W H O －PC D D 曹1 ℃q ／短 （綿）ぐ零り

（q　R e dm a te血ko f mi n er a lo r iか 1，O ng W H O －PCD D作1 ℃q 他 門 （榊り

伸　Anim aHat，i nchl dingm ikfat andF ggfat 2，O ng W H O －PCD D／Fl 電q 他 門 （＊＊り

¢） m b er land anim al p∫O ducb including

m ilk and m ilk prd ucts and eggs and
e豊 prO血d s

0，75 ng W H O －PC D D ／FJm q ／短 （暮りぐ書り

斡　Fish oil れ0 喝 W H O －PCD D／F T E（〕悔 （事り（竃＊り

短〉Fb h，Other aquatic anim als，thd r prd u ctS

and by－prO血ct£W 油 tbC eXC甲tion or
蝕 ojl and 鮎h pro t血 hydrolys戚es

COntain im g m O－e than 20 ％ h t（梱り

1，25 m g WH O－PC D D／F－Ⅷq／短（桝）（榊）

㈲ I b prot血 h河ro桓飢es coぬ inill女m ore

　 thall 20 ％ h t
2，25 ng W H O －PC D D ／FT Eq 悔 （攣り（醐）

榊 The additives kao lin itic ch y， CaJcium

Sulp hate 曲 河m tら Vem icuIite，natrOlife－
Phonohte，Sym thetic calcitlm altlm inates
弧d clinoptilo触 of sedim ent叩 鵬gin
k longi喝 tO tbe fh ctional gro叩S Or
b in d椚 and antiヾ aking agents

0，75 ng W H O －PC D叫Fl lEQ 悔 （桝）P粗）

¢ A d血i帽 belonging to 血e 山nd （Ⅲd

group or com pound5 0f trace elem entS

1，O ng W H O －PCD D／Fl ℃q ／・短 ＊げ榊）

㈲　恥 m 血ureS 1，O m g W H O－P C D D押イE q悔（＊りぐ攣り

伸十m m pound fとd h g5tu晦， 雨th the

既CePtion or k ed fb r 丘Ir anim als，p虎
b ods an d k ed for fiSh

0，乃 ng W H O－PC D D ／F－Ⅷq ／短 （桝）（醐）

（叫 R ed for 鮎h．
　 Pet h d s

乙2～ng W H O－P CD D 凪Ⅷq 他 門 （＊馨り

27b．Sum of dioxinS and dioxin－tike PCB s（Sum （a） feed m aterials or pIant origin w ith the 1，2 5 ng W H O－PCD D ／F－PC BqT EQ ／kB （榊）
Ofpolydhlo血ated　dibenzo－ptnu－dioxins 餌C甲tion of veg餌 ble oils and their by一
P C D D s），P Oly℃hlorin ated dibenzofu rans
甲C D珂 an d pol㌍hlod nated biphenyk
（K Bs）expressed in W orld H ealth O 咤ani－
Sation （W H O）toxic equiⅦlents，uSing 血e
W H O－T肌 （toxic eq吐けalency ‾h c旭rS，
1997 （り

pro血cts ・

㈲ Ⅴ喝ぬ b k oils 弧d theiT byやrO血d S 1，5 n g W H O－P C D D世P C B lでq 他門

（C） feed m aterials or m 血 ral odgin 1，5 喝W I O－P C D D 世P C B T E q悔（滝り

（d） A nim al Eht，ir）Cluding m ilk Lat and egg h t 3，O ng W H O －PC D D ／FぜC B－Ⅷ q ／短 （＊り
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（1） （2） （3）・

伺 0血r lahd animal prd u血 hch坤g一

milk and m此 pro血ct5 叩d．噴S and
囁 plⅦdu山一

1，25ng 叩 0－PCDD／FPCBJm q／kg（＊り

（q　Fish o止 24，O mg W H0－m D／FPCBJm q／kg（零り

短）Fisb，0血αaquaticanim als，血drpro血cts

弧d by－p－Oducts 雨血the ex eption or
触 0d and 鮎h protein hydrd坪teS

COntaini喝m OIe tban 20％如（蝉榊り

4，～ng W HO－PCDD／FPC81℃q悔㌣）

（h）Fish protdn h河roly組teSCOnt血hgmore
　 tban 20 ％ht

11，P喝W HO一K DD／FPCB－Ⅷq／kgくり

仲 Additives belonging to the hnctional

　 gmupsd binde－S and amtk ab lg a脚tS

1，5喝W HO－PCDD／FPCB－TEq／短（桝）

0）Additi帽 belo噛鴫 to the 魚lnC的nal

　 gmup orcompound50r仕aceelem ents

1，5 mg W HO－PCDp拝－PCBT Eq／kg門

㈲　Premi幻ur出 1，5 mg ⅥIO－PCDD／FPC椚明侮 （＊り

側 Compouれd 鮎d喝弧恥， 南仏 tbe

exception of 桓ed for hr animalsi pet
b d sand hd 丘汀鮎h

1，5喝W HO一打DD／FPCB－Ⅷq悔（冊）

帥 Fe・正目br且sh．
　 Petfbods

7；O r）g W HO－PCDDJF－PCB－TEQ悔 （＊り

門　WⅥ011EFsbrbuman地k誠Se∬mentba£edon血eCOnduslonsortもewoddHe血OrgmIsationmeednginSt∝kholm，Swedem，l‡－1り皿e1997（Ⅴ姐den
Bergetal．，（1998）ToxIcEqtlivdencyFactor叩EFg）brpcBs，PCDDs．andpcDFsforHumansandLbrwlklliEe．EnVironmentalFk＝ahperspccth，eS．106（12），775）．

C o n E n e r T E F va ll佗 C o r哩蝕町 ¶謬 Y濾膿

郡 山 即 す 血 血 両 卿 刑 期

1

●℃〉ね血 卜随 〆，P C 鮎

0 ，0 0 0 1

2，3 ，7 ．8－T C D D
抽 Iト例11叩 P C 8 ∫ 十 M o m トp n肋○ P C p ざ

N 川回 折 lu p C B g

P C 8 7 7

1 ，2 ，3 ，7，8・Pe C D D l

1，2 ，3 ，4 ，7，S ・H x G ）D 0 十1

1 ，2 i3 ふ 7，8 ・H x C D D 0 ，1

1，2 ，人 7鼠 ，－H x C D D － 0 ，1 P C B S t 0 ，0 0 0 1

1 ，2 ，も4 ，6 ，7，ぎーH p C D D q O l P C B 1 2 6 0 ，1

O C D D

m b‘叩 何 れl舶 岬 の 】叫

2 ，3 ，7 ，8－T C D F

0 ，0 0 0 1

0 ，1

P C 8 1 6 9

M o m ト○血 相 ＄

PC B 1 0 5

0 ，0 1

0，0 0 0 1
1 ．2 ，3 ，7．8－Pe C D f 仇 05

2 ，3 ，4 ，7，か 王セC D f 0 ，5 P C B l lヰ 0 ，0 0 0 5

1 ，2 ，3 ，4′7 ，8 －H x C D F 0 ，1 P C B l 1 8 0 ，0 0 0 1

1 ．2 ，3 ，6．7 ，8 ・H x C D F

l ，乙3 ，7，乳 ，一触 C D fi

0 ，1

仇 1

P C 8 1 2 3 0 ，0 0 0 1

P C B I S 6 0 ，0 0 0 5

2，3 ，4ふ7，8－Hx C D I： 0，1

P C 8 1 5 7 0 ，0 0 0 5
1 ．2 ，3 ，4，6 ，7，8－H p C D F 0，01

1 ，乙 3．4．7 凡 9 ⊥H p C D F 0 ，0 1 P C B 1 6 7 0 ，0 0 0 0 1

O C D f 0，0 0 0 1 P C 8 1 8 9 0，00 0 1

劇breぬtions偶亡か‘T＝te【m；‘‘Ⅳ＝PenIa：qHg’＝bexa：一IHp〝＝b呼値；‘一〇“；∝ね；qCDD▲■＝rbbro加加nodio血ニ“CDFp三ぐhbrod加n血l叩“CB一一；db柑bipknyl・

門　Uppeトbolmd concentrations；tlpPer－boundconcentrations are cakulated on the assumption thatallvalues ofthe differentcongeners bdowthelimitof

quant漬ca的na托eqUal o血e血jtofquan絨cation・

門Theseparatemaxhmmlevelfordio血S（PCDD／F）remainsappliCd］leforチtempOrarYpedod・Theproductsintendedforanlmalfeedmenlionedinpoint27ahave
toCOmplybothwiththema血ItLmleve）sfordioxinsandwlththernaxmumlevelsforthesl一mOfdioxlnSanddio血」並epCBsdtIringthattepporarypehod・

（薫事Ⅰり打eSh鮎hdiredlydehveredandusedwithoutintem－ediateproαSSingbrtheprduCtionoHeedbrhranimalsknotsubiecttotbemaximumlevek，Wl混e
maxhntlmlevelsof4，OngWHO－PCDD／Fl’EQIkgprodtLctandg，OllgWHO－PCDDIF－PCB－ⅧQ／kgproductareapp鮎ableto丘eshfishuSedforthedire’tfeeding

OrPetanhTlals，ZOOandcircusanimalS・TheprodtICtS，PrOCeSSedanimalproteinsproducedfromtheseanimals（furanimalS，Petanimals，ZOOandcircusarLimals）
CannOtenterthefoodchainandcannotbekdtofarmedanirnalswhicharekept．httenedorbredforthepro血ctionoffood：

181



4．2．2006　　［亘コ　　　　　　0爪ciaりournaloftheEuropeanUnion L32l49

㈲AnnexⅡtoDirective2002／32／ECisrepJacedbYthefollowhg：

‘Uhd由血血les血sbhCeS Pm ductsiIltended 丘）ranim 由良ed
Ad oll血肥血0Id rdative to・a Comm elllS and ad血io血‾iIlfbm tion
魅dl喝蛮u仔頑血a tm k血駅00 軋ent‾ くe．宮．na餌托d 血 相鵬onsto be

of lZ％ pe血m ed）

（1） （2） （3） ㈹

1．Dio血 5帥m orpolychlo血ated 榊　Fddma血akofpl anto咤in 0，5 ng W Ⅵ0－PCDD 拝tⅧq／ Idellti鋭C如ion of sourCe OrCOntam －
dibenzoザ郡d io裏nS　 貯CD Ds）， 雨th　 tbe　 excep如n　 or 短（＊り（＊暮り inatioll．OIICe SOllrCe is identi鮎d，
pd ycbb rh atd 　 dibenzohlr抑5 ⅦgetabIe o鮎 and thejr t）㌢ take appropdate m easures，W here
貯CDF s）e甲re SSedim 　Wo舶 producb pos曲 Ie，tO Td uce or ehm h ate
HeaIth Organisation （W HO ）

toxic equivalentも t戚昭二血e
W H O－Ⅷfs ¢0血：equivalency
払d orS，1997 （り

5011rCe OrCOntam ination．

㈲　Vegetableoilsandtheirby－ 0，5 ng W H O一K D叫トⅧq／ l（knt摘C離ion of soW ce ofcollb m －
PrOductS 短門 （桝り illation．01lCe SOurCC k identined，

take appropIi批 m eaSW eS．W be托
円弧払k，tO ■■血 旺 Or ehm inate
SOllrCe O†cor血m inatioll．

¢）鱒d　matedak　or　mineral 0 ，5 m g W H O 一打D坤珊瑚 ldenti鮎ation of soul∝ d contam －
Od卸 短門 P事り irlatiom O nce sotlrCe iS idendfied，

tike appropdate m eaSure5－Where
possぬk．to 托dtlCe OI ekm inate
source or COntam inatiom

拘　血im alfれ h cludh g m ilk fat 1 ，O ng WH O－KD叫トⅧq／ 【den也fkadon or sou托e OrCOntam －
a血 egg 如 短（攣り（糾り iIladon．0 11Ce SOt暮rCe iS identjf呈ed，

tak appropdate m easW eS，血 ere
po55血k，tO 代duα Or elim in批
SOl‡托e Of corItam inatioll．

何　0也e rla nd an i印d pro 血出 0，5 ng W H O －PCp D／トⅧq／ Iderld鮎ation or 50urCe Or COntam ＿
inchding mi 1k and mi lk

produ鵡 and e㌶S 抽d e葦
PrOducb

短門 ぐ糟り ination．O nce 501㌦℃e iS iderld鮎d，

・take appropdate m easures，¶血ere
POSS血18，tO・1℃duce or ehm in練
souK£OrCOntam inatiom

㊥　RshoiI ㌔O ng W HO 一祀DD／トⅧq／ 【n m any caS腎 祉 m ight not be
kg （＊り（琳り necessarY tO perfo rm an investi一

gation imtO the source or contam i一
mation aS the backglOund leW J h
50m e areaS 由close to or abov℃血e
・adioTllevd．However，h00SeS

w here the action levelis exceeded
all infbm lati叫 SuCh a5 －5am pIi喝
pedoも gepg 叩hical or砂n，鮎b
SPeqies etc・，Should be recorded
wi th a view tb fu ture m easures to
m a－1喝e tlle preSenCe Of dioxins
and dioxin」ike com poun血 in
these m aterialsfo ranim AlntLtrition．
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（1〉 （2） （3） ㈹

㈲ Rsh，Oth a叩血・aniふds， 1，0 mg・蜘HO－PCD D／m q／ h m any cases it m帥t noi be－
血血　producb　 and　毎」隠門 （靂桝） nece泌叩 ＿tO perb m an inve血
products w址 tbe exception gation into the　o鋤rCe Or COnbm i－
Or 鮎h od and 鮎h protein nation as tk bac短m und kⅥ：lin
bydrolysates containhg m q℃ som e ar eaS is close to or aboⅥ≡the
than 20％ht acdon kⅥさ1．Howev叫 itl Ca紀S

w here tIle aCtion leveli ee cαdd ，
au h b m ation，餌Cb as ぬnlp払g
pedd ，geO印画血l o噛 n，鮎h
SPeCies d CりmllSt be 托CO壷d
wi血a view to Rlture m eaSur鮎tO
m anage tbe presence of dio血S
and dio細山ike com poundS in
th e由matedals foranim alnutrition．

伽馳b　pr o I血　b画0桓at e s 1，75 mg W H O－PCDD揮1℃q／ ■h many cas田 it m 短ht not be
COntaining m ore tban 20％ 短P H桝り necess叩 tO perb m an hⅦSti－
ht ．gation into the sotlrCe Of contami －

m tion as・tk bac晦round leⅥさ1in

．ぬme訂eaSis close to or above the
ad ion Ievel．How℃Ver，in cas朗
whel．etheactionlevelisexceeded，
a h b nm ation，5uCh as 諭mpling
pe血d，ge喝m phical o咤in，鮎b
Sped瓜 眈C．，m St be recorded
wi th a view to hlture m eaSllreS tO
m nage tbe pr萬enCe Of diox如
and dio血一址e com poun血 in
these m aterial Sfo ranim alnlltrition．

（り　Ad血i代S belonging to tbe 0，5 喝 W H O－PCD坤珊瑚 Identi鮎ation of source of contam －
■餌nctional gm up5 0r binders 短（榊日榊り 触感on．OrKe SOu托e iS iderld鮎d，
and antLcab喝 喝entS tAke appropdate m easures，☆here

pos曲le，tO ．redllCe Or elim inate
sou托eOf co11b m血atjol】．

㊥　A d血血elk l o 噛鴫t o血e 0，5ng W HO－PCPD／FⅧq／ 出enti鮎atiol1 0f sol∬Ce OrCOlltam －
h Id onal grollp　Or　COm－毎（＊り（糊） h ation．Once soⅦ℃e iS ident誠d ，
pounds or trace elem ents b k appr叩血te m飴SureS，Whe托

possible，tO －reduce or el如血ate
50肝Ce OrCOl血minatiひれ．

：＝象

匹）Prem ixtures 0，5 ng W H O－PCDD世TE（～J

　　　、僚

Ⅲent摘cation orsollrCe OrCOntam－kg門 （粕） 血ation．011Ce SOW Ce is idell亜d ，
成e approp血te m eaSureSJ Wbere

．possiblら tO redⅧ諾 Or el血inatesource of contami nation．

（り　Com pound　　ke血gS餌侃 0，5 mg－W H O－PCD D凪Ⅷq／ Idend丘cation of5011にe Or COntam－
雨血　the　 exception　 of kg（糾）（幕洞） ＿血也on．Once sol∬Ce is ident抗d ，

良edh gs餌脆 br h r anim als， db approp血te m easur缶，Ⅴ血ere
pet fbods and kd ingstd詣 pos扇bk，tO　re血ce or e王血加はfe
b rfiSh sow ce of copb m ination．
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－（1．）
（勾 （う） （4）

（m）如血卿戯虻r鮎h． 1，75せWHd－PCD坤胡Q／ In lm叫rC舶鮎itmigbtnot♭e
Petbo由 短㍗）㍗り nece55aワtO pe血m an hⅥ血一

gationintothesourceofcontamト
na血nasthebackがOllmlkd b
someareaSbclo8etOOrabovetlle
adion levd．HowevEn h ca朗
Whe托theadonlevd i仁方Ceeded．
aIlinbmladon，S肱b as£amph喝
pe血道，ge0訂aphical or辱n，鮎h
SpeCies 氏CリmuSt be l℃COdd
withaview tohlturemeaguraStO
manage tbe pre5enCe Ordio血5
and dioxin」ike compotln血 in
the£ematd alsfofallimalnlltdtion．

2，Dio血Iib PCBS帥m orpob 伺Rd m定dakoiplanto噂爪0，35喝WHO－PCBTEq′ Ident摘cationorsou肥OrC．OIltam－
chb血よd　坤h甜カS ■（PC喝 雨血　the　exepti珊　Or 短tIり㍗り ination．Oncesou托eiSiderl也瓜ed，
e平鱒おd　h　Wodd　H閤1血 Vegetableo追sand theirby－ takeappropriate nleaSu一缶，Whe托
P巧aniSation　（WHq） to裏C prd ucts 匹∬ぬk，tO 托duαOr elimimte
叩血血吼丑叫璽血 WHO一
Ⅷ内¢0裏C印加血ncy hctom，
■‾1997くり

sou托eOtcontaminatiorI．

㈲　Ⅴ呼tableoilsandtheirby－0，5喝WHO－PCBTEqJ ldentincationof5011rCeOrCOIltam－
pt0血虹也 短（り（…） iIlatiom OllCeSOllrCeisideflti鍵d，

takeappropriate measures，Whαe
POSSibJe，tO reduce or eJiminate
sollfCeOrCOn払minatiotl．

¢）托d　m盆tedak　or　mineml 0，粥ngWHO－PC8－Ⅷq／ 【血nti鮎ationorsoumeOfco11bm－
Origin kg門（…） inatiom OllCeSOurCeisidend鮪ed，

takeapprop血temeasureもWbere
po5Sible，tO 陀duce or ehmhate
50u托eOrCOntaminatiofl．

（d）AnimaHit，hcludingnlil上知 0，75ngWHO－PC8－11Eq／ fde血鮎ationor50u托eOrCOmhm－
andegght kg（＊りぐ＊り ination．Oncesotlr∝k ide胱鮎d，

takeapp－甲山temeasllreS，Wもere
possible，tO reduce oreliminate
50u托eOrCOrltamination．

伺　Otberlandanimalpro如ds 0，3～ngWH0⊥PCBJ陀qノ ldetlt摘cationorsourceorcontam一
inchding　m此　and　milk 短（＊り（半群り ination．Ol】CeSOll代eiSidentified，
pro血ctsand．eggSand eg takeapp－Opdate meastlreS，WbeTe
PrOducts posSぬIe，tO －edlユCe Or eliTninate

sollrCeOrC．Ontamination．
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川 （か （3） （4〉

の 】馳L d 14，0 ng W H d－PC8元Q／ h m ァca鮎 it m妙t nof be
短（巧く糊） ne‘eSSay tO perb m an iⅣ陀StL

gation into tlle O皿rCe O†contam i－
na也on as the bac短m und kⅥ三l in
甜m e a托心血clo鋸tO Orab w the
acdon leⅥさ1．H o昭 r，in ca紀S
where血e action levdlis ∝Ceedd ，
劇 h b m a触れ，犯Ch as ぬm p蝕g

pedd ，geOgm ph cal ori如，鮎h
坤∝恕i d c．，m uSt be I∝0血 d
wi血a 扇ew to h伽re m ea飢lreS tO
m ana鮮 血e pfe5enCe Or di皿山S
and dio血」汰e com pounゐ in
血e由m ate膏血払ranim alnutdtion．

勧 】馳h，Otber a甲atic anim ds，2，5 喝 W H O－PC8－Ⅷq／ b m a叩 CaSeS it m igbt mot bt
止血　p r o 山蕗　a n d 　吋 短門 （糊） nece泌ay tO perb m an inv頭i－
produd s w血 tbe eⅨep血n gation into the source 0 0のnb m i－
Of 鮎b o鑓a鵬 鮎b prot血 ¶adon as 血e bac短roulld leYeIin
h河ro桓ates cont血h g m o托 幻m e a托おk close to or aboⅥさthe
血ar120％h t ad ion lel℃I．H oW W ち ill Ca光S

where 血e acdon l印eli 亡兄Ceedd ，
劇 h b nnation，m Ch as 泊m pling

pd d ，g∝智m Phical ori如．触 ■
Sp∝ies dc・，m 個t be 托COd ed
witb a 而ew to h血re m easqr飴tO
m anage 血e pr鎚enCe Of dioxh s
and dio血一址e com pounds in
血e沈m aterialsb ran血alnl距iti0m．

伽　Fish　protein　h河山桓ates 7，0 喝 W H O－PCB－Ⅷq／ h m卸y Ca光S it m 短ht not be
CO舶血叫g m ore than 20％ 短門 （柵り nece㍊aγ tO perb m an inⅥ到ト
－h t gation into th e scrurce of contam i，

nation as 也e bac短m und Ievel in
幻m e areaS isclose to ol above tbe
actioIl level．How evEr，in cases
where the－ad ioIl levelis exceedd ，
aⅡh b m 鵬on，m d 虞S Sam plihg
p血 d 平野 phical o噸n，旭
Sp∝ies etcり m uSt be r∝Or血d －
W地目日加w to 魚lu re m ea5uIぴtO
m ahage the prぴenCe Or dio血S、
祖d dioxb一敗e com poundS in
血朗e m aterialS b raIlim alnu血tb m

　 一一凄

仲　Additiyesklongjngtd也e 0，5 喝 W H O－PCB－Ⅷqノ Ident摘cation ofsow ce or－COntam－
h ncdonal groups of bin血rs 短門 （糊） ina也Dn．Once 50W Ce is identi負由，
ahd anti一也kh g 喝n也 h ke appropriate IneaSureS，Where

possibk，tO reduce or el血h ate
50tIにe Or COr血m inatioIl．

¢）A dditives　belonging to th e‾0，35 ng W HO－PCB⊥Ⅷq／ Identification ofsource of contam一
皿Ctiohal group　or　com－短門 （椚） ination．O nce－SOurCe is identiGed，
pounds ortrace elem ents take appropriate m easuresI W here

0感ble，tO rd uce or e】加inate
ふDurCe OrCOntam ination．
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（1） （2） （3） （4）

（k）‾prm ix餌r鵡 0，3～町WHO二pcB一ⅦQJ

短㌣）ぐ－り

Identincation or50urCeOFCOntam－

血血0m Once5011rCe isideIlti鮎d．

take appTOprlate mea5u－eS，Where

pos曲k，tO re血ce o－ehminate
olはCeOr。Onbmination．

仰　ぐompollnd　　 触感喝ぬ1脆，0，～ngWHO－PC8TEq／ ldentificatbn orsourceorco】1也m－

雨tb tbe exception of

kedil唱或漉 brh・animak，

、pet bd s and 旭如鮮u亀bI鮎b■

短円く半群り ination．Oncesoum isideflti鮎d，

take appropriate mea5ureS，Where

poS曲Ie，tO 陀duce or eljminate

SOllrCeOrCOntamination．

輌触dingStu脆扁r触． 3，5ngW HO－PCB－Ⅷq／ 血，汀仏叩CaSeS 址might not be
petbodi 短㌣）F攣り neceS免ワtO perbm an invびtト

gationinb thesourceorconbmト

nation as thebackgrotmd levelin

someareaSiscloseto 。rabove血e

adiofl le叩1．HoweveL h ca朗

wheretbeactiotlle僅1由exceeded，

allinbm ation，SuCh 鮎SanlP血g

pedod，ge喝rapbical or砂n，鮎b

SPeCies etcりmuSt ＿be recorded

withaview to htu托meaSWe5tO

man喝e tbe pr缶enCe Of 血血 s

and dioxin－like 00 mpOumds in
thesematerialstbranimd ntltrition．

（り　WHO－TEFsLbrhuzrundikassessmentbasedontheCOnChlSionsofthewoddHea］thOrganisationrrleetinginStockholm，S駅den，15－1gJu舵1997（VandehBe7％

etal．，（199g）ToxicE叫ivalentyFhctors汀ER〉forpcBs，PCDDs，PCDFsforfhmazISaJldforWlldliLt・EnvironmentalHeahhperspectives，106（12），775）L

C o n g餓併 T許 Ⅵlk C o n g鮪 打 T E F 鴨Il蛤

p 仏画 n g 伊 （刀 か 可

1

一助 状血－lik ■J P Cあぶ

0 ，0 0 0 1

2．3 ．7，8－T C D D
N 帥 づ祀h H 円：鮎 ＋ M b IH卜血 相 J

N d lト○托b P C 8 g

P C B 7 7

1 ，2，3，7，㌻ 托 C D D l

l 診，′丸 7 ，S ・H x C D D 0，1

1 ，2，3人 7 ふ H x C D D 0，1

1 ふ き．7，8㌔，9 －H x C D D 0，1 P C B 8 1 0 ，0 0 0 1

1，2，3，4，仇7 ，8 －H p C D D 0，0 1 P C B l 2 6 0 ，1

O C D D

かね即 妙 n 細 伊 の 】叫

2，3，7，8－T C D f

0 ，0 0 0 1

0，1

P C B 1 6 9

M o W 一仰 血 ‖ ℃ 鮎

P C B l O ～

0 ，0 1

0，0 0 0 1
1 ．2 ，3，7ふ 馳 C D f 0，0 タ

2 ，3，4 ．7 ，8 ・I C D f 0，5 P C B l 1 4 0 ，0 0 0 5

1 ふ 3，4，7 ふ H x C D f： 仇l P C B l 1 8　 ■ 0 ，0 0 0 1

1 ，乙 3，6，7，8 －H x C D f・ 0，1
P C 8 1 2 3 0，0 0 0 1

l A 3、7息 9 －H x C D F 0，1
P C B l～6 0，0 0 0 5

2 ，3，4，6，7 ふ モ奴 C D I： 0，1

P C B 1 5 7 0 ，0 0 0 5
1 ，2 ，3ナ4，も7 ．8－H p C D r 　 ー 0，0 1

1 ，2 ，3．4，7息射H p C D f 0，0 1
頂 1 6 7 0 ，0 0 0 0 1

0 ‾C D f； 0，0 0 0 1 P C tさ 1 8 9 0 ，0 0 0 1

Abbre血加郎リ5edγ；他職‘肘云p狐は健三h飽：Ⅵp■；bep恥骨－ご0ぬ；“皿ロー＝血brodibenm血血■‘CDP；d血id如蛇0知明”CB”土d血相bipbe押し
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鮎aぬnareeq血lb血elimitofqulllHkatiom
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Dioxins，furansandPCBsbob）ChlorinatedbQhefV）叫areagroppoftoxicand

PerSistentchemicalswhosee脆ct50nhumanhealthahdontheenvlrOnmentinclude
dermaltoxicity，immunotoxicity，rePrOductivee脆ctsandteratogenicity，endocrine
disruPting effbcts and carcinogenicity．Anincreasein the presencein the
environmentofthesesubstancescoupledwithseveralaccidents（Yusho（Japan），Yu－

Cheng（Taiwan），Seveso（Italy），Belgium）havetriggered′adeepconcemfromthe

intemational community　for their reduction and control・Moreover，thereis

COnSiderablepublic，SCienti丘Candregulatoryconcemoverthenegativee脆ctson

humanhealthandontheenvironmentoflong－termeXPOSuretOeVenthesmallest
amountSOfdioxinsandPCBs．

OverthepasttwodecadestheCommissionhasproposedwideranglnglegislation

aimedatdirectlyorindirectlyreducingthe release ofthese compoundsintothe
environment，Withtheo句ectiveofreducinghumanexposureandprotectinghuman

healthandtheenvironment．Recentexposuredatashowthatmeasuresintroducedto

controldioxin releases have resultedin a substantialreductioninintake ofthese

compounds：levelsinhumansaredecreaslngSincethemideighties・Since1995this

tendencyislevellingout，eVenSlightlynslnglevelshavebeenobserved・

Thereisapresslngneedforfurtheractiontoavoidenvironmentalandadversehealth

ef托cts録omdioxinsandPCBs，because：

・Bioaccumuldtion由conlinutt哲alongthetr岬hiccha加andreleasesgoon丘om

landm1S，POllutedsoilsorsediments．Thesharpdecreaseof“backgroundlevels”

intheenvironmentinthelast20yearswillprobablynotberepeatedinthecomlng

decades．

●　7Ⅵe taxic prLPeYties seem10　hLive been　〟nderestimaLed and new

epidemiologlCal，tOXicologicalandmechmisticdatahaveemergedinparticular
WithrespecttoneゲrOdkvelqpmentaLYq，rOductiveand◆e坤Crineq脾cLs，Which

indicate that dioxlnSand some PCBs have a broaderimpact on health than

previously assumed，eVenin verylow doses andin particular on the most

vulnerablegroupslikebreast－ftdinfahtsandthefoetus，Whichisdirectlyexposed

tortheaccumulatedmatemalbodyburdens・

●　7伽成血Wg甲，0g〟rgわ成躍如∫α〃d成肪わー胱gpCβ∫αCgg血伽拘わr〝肋
l作β坤加わ如け叩OrJ如7bわrα抽伽砂血加点grTpか♪r〟Cの〃∫肋和地
partげtheEuYLPeanPLPuhziion：theScientincCommitteeonFood（SCF）ofthe
EUadoptedon30May2001anOPlnionontheRiskAssessmentofdioxinsand
dioxin－likePCBsinfood．TheCommitteeestablishedagroupTWIfordioxins

anddioxin－likePCBsof14pgToxicEquivalent（WHO－TEQ）此gbodyweight・

ThisTWIisinlinewiththeprovisionalToleral）leMonthlyIntakeof70pg／kg

bodyweight／month established bytheJoint FAO／WHO Expert Committee on

FoodAdditives（JECFA）atits丘氏y－SeVenthmeeting（Rome，5－14June2001）and
concurs with thelower end ofthe range TDIof1－4pgWHO－TEQ／kgbody
Weight，eStablishedbytheWorldHealthOrganisation（WHO）Consultationin

1998・Representativerecentdietaryintakedataindicatethattheaveragedietary
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intakesofdioxinsanddioxin－likePCBsintheEUisintherangeofl．2－3pg／kg
bodyweightand day which means that a considerable part ofthe European

POPulationwouldstillexceedtheTWIorTDI．

●　7Ⅵg g〟r呼g〝〃Cb研削〟〃砂加古α叩〟かgd甲だ仰〃古物αJわ即妙ふgc〃朋吻〟

C〃〃か〟ぐ如p〝坤わざ卯〝〝Jc〃〃γ〝fJわ那加助β。伽〟q／加わα〃dPCβ¢eg4．刀．

●乃gg〃ね曙珊g〃′げ伽助叩β〟〃肋わ〃わあ血血dcc郎βや〃α〝〃かJ田虫
Hkeb，tOincreaseiheave呼叩OS〃reinEtLIndeed，theaccess10nCOuntriesare
likely to produce higher emissions thanthe EU at the present time through
VariationinlegislationandduetothevastabundanCerOfwomindustrialplantS．

They are probably・high contributors to the total dioxin emissionsintothe

EuropeanEnvironment．ThisputsanemPhasisontheneedtoensurecompliance
WiththerelevantenvironmentalacqulSintheAccessionCountries．

Inviewofthegeneralconcemandthenewelementsthathavebeendescribed，ithas

beendeemednecessarytOdevelopaComrrrunityStrategyfordioxinsandPCBs．The

CommissionhasthereforeadoptedthisstrategylnOrdertosecurebetterprotectionof
humanhealthandoftheenvironmentfromtheef托ctsofdioxinsandPCBs．

ThescopeofthisStrategywillcoverthepob｝ChlorinateddibenzodioxinsPCDDD
COmmOnlykn0wnaS dioxins，POかchk）rinateddibenz（拘rans PCD釣）commonly

knownasfuranSandpobJChlorinatedbQhefVJLsPCBD・Asa．wayofsimplincation，

throughoutthedocument，theworddioxinwillcomprisedioxlnSandfurans．Among

the・PCBs，intermoftoxicity，SPeCialattentionwillbegiventoasmallgroupofso

calledqdioxin－likePCBsDJwhichexhibitdioxin－liketoxicity・

OBJECTIVESOFTHESTRATEGY

Theo句ectivesofthestrategyare：

●　tOaSSeSSthecurrentstateoftheenvironmentandtheecosystem；

●　tOreducelmmanexposuretodioxinsandPCBsintheshort－termandtomaintain

humanexposureatSaftlevelsinthemediumtolongtem；

●　tOreduceenvironmentaleffbctsfiomdioxinsandPCBs．

Thequantitativeobjectiveis：

・tOreducehumanintakelevelsbelow14picogramSWHO－TEQperkgbodyweight

PerWeek

PamelythosewithnochlorineintheorthopositionsFcqplanarPCB）Orthosewithonlyonechlorine
lnOneOfthefourorthopositions（＝mOn0－0rthochlorinatedPCB）
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3． THEPROBLEMOFDIOXINSANDPCBs

3．1．　Chemicalproperties，SOurCeSandpathways

Dioxins，furansandPCBsare30fthe12UNEPintemationallyrecognisedPersistent

OrganicPollutants（POPs）・POPsareorganiccompQuPdsofntainlyanthropogenic

Originwhicharecharacterizedbytheirlipophilicity，Semi－VOlatilityandresistanceto

degradation．These characteristics pre－dispose these substances tolong

environmentalpersistenceandtolong－rangetranSPOrt．Theyarealsoknownfortheir
abilityto biomagnifyandbioconcentrate undertypicalenvironmentalconditions，
therebypotentiallyachievingtoxicologicallyrelevant COnCentrations．Due totheir

toxic characteristics they pose q threat to humans and to the environment．Itis

importanttohighlightthatdioxinsandPCBshavesimilarchemicalpropertiesand

hazardous characteristics but the sources of releases are diffbrent．Therefore an

e脆ctive approachto controlling and reducing theirreleaseinto the environment
Shouldaddressbothofthem，buttakingintoaccountthedifEbrences：

Dioxins areformed essentially as u〃inおntionalわ，TPrOductsin a number of

Chemical processes as well asin almost every combustion process．Soils and

SedimentsareimportantreservOirsourcesglVenthepersistenceofthesepollutantsin
theenvironment．Themostimportantrouteforhumanexposuretodioxinsis♪od

COnSuTTPtion，COntributingformorethan90％oftotalexposure，Ofwhichproducts

Of貢Sh and other animalorlgln aCCOuntfor approximately80％ofthe overall

eXPOSure・

PCBs，and thatis the main di脆rence with dioxins，areinientiona砂produced
Chemicals，thatweremanufacturedfordecadesbeforethebaninmarketinganduse

WaSadoptedin1985duetotheirreproductivetoxicityandbio－aCCumulativeef臨cts．

Themainpartoftheseproducts，Whichareverypersistentandbioaccumulableinfat

Ofbiota，isnow spreadinsoils，Sediments andinthewhole aquatic environment

（Hhistoricalpollution’■）．There are two types ofuses ofPCBs：1）Closeduses：

dielectricfluidsin electrical equlPment．From these uses，the main sources of

releasesare：leakage，fires，aCCidents，illegaldumpingandinadequatedisposal．2）

Openuses：aSPeSticideextenders，flameretardants，Sealants，Paints，…Fromthese

uses the main sources ofreleases are：landnlling，mlgration，air emissions ffom

evaporation．Otherless slgnincant sources are wasteincineration，SeWage Sludge

applicationtoland，COmbustionofwaste oils，aSWellasPCBreservOirs，SuChas
marineandriversedimentsandharboursludges．

The factthatdioxins are more toxic thanPCBs，butthatthe quantities ofPCBs

releasedtotheenvironmentareseveraltimeshigherhastobetakenintoaccount．

3．2．　　Humanhealtheffbcts

Anumberoftypesofcancer，aSWellastotalcancerincidence，havebeenrelatedto

TCCidentalandoccupationalexposuretodioxins（mostlyTCDD2）・haddition，an
lnCreaSed prevalence of diabetes andincreased mortality due to diabetes and

Cardiovasculardiseaseshavebeenreported．Inchildrenexposedtodioxins and／or

PCBsinutero，effectsonneurodevelopment，neurObehaviourandeffbctsonthyroid

2，3，7，8－tetraChlorodibenzo－P－dioxin
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hormOneStatuShavebeenobservedatexpostuesatornearbackgroundlevels．At

higherexposures，due to accidentaland occupationalexposure，Children exposed

transplacentallytoPCBsanddioxinsshowskindefbcts（SuChaschloracne），tOOth
mineralisationdefects，developmentaldelays，behaviourdisorders，decreaseinpenile

lengthatpuberty，reducedheightamonggirlsatpubeれyandhearingloss．Ashiftin

SeXratiotowardsfemaleshasbeenobservedatthe Seyeso site＿＿Whenfathers were

exposedtoTCDD．Humans，Seabirdsandaqtlaticmammalsarepri0ritytargetsand

Victims，aStheyareattheendoftheaquatictrophicchainoftheseproductswhich

bioaccumulatein animalfat．Although dioxinisknown as ahuman carCinogen，
Cancerisnot consideredtobethe criticalef托ctforthe derivationofthe Tolerable

Intake．The critical ef托cts are neurobehavioral cha血ges，endometriosis and

immunOSuPPreSSion．PCBs are classined as probable human carcinogens and

PrOduce a wide spectrum Ofadverse effectsin animals，including reproductive

toxicity，immunotoxicityandcarcinogenicity．

3．3．　Ecotoxicology

A wide range oftoxicologicalef托cts has been observedinwildlifeexposed to

dioxinsintheirenvironment．Theyrange駐omchronictoacuteandincludereduction

in reproductive success，grOWth defbcts，immunotoxicity and carcinogenicity．
However，OutSidethelaboratory，ithasnotoftenbeenpossibletodemonstrateaclear

CauSe／e脆ctrelationshipbetweentheobservedefftctsandtheexposuretodioxins．

Earlylifbstages（egg？，embryos，larvalstages）ofmostspeciesstudiedtendtobe
mostsensitivetodioxlntOXicity，becausethechemicalsactonanumberofsystems

important to growthand development，SuCh as Vitamin A and sex hormOne
metabolism．

PROGRESSINADDRESSINGTREPROBLEM

Achievements

Accordingtothe”EuropeanDioxinEmissionInventory，StageIIH（LUA－NRW3，

2001），launched by the Commission，COnSiderableimprovement of the general

Situationconcemlngemissionstoairduringthelastdecadehasoccurredwhichis

due to comprehensive abatement measures carried outin the mostindustrialised

MemberStates．Thisimprovementisreflectedbydecreaslngdioxinconcentrationsin

ambientair and declining depositions．Furthermore，the above一mentioned report

assessed the emission trend1985－2005　and　foresees that　for thoseindLStrial

PrOCeSSeS Which＿月re COnSidered as the most relevant emission sources a90％

reductionofdioxinemissionstoairwi11benearlyrealisedin2005．Thisistoalarge

Partduetothe successesregardingparticularemissionsourceswhichalreadyby

1985／1990weretargetofactivedioxin－abatementpolicy．In1985dioxinemissions

fromindustrialsourcesrepresented77％ofthetotal（industrial＋non－industrial）

dioxinemissions．

Inordertogetaclearerinsightandtobeabletoaddresstheprobleminanefncient

WaytheCommissionhas鎖nancedseveralstudies（Amex2）andhasproposeda

LandesumweltamtNordrhein－Westfalen
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numberofDir・eCtives（Amexl）whichreducethereleasesofdioxinsandPCBsinto
theenvironmentthereby reducinghumanexposuretothesecompounds：

□　Wasteincineration

In1989，forthefirsttimetheEUadoptedlegislationtoreducedioxinemissionsfiom

器誤慧慧慧禁監禁器霊謡霊霊憲慧詣隷
EAPtheDirective94／67／EContheincinerationofhazardouswastehasbeenadded：

forthe丘rsttimeanemissionlimitvaluerEエりwassetatCommunitylevel．Inview

Oftheimportance of wasteincineration as a source of dioxin emissions，the

Commission has proposed a new Directive oninCineration ofwaste which will

becomeapplicabletoexistingplantsinsummer2005．Thisnewdirectivewhichsets

anBWjbrallwasteincineratoTTaimstoreduceasfar警POSSiblenegativeefftcts
Ontheenvironmentcausedbytheincinerationandco－inclnerationofwasteandalso

targetStheincinerationofnon－hazardouswaste，Which wasoncethelargestsource

Ofemissionsofdioxinsintotheatmosphere．ThedominantsourceofdioxinSinthe

EUhastraditionallybeenuncontrolledwasteincineration．TheDirectivesonwaste

incinerationensurethatthiswillnolongerbethecase．

EIIntegratedPollutionPreventionandControl（IPPC）

Otherrelevantindustrialsectors that generate dioxins are covered bytheIPPC

DirectiveandtheBREFs4addressdioxinsexplicitly，glVlngClearindicationson

achievableELVs・TheDirectiveisan“integrated”（ie，Simultane？uslyaddressingall

environPentalmedia－air・Water・SOil）approachtoindustrialemlSSion．control，SuCh

asdioxlnemissions．AllinstallationscoveredbyAnnexIoftheDirectlVe，including

installationswithdioxinemissionpotentialsarerequiredtoobtainapermitfromthe

authoritiesintheEUcountries．ThepermitsmustbebasedontheconceptofBest

Available乃chniques（BAT）andmustincludeELVsforcertainpollutantssuchas

dioxins．The Directive providesforthe set－uP Ofa EuropeanPollutant Emission

Register，Whichisamonitonngandharmonizationmechanismdesignedtocollate

andpublish everythree yearsaninventory ofthe pnncIPalindustrialemissions，

includingdioxinemissionstotheairandtheirsources．ExistlnglnStal1ationshaveto

COmPlybyOctober2007．

0　TheSevesoDirectivesoJ）thecontrolofmaJOr－aCCidenthazards

TheSevesoDirectivesareofcriticalsignincancefortheprotectionofcommunities

inthesurroundingsofrelevantinstallations，andseektoavoidseriousaccidentssuch

as the Seveso catastrophein1976．Directive　96／82／EC，rePlacing Directive

82／501／EEC，aimsatthepreventionofm叫Or－aCCidenthazardsinvoIvingdangerous

Substancessuchasdioxinsandsecondly，aSaCCidentsstillcontinuetooccur，itaims

atthelimitationoftheconsequencesofsuchaccidents．

□　Releasestowater

Directive76／464／EEC establishesthe fiameworkforlaylng down emissionlimit

Values and environmentalquality standards at EUlevelfor certain categories of

Substances，including dioxins and PCBs．The Water Framework Directive

BestAvailableTeclmiquesRefbrencedocuments
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2000／60／ECintegrated the provisionsunder76／464／EEC and providesfor the

PrOgreSSivereductionorcessationofdischarges，emissionsandlossesofpollutants

towater．

ロ　Restrictionsonmarketinganduseofchemicals：

In1985，the‾use ofPCBsandPCTs was barmedthrough Directive85／467／EEC

relatingtorestrictionsonthemarketinganduseofcertaindangerOuSSubstancesand

PreParations．

ロ　SIlipmentanddisposalofPCB－COntainingwaste

AlthoughPCBsanddioxinsareidentiBeda苧ahazardouswasteinCounCilDirective

91／689／EECtheCommissionhasrecognisedtheneedforadditionallegislationon

thedisposalofPCB－COntalnlngWaSte，andhasintroducedsuchlegislation：Council

Directive75／439／EEConthedisposalofwasteoilssetamaximumlimitof50ppm

forthePCBcontentofregeneratedoiloroilusedasfuel．TheCouncilRegulation

（EEC）No259／93setsstrictcontroIproceduresfortheshipmentofPCB－COntaining
WaSte，tO aVOid theirillegaldumping．A spec摘c Directive（96／59／EC）for the

disposalofPCBsandPCTsaimsatdisposlngCOmPletelyofPCBsandequlpment

COntainlngPCBsassoonaspossible，andforbigequlPmentbeforetheendof2010．

ThisDirectivesetstherequlrementSforanenvironmentallysounddisposalofPCBs．
MemberStateshavetomakeaninventoryofbigequlPmentCOntainlngPCBs，have

toadoptaplanfordisposalofinventoriedequlPment，andoutlinesforcollectionand

disposalofnoninventoriedequipment（SmallelectriCalequipmentveryoftenpresent

inhouseholdapplianCeSmanufacturedbeforethebanOnPrOductionofPCBs）．The

PrOPOSalforaDirectiveonWaste録omElectricandElectronicEquipment，Whichis

nowbeingdiscussedbyCounCilandtheEuropeanParliament，Willcertainlyhavea

StrOnglmPaCt Onthe separate COllection and environmentally sound disposalof

electrical equlPment COntainlng PCBs，aSit containsaneXPlicit obligation of

SegregationofthehazardouscomponentsofelectricandelectronicequlPmentbefore

anysubsequenttreatmentisapplied．TheDirectiveonLandnllofWaste（99／31／EC）

hasresultedinaslgni銭cantchangeinthevolumeandnatureofwasteacceptedat

Europe’slandmlsites．Ithas alsoled toimprovementsin design and operatlng

Standards，aSWellasintheaRercareofnewandexistlnglandmls．Thereforeitshould

achieveaslgniBcantdecreaseinthereleasesofPCBsinlandmls．

E］Animalnutrition

Asaconsequence∴Oftwocontaminationincidentsintheanimalfbedsector（citruS

Pulp pelletsfrom Brazil with high dioxin contaminationin1998and highly

COntaminatedkaoliniticclay打omcertainminesin1999）maximumlimitshavebeen

establishedfordioxinsincitruSPulppelletsandkaoliniticclay．

4．2．　Internationalapproach

Theintemationalcommunityhas calledforufgentglobalactions to reduce and

eliminate the release ofdioxins and PCBs．Therefore the Commission actively

ParticipatesinanumberofrelevaniinteYnadonalacdviiies，Ofwhichthefbllowlng

areparticularlyworthmentionlng：
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－the1990declarationadoptedbytheNorthSeaCoJ痴renceundertaking，interalia，
70％reductionsofchlorinateddioxins；

－therevisedProtocoloftheBarcelonaConventionfortheprotectionofthewaters

oftheMediterraneanfromland－basedsources，Wheredioxinsareincludedinthe

listofsubstancestobecontrolled；

－TheJointt爪官CWTmO－ECEH5TbskFbrceonHealthA甲eCLsqfLong－Range
nansboundb7y Air Pollution organised meetlngSin order toinitiate the

PreParationoftheassessmentonhealthrisksofPOPs仕omLRTAP；

－aneWeXChang？QfletteTTbetweentheCommねsionandthe fmOhasbeen
nnalisedbeginnlng Of2000to strengthen andintensifytheframework ofcoq

OPeration．During the EC／WHO seminarOn C0－0Peration on environment and
healthissues（BruSSels，September2000）WHOandtheECdiscussedpossible

futurec0－0PerationintheneldofdioxinsandPCBsanddecisionswerereached

onconcreteactions．

TheEuropeanCommunityisalsoaCbntraciil曙Pa坤toseverulCbnvendonswith

regardtodioxinsandPCBs：

－TheBaselConventionis designedto controlthe transboundarymovements of

hazardouswasteandtheirdisposal．PCBsanddioxinsareclassinedashazardous

－theO脚月払〃Ve〃如乃♪r伽pmねC血刀げ伽∽αr加e空r？〝me〝Jげ血仰rみ
eastAtlanticagreedin19980ntheobjectivetoceaseemlSSlOn，dischargesand

losses ofhazardous substances by2020in order to achieve“close to zero”

COnCentrationsofcompoundssuchasdioxins／PCBsinthemarineenvironment・

一丁lle C川汀川Jん〃り／JJ力JJり仙・（・／／りJ＝イJ／J′〃川〟・ん付し椚止り川肌一／J／イ／わく′β‘Jわん・ふ，‘J

Area：thecontractlngPartiesdeclaretoprohibit，tOtallyorpartially，theuseof
PCBsintheBalticSeaanditscatchmentareas．

－Theと澗CgPOmProわCOJわ娩e Co〃Ve〃血刀0〃エ0〃g一助〝ge乃Ⅵ〃∫ゐ0〟〃ゐヮ

AirPollution，SlgnedbytheEUinAarhusinJune1998，aims to controland

reducetheemissionsofanuplberofPOPswhichrequlrethemosturgentaction，
suchasdioxinsandPCBs．

－theStockhol讐＿Convention（POPsConventio可，SignedbytheEUinMay2001in
stockholm，aihlStOreducethetotalreleaseofdioxins，furansandPCBs，Withthe　－裔＝

goaloftheircontinulngminimizationand，Wherefeasible，ultimateelimination・

4．3．　Gaps

Although alot of progress has been achievedin reducing the releases of

dioxins／PCBsintheenvironment，thefollowlngfactshavebeenstated：

UnitedNations Economic CommissionforEurope／World HealthOrganisation－EuropeanCentrefor
EnvironmentandHealth
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●　乃gね曙g′gg′加助g5助朗pw甜〃〃′あg〝C肋γgd：鉛rtheg〝血かわ′∫0〟rCe∫a

COnSiderableemissionreductionhasbeenattained（basedoncurrenttrendsand

activitiesitisforeseenthatthetargetsetinthe5thEAPofa90％reductionwill
benearlyrealisedin2005comparedtothelevelsin1985）BUT，forthenon－

indiLStrialsources（domestic solidfuelburning，domesticwastebuming，丘res，

etc・・）the＿rate Ofemission redyctionis。muChlower・The relation between

industrialandnon－industrialsourcesisshiftingtowardsgrowlnglmPOrtanCeOf

non－industrialsourCeS．

lMilliontonsofPCBshavebeenproducedandusedduringthe20thcenturyuntil
theirbanin1985．Themainpartoftheseproducts，Whicharehighlyresistantto

degradation（＞30yearS）andbioaccumulablein fat ofbiota，is now spreadin

SOils，Sedimentsandthewholeaquaticecosystem（，肋tol・icalpoHudon，）．

・Muchequq，mentandmaterialcontain吻PCBswillbereachinginthecomlng
years，iftheyhavenotdonesoyet，theirwastest昭e，andacorrectdisposalhasto
beensuredtoavoidadditionalreleasesintheenvironment．

Therefore，andincombinationwiththenewelementsdescribedintheintroduction，

thereisaneedtofurtheraddresstheprobleminordertoprotecthumanhealth．To

reducehumanintakeitisimportanttoreducethelevelsinthejbokhainbecause
foOdconsumptionisthemostimportantrouteforhuman．exposure（90％oftotal

exposure）．ThemostefBcientwaytoreducethelevelsinthefoodchainistoreduce
thecontaminationintheenvironment．Thisshouldbedoneby：

1）avoiding”newreleases”intheenvironment；

2）addressing一■historicalpollutionr．．

Inordertorealisethistherenlaiminggapshavebeenidentifiedonthebasisofwhich

an action plan has to be developed．These gaps can be classinedin gapsin

knowledge，gaPSinlegislation and gapsinimplementation of Community
legislation．

ロ　叫ぶ加点〃〃相加JなどJ

Sourcesand加ventoYies：regardingtheemissionsourcesdatagap琴Stillexistcauslng
COnSiderableuncertainties oftheemissionestimates．TheInventoryofreleasesto

landandwaterisnotcomplete：furtherresearchanddatacollectionisneededto

Verifythescale＿Qrreleases丘omthesourcesectorswhichhaveahighpotentialfor

release．

EmiksionsinLheAccessionCb〟ntries：importantdioxinandPCBsourcesshouldbe

identi丘edintheAccessionCountries，Whichmaybehighcontributorstothetotal

dioxinandPCBemissionsintotheEuropeanenvironment，

Moniior吻PrqgrammeSShouldbedevelopedinordertocontroIcompliancewith
existinglegislationand to monitor the e脆cts ofthis strategy，the state ofthe
environmentandthetrends．Theseprogrammeswillbeessentialinordertofurther

identifymeasures．
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MeasuYementmeihodsandstanddYds：aneCeSSaryCOnditionforef托ctivecontrol

andmonitoringmechanismsistheavailabilityofappropriatemeasurementmethods

andthe comparability ofdata．Atpresent，methodsfor analyses ofdioxins and

dioxin－likePCBsareexpensiveandslow．Thereforelow－COStandfastmethOdshave

tobedevelopedallowlngtOanalyseinroutinelymanneragreatnumberofsamples

andtoprovidequick，Cheap，andreliableresultsonthepresenceofthosecompounds
intheenvironment，feedandfood．horderto‘obtaincomparable，COnSistent，reliable

andhighqualitymeasurementresultsitisnecessarytoimplementa－highquality

measurementstandardatCommunitylevel．

Dioxin－HkePCBs：meaSurementPrOgramSPerformedinthepastfbcusedmostlyon
dioxins．Yetavarietyofothercompoundsprobablyhavingsimilaradversehealth

e脆ctshavebeenidentined，theso－Calleddioxin－likePCBs．Theavailabledatabaseis
insuffiCienttoassessthecurrentsituationwithrespecttodioxin－likePCBs．Therefore

theCommissionrecentlylaunchedastudytocollectinformationonconcentrations

Ofdioxin－likePCBsinfood，fbedandinenvironmentalsamplesacrossEurope．

RLskAssessment：theEuroppanScientincCommitteeonAnimalNutrition（SCAN）
adoptedanoplnlOnOn“DioxlnSinFeed”on6／11／2000andtheScientiRcCommittee

OnFood（SCF）adoptedanopinionon“RiskAssessmentofdioxinsanddioxin－1ike

PCBsinFood”on22／11／2000．TheSCFupdateditsoplnionon30／5／2001basedon

newscientincinformationavai1ablesincetheadoptionoftheSCFoplnionof22nd
November2000．However，forthenondioxin－like（′’classical′′or”non－CqPlanar’ソ

PCBswhichhaveanothertoxicologicalpronle，Whichcirculatemoreeasilythrough

musclesandbloodanda舵ctdirectlythenervOuSSyStemandbraindevelopment
（namelyforfoetus and young Children）and which could be several orders of

magnitudemoreconcentratedthandioxinsinaquaticbiotasuchas鎖Shandshellfish

ariskassessmentshouldbecarriedout．

PubHcifdbrmationisneededtoinformthepublic，tOallaypublicconcem，tOraise

awarenessabouttherisksassociatedwithexposuretothesecompoundsandabout
theroletheyhavetoplaytopreventfurthercontaminationoftheenvironment．Itis

alsoimportanttoallow（（Selfidentincation〉〉Ofat－riskgroups．

FuYtherl・eSearChisneededonenvironmentalfateandtransport，eCOtOXicologyand

human health，agrOfoOdindustry，SOurCeinventories，analytical aspects，

decontaminationmeasuresandmonitoring．Themostimportantgapsinknowledge

COnCem：1）tran垂r and ddahtion processes（a better understandingand
quantincationofthefundamentaltransfbrprocessesbywhich dioxinsandPCBs

movebetween－the．dif托rentenvironmentalmediaandofthedegradationprocesses

OCCumingwithinthesemediaisneeded）；2）bio－aCCumulationandbio一magnyication

PrOCeSST；3）dbmedcincineralion Qfwood（thereis aninformation dencit
COnCemlngtheamountandthecompositionofwoodenfuelsusedforroomheating

andcookingpurposes）；4）reservoirsources（thecontributiontohumanexposure，the
behaviour　and degradation processes and decontamination methods requlre

examination）；5）qpen usesQfPCBs；6）carl7－OVerrateSandtrandbrf7CtOTTfor

dioxinsandPCBs舟omsoilandfeedtoanimaltissuesandproducts（milk，eggS）．

□　G叩Ig加J曙由加わ〃J

上曙由加わ〃加〃r‘おrわ〟〝ffJα〃dcO〃／川J助eprggg〃Cgq／成aXわざ〟〃dpCβ∫加βgd

α〃dJb〃dJ
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In1998，CitruSPulppellets（CPP）録omBrazilwithhighdioxincontaminationwere

found．Comprehensiveinvestigationsrevealedthattheuseofhighlycontaminated

lime（Calcium hydroxide）usedforthe production ofcitruS Pulp pellets was the

SOurCe Of the dioxin contamination of this CPP．It tumed out that the highly

COntaminatedlimeusedwasaby－PrOductfromachemicalproductionprocess．

In1999，inBelgiumthecontaminationoffatusedfotproductionoffbedingstu脆

Cadsedaseverecontaminationofdiffbrentanimalproducts．hvestlgationsfoundthat

thedischargeofatechnicalPCBmixtureatfatcollectionsitesusedforfbedingstuf鞄

PrOductionhadcausedthisdioxincontamination．Inthesameyear，graSSmealwith

highdioxincontaminationwasfoundinGermany．Here，・thedioxincontamination

Came丘omthedryingprocess：inanopensystem，allkinds ofwoodwerebumt，

includingwastewoodwithchemicalcontamination丘omformerPaintingsoruseof

PreServedwood．

AIsoin1999，kaolinitic clay，usedas“anticakingagent”infeedingstuffband as

Carrierforproduction ofmineralfbedwas fbundtobe highly contaminatedifit

Onginated丘omcertainmines・Graduallyitbecameobviousthatanaturalsourcewas
discovered．Possibly，geOthermalprocessesformedthisunlquePattemOfdioxins

OVertime丘omorganicmaterialandchlorine．

InJune2000，dioxinlevelswerefoundincertainpremixturescontalnlngCholine

Chloride，Whichisusedasananimalfbedadditive．Investigationstraclngbackthe

SOurCeOfcontaminationrevealedthatitwasnotthepurecholinechlorideitselfbut

thecarrierwhichwascontaminated．AlthOughthecarrierwasdeclaredascomCOb

meal，analysisdemonstratedthatitwasnotonlycomposedofcombutalsoofrice

husksand／orsawdustpresumablytreatedwithawoodpreservative．Thecongener

PattemfoundinthecontaminatedlotswasconsistentwiththepattemtyPicalofa

PentaChlorophenoIcontamination，Whichisusedaswoodpreservatives．Duringthe

year2000，thetraceelementszincoxideandcopperoxidefromcertainonginshave
beenfound to be contaminated with dioxins atincreased・levels．Theseincidents

Clearlyindicate theneedto establishlegislationin ordertolimit and controlthe

PreSenCeOfdioxinsandPCBsinfeedandfbod．

ロ　仏軍ぶ加か甲お肌g〃ねよね〃〆助gα椚椚〟〃砂晦ゐ加わ〃

mePCBDirectivehasnotbeenaJおq〟ateb，impLbmentedandseveralinfringement

CaSeS have beenlaunched against Member Statesfor hilure toimplement the

ObligationsunderthisDirective．InthecaseofPCBsthereiscurrentlyadeadlineof

2010fordestruCtionanddisposal（PurSuanttODirective96／59／EConthedisposalof

PCBsandPCT吐ofbigequipment・However，MemberStatesareeXPeriFnCing
PrOblemsforestablishingthemandatorylnVentOriesofPCB－COntainlngequlPment

andtopreventtheillegaldumplngandinadequatedisposalofPCBs．

BASISFORCoMMUNITYACTION

・The乃・eaO，eStab肋h加gtheEut・qleanCbmmun卸PrOVidesinArticle152thata
highlevelofhumanhealth protection shallbe ensuredin the de且nition and

implementationofallCommunitypoliciesandactivitiesandinArticle174that

Communitypolicyontheenvironmentistocontributetopreservlng，PrOteCtlng
andimprovingthequalityoftheenvironmentandtoprotectinghumanhealth∴

・TheFbiraE〝Yq，eanCbuncilheldon19and20June2000reafnrmedtheneed

to ensure a highlevel ofprotection ofhuman healthin the de丘nition and
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implementationofallUnionpolicies．Foodsafbtypolicymustapplytotheentire
amimalandhumanfoOdchainandfoodlegislationmeetlngthemoststringent

Public health criteria should beinplace as soon as possible．The European

CounCilasked the Commission to propose harmOnised maximumlevelsfor

COntaminants，inparticularfordioxins．

・TheEur呼ean劫rLiamentiqitsplenary＄eSSiono血40ctober2000discusseda

PrOPOSalfor a Directive ofthe European Parliament and ofthe＿CounCilon

undesirablesubstanCeS andproductsinanimalnutrition．Onthis occasion，the

EuropeanParliament calleduponthe Commissionto setmaximumlimitsfor

dioxinsandPCBsinallfeedingstu胞withoutdelay．

・TheEuropeanParliament（DGResearch：Scient摘candTeclm0logicalOptions
Assessment）鎖nancedthestudy”DioxinsandPCBs：EnvironmentalandHealth

EfEbctsH（Bipro－Irce，July2000）aimed at developing political and technical

OPtionsforanintegratedandsystematicapproachtosecurebetterprotectionof
humanhealthandoftheenvironmentfromtheef托ctsofdioxinsandPCBs．The

Studyaimedtoe脆ctivelycontributetotheEuropeandiscussionandtosupporta

EuropeandioxinandPCBstrategy．

・TheEuropeaふparliament（CommitteeontheEnvironment，PublicHealthand

ConsumerPolicy）preparedareportontheimplementationofDirective96／59／EC

Onthe disposal ofPCBs，and adopted a ResolutioninJanuary2001．The

ParIiamentrecommendedthattheimmediatepriorityShouldbetoimplementthe

existlnglegislationandcalledonMemberStatestomake additionale肋rtsto
fu1丘11theirobligations．Finally，theParliamentconsideredthatthePCBDirective

Shouldbeatestcaseforabetterdevelopmentofmoreeffbctivepoliciesonother

highlytoxicsubstances．

T71e Precautionaly Princ如le：PreCaution underlies the concem of the

CommissionandisembeddedwithinthisStrategy．

●IntheFyuWnvironmentActionPr甲rammeentitled”Tbwardksustuh7abiHo，’1
PreSentedbythe European Commiss10n tO the Council，and approvedby the

CounCilin1993theneedtoreduceemissionsofdioxinsisspecincallymentioned

inrelationtoalrPOllutionandthetreatmentofwaste．Inparticular，atargetis・Set

fora90％reductionofdioxinemissionstoair丘omidenti丘edsourcesbytheyear

2005Comparedt01985levels．

・IntheSixthEnviYOnmentAcdonPr曙Yammeentitled，TEnvironmeni2010：Oul・
FuturちOur：C勤oiceWthe overallEnvironment－Healtho切ectiveisto achieve a

qualityoftheenvironmentwherethelevelsofman一madecontaminantsdonotgive

risetoslgn摘cantimpactsonorriskstohumanhealth．

・IntheW7WeP叩IerOnFbodSqfb軌theCommissionidentiRedtheobviousneedto

de鎖nestandardsforcontaminantsthroughoutthechainfromfeedtofood．Inthe

ActionPlanonFoodsafbtyannexedtotheWhitepaperonFoodSafbty，thesetting

Ofmaximumlevels fbr several contaminantsincluding dioxinsand PCBsfor
foodstufRwasoneofthemeasurestobeimple甲entedwithaviewtoachievlngthe

highestpossiblelevelofhealth protection・Unavoidably，COmPlementaryto the
measurestobeproposedattheleveloffoodandfbed，theneedforsourcedirected

measuresreducingthecontaminationoftheenvironmenthasbeenidentined．
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6．1．

STRATEGY

Tosecurebetterprotectionofhumanhealthandoftheenvironmentfromtheef托cts

OfdioxinsandPCBsanintegratedandsystematicapproachisneeded．Thereforethe

Comissionproposesastrategy：

1）toreducethepresenceofdioxinS・andPCBsinthetrivironment；

2）toreducethepresenceofdiokinsandPCBsinfbedandfood．

This strategy aims to n11theidentined gaps，tOimprovethelinkbetween data

；霊慧議孟㌔器慧1慧認諾慧誌．富農，禁。悪事
EAPand to developlnCentive measures promoting exchange Ofinformationand

experiencebetweenMemberStates．

Fullenforcement ofexisting Comrrrunitylegislationbythe Member Statesis a

Prerequisite to achievethe objectives pursued bythis strategy．Fd血ermOrethe

SuCCeSSOfthestrategywillcriticallydependontheactiontakenatlocalandregional

1evelbycommumitiesandMemberStates．

StrategytoreducethepresenceofdioxinsandPCBsintheenvironment

Allassessmentshavestressedtheurgentneedtoreducethesourcesofenvironmental

COntaminationwiththesecompoundstothelowestpossibleasthemostappropriate

WaytOreducehumaneXPOSure．Therefore，aSetOfactionshastobeident摘edforthe

Short－tOmedium－termandforthelong－term．

SHORT－tOMEI）IUM－TERMACTIONS（5years）

This set of actions relates to HazardIdentification，Risk　Assessment，Risk

Management，Research，CommunicationtothepublicandCooperationwiththird

COuntriesandintemationalorganisations．

A）HazardIdentification

ダ〟〟ゐgr肋〃吋言Cα〟〃〃すかぬr加〟〃dタCβぶ〃〟rCgg

Acompleteinventoryofsourcesandmoreknowledgeontheshareofthedif托rent

dioxinsourcesis essential．‘TheEuropeanDioxinEmissionInventory，StageII”，

P．UA－NRW，200寸）もlaunChed bythe Comission，identined the needforfurther

investigationoractionsonspec摘csources．TheComissionwillthereforetakethe

followlngaCtions：

HosDitalwasteinCinerators：aCOmPrehensiveinventoryonthesefacilities，including

theirmainoperationdatawillbegeneratedintheshort－termandthosecountriesstill

relyingontheon－SiteincinerationofhospitalwastewillbeencouragedtochangetO

Other，lessemissivewastemanagementsystemsandtreatmentmethodologleSaSSOOn

警POSSible・ThiswillbesupportedthroughthenewDirective2000／76侶Con，the
lnClnerationofwasteasnewhospitalwasteinCineratorswillhavetocomplywiththe

ObligationsoftheDirectiveinDecember2002andalltheexistinglnCineratorsby
December2005．
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IronoresinterinEmightbecomethemostrelevantindustrialsector．TheimportanCe

OfthissourcewillbefurtherenhanCedbythefacilitieslocatedinaccessioncountries・

EmissionmeasurementsattheplantSStillnottestedwi11becamiedout．Sincedioxin

emissions丘omsinterlngPlantSmaybereducedconsideral）lybyprlmarymeaSureS

theComissionwillhelptospreadthisknowledgetotherespectivecontactsinthe
ironandsteelindustry・TheBREF60ntheproductionofironandsteel－eStablished

undertheIPPC7Directive（96／61hc）－de占Cribessuchprimarymeasuresandis

alreadyavaihbleontheintemet（http：〟eippcbjrc．es）．TheComissiohwillfurther

PrOmOtetheuseandimplementationofBATinthissector・

ElectriCarCfumacesmightbetheonlyindustrialsourcevOithconstantOrincreasing
emissionstoair．However，throughapplicationofsuitableabatementteclmologies

Whichhavealreadybeendevelopedthistrendcouldbestoppedinthefuture．The

SameBREFasmentionedintheparagraphaboveprovidesalsoinformationabout

dioxins丘omelectricarcfurnaces．TheComissionwi11furtherpromotetheuseof

BATinthissectorinthe丘ameworkoftheexchangeOfinformationc0－0rdinatedby

theEuropeanIPPCBureau．

Non－ferrous metalindustrv：the facilities fbr zinc recovery丘om electriCarC

fumaCe（EAF）mterdustshaveproventobem如ordioxinemissionsources．All

facilitiesfor zinc recoveryfrom EAF dustsand similarmaterialSand dioxin
emissionsfi・Omtheseinstallationswillbedetermined．TheBREFofthenon－ferrous

metalsectormentionsthetechmiquesforreductionofdioxinemissionsinthissector，

WhichtheComissionwillfurtherpromote．

MiscellaneOuSindustrialsources：thereisavastnumberofmisce11aneOuSindustrial

installationswithsmalldioxinreleases pereach facilitybuttogethercontributing

COnSiderablytotheanrrLlaldioxinemissionsinEurope，SuChassecondarysmelters

fornon－ferrousmetals（alumimium，COPPer），ironfoundries（CuPOlafumaCeS），Cement

PrOduction．The Comissionwillencourage thelicenslng authorities to evaluate
POSSibledioxinemissions丘omthese”lowemissive”installationsinacase－by－CaSe

COnSiderationtakingintoaccounttheinformationavailableonBATforthosesectors・

Forthecateg？riesofinstallationswiththehighestdioxinemissionpotentialtheIPPC
DirectiveenvISageStheadoptionofemissionlimitvaluesfordioxinswhentheheed

forCommumityactionhasbeenidentifiedonthebasis，inparticular，Oftheexchange

OfinformationprovidedforinA血cle16．

誓On－inPuPtria！聖esi？nSOTCeS：COnC？r空gやe4）TeStiESOlfl空CO空tionPe
Comissionirrtemito setupanemlSSlOninventoryfor allEUand Accession

COuntriesandtocarryoutfurtherresearchandanaCCuratequant摘cationondomestic

woodandcoalcombustion，Inthe丘ameWOrkoftheRiskCommumicationStrategy

（See　6．1．E）betterinformationwillbeprovidedtothep止blicontheenvironmental

effbctsandtheabuseofinappropnatematerialsasfuelsforheatingpurposesandon

therisks ofdbmesticwaste burning（”backyardbming一’）．More researCh onthe

naturalsourcesofdioxins（clay，mines，etC‥）andtheirshareintheoverallrelease

intotheenvlrOmmentwillbepromoted．RecentlyconcemWaSraisedontheemission
Ofdioxins，amOngarangeOfothersubstances，丘omtheburningQfanimalcarcasses

BestAvailableTeclmiquesRefbrencedocument
IntegratedPollutionPreventionandContr01
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OnPyreSaSareSultofthefootandmouthdisease．TheCommissionwillconsider
WhetherthischoiceofdiseasecontroIstrategylSSuStainableinviewofthepractical

difncultiesltPreSentSincontainlngitsenvironmentalimpactinatime負・amethatis

COnSistentwithrapidandeffbctivediseasecontrol．Theaimwillbetoensurethat
unacceptable emission of hazardous substancesinto　the environment and

COnSequently＿infbedandfoodchaindonotoccur．

TheInventoryofreleasestolandandwaterisstillincomplete．FurtherresearChand

datacollectionwillbe camiedouttoverifythe scale ofreleasesfromthe source
SeCtOrS Which have a high potentialfor release．Not just measurements on
COnCentrations，butalsofurtherresearChondetailsofactivityandprocesseswillbe

included．

For the PCB sources the Commission will accelerate the establishment of PCB

inventoriesasDirective96／59侶CrequlreS andwillgalnmOreknowledge onthe

di脆rentopenusesofPCBs．Inthatview，theCommissionintendstolaunchastudy

OntheopenusesofPCBs．ThePCBproblemhasbeenseenasanhistoriconebut

recentstudiesindicatethattheremaybesignincantcontemporaryemissions録oma

numberofindustrialprocesses．Therefore，mOrereCentdataarerequiredtoassess

WhetherPCBsareformedintheprocessesorwhetherthe丘ndingsareduetore－

emissionofexistingPCBs．

B）RiskAssessment

胸〃肋わー枇gpCβg

TheCommissionwi11addresstotheSCF8arequestforevaluationoftheMnondoxin－
likePCBb（′′classical”or”non－CQPlanar〝PCBs）whichhaveanothertoxicological

PrO丘le，Whichcirculatemoreeasilythroughmusclesandbloodanda脆ctdirectlythe
nervOuS SyStemand brain developmentand which could be several orders of

magnitudemoreconcentratedthandioxinsinaquaticbiotasuchas鮎handshell鮎h．

pgVgJ如朗g〃Jq／椚g〟∫〟r〟〃g〝J椚g助〃鹿

ItisnecessarytoperformmOremeaSurementSinordertol）controIcofWliancewith
existinglegislationandalso，lnOrderto2）monitortheeffbctsofexecutedmeasures，
the state ofthe environment and the trends．Therefore，SCientinc research and

teclmologlCaldevelopment onlow．cost and easily applied routine testsfor the

measurementofdioxinanddioxin－likePCBcontaminationinenvironmentalsamples
infeed andfood as well as researChin the field ofcontinuous measurements of

dioxinemissionstoairwillbepromoted．Moreover，guidelinesandstandardsfor

SamPling，datagenerationandreportingwillbedeveloped．

DuringtheEC／WHOs？minar（BruSSels，September2000）theWHOandtheEC
decidedtoJOintlyorganlSeaWOrkshoptoevaluaterapidscreenlngmethodsandto

identifytheresearchneedsinthisarea．

且肋ム助力沼g〃Jq／g〃γか〃〃椚g〃ねJ加成Cαわ相，加cJ〃ゐ好みわー加成C〟わ帽

InordertomonitortheimpactofregulatorycontroIs ontheenvironmentandon

humanexposuretodioxinsandPCBsindicatorswillbedeveloped．Theselectionof

environmentalindicatorsformonitoringpurposeswillbeashort－tOmediumterm

ScientiBcCommitteeonFood
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action，eVenthoughitsmonitoringlSalong－termaCtion．Keyorganisms，PrOductsor

COmPartmentSWillbeselectedtomonitortheirdioxinandPCBconcentration．This

Willbedoneinclosec0－0PerationwiththeJointResearchCentre，theEuropean

EnvironmentAgencyandtheWHO．

C）RskManagement

Jケgγg〃〟〃〃〝Jg〟∫〟rgg

Pri0rityWillbe givento specinc actionspreventingtheformationandrelease of

dioxins and PCB：the Commission will promote the developmentand use of

Substituteormodi丘edmaterials，PrOductsandprocessestopreventtheformationand

release ofdioxinsand PCBs takinginto consideration the general guidance on

prevention and release reduction measuresinAmex C ofthe UNEP POPs9
Convention．Thiswillbedonebyfundingresearchinthisneldandbyc0－0rdinating

theexchangeofinformationandexperiencesbetweenMemberStates．

Cb〃かけJq／色別わざわ〃g

ToreducethetotalreleasesderivedfromanthropogenicsourcesofdioxinsandPCBs

Withthe goal of their continulng minimizationand，Where fbasible，ultimate
elimination the Commission shalltake thefollowlng meaSureS aCCOrding to the

ObligationsoftheUNEPPOPsConvention：

PromotetheexchangeOfinformationandexperiencesbetweenMemberStates as

COnCemSthecurrentapplicationofavailable，feasibleandpracticalmeasuresthatcan

expeditiouslyachievearealisticandmeaningfullevelofreleasereductionorsource
elimination．

PromotetheuseofBATandtechnologytransfbrinsectorswithdioxinandPCB

emission potential：the Commission has organised an exchange Ofinformation

between experts，industry and environmental organisations，C0－0rdinated by the
EuropeanIPPC Bureau・In this fhmework the Commission willencourage the

MemberStatestophaseinexistingIPPCinstallationswellbeforethedeadlineof
October2007．TheCommissionwillalsoencouragetherepresentativesofMember

Statesandtheindustriesconcemedtocontinuetofullyparticipateinthe ongolng

infomation exchange on BAT，and pay special attention to the sectors with

dioxin／PCBemissionpotentialtherebyensurlngthatthennalBREFswillcontain

PrOgreSSive BAT conclusions regarding dioxins／PCBs・The Commission will

encourage organisations representing theindustries concemed as wellas public
authorities to continue to raise awareness within theindustries concemed ofthe

obligations under theIPPC Directive，SO that operators are well prepared to

implementBATatthelatestbyOctober2007・

Supportvoluntarymeasuresforthepreventionofaccidents：COmmerCialenterpnses
canvoluntarilyparticIPateinanenvironmentalmanagementSyStem aCCOrdingto

CouncilRegulation（EEC）No1836／93（EMAS）oraccordingtoISO14000・This
actionisanadditionaleffbrttoreduceemissionsfromaccidentsinsplteOfexistlng

legalregulationswhicharelaiddowninthe CbuncilDirective96／82／EC ohthe

COntrOlofm叫Or－aCCidenthazardsinvoIving dangerous substances・Therefore the

UnitedNationsEnvironmentProgrammePersistentOrganicPollutantS

203

＿詩－



Commissionwillencourage the development ofcodes of”bestriskmanagement

PraCtices－1topreventaccidentsintherelevantindustries．

CleanAirforEuropePrOgramme（CAFE）：animportantgoalforCAFE，aSfaras
dioxin emissions to alrare COnCemed，is to ensure thatthe variousinventories

（EIONET，CPRINAIR，EPER，EMEP）are harmCmised・Theidentincation of
measures to reduce dioxin emission畠totheairis another areain whichlinks with

CAFEareforeseen．Thesectoralc0－0rdinationgrouptobesetupunderCAFEwill

fosterinformationexchangebetweenCAFE，the sectoralintegrationdossiers and

SPeC摘Csectoralemissionreductionpolicies（SuChasIPPC）．Dioxinswillbeoneof

the丘lestoberepresentedonthisgroup．

Cb〃か〃Jq／助叩〟α〟かq／助gg〃γか〃〃朋g〃J

InordertoaddresstheproblemoffiaudulentdumplngOfPCBsintheenvironment

theCommissionwillinitiateadebatewithintheCommunitytoassessthesuitability

Ofpublic or private subsidiesfor the disposal granted to the holders ofPCB－

COntainlngequlPmenttOPreVentanyi11egaldumplng．

TheCommissionwilltake allnecessarystepstocontroldioxinsandPCBsinallthe

environmentalcompartments：

Wbter：The Commission supports two studies on pnority substances，including

dioxinsandPCBs，intheneldofwaterpolicywithregardstoemissions，discharges

andlosses，SOurCeident摘cation，PrOPOSalsformeasures，andqualitystandards．The

”MarineGlobalStrategy一’willincludemonitoringofmicropollutantssuchasdioxins

andPCBsinwater，Sedimentandecosystem，

Sbil：TheCommissionwillestablishthecartographyofhighlypollutedsoilsand
Sediments．Acompletemapwithaccurateresultscanbeonlyforeseen within5－10

years．Sincethedioxin／PCBcontaminationoffeedandfoodishighlydependenton

thesoilandsedimentcontaminationthiswillprovidecompetentautoritieswithan

importanttool tolimitthe contaminationofthefbedandfoodchainasmuchas

POSSible．

断わte：in orderto ensure that stockpiles consistlng Ofor containlng PCBs and

WaSteS，including products and articles upon becomlng WaSteS，COnSisting ofi

COntainlng Or COntaminatedwith dioxins and PCBs are managedin a manner

PrOteCtive ofhuman healthand the environment，the Commission shalltake the

followlngmeaSW＄S－aCCOrdingtotheobligationsoftheStockholmConvention：

●Supportthedevelop竺entOfappropriatestrategiesforidentifyinga）stockpiles
COnSistingoforcontalningPCBsandb）productsandarticlesinuseandwastes

COnSistingof；containlngOrCOntaminatedwithdioxinsandPCBs；

・Supporttheidenti航cation，tOtheextentpracticable，Ofstockpilesconsistingofor

COntainlngPCBsonthebasisoftheabove－mentionedstrategies；

・Endeavourtodevelopappropriatestrategiesforidentifyingsitescontaminatedby
dioxinsandPCBs．
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TheCommissionwi11promotetheexchangeofinformationbetweeninspectoratesof
the di脆rent Member States on the subject ofPCB waste and complianCewith

CurrentEUregulations．Inthe contextoftheBATRefbrence documentonwaste

recoveryanddisposalactivities，tObepreparedin2002to2004，SPeCialattentionwill

beglVentOdeterminlngBATforthetreatmentofwastematerialscontaminatedby

PCBsanddioxins．TheCommissionsupports astudy→entitled！．Dioxins andother

POPsinwastesandtheirpotentialfoenterthefoodchain”inordertomlthedata

gaps on the subject of the re－uSe Of contaminated wastein the‾feedingstuff

PrOduction．LandshavebeenheavilycontaminatedbydisposalofdioxinandPCB－

COntainlng WaSte．As　one of many possible preventive measures offurther

COntamination ofthe soils，the Commissionis considering toamend Directive

86／278侶EContheprotectionoftheenvironment，andinparticularofthesoil，When

SeWageSludgeisusedinagncultureinordertoensureahighlevelofenvironmental

PrOteCtion．A carefulassessment ofthe opportunlty Ofincluding thresholdlimit

ValuesinsewagesludgefordioxinsandPCBswillbecarriedout．

D）Research

TheCommissionwillencouragealltypesofresearch thatwillcontributetoreduce

theimpact ofdioxinsand PCBs．It will also bring together researchers across

Prqjectstoexchangeinformationandwillfacilitatec0－0rdinationamongMember

States．horderto〃jiLrtheridbnti＆meagu7℃∫tOreducethecontamination，tO2）

Predict the弓炉cts qf’regulatoJy COntrOLs and to3）be able to monitor the

PnVironment（bothonecotoxicologicalandepidemiologicalaspects）inthefuturean
lntegrated approach to research，thus ensurlng Valuefor moneyand appropriate

COVerageOfthekeylSSueSisneeded．Thisstrategysetsaguidancelistofpriorities

forfurtherresearch（Am弓XIII）bothfbrtheCommissionandfortheMemberStates．

E）Commumicationtothepublic

m〝物′p〃挽C〃〃C叩，わr〟由だ抑〝g〃誓ぶ〝〃〟わゆ珊血p〃批rel血le，
accurate，ClearandcomprehellSibleinformatlOnWillbeprovidedonactivitiesofthe
Commission，On POSSible e脆ctsand risks，On unCertainties，etC…Duringthe

EC／WHO seminar（BruSSels，September2000）the WHO andthe EC decidedto

JOintlyde鎖neelementsofanappropnateriskcommunicationstrategyonthesu句ect

Ofdioxinsandrelatedcompoundsanddevelopapproaches，invoIvingvariousnelds

Of science as well as all stakeholders．Within the CAFE programme aCtive

disseminationandCommunicationtothepublicoftechnicalinformationandpolicy
developmentwillbeglVenhighproRle，tOenSurethefu11invoIvementofthepublic

inthedevelopni血tandimplementationofpolicy・

TbeducaLethepublic：thegeneralpublichasnotonlytobeinformed，buthasto

Plqyanactiveroleinthepreventionofreleasesintotheenvironment．Theinfluence

Ofthepublicintheemissionsofdioxinscangenerallyonlycomefromacertain

awarenessconcemingthedo竺eSticincinerationofwood，WaSte，etC…（thepublic
Will be educated on the envlrOnmental effbcts and the abuse ofinappropriate

materialsasfuelsforheatingpurposes－SuCh astreatedwood，COalfordomestic

COmbustion－andontherisksofdomesticwastqbuming），buttheinfluenceofthe
PublicinthereleasesofPCBscanbemuchmoreimportant，aShouseholdelectrical

appliancesareaverylmPOrtantSOurCeOfPCBsandthehouseholdscanensurethat

theirelectricalappliancesareglVentOauthorisedundertakingsthatwilldisposeof
themin an environmentally sound manner（the public willbe eductated onthe
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disposalofPCB containing equipment）．Therefore，eXChange ofinformationand
experience between Member States as regard education，trainlngand awareness

ralSlngWillbepromotedbytheCommission．

F）CooperationwiththirdcountriesandinternatioJlalorgamisations

Emissionsin－theAccessionCountriesarelikelytob古higherthanintheEU．The－

Commissionintendstolaunchaprqjectinordertoidentifyimportantdioxinsources
andtocarryoutmeasurementsintheAccessionCountries．CooperationwithWHO
is essentialto avoid duplication ofwork and willcontinuein thefuture．As a

COntraCting party to several conventionsin the丘eld ofdioxinsand PCBs the

Commissionwillcontinueintemationalcooperationonthissu句ect．

LONG－TERMACTIONS（10yearS）

Animportantpart ofthis strategywillbe along－termpreParation tol）廓rther

禁監S器認諾霊忠霊慧t霊憲　慧…崇票悪慧1霊
actionsareidenti且edwhichrelatestodatacollection，mOnitorlngandsurveillance
andfurtherident摘cationofmeasures．

A）　Data collection on thelevelofdioxin／PCB contaminationin air，Water
（Sediment）andsoil：

－TheCommissionwillsupportthecollectionofexistlngdataandthesettingup

OfaGeographicalInformationSystem（GIS）fortheselectedindicators．This
GISwillbeintegratedintheglobalenvironmentGISstrategies．Consequently

”hotspots”ofhighcontaminationlevelswillbeidenti丘ed．

－The Commission　will support　the collection of epidemioIoglCal and

toxicologicaldatainthesamedatabaseinordertobeal）letoestablishalink
between．environmentandhealth．

B）　Monitoringandsurveillanceofthelevelofdioxin／PCBcontaminationin
air，Water（Sediment）andsoil：

－TheCommissionwillsupporttheestablishmentofprogrammestomonitorthe
levelofcontamination．ItisimportanttOSetupaVerydetailedandcommon

PrOCedureofcontinuousmonitonngoftheselectedindicatorsintheselected

areas．Havingacommonmethodologyofmonitoringforallareas，theresults
WillbecoⅡ申arableandanoveralltrendcouldbedrawnacrosstheEU．

－The CommissionwillconductsurveySandmeasurements ofthestatus and

trends ofthe contaminationin order to measure progressin reducing the

PreSenCeOfdioxinsandPCBsintheenvironment．

‾誌慧慧芸霊憲怒慧慧慧監禁慧霊芝1鉛慧
implementation．

－The Commissionwillexaminethe opportunityto develop arapid alert and

reactionsystemforacuteoremergentenvironmentaldioxinandPCBdangers
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6．2．

intheframeworkofthe6thEAP・Thissystemwillhelptoestal，lishinformation

COnSultationandc0－0rdinationproceduresbetweenMemberStates．

C）Identificationofmeasures：

The above－mentionedinformation willprovide a PQmPrehen声ive picture ofthe

environmentaldioxin／PCBproblem‾andagoodunderstandingofthetrend，Which

Willpermitfurtherpolicymakingandevaluation．TheCommissionwillthenfurther

identify：

soul・Cedirectedmeas〟1・eStOfurtherreducethe environmentalcontaminationandto

guaranteethatmaximumlevelsinfoodandfbedcanberespectedandtargetlevels

achievedwithinacertainperiodoftime；

measul・eSklilqlYOVeCOnSumerbprtlteCdon：regularrevisions offbed andfbod

limits，aqusted to environmental contamination trends and torisk assessment

（includingvu1nerablegroups）wi11beproposedaswellastransitoryrestrictionfor

COnSumPtionofnaturalfood抒omMhotspots’一andwithhighbio－aCCumulationrate．

StrategytoreducethepresenceofdioxinsandPCBsinfbedandfbod

Foodofanimalorlglnisapredominantsourceofhumanexposuretodioxinsand
PCBs．Asfoodcontaminationisdirectlyrelatedtofeedcontamination，anintegrated

approachisfollowedtoreducedioxin／PCBincidenceallalongthefoodchain，i．e．

komfbedmaterialsthroughfood－PrOducinganimalstohumans．Takingmeasures

Withregardtofbedisthereforeadecisivesteptoreducehumanintake．Measuresin

foodandfbedsolelybasedonestablishingmaximumlevelswouldnotbesufnciently

effbctiveinreducingtheleveloffeedandfoodcontaminationunlessthelevelsare

SetSOlowthatalargepartofthefeedandfoodsupplywouldbedeclaredun丘tfor

animal／humanconsumptlOn．BesidestheimportantmeaSureStOlimitthereleaseof
dioxinsandPCBsintotheenvironment，Othermeasuresforaimlngatthereduction

Ofdioxins and dioxin－like PCBsin fbed andfood，are enVisaged to comeinto

applicationinthecourseoftheyear2002．

Theselegislativemeasuresconcemlngfeedingstu蝕andfoodstufBconsistofthree
pillars：

＞　　theestablishmentofmaximumlevels atastrictbutfbasiblelevelinfoodand

fbed

＞　theestablishmentofactionlevelsactlngaSatOOlfor“earlywarmng”ofhigher

thandesirablelevelsofdioxininfoodorfbed

＞　theestablishmentoftargetlevels，OVertime，tObringexposureofalargepartof

the European population within thelimits recommended by the Scientinc

Committees．

且血∂助力椚g〃Jq／胡瓜血〝椚伽ぬJ

The establishment of maximumlimits at a strict but fbasiblelevel，gradually

decreaslng With time，1n Order to discard the unacceptably highly contaminated

PrOducts．Theestablishmentofsuchalimitisanecessarytoolformanagementand

toensureuniformaPPlicationacrosstheEU．
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FromatoxicoIogicalpolntOfview，limits shouldinclude dioxins anddioxin－like

PCBs．However，aSthedataontheoccurrenceofdioxin－likePCBs are stillvery

limited，inparticularforfeedingstu蝕butalsoforfoodstu蝕，thisapproachmaylead

to unrealisticlimits becausethe contribution ofthe dioxin－like PCBs to the total

COntaminationloadisdifftrentfordiffbrentfoodandfbedmatricesandmaybehigh

（upto4timePthedioxincontribution）・ButnotqCtin！－immediatelyfordioxin－like
PCBs should not preventimmediate action－’for dioxlnS．Therefore measures are

PrOPOSedfordioxins（PCDD／F）only，aWaitingmorecomprehensivedatafordioxin－
likePCBs．Anactiveapproachispursuedtoobtainthesedataandbuildupareliable

databaseinorderto allowarevisionofthelimits R）rdioxinsbeforethe endofthe

year2004to cover also dioxin－like PCBs，andthisin accordance with the

toxicologicalevaluation．

InordertoensurethatalloperatorsinthefoOdandfbedchaincontinuetodoeffbrts

andtakeallthenecessarymeasurestolimitthepresenceofdioxinsinftedandfbod，

itisenvisagedtosetsubstantialstrictermaximumlimitswithinaperiodof5years
time．

Withregard to fbedingstu蝕，the Commission sllbmitted on20July2001draft

measures establishing maximumlevels fbr dioxins andfuransin several fted
materials　and ftedingstuf駄　for an oplnion to the Standing Committee　for

Feedingstuffb．Not having received a臨・VOurable oplnion on the proposed draft

measures，theCommissionhasrefbrredonAugust2001theseproposedmeasuresto

CounCilforadoptionlO・

Withregardtofoodstu飽，theCommissionsubmittedon25July2001draftmeasures
establishing maximumlevelsfor dioxins andfuransin severalfoodstu蝕for an

OPlnion to the Standing Committeefor Foodstu蝕．AIso not having received a
favourableoplnionontheproposeddraRmeasures，theCommissionhasrefbrredon

August2001alsotheseproposedmeasurestoCounCilforadoptionll・

For the classical（’一non dioxin－like一一）PCBs which show a diffbrent toxicological

PrOmeariskassessmentwillbecamiedoutandwillbefollowedbydiscussionson

limitvaluesproposalsinthecomlngyearS，atleastinseafood，Whichisthemain

SOurCeOfhumanexposureintheEU．

dc血〃おγg血α〃dね曙β′わγg血J

PermanentmOnitoringofthepresenceofdioxinsandPCBsinfbedandfbodacross
theEUisnecess＿a野・Incaseofanabnormalincreaseinthelevelthosecompounds，

SOurCeSand／orpathwaysofcontaminationhavetobeidentiBed．Onceidentined，the

measurestopreventorreducecontamination丘omthissourcecouldbedetermined

andapplied．

Inordertodeterminewhathastobeconsideredasanabnormalincreasedlevel，an

actionlevelisset．Actionlevelsaredesignedtotnggeraproactiveapproach丘om

COmPetent authorities and operators toidentify　sources and pathways of

ProposalforaCounCilDirectiveamendingCouncilDirective1999／29／EConundesirable substances
andproductsinanimalnutrition（COM（2001）4930f28August2001）
ProposalforaCouncilRegulationamendingRegulation（EC）No466／200lsettingmaximumlevelsfor
Certaincontaminantsinfoodstu蝕．（COM（2001）4950f28August2001）
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COntaminationandtotakemeasurestoeliminatethem．Exceedingtheactionlevel

WOuldalsoautomaticallyimplyananalysisofthedioxin－likePCBsinordertobuild

upquicklyarelial）ledatal）aSe，besidestheregularatrandomanalysisofthepresence
ofdioxin－likePCBsinfoodandfbed．

7bTgetleveLg arethelevels to be achievedinfo04？nd fbed＿＿Wherebyit canbe

reasonablya占sumedthatthedietaryexposureofalargem毎0rityoftheEuropean

POPulationwillbewithinthetolerable weeklyintakefordioxins anddioxin－like
PCBs．Thesetargetvalueswillbesetinthelightofmoreaccurateinformationonthe

impactoftheenvironmentalmeasuresonthereductionofthepresenceofdioxins

anddioxin－likePCBsinthediffbrentfbedingstu蝕andfoodstu蝕，mOreOCCurrenCe
data，etC．Targetvalueswillactasthedrivingforceformeasuresnecessarytofurther

reduceemissionsintotheenvironment．

A Commission Recommendation on actionand targetlevelsin fbed andfoOd

addressedtothememberstateswillbeadoptedatthesametimeastheDirectiveand

Regulationonmaximumlimits

ThemeasurestoreducetheemissionsofdioxinsandPCBsresultinglnadownward

trendoftheirpresenceintheenvironment，foodandfbed，tOgetherwiththeactive

approachpursuedtoreducethepresenceofdioxinsinfbedandfood，basedonthe

COntinuedeffbrtsoftheoperatorswillcausethecontaminationlevelsforthediffbrent

fbed／foodgroupstoshifttolowerlevelsandtoultimatelyreachthetargetlevels．
Therefore aregularreview，gradually decreaslngthe maximumlimits and action

levelswillbenecessary．

CoNCLUSIONS

DioxinsandPCBsareoccupylngaPredominantsituationintheconsciousnessofthe

European citizensbecause these compounds areknownto cause severe andfar－

reachingenvironmentalandhealtheffbcts．InsplteOftheexistinglegislationandof

the progress already achievedin reducing emissions and human exposure

de負cienciesstillremain．Anintegratedandsystematicapproachismisslng．Thereis

anurgentneedforactiontofurtherreduceemissionsandavoidenvironmentaland
adverse health effbctsfrom dioxins and PCBs．Thereforeitis essential that the

Commission adopt a strategyto reduce the presence ofthose compoundsin the
environment，in fbed andfood，including short－tO medium－termandlong－term

actions．Suchanintegratedapproachwouldhavetoguaranteethatthedioxinand

PCBproblemis二10tallyundercontrolinlOyears．Atthatpolntthisstrategywillhave

tobe assessedandeventuallyrevisedtotake accountofthelatestprogress・The

results ofthis strategy could then be applied to reduce the presence of other

PerSistenthazardoussubstancesintheenvironment・
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ANNEXI

EXISTINGCOMMtJNITYLEGISLATIONREGARDING

DIOXmSANDPCBs

研おお〃C加erαわ〃

－CounCilDirective89／429／EECof21Jllne19890nthereductionofairpollutionfrom

existingmunicipalwasteincinerationplantS

q CounCilDirective89／369／EECof8June19890ntheprevention’ofairpollutionfromnew

munlCIPalwasteincinerationplants

－　CouncilDirective94／67／ECof16December19940ntheincinerationofhazardouswaste．

－Directive2000／76／ECoftheEuropeanParliamentandoftheCouncilof4December2000
0ntheincinerationofwaste

I侮／e

L CounCilDirective75／442侶ECof15July1975on・WaSte

－　CounCilDirective91／689／EECof12December1991onhazardouswaste

L CounCilRegulation（EEC）No259／930nthesppervisionandcontrolofshipmentsofwaste
within，intoandoutoftheEuropeanCommunlty

－CounCilDirective99／31侶Cof26Apri119990nthelandnllofwaste

q CouncilDirective75／439侶ECof16June19750nthedisposalofwasteoils

／／机，ビJU／し，（／♪0／／JJがMJPJ・し・l・ぐ〃／ん〃相川／い椚／J・り／

－CounCil Directive96／61侶C of24September1996concernlnglntegrated pollution

PreVentionandcontrol

－ComissionDecision2000／479侶Cof17July20000ntheimplementationofaEuropean

POllutantemissionregister（EPER）accordingtoArticle150fCounCilDirective96／61偲C．

酌JeJ・

－CouncilDirective80／68／EEC of17December19790ntheprotection ofgroundwater

againstpollutioncausedbycertaindangeroussubstances

－CouncilDirective76／464／EECof4May19760nPOllutioncausedbycertaindangerous

SubstancesdischargedintotheaquaticenvironmentoftheCommunlty

－Directive2000／60／ECoftheEuropeanParliamentandoftheCouncilof230ctober2000

establishingaframeworkforCommunityactioninthe鎖eldofwaterpolicy
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月氏かfco〝∫0〃mdr e〟〝gα〃d〃∫eO C e〝扉Cα由

一CounCil Directive　85／467侶EC ofl October1985　ameAding　forthe sixth　time

げCBs仲CTs）Directive76／769偲EC onthe approximationofthelaws，regulationsand

administrativeprovisionsoftheMemberStatesrelatingtorestrictionsonthemarketing
anduseofcertaindangerOuSSubstanCeSandpreparations

－CounCilDirective91／173侶ECof31MarCh1991amendingfortheninthtimeDirective

76／769侶EContheapproximationofthelaws，regulationsandadmimistrativeprovisionsof
theMemberStatesrelatingtorestrictionsonthemarketinganduseofcertaindangerOuS

SubstanCeSandpreparations

O〟erPCβJegお山Jわ〃

－CounCil Directive76／403侶EC of6Apri119760n the disposal of polychlorinated

biphenylsandpolychlorinatedterphenyls（banningtheuseofPCBsinopenapplications

SuChasprintinginksandadhesives）

－CounCilDirective96／59侶C of16September19960nthe disposalofpolychlorinated

biphenylsandpolychlorinatedterphenyls（PCB／PCT）

Aあわrdc（滋お〝7月αZのl太

一CounCilDirective82／501侶ECof24June19820nthemqor－aCCidenthazardsofcertain

industrialactivities

－　CounCilDirective96／82侶Cof9December19960nthecontrolofmqor－aCCidenthazards

invoIvingdangerOuSSubstanCeS

．・山血圧J／一VJJ什わん川

－CounCil Directive1999／29侶C of22Apri119990n theundesirable substanCeSand

PrOductsinanimalnutrition

－ComissionRegulation（EC）No2439／19990f17November19990ntheconditions，for
the authorisation ofadditives belonglng tOthe group“binders，anti－Caking agentsand

COagulants”infbedingstu蝕，aSamendedbyCommissionRegulation（EC）No739／20000f

7Apru2000．
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ANNEXII

I）IOXIN／PCBSTtJDIESFINANCEDBYTIIECOMMISSION

・《The European pioxinInventory：IdentiBcatiop of Relevant hdustrial Sources of▲

r DioxinsandFuransinEurope〉），byNorthRhine－WestphaliaStateEnvironmentAgency，
1997

・■lTheEuropeanDioxinEmissionhventory－StageII一㌧byLUA－NRW，January2001

・くくReleasesofDioxinsandFuranstoLandandWaterinEurope）），byAEATechnology，

September1999

●　くくCompilationofEUDioxinExposureandHealthData〉〉，byAEATechnology，England，

October1999

・くくEvaluationofoccurrenceofPCDD／PCDFandPOPsinwastesandtheirpotentialto

enter thefood chain〉〉，by the University of Bayreuth atthe Department of Prof二

Hutzinger，September2000

・HExploration ofpossiblefuture POP control areas”，AEA Technology Environment，

September2000

・”DioxinsandotherPOPsinwastesandtheirpotentialtoenterthefoodchain－StageII一一，

・（（PCDD／Fs，PCBs，PBBsandPBDD／Fs：enVironmentalpathwaysforhumanexposure〉〉，

byAfbeitsgemeinschaftDioxinPrqiekt

・’’Environmentalcycling ofselected persistent organic pollutantsin the Baltic reg10n

（POPCYCLING－BALTIC）’一

・”Gobalmassbalanceofpersistentsemi－VOlatileorganiccompounds：anaPPrOaChwith

PCBasanindicator（GLOBAL－SOC）‖

・”Measurmgandmodellingthedymamicresponseofremotemountainlakeecosystemsto

environmentalchange：aPrOgrammeOfmountainlakeresearch（MOLAR）”

EXPOSUREANDRISKASSESSMENTSPERFORMEDBYTHECOMMISSION

・“AsSessment ofdietaryintake ofdioxins and related PCBs bythe population ofEU

MemberStates〉〉，ScientincC0－0PerationonquestionsrelatingtoFood－Task3．2．5：7

June2000

・“Dioxincontaminationoffbedingstuffkandtheircontributiontothecontaminationoffood

Ofanimalorlgin”，OpinionoftheScienti丘cCommitteeonAmimalNutritionadoptedon6

November2000

●“RiskassessmentofDioxinsandDioxin－likePCBsinFood”，Opinionofthe Scient摘c

committeeforFood（SCF）adoptedon22November2000
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・Updateofthe“RiskAssessmentofDioxinsandDioxin－likePCBsinFood“basedonnew

informationavaihblesincetheadopt10nOftheSCFoplnionof22ndNovember2000；
OpinionoftheScientincCommitteeforFoodadoptedon30May2001

・HRisksofenvironmentaldioxins：Linkingepidemiologywithtoxicitystudiestostrengthen

accurateriskassess叩entH，February2000
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ANNEXIII

RESEARCHPⅢORITIES
I）ioxinsandPCBs

H＝highpri0rity

m＝mediumPriority

1．EnvironmentalFateandTransport

功加呵血痛日脚血肌附加

・VapourfparticlepartitionlngOfindividualPCDD／Fcongeners 〝才

・ParticlesizedistributiondataforPCDD／Fsassociatedwithparticles 〝J

・Measurementsofwetanddrydeposition 」打

・ModellingstudiesofPCDD／Fbehaviourintheatmosphericenvironment 」首

・LongrangetranSPOrt（OVerEurope） 」打

花rrggかね　g〃Vfrt〃〃g〃′

・De鮎etheratesoftransportanddegrad云tioninsoils 〝J

・ThesignincanCeOfrootuptakeespeciallytheinterspeciesvariability ．打

・PCDD／FstranSfbrredtoplantViasoilsplashandanimaltrampling 〝J

・Assessmentofairtosoiltransferandofthevariousdepositionmechanismsto」仔

Vegetation（wet，dryparticle，anddrygaseous）

・FateandtranSPOrtOfPCBsandPCDD／Fsinland創1S 」甜

・StudiesonthelevelsofPCDD／FsassociatedwithbumlngPCPtreatedwood 」打

・StudiesonthelevelsandsourCeSOfPCDD／Fsincompostedmaterialandthe」打

environmentalhteoflhePCDD／Fsinthecomposted‾materialandinsewage

Sludge

・ModellingstudiesofPCDD／Fbehaviourintheterrestrialenvironment ．打

●　AppropriateplantStObeusedasbio－aCCumulatorsofPCBsandPCDD／Fs ．打

●　MoremeasurementsofbackgroundconcentrationsofPCBsandPCDD／Fsin．打
Vegetationandanimaltissueandde鎖nitionofreferencevalues
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・－Quap・tify．inputofPCDD／Fsfromsoilrunoffatcatchmqntlevel・ 〝靂

・ Furtherinfo rm ation aboutthe stability ofPC B s and PC D D ／Fs in sedim ents uhder 〝才
di脆rentredox environm ents especially if the toxicity ofthe PC B s and PC D D ／F

m ixture increasesthrough degradation

・ D evelopm ent of standar dised sam Pling：Strategies fo r determ inlng rePreSentative 」打

PC D D／F concentrationsin fi sh and sedim ents

・ Partitionlng OfPC D D ／Fs betw een the particulate and dissoIved organic phases in 〝‡
the w atercolum n；aPPly experim entalw ork to neld situations

・ A vailability of organ ic cafbon－aSSOCiated PC D D ／Fs in sedim ents fo r aquatic 」打

ecosystem

・ M odelling studies ofPCB an d PCD D ／F bio－aCCum ulation佃io一m agnin cation in the 」打

aquatic environm entan d the fo od chain

・ D egradation ofPC B s into m etabolites in w ater and sedim entsl 」汀

2．E cotoxicology and H um am H ealth

・ E stim ates of hum an exposure to dioxin and PC B s through ingestion，inhalation，月r

skin contact

・ the e脆 cts of chronic or peri odic exposure to PC B s （and m etabolites）an d to 。打

dioxins

・ identincation of particular vu lnerable species as bi0－indicator fo r the m onitori ng ■」汀

an d protection of“atrisk”hal）itatsorsites

・elaborationofa．methodologytosetlimitvaluesforlowere脆ctlevelsinfauna ∬

●　uPgrading kn ow leqg甲 n bio－aCCum ulation factorsin th e－trOPhic chain 」打

・ E stal31ish a ToxicE quivalentFactorfo rnon－COPlanarPCB congeners w ith th yroid 」打

interaction orneurotoxicity．

・ Slgnincance of clim ate，agricultural practices and dietary reglm eS tO PC B and 」打

dioxin exposure in Southem M em ber Statesofthe EU ，W hich di脆r駐om th ose of

the N orthem M em berStates

・ E pidem iologlCalstudies，including targetgroups like fo etus，infants，etC … 」打

● identincation ofbiom arkers ofhealth ef托cts in hdm an S and anim als 〃靂
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3．A grom od industry

i Studies on the carry－OVer an d establishing pertinent transfbr factors fo r the ガ

〃f

J仔

．仔

」打

」打

di脆rent PC B s an d PC D D／F fr om soil，Sedim ent一an d－－fbedingstu飽‾tO an im als
tissues，ihcluding 丘sh （e．g m eat，fat）and products （も．占m ilk and eggs）．Particular

attention needs to be paid to th e dioxin－1ike PC B s：

－　DeterminationoftransferfactorsforPCDD／Fftomsoilandfeedingstuf臨to
anim altissサeSand products fo rcattle （ru m inants）

－　Determination　of　transfer　factors　for　dioxin－like　PCBs　録om　soiland
fbedin等Stu蝕 to an im altissue and products（m ilk）fo rcattle（ru m inants）

－　Detemination■oftransferfactorsforPCDD／FandPCBs（inparticulardioxin－
1ike PCB s）録om soil an d fbedingstu臨 to anim altissues and products （eggs）
・b rpoult叩

－　DeterminationoftransfbrfactorsforPCDD／FandPCBs（inparticulardidxin－
like PC B s）舟om fbedingstu飽 to anim altissueS an d products fo rpigs

－　DeterminationoftranSferfactorsfbrPCDD／FandPCBs（inparticulardioxin－
like PCB s）仕om sedim entand ftedip・gStu脆 fo r負sh・

・ A characteristic pronle ofdioxin like com poun dscongenerin beef 〃才

4　A ssessm entofagriculturalorindustri alpractices（such ashotairfbedstuff drying，」首
use of chem icalsubstanceslike soIvents，Pelleting ai ds etc．‥fo r the production of
fbedingstu蝕，fbrm entation，…）fo rth eirpotentialto produce PC D D 作S

・Q uantincatidn of potential PC B ．and PC D D ／F input iふto anim al fbedstuff via 月’
recyclates such asused■eadible oils＆fats，Slaughterhouse w astesetc…

●　PCDD作inma nu re 〝才

4．Source inventories

●　Source data on PCB s 」打

●　Contributionofwasteandrecyclingofwaste（includingprocesses）tototal 」打
em issions into environm ent／fo odchain

・Contribution of products to total em ission into the environm ent （eg cosm etics，ガ
ノ　PeSticides，teXtiles，Plastics，PaPer，…）

・ D om estic in cineration ofw ood and coよIcom bustion （dom estic＋industrial） 」仔
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・． R eservoir　 sources （behavi our， degradation　 processes， decontami nation ガ

m ethods，．．）

・－　Naturalsources－Ofdioxins　and　their　sharein．the・OVerallreleaseinto　the 〝才
environm ent

・ N ew sources ofPC B s as by－PrOductsofchem icalindustry 〃才

T　 D ioxin 録om accidentaland incidentalnres（buildings，Vehicles，W aSte，etC・・）‥・・ 〝J

5・A nalyticalAs pects

・ Investigation on cheaper，faster an d reliable　analytical altem atives and their 」打

lim itations

・ A stan dar d approach to interpreting data setscontainlng Values below the L im itof 〃才
D etection （LO D）

●　 Inter－Calibration ofdioxin laboratori es in order to ensure consistentresults across 」打‾

Europe

・ guidelines／standardsfo rsam pling，data generation an d reporting 月r

6．D econtam ination m easures

・ D econtam ination m ethods fo rproducts （m otherm ilk，nSh oil，．‥） ∬

●　D econtam ination m eth ods fo r soilsand sedim ents 」打

7・M onitoring

・ D evelopm ent of a G eographical Info rm ation System （G IS）integrated in the 」打

globalenvironm entG IS strategies
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COMMlSSl0NOFTHEEUROPEANCOMMUNITlES

Bmssels，13．4．2004

COM（2004）240且nal

COM肌NICATIONFROMこTⅡECOMMISSIONTO

THECOUNCIL，TEEEUROPEANPARLIAMENTAND
TEEEtJROrEANECONOMICANI）SOCIALCOMMITTEE

OnimplementationoftheCommunityStrategyfbrdioxins，furansand
POlychlorinatedBiphellyls（COM（2001）593）
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1．

Dioxins，furans．andpolychlorinatedbiphenyls（PCBs）areチgrOuPOftoxicand

PerSistentchemlCalsthata脆cthumanhealthandtbe→enVlrOnIPent・Theycan

CauSeimpalrment Oftheimrmne岳ystem，the nervOuS SyStem，the endocrine

SyStemandthereproductivefunctionsandarealsosuspectedofcauslngCanCer・

Foetusesand newbom children are most sensitive to exposure．Thereis

COnSiderablepublic，POliticalandscientincconcemoverthenegativeeffbctson

human health and on the environment oflong－termeXPOSure tO eVen the
smallestamountSOfdioxinsandPCBs．

AgeneralreductionofdioxinandPCBlevelshasalreadybeenachievedover

thepasttwodecadesthroughvariousreductionmeasures，butthereisneedfor

furtheractiontoprotecthumanhealth．Toreducehumanintakeitisimportantto

reducethelevelsinthefoodchainsincefoodconsumptlOnisthemostimportant

routefor human exposure．Contamination ofthefoOd chainis caused by

environmentalcontamination．Measurestoreducethepresenceofdioxinsand
PCBsthereforeneedtobetakenbothfortheenvironmentandforfbedandfood．

On240ctober2001theCommissionadoptedaCommunicationtotheCouncil，

the European Parliament and the Economic and Social Committee on a

ComrrrunityStrategyfordioxins，furanSandPCBsl・TheStrategyisintwoparts：

astrategytoreducethepresenceofdioxinsandPCBsintheenvironmentanda

StrategytOreducethepresenceofdioxinsandPCBsinjをedandjbod

On12December2001theEnvironmentCounCiladoptedConclusionsonthe

CommissionCommunication，inwhichitsupportedtheCommission Strategy

andrequestedtheCommissiontoreportbackonimplementationoftheStrategy

attheendof2003andthereaftereverythreeyears．ThisCommunicationisthe

伽streportsummarisingthemainprogress？Verthenrsttwoyears（endof2001
toendof2003）WiththeactionsfbrtheenvlrOnment（SeCtion2）andtheactions

forfbedandfood（SeCtion3）．

PROGRESSACHIEVEDWITHTHEACTIONSFORTHEENVIRONMENT

2．1．　Introduction

Theten－yearStrategylistsalargenumberofactionsfortheshort，mediumand

longterm．Intheimplementationofthe Strategypriorityhasbeengivento

aspectsstressedintheCouncilConclusions，interaliatheinvoIvementofthe
AccedingandCandidateCountries（2・2）・

Otherkeyactionsfortheshorttomediumtemincluderesearch（2・3），Public

awareness raising（2．4），C0－0Peration atintemationallevel（2・5）and

developmentofbestavailabletechniquesrefbrencedocuments（2・6）・

COM（2001）593鎖nal．
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Forthelongtermtheactionsrelatetotheenvironmentandhealthobiectivesin
theSixthEnvironmentActionProgramme．TheseactiOnsincludeintegrateddata

COllectionin order to establish alink between environment and health，

establishmentofmonitorlngPrOgrammeS andidenti鮎ationofnewmeasures
（2．7－8）．The－aCtions undertakenin this area arelinked to‾the European

EnvironmentandHealth Strate読andth左上esults willcontribute tothe

PreParationoftheEnvironmentandHealthActionPlan2004T2010thatwillbe

PreSentedinJune2004．

SomeareaswheretheworkisinaninitialphaseareSummarisedunder“Other

PrqgreSS’’（2・9）togetherwithasummaryOftheresultsofthestudy“PreparatOry

actlOnSinthefieldofdioxinsandPCBs”．

2．2．　AccedingandCandidateCountries

Forthe Acceding and Candidate Countries threeimportantneeds are being

addressed：the need toidentifyemission sources，the need to asseヲS
COntaminationlevels and human exposure and the need to develop dioxln

expertiseandcapacity．Threeprqiectshavebeenlaunchedinthisarea，COVering

allthirteenAccedingandCandidateCountries．Theyaredescribedbelow．

2．2．7．月面如才O〝∫加dcce（ガ喝α〃dCb〃成ゐね（わ〟刀かeg

Theprqject“DioxinEmissionsinAccedingandCandidateCountries”3consists

Oftwomdoractivities：1）developinganinventoryofdioxinemissionstoqir，
WaterandlandintheAccedingandCandidateCountries，and2）makingasenes

OfsupportingairemissionmeasurementStOimprovethequalityofknOwledge
ondioxinemissionsinthesecountries．

A secondary obiective of the activitiesis to support the development of

CaPaCitiesandexpertisewithinthecountriestothelevelneededfbrEUpolicyln
thefieldofdioxins．Workonboththeinventoryandthe measurementsare

thereforedoneinclosec0－0Perationwiththenationalexperts．Theresultsofthe

Study canhelpthe countries to develop andcomplete a database ofdioxin

sourcesandemissionfactors．

Theprqjectisnowinitsinitialstage．Participatingcountriesareintheprocess

Ofdeliverlngthedataandinfomationneededtobuildthe丘rstversionofthe

inventory．The二重rstseriesofmeasurementshastakenplacedmingtheautumn

andwinterof2003．CompaniesfromtheAccedingandCandidateCountriesand

Others have recently beeninvited to sdbmit proposals to perform the
measurements．

COM（2003）338負nal．

httD：／／www．shmu．sk／sms／diomi－BA／
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2．2．2．助Vか0〝椚e〝ねJ kveね　α〝dカ〟椚α〝　叩0∫〟柁　加　dcce威喝　α〝d Cb〝成あわ

Cb〟〝frfeg

Theaimoftheprqject“DioxinsandPCBs：Environmentallevelsandhuman

exposureinAccedingandCandidatPCountri声S，AistoprepareanOVerviewand

ananalysisofthedataavailablebothonentirbnmentallevelsofdioxinsand

PCBsintheAccedingandCandidateCountriesandonhumanexposuretothem．

Asecondaryaimoftheprqjectistocontributetocapacitybuilding．

The process of collecting and evaluatinginformation on environmental

COntaminationlevelsandhumaneXPOSureisstillongolng．Thisisdoneinclose

C0－0Perationwiththecompetentauthoritiesandexperts録omtheAccedingand

CandidateCountries・Therearesignificantdiffbrencesintheavailabilityofdata

amongthecountries，PnnCIPallybecauseofthedifftrentlevelsofmonitonng
andresearch activities．Theinformation obtainedwi11be struCtured andwhere

POSSibletheresultswillbecomparedwiththecorrespondingdatafortheEU．

Informationoncompetentexperts，institutions，laboratoriesandPCBdestruCtion

facilitieshasbeencompiledfornearlyallofthecountries．Asfbrregulatory
aspects，it seems that the main requlrementS OfEUlegislation have been

transposedintonationallegislationinallcountries，althoughfullimplementation

hasnotyetbeenachieved．

2・2・j・Jb如月eぶedrCゐCe刀かepr少ecJo′7e∽ね∫わ〝∫わめeCeJ7如才Jd〝d助∫J助r甲ed〝

Co〃〝かね∫　放e〝ぶわ乃わdcce成〃gα〃d Cb〝成‘加e Co〟〃かね∫好例0ムfJeα〝d

皿∫／ん仙JJyH〃山かJL吋〃仙山′・‘人／′…・‘んJ■Jり叩叩′イ血J（甘・‘J仙〃ノ

Thisprqject5，WhichisoneoftheactivitiesoftheJointResearchCentre（JRC）to

SuPPOrtenlargement，WaSrefocusedfbllowlngtheCounCilconclusionstoassist

implementation of the Dioxin Strategyin the Acceding and Candidate

Countries．Undertheprqjectanumberofactionshavebeencarriedoutwiththe

aimbothofimprovlngtheknowledgeofthesituationandoftrainlngSCientists

fromallofthesecountriesindioxin－relatedissues．

The results showthat，COmParedwiththe Member States，PrOmes ofdioxin

SOurCeS andthe teclm010gleSinvoIved are di脆rentinthe Acceding and
Candidate Countries，With non－industrial sources，SuCh as coalfor domestic

heating，aCCOu叫嬰gforamuchgreatershare．Thereisthusariskthatreports
mayunderestirh這tedioxinemissions．SincethemainsourceorientedEUpolicy

instrumentSdonottargetsmallsourcestheymaynotbesufficienttodiminish

dioxinemissionsintheAccedingandCandidateCountries．Nationalapproaches

Willhavetobedevelopedtoaddressthisissue．

http：／／www．eu－pOpS．Org／

JRCReportEUR20779，aVailableathttD：／／euroDa．eu．int／comm／environment／dioxin／
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MunicipalwasteincinerationishrlesscommonintheAccedingandCandidate

CountriesthanintheEU．Dioxinemissionsfromthesesourcesarethereforenot

asslgn摘cantastheyusedtobeintheEU，WhenrmnicIPalwasteincinerators
Werelesscontrolled．However，hazardousandhospitalwasteincineratorsmay

besignincantSOurCeSOfemissions，？tleastin．somecountries．－

Alackofcompetentdioxinsamplinggroupshasbeenidentined，althoughsome

Ofthecountriesdohavedioxinanalysislaboratories．Ofthefourlaboratories
thattookpartinanintemationalinter－COmpariSonexercipeondioxinanalysis

three proved very accurate，While only one performed poorly．Thelack of

SamPlinggroupscouldmakeitdi餓culttoimplementEUinstrumentStOreduce
dioxinemissions．

Awidenetworkofmorethan100partnersfromtheAccedingandCandidate

Countries has been created and severalworkshopshave been arranged．The

training workshop“Determination ofDioxinsinIndustrial Emissions”was

attended by34scientists ftom the Acceding and Candidate Countries．The

responseoftheparticipantSWaSPOSitivesincemanyofthesecountrieshaveno

experience ofdioxin emission sampling but stillurgently need to develop

CaPabilitiesthatwillenablecompliancemonitonngandtheissulngOfpermits．

Aworkshoponsmallsourcesofdioxinemissionsidenti丘edaneedtodedicate

more effbrts to researchinto the contribution of coal combustion to dioxin

emissions．TheJRCisprepanngactionstoaddressthisissue．

2．3．　　Researt血

2．3．7．とわあ血gJ犬Cわあorαわγ．わC肋ky

During2002the dioxinlaboratory facilities oftheJRC were updated and

dioxin－likePCBswereincludedintheexistingroutinefbrdioxinsandfurans．

The performanCe Ofthe facilities was evaluatedand con鎖rmed through the

SuCCeSSfulparticipationintwointemationalinter－Calibration experimentsfor

Varioussourcessuchasflyash，SOil，Sedimentandfish．

2・j・2・かねよカ7g　8円d o娩er per油励f o曙α乃k po肋加わ　POP可　わ7　秒ザrO血Cね，

′・ql・ぐ〟e刷‘hl・‘′此ヾ〟′J‘／Jん再り，り仙〟山／／り川Jlリ・血ノ．〟…‘／〔イJ‘J由一∫J‘tgt・〃

The鎖nalreport5－0n the prqect“Dioxins and other POPsin by－PrOducts，

recyclatesandwastesandtheirpotentialtoenterthefoodchainqStageII”6was

PublishedinSeptember2002・Itisacontinuationofthestudy“Evaluationofthe

OCCurrenCeOfdioxinsandPOPsinwastesandtheirpotentialtoenterthefood
Chain”，Which set outtoinvestigateto what extentthe use ofcontaminated

WaSteSintheproductionofanimalfbedingstu蝕canthreatenpublichealthvia

thefoodchain・StageIIclosesdatagapsthathadbeenidenti且edinthe丘rst

Studyand develops a sampling programmb and a sampling strategy fbr
monitorlngOfPOPsandwasteinthefoodchain．Italsoprovidesconclusions

httD：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin／
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and recommendationsforfurther research，data collectionand reduction of

humanexposure．

Results so far suggest that about one sixth ofhuman exposurein the EU

Member States may be caused by the use ofby－PrOductsin fbedingstufB．

Accidentsoffraudcanincrease・thissharedrastically．Stillmoreinformationis

neededtoarriveatafullpictureoftheextenttowhichtheuseofrecycledby－

PrOductsin fbedingstufR a脆cts human exposure・Consequently，the study

includesaproposalforanEU－WidesamplingcampalgntOfi11thesedatagaps．

Thissamplingplaniscurrentlyunderevaluationwithaviewtocontinuationof
theprqject（stageIII）．

The third stage ofthe prqject would consist ofcollecting samples ofseven

individualfeedingstuffcomponentsandcarrylngOutdetailedinvestigationsof
manufacturlng PrOCeSSeS．The o句ectiveis to provide a clear basis　for

managementdecisionsinthoseareaswherethelargestreductionsofPOPinput

inthehumanfoodchaincanbeachieved．

ユJ．J．Pnがぐ／∫りJJ（〟（山JJ．†JJ川Jf／〟〃‘Jll・（ムヾJ（J

AnumberofexperimentaldioxinprqjectstouchingonvariOusaspectsarein

PrOgreSSattheJRC．Theydealforexamplewithpotentialhumanexposureto

dioxins録omrecycledoilsandfatsandwithdioxincontamination録omdi脆rent

typesofsoilamendments・7

2．3．4．Pr少ecね0乃血pr甲α和才わ乃q／cerJ卵edr垂re〃Ce椚αねrねね

TheInstituteforReferenceMaterialsandMeasurements（IRMM）attheJRChas

developed a set ofcertined refbrence materialsfor PCBsin pork fat．The

Certinedrefbrencematerialsareintendedas qualityassuranCetOOIs，allowing

laboratoriesinvoIvedinmonitoringprogrammestocheckthequalityofthedata

they produce．This should eventuallyleadto animproved comparability of
monitoringdataregardingdioxins，furansandPCBsacrossEurope．

2．jJ．エkVe甲椚e〝α乃dVαJあわ〝q再cree〃〃g〝e娩0ゐ

Thereisastrongneedfbrrapidscreenlngmethodsforthedetectionofdioxins

infood andfeed that can be used toanalyse a high number of samples，
Su句ecting only＿rP9Sitive samples to more expensive analyses applying high

resolution mds盲‾spectrometry．In November2003theIRMM nnalised a

Validationstudyofacelllinebasedscreeningmethodindicatingthatthistypeof
methodsneedsfurtherrennement．

Alist of the prq）eCtSis glVenin the annex to this report，aVaihble at
http：／／eurot）a．eu．int／comm／environment／dioxin／
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2．3．正　月Tp伽椚eWO夜伽gm椚∽eg

SpendingonresearchinvolvingdioxinsandPCBswasincreasedsigni丘cantlyin

theFifthRTDFrameworkProgramme（1998－2002），thetotalamountrisingto

12millioneyros8・TheQualityofLifbandManagementofLivingResources

－ThematicProgrammespentmostof－thisamodnt▼sponsorlngSixprqjects9．These

OngOlngPrqjectsconcentratemostlyonriskassessmentofdioxinsandPCBs，

focusing on various endpoints such as cancer orfertility，alsoinvoIving

OrganisationsfromEastemEuropeancountries・TheEnergy，Environmentand

Sustainable DevelopmentProgrammehas負nanced oneprqect onthe arctic

foodchain．

UndertheSixthFrameworkProgramme（2002「2006），aNetworkofExcellence

（CASCADE）iscurrentlybeingnegotiatedwithabudgetof14．4millioneuros
fromPriority50nFoodQualityandSafety．Itfocusesondurableintegrationof

Europeanresearchintothe e脆cts onhumanhealth（Cardiovasculardisease，
VariouscanCerS，declineinfertilityetc．）causedbychemicalresidues（including

PCBsanddioxins）inthediet・Pri0rity5isalsoco一缶nanCingaSpecincTargeted

Research Prqject called DEVNERTOX witha budget of2．4million euros

focusedonavarietyofe脆ctsofmixturesofneurotoxicsubstances（PCBsand

methylmercury）contaminatingfood．10

2．4．　CommunicationtothepublicandawareneSSrlSlng

A web site on dioxin exposure　and health has been set up at

http：／／europa．eu．int／comm／environment／dioxin．Ⅰtgivesanoverviewoftheissue

andcontainslinkstothemostimportantdocuments（e．g．theDioxinStrategy

andtheEnvironmentandHealthStrategy）andseveralstudiesandpr亘iects．

TheCommissionisprepanngaworkshoponralSlngaWareneSSOfbadpractices，
SuChasopenbumlngOfwasteortheuseofwasteascombustionmaterial．The

COmPetent authoritiesfromthe Acceding and Candidate Countries andthe

PreSentMemberStateswillbeinvitedtoattend．

2．5．　C0－0perationatinternationalleve1

2・エJ・月b挿cdわ〝げ加われ搾αわ〃α昭ree〝e〝蕗

TwoimportantJ呈出emationalinstrumentS have been adopted on persistent

organicpollutふS（POPs）：theUNECEProtocolandtheStockholmConvention．
TheUNECEProtocolenteredintoforce on230ctober2003，butadditional

rat沌cationsareneededbeforetheglobalStockholmConventioncanenterinto
force．InordertocomplywiththeEUcommitmenttoratifytheseinstrumentS

Withoutdelay，theCommissionhasproposedaregulationtoglVee脆cttotheir

10

httt）：〟euroDa．eu．int／comm／research／endocrine／index en．html　for general　infbrmation　and an

OVerviewofallresearChprqiectsandrelatedactivities．

ht申：／／www・anemOne－Prqject．dk／for the　Anemone－Prqjectinvestigating neurobehavioral

endpointsand markers ofneurotoxicant eXPOSureS，http：／／www．inuendo．dk／fortheInuendo－

prqjectstudyingtimetopregnanCyandsemenqualityinInuitandEumpeanPOPulationgroups．
See7．
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mainprovisions，WhicharenotyetcoveredbyCommunity1egislation（See2．8－

RegulationonPOPs）・

TheintemationalagreementsaimatphasingoutthesedangerOuSSdbstanCeSby

COntrOllingtheirproduction，uSe，import，eXPOrt，emisSionsanddisposal．Some

Ofthe obIigations ofthe Regulatibnprop0台edby the Commission are even

Stricterthantheintemationalagreements．

In the　丘amework of the Stockholm Convention the Commission has been

activelyinvoIvedin expert groups that are draRing guidance onBAT（best

available teclmiques）and BEP（best environmental practice）for the
unintentionalproductionofdioxins，furansandPCBs，andproducingteclmical

guidelinesforenvironmentally soundmanagementofwaste containlngthese
substances．

2．5．2．点呼道gCree〃〃gme娩0ゐ

Ajoint EC／WHOinitiative was setupinNove血ber2001withthe aim of

OrganlSlng a WOrkshop to review and scientincally evaluate rapid screenlng

methodsfordioxinsanqrelatedcompounds，andtoidentifyresearchneedsin

thisarea．Aninventoryofallavailablemethodswillbemade．Thisinventory

Willinclude a detailed descript10n Ofthe di飴rent screenlng methodsand

addressthestrengthsandweaknessesofeachmethodandtheapplicabilityand

limitationsofthemethodology．

2．6．　BestAvailableTechniquesrefbrencedocuments

SincetheadoptlOnOftheStrategy，theCommissionhascontinuedtoorganisean

exchange ofinformation onBATsinvariOus sectors・The recently薫nalised

documentsincludeinformation on dioxin－related prevention and control

measuresinlarge－VOlumeorganicchemicalsproduction，manufactureOfother

Chemicals，mineraloilrenningandproductionoftextiles．Thereisalsoarecent

documentonthemonitoringofreleases，includingdioxinemissions．Relevant

documentsunderpreparationcoverfoundries，1argecombustionplantS，WaSte
inCineration，Otherwastetreatment，anddisposalofanimalby－PrOducts．

Inordertogetabetterviewofthecurrentknowledgeandavailableinformation
Onemissionsofdioxins録omfbundriesandtheirabatement，aWO止shopwas

Organisedbythを＿foundryindustryinSeptember2003・Theworkshopshowed

thatitisnotpossibletoidentifythesinglecontrollingfactorsinthereformation

Ofdioxins．ThismakesitdifRculttoidentifyappropnatepreventivemeasures

thatcanguaranteelowemissionlevels．Moreover，thereisverylittleindustrial

experiencewithsecondarycontrolmeasureS・
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2．7．　IntegrateddioxinandPCBmomitoringinthel主alticreglOn

Thelong－termmOnitoring objectives ofthe Strategy are being addressed

through the preparation of a pilot prqeCt Onintegrated dioxin and PCB
monitoringintheBalticareaintheframeworkoftheEuropeanEnvironment

－andHealthStrategyllandtheMariheStrateg少12．・

TheCommissionwillexaminethepossibilityoflinkingcurrentenvironment，

nshandhumanhealthmonitonngdataandprogrammesfordioxinsandPCBsin

theBalticAreaandwillidentifywaysofdevelopingintegtatedenvironmentand

healthmonitonng・Thiswillprovidetheinformationneededtoassessthelink

betweentherelease ofthesesubstancesintothe environment，theirtransport

through diffbrent environmental compartments，their accumulationinthe

environment，theecosystemandfood，andtheireffbctsonhealth．Theintegrated

informationwillbeusedasabasisforfurtherpolicydevelopment．

InSeptember2003atechnicalworkinggroupondioxinandPCBmonitonngln

theBaltic areawas established∴Theworkinggrouphasprepared abaseline

reportincluding an overview of existing dioxin　and PCB monitoring

PrOgrammeSintheBalticcountries，theproblemsandshortcomlngSOfexisting

monitonng systems，andrequlrementSforintegrated environment andhealth

monitorlngOfdioxinsandPCBs．Inasecondstage，bytheendofMarch2004，

theworkinggroupwillestablishoptionsforactionandrecommendationsforthe
Commission，s Environment and Health Action Plan2004－2010．The results

丘om the pilot prqject will be used to develop a“Europeanintegrated

environmentandhealthmonitonngandresponsesystem”thatwillbeextended

toothersubstances．

2．8・　Regulationonpersistentorganicpollutants

On12June2003theCommissionaddptedaProposalforaRegulationofthe

EuropeanParliamentandoftheCounCilonpersistentorganicpollutants and

amending Directives79／117／EEC and96／59／EC13・The proposal aims at
implementing the obligations ofthe Stockholm Convention andthe UNECE

ProtocolonPOPs．Severalcontrolmeasuresondioxins，furanSandPCBsare

included．

TheproposalobligesMemberStatestodevelopandmaintainreleaseinventories
andNationalAetionPlans designedtoidentify，CharaCterise andreduce the

releasesofthesesubstanCeS，aSlaiddownintheStockholmConvention．Both

thereleaseinventoriesandtheNationalActionPlansareregardedasessential

tooIsforthecost－effectiveandcontinulngreductionofthereleaseofby－PrOduct
POPs．

COM（2003）338血al．
COM（2002）539且nal．

COM（2003）333鎖nal．

228



Theproposalalsolaysdownstringentrulesonwastecontainingorconsistingof

POPsubstances，includingdioxinsandfurans．Asageneralrule，POPswaste
ShouldbedisposedofwithoutdelaylnSuChawaythatPOPcontentisdestroyed

Orirreversibly tranSformedinto substances which do not exhibit POP

characteristics．

FurthemOre，itisproposedthatthe CommissionandtheMember States，in

Close c0－OPeration，eStablish appropriate programmes and mechanisms，

COnSistentwiththestateoftheart，forthecontinuousprovisionofcomparable

monitoring data on the presence of dioxins，furan and PCBsin the

environment．This obligationgoesbeyondtheprovisionsoftheintemational

agreements，butitisbasedontheDioxinStrategy．TakinglntO aCCOuntthe
Currentlackofdataonenvironmentallevelsandtrendsfordioxins，furansand

PCBs，andtheneedtoevaluatetheeffbctivenessofcontrolmeasures，aSPeCinc

PrOVisiononmonitoringlSCOnSiderednecessary．However，itisessentialtohave

themeasurementandmonitonngtooIsrequiredforthoseactivities．

LastlyitlSPrOPOSedthatMemberStatesprovidetheCommissionwithsummary

informationonreleaseinventoriesandthepresenceofdioxins，furansandPCBs

intheenvironmenteverythreeyearS．

TheCommissionproposalwasforwardedtotheEuropeanParliamentandthe

CounCilinJune2003，tOgetherwith the proposalsfor CouncilDecisions on
ratificationoftheStockholmConventionandtheUNECEProtocolonPOPs．

2．9．　0therprogress

J．リ．J．　‥Pr叩‘肌〟りJ：1、lJ。Jb〃．ヾ血／／Jり～（イ‘／一才‘〟り．TfJJHJ仙／JJrβ・ヾ‥

ToobtainmorespeciAcinformationondioxinandPCBsourcesandlevelsthe

CommissionnnanCedthestudy“Preparatoryactionsinthe鋭eldofdioxinsand

PCBs”14・ThennalstudyreportcoversallEUMemberStatesandwaspublished

inApri12002．Amainfbcusofthepr亘iectwasthesamplingandanalysisoffeed

andfoodacrossEurope．ItprovidesasystematicoverviewofdioxinandPCB

COntaminationlevelsfordi脆rentenvironmentalcompartments，fbedandfood，

andclosesexistingdatagapsinparticularfordioxin－likePCBs．ItalsoglVeSan

OVerviewofsources，Pathwaysandhumanexposure．

2．タ．2．か解re乃g qpe〃一七Me∫qrPC鮎α〃dPC乃　〃prOゐCねα〃d滋er〝祓αわ〃qr

／－lM肌わんJ仙リ甘／血中…木目／kJ‘〟．、ノ，仙J／′ィ、pC臥

Anongoingstudyis designedtoidentifyproducts containingPCBs／PCTsin

OPen uSeS，tOgether with q）Plications，typical uses and　further useful

information・However，ident摘cationishamperedbythelongperiodthathas

elapsedsinceusewasstopped，theconndentialityOfthepreparations andthe

Varietyofapplications．

See6．
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2、夕．j．　g∽由∫われJのねVα血eg

InitsconclusionsontheDioxinStrategytheCouncildrawstheattentiontothe

POSSibilitiesprovidedbyCouncilDirective96／61／ECof24September1996

concemingintegratedpollutionpreventionandcontrol（IPPC）15．ThatDirective

providesthatEU－Wideemissionlimitvalues・fbrdioxihsshouldもeestablishedif

the needisident摘ed．Inits Communication onimplementation of the
Directive16theCommissionmakesthegeneralpointthatlimitvaluesrestrictthe

POSSibilityfor national auth0rities to make pragmatic and environmentally

justinedtrade－0ffdecisionswithregardtolocalcircumStanCeS．EU－Widelimit

Valuesshouldthereforeonlybeintroducediftheyarestrictlynecessary．

Themetalindustryremainsam亘iorsourceofdioxinemissions・Forthissector

theCommunicationsuggestsasa丘rststagemandatorymonitoringrequlrementS

asanaltemativetoemissionlimitvalues．Thiscouldbeanef托ctiveregulatory

tooIsincethelackofdataonemissionsinthis sectoriscurrentlyaseriOus
impedimenttoappropriatemeasuresbeingtaken・TheCommissionhasstarted

PreParatOryWOrkonthisinitiative．

Inthe autumn of2003，the Commission receivedfrom Member States new

informationonrepresentativeemissionlimitvaluesfordioxinsanddioxin－like
SubstanCeS，Whichareappliedintheircountry．

2．タ．4．　勒ねr

Forimplementation oftheWaterFrameworkDirective17，andinparticular

禁慧霊欝畿慧慧諾慧r諾慧霊霊芝慧器
qualitystandardsfor the aquatic environmentand establishing controIs on

emissions，dischargesandlossesofsubstances．

PCBs，dioxins andfurans were notincludedin theinitiallist of priority
S止bstances，OnthegroundsthattheywereconsideredtobehistoricpollutantS

andthatexistlngma止etinganduserestrictionsunderDirective76／769侶EC
wouldgivesufncientprotection19・However，tWOOngOlngStudiesundertakento

SuPPOrt the development of environmental quality standards and emission

COntrOIsinitiallyincludedthesesubstances．

18

19

OJL25，10．10．1996，p．26．

0ntheRoadtoSustainableProduction－ProgressinimplementingCouncilDirective96／61／EC

COnCemingintegratedpollutionpreventionandcontrol（COM（2003）354鎖nal）．

Directive2000／60／EC ofthe European Parliament and ofthe Councilof230ctober2000
establishing a　framework　for Community actionin the　負eld of water policy．

OJL327，22．12．2000，p．1．

DecisionNo2455／2001／ECoftheEuropeanParliamentandoftheCouncilof20Novehber2001

establi血ingthelistofprioritysubstancesinthe丘eldofwaterpolicyandamendingDirective
2000／60／EC．OJL331，15．12．2001，p．1．

European Commission．“Study on the Prioritisation ofsubstances dangerous to the aquatic

envirorLment’’，June1999．ISBN92－828－7981－X．Availableat

httD：／／eurol）a．eu．int／comm／environment／water／water－danEerSub／Dri substances．htm
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Accordingtoarticle16（4）oftheWaterFrameworkDirective，thelistofpri0rity

Substanceshastoberevisedeveryfouryears．Ifnewmonitoringdataondioxins

andPCBs revealthatthere are stillrisks ofexposureto orviathe aquatic
environmentin EU Member States，including the Accedingand Candidate

Countriesand／Orthattherearestillsignincantpointordiffuses叩rCeSCOnneCted
Withthe aquatic environment where emission controIs areinsufBcient，the

inclusionofthesesubstancesonthelistofpri0ritysubstancesforCommunity
levelaction couldbe considered．The丘rstreviewis due to startin2004．As

regards other main pollutantS Ofconcem eachindividual Member Stateis

requiredundertheWaterFramewofkDirectiveto establishqualitystandards

andemissioncontroIsforanysubstancethatisidentiBedasslgni丘cantinthat

MemberState・Anrstreportonpressuresandimpactsisduein2004according

toArticle50ftheDirective，andthisreportisexpectedtoglVeanindicationof

Whichsubstancesarerelevant．PCBs，dioxinsandfuranscouldbeident摘edin

thatprocess．

2．タ．J．　＆沼

Soilcontaminationisoneofthreepri0ritythreatsthatwillbeaddressedina

Communicationfrom the Commission to be adopted by mid－2004in the

fiameworkoftheThematicStrategyonSoilProtection20・Severalactionsare

Plannedtoimprovesoilprotectionandworkinggroupshavebeensetup．The
fullscopeofthewo止hasnotyetbeenestablished，butsomeoftheseinitiatives

maytacklethemonitonngandreductionofPCBsanddioxinsinthesoilandthe

treatmentofcontaminatedsediments．

2．夕．丘　且椚ね∫わ刀．舟Cわ和

TheJRChasinitiatedthesettingupofanEmissionFactorsDatabase，Whereone

Ofthemaingoalswi11betodevelopandmakewidelyavailablecountry－／regionL

SPeCificemissionfhctorsfordioxinsandfurans．

PROGRESSACHIEVEDWITHTHEACTIONSFORFEEDANDFOOD

3．1．　Integratedapproach

TheStrategydescribesanintegratedapproachtolegislationonfbedingstu蝕and

fbodstu脆to reducethe presence ofdioxinsandPCBs throughoutthefood
Chain．Thisinte岳fatedapproachconsistsofthreepillars：

－　The establishment ofstrict but fbasible maximumlevels ofdioxinsinfeed

andfoOdtakinglntOaCCOunttheresultsobtainedinlowerlngthepresenceof

r Theestablishmentofactionlevelstotnggeractionwhenlevelsofdioxinin
fbedorfoodarefoundclearlyabovebackgroundlevel．Theseactionlevels

haveanearlywamlngfunction．

COM（2002）179点nal．

231

‾二二二－1　－

・章．・三．



q Theestablishmentoftargetlevelstobeachievedovertimesoastobringthe

exposure ofthe m毎0rity of the European population within thelimits

recommendedbytheScientincCommittee．

J．日．nJ下り，〟山J・∴肌止豆川≠椚／ぐ付人

‾　Maximumlevelsfordioxinsin‘fbedandfbodhavebeenestablishedatastrict

but fbasiblelevelin order to discard the．unaCCePtably highly contaminated

CouncilRegulation（EC）No2375／200lof29No車ber200lamending
ComIやSionRegulation（EC）No466／200lsettingmaxlmumlevelsforcertain
contamlnantSinfoodstu脆21establishes maximumlevelsformeatandmeat

PrOducts，鮎hand鮎heryproducts，milkandmilkproducts，heneggsandegg
PrOducts，and oils and fats．The data available at that time did not allow

maximumlevelstobelaiddownfbrdiffbrentcategories of爵sh and鮎hery

PrOducts．In the nearfuture diffbrentlevels are to be setforthe various

CategOries．

Directive2002／32／ECoftheEuropeanParliamentandoftheCounCilof7May

20020nundesirablesubstancesinanimalfbed，22asamendedbyCommission

Directive2003／57／EC of17June2003，23establishes maximumlevelsfor

dioxinsinfbedmaterialsofplantongln，minerals，binders，animalfat，andother

PrOducts ofanimal ongln，鎖sh oil，銭sh meal，and compound ftedingstuf鞄，

including鎖shfbed．

FromatoxicologlCalpointofview，maXimumlevels fbrdioxins shouldalso

include dioxin－like PCBs．However，aS data onthe occurrence ofdioxin－like

PCBsisstilllimited，anaCtiveapproachisbeingpursuedtoobtainthisdataand

tobuildupareliabledatabaseinordertoallowrevisionofthelimitsfordioxins
in fbedandfood before31December2004toinclude dioxin－like PCBsin

accordancewithtoxicologicalevaluation．

FurthermOre，themaximumlevelsfordioxins anddioxin－likePCBs aretobe

furtherreviewedby31Decerhber2006atthelatestwiththe aimofsetting

Substantially stricter maximumlevels，inline with thelowenng ofdioxin

emissionstotheenvironment．

jJ．2．ぶeco〃d〆br．・〝CJわ〝Jeveね

TheremustbepermanentmOnitoringofthepresenceofdioxinsandPCBsin
fbedandfood across the EU．Whenever thereis an abnormalincreasein the

levelsofthesecompounds，SOurCeSand／orpathwaysofcontaminationhavetobe

identined・Inordertodeterminewhatconstitutesanabnormallyincreasedlevel，

actionlevelsaresettopromptcompete血authoritiesandoperatorstoidentify

SOurCeSandpathwaysofcontaminationandtotakemeasurestoeliminatethem．

OJL32，6．12．2001，p．5．
OJL140，30．5．2002，p．10．

OJL151，19．6．2003，p．38．
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Actionlevelsforfoodstu蝕，fbed materialsandfeedingstufB were set by

CommissionRecommendation2002／201／EC of4March20020nthereduction

ofthepresenceofdioxins，furansandPCBsinfeedingstu飴andfoodstuf駄・24

Under the Recommendation，the Merhber States，rin proportion totheir

PrOduction，dseandconsumptionoffeedmaterials，ftedingstu臨andfoodstu飴，
aretocarryoutrandommonitoringofthepresenceofdioxinsanddioxin－like

PCBsinfbedmaterials，feedingstuffbandfoodstuf粘，including鮎hand丘shery

PrOducts．This monitoring has to be carried out，and results reported，in

accordance withthe specinc guidelines　and録equency established by a

Commission Recommendation on the monitoring ofbackgroundlevels of

dioxinsanddioxin－likePCBsinfoodstu脆andfeedingstu飽．

TheRecommendation2002／201／ECprovidesthatMemberStateswilltransmit

every year a report by31Decemberforfoodstuffk and byl Apri1for
feedingstuffb on their nndings，the results of theirinvestigations and the

measures takentoreduce oreliminatethe source ofcontamination．Incasethe

informationis ofimmediate relevance　for the other Member States the

informationhastobetranSmittedimmediately．Thisreportwillbeforthenrst

timeprovidedforthecontroIsperformedintheyear2003・

3．7．3．乃かdpガJの∵細管eJJeVeね

TargetlevelsarethelevelstobeachievedinfoOdandfbedwherebyitcanbe

reasonably assumed that the dietary exposure of alarge majority of the

Europeanpopulationwillbewithinthetolerableweeklyintakefordioxinsand
dioxin－likePCBs．Thesetargetvalueswillbesetby31December2004inthe

lightofmoreaccurateinformationontheimpactofenvironmentalmeasureson

the reduction ofthe presence ofdioxins and dioxin－like PCBsin dif稔rent
feedingstuffbandfoodstuffb，including鮎handnsheryproducts．Targetlevels

Will act as the drivingforcefor the measures required tofurther reduce

emissionsintotheenvironment．

3．2．　Specificissues

j．2．J．Progreg∫0乃成0ズ〝一眈ePCβ∫

Althoughitisrecognisedthatfromatoxicologicalpointofviewanylevels

Should apply垣dioxins，furans and dioxin－like PCBs，for the time being
maximumlevもls‾havebeensetonlyfordioxinsandfurans．Thesemaximum

levelsarelaiddownforfoodinSection50fAmexIofCommissionRegulation
（EC）466／2001andforfeedintheAmextoDirective2002／32．、TheCommission
is committedto reviewlngthemforthe nrsttime by31December2004，in

ParticularWith a view toincluding dioxin－like PCBs．To this effbct，the

CommissionhasbeencollectingmonitoringdatafromMemberStatesfollowlng

theguidelineslaiddowninaCom叩issionRecommendationonthemonitoring

Of backgroundlevels of dioxins and dioxin－like PCBsinfoodstuf駄；and

fbedingstu蝕・AdditionaldatahasalsobeensubmittedtotheCommissionby

OJL67，9．3．2002，p．69．
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Member States舟om national surveyS and targeted monitoring outside the

recommended monitonng strategy．The data collected will allow　the

CommissiontostartdiscussionswiththecompetentauthoritiesoftheMember

States on fbasible maximumlevels ofdioxins，furans and dioxin－like PCBs，

j．2．2．‾肋加〃那加ゆ伊紗rα聯α乃d∫e椚才一血〝嘉veq郡

Asthere have been cases ofhigh dioxinlevelsinfree－range eggS，it was

COnSidered appropriate when the maximumlevels were．adopted to allow a

tranSitionalperiodforfree－rangeandsemi－intensiveeggsbeforethemaximum

levelsapply．Thelegislationprovidesthat丘ee－rangeandsemi－intensiveeggs

mustcomplywiththemaximumlevellaiddownasfromlJanuary2005・

j．2．3．エkr官ααわ〝♪r．動力〟0m血加地助。r曙わ〃∫0〟加釣〝ね〝dα〝d伽e鹿乃

Bywayofderogation，SwedenandFinlandare authorisedforatranSitional

Periodupto31December2006toplaceonthemarket丘shfromtheBaltic

intendedforconsumptionintheirtemitorywhichhavedioxinlevelshigherthan

thosesetinthelegislation．Inreturnforthisderogation，FinlandandSweden

havetoundertakeintensivemonitoringofthelevelsofdioxinsandPCBsin鎖sh

丘omtheBaltic．Thisintensivemonitoringprovidesimportantinformationon

factorslike theimportance ofthe age of fsh on dioxinlevels and the

distribution ofdioxinsindifEbrentparts ofthe丘sh．The Accession Treaty，

COnCludedinCopenhageninDecember2002，foreseesforEstoniathepossibility

OfderogationforBsh録omtheBalticunderthesameconditionsasFinlandand

Sweden．

3．2．4．7も曙eJわ柁血ceカ〝椚α〝叩0∫〟re

Underthelegislation，themaximumlevelsaretObereviewedwithinade負ned

Periodoftimewiththeo旬ectiveofreducingthem．Anoverallreductionofat

least25％inhumaneXPOSuretOdioxinsistobeachievedby2006．Tothis

ef托ct，theCommissioniscontinulngtOWOrkwithMemberStatestocollectdata

toallowthecalculationofhumaneXPOSurethroughdiettodioxins，furansand
dioxin－likePCBs．

3．2．エ：rO騨■e∬0〝乃0秒成Ⅲ加－JfおPC鮎

AtthebeginnlngOf2002theCommissionaskedtheScientiBcCommitteefbr

Food to provide a scientiBc opln10n On therisks to consumers ofdietary

exposure to non－dioxin－like PCBs．Given the complexityof theissue the
Commission，theWHO，andtheUSEnvironmentalProtectionAgencyagreedto

COmbineforcestoavoidduplicationofe放）rtinperformlngriskassessmentson

non－dioxin－like PCBs．Since the European Food SafbtyAuthority（EFSA）

becameoperationalinMay2003，ithasresponsibilityforaddressingtherequest
Of a scierrti丘c oplnion onthisissue，throughits Panel of Experts on

ContaminantS．TheCommissionreneweditsrequestforascientincoplnionon

non－dioxin－likePCBsinNovember2003especiallylnViewofincludingthe
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assessmentofthepotentialrisksforanimalandpublichealthofthepresenceof

non－dioxin－1ikePCBsinfbedingstu蝕．ThePanelhassetupaspecincworking
grouptoassessnon－dioxin－1ikePCBs，Whichwilloperateinparallelbutc0－

0rdinatedwiththeintemationalworkinggroup．Ascientincoplnionhastobe

deliveredbytheendof2004．

The Commission hasin the meantime discussed withthe Member States the

needtosetprovisionalmaximumlimitsfornon－dioxin－likePCBsuntiltherisk

assessmenthasbeencompleted．TheMemberStatesexpressedtheoplnionthat

thesettingofmaximumlimitswithoutariskassessmentwouldbepremature，SO
the discussions will be resumed once therisk assessment becomes available

丘omEFSA．

SuMMARY

The丘rst two years ofthe ten－year Community Strategyfor reducing the

PreSenCeOfdioxins，furansandPCBsintheenvironment，feedandfoodhave

beenspentonanumberofimplementationactivities，Withpri0ritygiventothose
stressedintheCouncilConclusions．

TheactivitiesincludeinparticularprqjectsaimedatimprovlngknOwledgeof
the current situationin the Acceding and Candidate Countries withthe

SeCOndaryobiectiveofstrengtheningcapacityinthesecountries，forexamPleby

establishingnetworksandtrainlngeXPertS．Throughtheseprqjectsithasbeen
foundthatsmallbutnumerousdiffusesources，mainlyintheresidentialsector

haveaconsiderablygreaterpotentialfordioxinemissionsthanintheEU．This

isduetothewidespreaduseofsolidfuels，andpossiblytotheco－incineration

andopenbumlngOfwaste．Theseactivitieswi11probablyberecognisedinthe

futureasdominantdioxinsourcesintheAccedingandCandidateCountries．

Inits conclusions the Councilunderlines theimportanCe Ofthe Stockholm

ConventionandtheUNECEProtocolonPOPs．Theseagreementshavebeen

SignedbytheEuropeanCommunitybutnotyetrati且ed．Theyaimtoeliminate

CertainPOPs，interaliadioxins，furans andPCBs．To enableratincationthe

Commission has proposed a Regulation on persistent organic pollutantS tO

implementtheobligationsofthetwointemationalinstrumentS．

With thelong車叩＝叫iective of developlng anintegrated approach to the

monitoring ofthe environment，food andhumanhealth，a Pilotprqject on

integratedenvironmentandhealthmonitoringofdioxinandPCBsintheBaltic

reglOnWillbelaunched．Aworkinggrouphasbeensetuptoassessthecurrent

monitoringsituationandtoglVereCOmmendations．

Otherimplementation activitiesinclude continulng WOrk on best available

techniques reference documents and research onfor example dioxinrisk
assessmentanddioxinsinwaste．

OnfbedandfbodtheCommissionhasalreadyundertakenseveralinitiativeslike

establishingmaximumlevelsandactionlevelsfordioxinsandfuransinfeed

andfood，andsettingupftedandfoodmonitorlngPrOgrammeS．Beforetheend
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Of2004，dioxin－likePCBsaretobeincludedandtargetlevelsset．Bytheendof

2006，themaximumlevelsfbrdioxins，furanSanddioxin－likePCBsaretobe

Slgnincantlyreduced．Ariskassessmentonnon－dioxin－likePCBsaddresslngthe

POtentialrisksofthesesubstancesinfbedandfoodforanimalandpublichealth

is expected to become available by the end of2004．Onthe basis ofthis

asspssment，theCommissionwillconsidertheappropiiateness‾ofmeasuresto

reducethepresenceofnon－dioxin－likePCBsinfbedandfood．

AworkshoptoevaluatethescientiBcinformationcontainedintheinventoryon

rapidscreeningmethodsfordioxinsandrelatedcompounds，andtoidentifythe
researchneeds，WaSOrganisedinDecember2003．

NEXTSTEPS

Theyear2004willbededicatedtothecontinuationoftheongolngAcceding

and Candidate Countries prqjects，The　頁nal report on the prqect

“Environmentallevels and human exposurein the Accedingand Candidate

Countries”isdueinFebruary2004andthe航nalreportontheprqject“Dioxin

EmissionsinAccedingandCandidateCountries”isduebytheendofthatyear．

ResearchintothecontributionofsolidfuelbumlngtOdioxinemissionsstarted

bytheendof2003andwillcontinuein2004・

Aworkshopisbeingplannedfor2004toprepareanawarenessrlSlngCamPalgn

Onbadpractices，likethe openbumlng Ofwaste andtheuse ofwaste as a

COmbustionmaterial．CompetentauthoritiesfromtheAccedingandCandidate

CountriesandffomthepresentMemberStateswillbeinvitedtoparticipate．

To丘llremainlnggaPSneWPrqjectproposalsarenowbeingevaluated，including

inparticularthe thirdstage ofthepr亘iect onhumaneXPOSure tO dioxinsin

recycled waste and a programme onlong－termmOnitoring uslng Selected

indicatorselaboratedbytheJRC．

Thetechnicalworkinggrouponintegratedenvironmentandhealthmonitonng

OfdioxinandPCBsintheBalticareawilldeliveritsfinalresultsbytheendof
March2004intheform ofoptionsforaction andrecommendationsforthe

Commission，sEnvironmentandHealthActionPlan2004－2010．

As regards the metal productionand processlng SeCtOr，Which has been

identi丘edasam句OrSOurCeOfdioxinemissions，aPrqjectisbeingpreparedto

SuPply backgroundinfomationfor a possible Commission proposallaying

downEUrequlrementSforemissionmonitonng．

DependingonnewdatabecomlngaVailal）1eontheextentofpollutionofthe

aquatic environmentandcurrent sources ofpollution，the Commissionmight

PrOPOSeincluding dioxins and PCBs，in order that they be more closely

monitored，in thelist ofprioritysdbstances under the Water Framework
DirectiveifEUlevelrelevanceisestablished．
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In2004，thecurrentmaximumlevelsandactionlevelsfordioxinsandfuransin

fbedandfoodwillbereviewedtoincludedioxin－likePCBs．AriSkassessment

Onthepotentialrisksforanimalandpublichealthofthepresenceofnon－dioxin－

likePCBsinfeedandfoOdiscurrentlyongolngandisexpectedtobecompleted

bytheendof2004．Measurestoreducethepresenceofnon－dioxin－likePCBs

WilIbeconsideredafterwards，inthelightofthisassessment．
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COMMISSLONOFTHEEUROPEANCOMMUNITlES

Bmssels，14．06．2001

COM（2001）262伽d

COMMUNICATIONFROMTIIECOMMISSION

TOTHECOIJNCILANDTHEEUROPEANPARlIAMENT

OnthcimpIcmentatiOnoftheCommunityStratcgyforEndocrineDisruptCrS－arangeOf

StlbstanccsstlSPCCtedofinter鮎ringwiththchorn10IICSyStemSOfhmansandwildli鮎

（COM（19，9）70‘）
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COMMIJNICATIONFROMTHECOMMISSION

TOTHECOUNCILANDTHEEUROPEANPARLIAMENT

pntheimplementationoftheCommunityStrategy坤r－EndoerineDisrupters－a
rangedfsubstancessuspectedofinterfbringwiththehormonesystemsofhumans

andwildlifb（COM（1999）706）

SUMMARY

Followlng the adoptlOn by the Commission of a Communication to Council and

EuropeanParliamentonaCommunityStrategyforEndocrineDisruPterSinDecember

1999（COM（1999）706），theCouncilinvitedtheCommissiontoreportregularlyonthe

PrOgreSSOfwork，andforthe丘rsttimeinearly2001・

Akeyshort－termaCtionoftheCommunityStrategyistheestablislmentofapnoritylist
OfsubstanCeSforfurtherevaluationoftheirroleinendocrinedisruPtlOn．During2000，a

CandidaLeLLsiqf553man－madesubstancesan49秒nthetiαbatLLl．alhormoneshasbeen

identined，ThecandidatelisthasbeendividedintothreeseparategrouplngSOfsubstanCeS

dependingonthelevelofinformationavailable，andapnontylistofactionshasbeen

developedin order tofurther evaluate the role of these substancesin endocrine

disruPtlOn．Actions，timeRamesandgrouplngSOfs止bstancesarepresentedinAnnexlof

thisCommunication．

Regardingothershort－termaCtions，theCommissionisplannlngaEurqIeanWOrkshq，

OnendocrinedL”qltelT，WiththesponsorshipoftheSwedishMinistryfbrEnvironment，

Swedish National ChemicalsInspectorate（KEMI），OECD，WHO and the European

EnvironmentAgency．Theworkshopwilltakeplaceon18－20June2001inSwedenand

Willfocusonmonitonng，reSearChanddevelopment，teStmethods／testingstrategyand

intemationalcooperation．TheCommissionhasalsoheldmeetingswithWHOandthe

USEPAduring2000withaviewtoenhanclngintemationalcooperation・・

The CommissionandMemberStates continueto participateinthe OECD Endocrine

DisruPterTestingandAssessmentTaskForce，Whichwassetupin1998withthegoalof
JおveJ亘p加g昭reedtestmetho血forendocrinedisruPterS．Thelatestestimates arethat
agreed test methodsfor human health would be availablein2002while testsfor

environmentaleffbctsare虎pectedinthetimefiameof2003to2005．

Underthe5thco竺munityFrameworkProgrammefbrR＆D（1999－2002），reSearChinto
endocrine disruptlOn has been prlOritisedin thelatest revisions of the relevant

WOrkprogrammeS．Inaddition，adbdicatedcaLljbrYeSearChpYqPOSaLfOnthehealthand

envirormentalimplicationsofendocrinedisruPterSWaSPublishedinMay200lwitha

budgetaryenvelopeof20MEURO．

Finally，regardingkg血Ldtiveaction，theproposedrevisionoftheGeneralProductSafbty

Directiveproposes，1nter－alia，aSimpli魚Cationofconditionsandproceduresfbrurgent

measuresatCommunltylevel．Inaddition，theissueofendocrinedisruPterSisaddressed

SPeCi丘callyinthecontextofnewandexistlnglegislationinthe鮎ldofwaterpolicyand

intherecentWhitePaperonastrategyforafuturechemicalspolicy．
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Context

l． Arangeofchemicalsubstances，designedfbruseinindustry，agnCultureand

COnSumerPrOducts，areSuSPeCtedofinterfbringwiththeendocrinesystemsof
humans and wildlifeand ofcauslng adverse health effbcts such as cancer，

behavioural changes and reproductive abnormaIities．These substances are

knownas“endocrinedisruPterS”．

InDecember1999，theCommissionadoptedaCommunicationtotheCouncil

andEuropeanParliamentonaCommunityStrategyforEndocrineDisruPterS・

ThestrategyaddressesthekeyrequlrementSOffurtherr・eSeaYCh；intellnatibnal

C〃一呼grαわ〃　CO劇作椚〟〃わαわ〃わ助gp〟肋　α〃d叩pr呼rおお卯〟印〟Cわ仇

Recommendationsaremadeforshort－，medium－andlongqtermaCtions．

On30March2000the Environment Council adopted Conclusions on the

CommissionCommunicationinwhichitstressedtheprecautionaryprlnCiple，

theneedtodevelopquickandef臨ctiveriSkmanagementstrategleSandtheneed
fbr consistency with the overall chemicals policy．The CounCilinvited the

Commissiontoreportbackontheprogressofthewofkatregularintervals，and

forthe且rsttimeinearly2001

0n260ctober2000，the EuropeanParliament adopted a Resolution on

endocrinedisruPterS，emPhasisingtheapplicationoftheprecautionaryprlnCiple

andcallingontheCommissiontoidentifysubstancesforimmediateaction・

Progressonshort－termaCtion

h／‘J肌、ゾ川托亜′直り）J・血・叶／出庫・川舟、イ州。ハイ諭リj〝仏ソ・什‘′／裾仙川一才／／九・鉦′・りん・油

川‘石。J・／肛‘／山叩J／り〃

Oneofthe丘rstkeyshort－termaCtionsidentifiedintheCommunicationisthe

establishmentofaprlOrltylistofsubstancesfbrfurtherevaluationoftheirrole

inendocrinedisruPtlOn．Thepnoritylistwastobeestablishedintwosteps，nrSt

anindependent review of evidence of endocrine disruPtlng effbcts and

human／wildlifbexposureandsecondaprlOnty－SettlngeXerCiseinconsultation

with stakeholders and the Commission Scientinc Committees．The two－SteP

PrOCeSSisillustratedinFigurelattached・

Thejirststqpr甲嬰ttPdinastudyreportentitled”Towardstheestablishmentofa

PnOrltylist ofsdbstances fbrfurther evaluation oftheir rolein endocrine

disrupt10n－PreParationofacandidatelistofsubstancesasabasisforpr10nty－

SettlngM・ThestudywascarriedoutbyBKHConsultingEngineers，NL，under

COntraCttOtheEuropeanCommission，DGEnvironment・Thereportfbcusedon

man－made chemicals used prlmarilylnindustry，agrlCulture and consumer

goodsandwascompletedinJune2000・

The studyreportidentined a candidatelist of553substances which were

groupedintothreegroupsaccordingtodifftrentlevelsofavailableinformation
fbr fbur selection criteria．The selection criteria，Chosenin consultation with

Stakeholders，WereaSfollows：
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10．

11．

●　Productionvolume

●　Persistenceintheenvironment

・EvidenceofendocrinedisruPtionfromscienti丘cliterature，and

・Exposureconsiderations

Forthesecondstqp，PrlOrlty－Settlng，theCommissionScientincCommitteefor
Toxicity，Ecotoxictyandthe Environment，in associatiohwiththe ScientiRc
Committee fbrPlantS，WaS COnSultedon the scientiRc relevance ofthe BKH

Report．The（わinion a如tedon5September2000Supported the stepwise
qpproachfbrtheselectionofsubstancesfbrpnoritisationandfurtherevaluation．

ItconcludedhoweverthattherewereimportantscientincshortcomlngSinthe

BKHreport，andidentinednamelytheneedtoaddressdose－reSPOnSe／potency

COnSiderations，SynthetichormOneS，quantincationofexposureaswellascut－Off

POlntSforproductionvolumeandpersistencecriteria．

Inparallel，Stakeholders，1nCludingEUMemberandAssociatedStates，industry
associationsandnon一gOVemmentalorganisationswereconsulted．Themqonty

Viewof肋mberStatesandNGOswasthattheBKHapproachwasapragmatic
onewhichwasreasonablefora丘rstcutofthedataandthatitcouldbeusedasa

nrststepindeveloplngtheprlOntylist．Atthesametime，theneedforadditional

WOrktoimproveanddevelopthelistwasemphasised．

The chemicalindustTyeXPreSSedits concemthattheBKHprocessmightbe

PerCeivedasavalidriSkassessmentbecauseitappearedtocombinehazardand

exposureinaslngleassessmentinasimplisticway・Inaddition，thechemical

industrysubmittedadocumentdescribedas“analtemativetotheapproachused

byBKH”．

On8－9November2000，aStakeholdermeetingwasheldinBruSSels．Priority－

SettlngWaSdiscusSedinthelightoftheOpinionoftheScientificCommittee，

COmmentSfromstakeholdersandananalysisofthelegalstatusofsubstances

under existlng Communltylegislation・Several polntS relating to the BKH

Reportandtothelisttobeestablishedwerenoted：

●　ThestudycamiedoutbyBKHwasdesignedasastartingpointinapr10rity－

Settingexerci寵‾J

●　A11553candidatesdbstanCeSWOuldberetainedforfurtherevaluation．

●　Amorein－depthstudyofspecinccandidatesubstancesthanthatcontainedin

theBKHReportwouldbenecessarybefore anyproposals fbrrestrictions

COuldbeenvisaged．

●　Of118　Candidate substances deemed to have evidence of endocrine

disruPtlOnOrPOtentialendocrinedisrq）tion，109werealreadysu句ecttobans

OrreStrictionsorwerebeingaddressedunderexistlngCommunitylegislation，

althoughforreasonsnotnecessarilyrelatedtoendocrinedisruPtlOn．
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12．

・In addition to the man一made substancesidentinedin the BKH Report，

natural，identicaltonaturalandsynthetichormoneswouldalsobeconsidered

ascandidate substances．These substanCeSare alreadysu切ecttoabanfor

growthpromotioninstock－farmlngintheEuropeanUnion・

・In the context ofthe Communlty Strategy fbr Endocrine Disrupters，the

Commissiondoesnotintendtoduplicateworkoncandidatesubstancesfor
Which risk assessmentsare underway or dueunder existlng Community

legislation．

・Theprocessofidentifyingcandidatesubstancesisiteractiveandallowsfor
inclusionandexclusionofsubstancesasnewevidencecomestolight．

Asaresultofthetwo－StePPrOCeSSdescribedabove，theCommissionintendsto

implementaprlOrltylistofactionsrelatingtospecificgrouplngSOfcandidate

Substances．These actionsarelistedinAmexl，Tablel．Of particular
importancearethefollowlngaCtions：

・Pri0rityintheshort－term（within12－18months）willbegiventoconducting
anin－depthevaluationof12candidatesubstanc？S・Nine（9）oftheseare

industrial or other substances　for which therelS SCienti丘c evidence of

endocrine disruption or potential endocrine disruPtlOn and which are

neither restricted nor currently being addressed　under existing

Communitylegislation（See Annexl，Table2）．In order to address the

SCientincshortcomlngSOftheBKHReport，theevaluationwillconsiderup－

to－date ED evidence，including dose／response／potency／timing／synergy

COnSiderations，COmParison with normal toxicity data，and quantitative

exposure assessmentwhere approprlate．Exposure assessmentwillinclude

theidenti丘Cationofspecinccasesofconsumerorecosystemexposurewhich
mightwarrantspecialconsiderationintheshort－term．Inaddition，three（3）

Synthetic／naturalhormones，OeStrOne，ethinyloestradiolandoestradiol，Will

be evaluatedin order to gather up－tO－date evidence of environmental

exposureandeffbctsrelatedtothesesubstances・TheCommissionintendsto

launchastudyinordertoundertakethiswork・

・Priority will also be glVenin the next12－18　months to gathering

data／informationonpersistence，PrOductionvolumeSandlegalstatusof435

Candidatesgbstances（SeeAnnexl，Table4）forwhichtherewasinsufncient

datain the BKH Report to decide on ED or potentialfor ED．The

Commissionintendstolaunchasecondstudyinordertoundertakethiswork．

●　For46candidatesubstanCeSforwhichthereisdeemedtobeevidenceofED

OrPOtentialEDandwhicharesubjecttoriskassessmentunderexistlng

CommTnitylegislation（See Annexl，Table3，Shadedsubstances）the
CommlSSion willinvite Member State Competent Authorities to take

available evidence of endocrine disruPtlOninto account during the risk

assessmentprocess．TheCommissionwillinviteMemberStatesCompetent
Authoritiestospeeduptheriskassessmentsandriskreductionstrategiesfbr

15candidateEDsubstanceswhicharepnorltySubstancesunderRegulation

793／93andtospeeduptheriskassessmentandauthorisationprocessfor31
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13．

candidateED sdbstanCeSWhichareunderreviewunderDirective91／414for

PlantPrOteCtionproducts・Thisworkisestimatedtorequlreatimeframeof

between1－4years．

●　For2Candidate substances fbr which thereis scientinc evidence ofED or

POtential EDand which are ntither restricted，Classified nor being

addressedunderexistingComTunitylegislation，（SeeArnexl，Table2，
ShadedsubstanCeS），theCommisslOnWillinvitetheMemberStateCompetent
Authoritiestocarryoutclassi丘cationunderDir67／548uslngeXistingtest

results　for carcinogenlClty，rePrOductive toxiclty and danger to the

environment．Thisisestimatedtorequlrea1－2yeartimeftame．

The Commission has recentlylaunChed a study concemlng the exposure of

humanbeingstoendocrinedisruPterSthroughdrinkingwater・Thisstudyhas

beenlaunchedattherequestoftheCounCilinthecontextofDirective98／83／EC

Onthe quality ofwaterintendedfor human consumption（Drinking Water

Directive）．The goal ofthe studyis to gather evidence on which to base

Parametricvaluesforendocrine－disruPtlngChemicalswhichmightbeusedina
futurerevisionoftheDirective．

坤r椚α〟0円eズCゐα円geαれdわ如rれα〟0円αJco呼erd触れ

14．

15．

16．

17．

TheCommissionandWHOheldajointseminaron19－20September2000with
a view to enhanclng COOPeration between the two organisations．Regarding
endocrine disruPterS，the Commission and WHO，through theIntemational

ProgrammeforChemicalSafbty，arealreadycooperatlngOnthemaintenanCeOf

aglobalresearchinventorywhichishousedattheCommissionJointResearch

CentreinIspra and on the compilation of a global state－Of－the－SCience

assessmentreport・

ThedevelopmentofagreedtestmethodsisaddressedwithinthefbrumOfthe

OECD・Both the Commission and WHO are committed to supporting this

PrOCeSS，WHOinthefねmeworkoftheInter－OrganisationProgrammefbrthe

SoundManagementofChemicals（IOMC）andthe Commissionbywofking

CloselywithEUMemberStatestocoordinateEUinputatOECD．Inthelonger－
term，itisexpectedthatbothorganisationscouldworkjointlyonevaluatlngthe

impactoftestmethodsoncurrentriskassessmentapproaches．

EndocrinedisruPt坤nWaSalsoaddressedattheEU－USHighLevelConsultation

OntheEnvironmenton10－11May2000．TheCommissionandUSEPAagreed

toshareinfbrmationonaregularbasisonprlOrlty－Settlng，SCreenlngandtesting
aswellasonresearchactivities．

Endocrine disruptlOnis one ofthe chapters withinthe丘ame ofthe EU－US

agreementoncooperationinscience andtechnology．Inthis context，aJOlnt

WOrkshop was organizedinIsprabythe CommissionJRCinApri11999at

Which commOn reSearCh prlOrities wereidentified．Recently，the US EPA

Publishedtwo callsforresearchproposalsfocused on ecologlCalandhuman

healtheffbctsofEDsandisduetopublishanOtherin2001．Ⅰnaddition，the

Commissionlaunched a dedicated call　for proposals on health and

environmentalimplicationsofEDson31May2001．
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18・　Theuseofsubstanceshavinganoestrogenic，geStagenicorandrogenice脆ctis

restrictedunderDirective96／22侶Cconcermngtheprohibitionontheusein

StOCk－farm1ngOfcertainsubstanceshavingahormOnalorthyrostaticactionand

beta－agOnists・InApri11999，the‘Scienti負c Corrmittee onVetennarymatters

relating to Public Health concluded thatfor all six hormOneS endocrine，

developmental，immun0loglCal，neurObiological，immunotoxic，genOtOXicand

CarCinogeniceffbctscouldbeenvisagedandthatofthevarioussusceptiblerisk

groups，PrePdbertalchildrenisthe group ofgreatestcohcem．Moreover，the
Scienti且c Committee concluded that oestradiol17　betais a complete

CarCinogen・In thelight ofthese conclusions，COn丘medin May2000，the

Commissionhasproposedtodefinitivelybantheuseofoestradiol17betaand
its ester－like derivativesin farmanimals and to maintain provisionally the

PrOhibitionforgrowthpromotionofallothersubstanceshavinganoestrogenlC，

gestagenic or androgenic ef托ct until more complete scientincinformation

becomesavailable（COM（2000）320andCOM（2001）131）．

19． The Commissionis plannlng tO hold a EuropeanWOrkshop on endocrine

disruPterSOn18－20June2001inAronsborg（Balsta），Sweden，Withsponsorship

丘om Swedish Ministry　丘om Environment，Swedish National Chemicals

Inspectorate（KEMI），OECD，WHO andthe EuropeanEnvironmentAgency．

ThewofkshopISintendedasameanstofollowuponseveralelementsofthe

Communitystrategyonendocrine disruPterS（COM（1999）706），includingthe
establishment of monitorlng PrOgrammeS，information exchange　and

intemationalcoordination，development oftest methods／testing strategy，and

researchanddevelopment．Furtherinfbrmationonthedetailedobiectivesofthe

WOrkshopareprovidedinAnnex2．

Progressonmedium－termaCtion

仙〃／小・‘JJ油川′～‘J‘ハ・・、・ハ・、仙リ〟イ川‘わし山裾‘〃〃・叩JLハ・

20．

21．

22．

AsindicatedintheCommissionCommunication，theavailabilityofagreedtest

Strategies／methodstoidentifyand assess endocrine disruPtlngChemicalsis a

basic requlrementfor comprehensivelegislative actionaimed at protecting

PeOPle and the environmentfrom the potential dangers posed by these
Chemicals．

TheCommissionpartlCIPateSintheOECDEndocrineDisruPterSTesting and

AssessmentTaskForce（EDTA）whichwassetupin1998undertheauthorityof
theNationalC0－0rdinatorsfbrtheTestGuidelinesProgramme．Themainduties

OftheTaskForcearetodevelopanintemationallyharmOnisedtestlngStrategy

and to c0－0rdinate and oversee the work ofdiffbrent sub一grOuPS Charged to

develop new test guidelines or revise existlng OneS tO aSSeSS the potential

endocrinedisruPtingpropertiesofchemicals．TheTaskfbrcehasmetfburtimes

andhasoutlinedanrstconceptualfiameworkforapossibletestlngStrategyand

de丘nedasetoftestmethodstobedeveloped／validated．

Forthedevelopment／validationoftestmethodsforhumanhealthef臨cts，the

Task Force set up a working groupln1998．This group，Whichincludes
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23．

CommissionandMemberStateexperts，hasbeenfocuslngOnthedevelopment

oftwonewtests‾andtheenhanCementOfaneXistlngguidelineanditisexpected

thatagreedtestsforhumanhealthcouldbeavailablein2002・Inparallelthe

revisionofTestGuideline416（TwoGenerationReproductive Toxicity）and

OECDTG414（Teratogenicity）areCurTentlyinthe鱒alphase－Ofadoptionby
theMembertountries．TheserevisionslnCludemanyadditionsrelevanttothe

detectionofsexhormOnedisruPtion，althoughthereisstillaneedinthefutureto

COnSideradditionalendpoints，ParticularlythoserelatingtothecentralnervOuS

SyStemandthyroidhormOneSyStem．

Forthe development／validation oftest methodsforenvironmentalef托cts，a

SeCOndworkinggroupwasestablishedinlate2000，inwhichCommissionand

MemberStateexpertsparticIPate．Suitabletestsregardingenvironmentaleffbcts

arenotwell－developed．Testsarerequiredwhichassesstheefftctsofchemicals

On a Variety ofkey taxonomic groups丘om allthe relevant environmental

COmPartmentS（鮎h，aVianS，invertebrates，amPhibians）・Ⅰnviewofthediffbrent

degrees ofknowledge on each compartmentand test development，itis
necessary toidentify　relevant toxicity endpointsin order to obtain a

representativepICture Ofthe e脆cts onthe enviromment・Due to thelack of
developmentofthesetests，ltisunlikelythatthefirstagreedmethodswillbe
availablebefore2003andsomeofthemnotbefore2005．

八・．、・山〝・Lイ＝J〃‘／〃什ビ／丹〃肛JJ／

24．

25．

26．

In the Fourth Commun1ty Framework Programme　for Research and

TeclmologicalDevelopment（1994－1998），SuC？eSSfulprqjectswerefundedinthe
areasofidenti負CationanddetectionofendocnnedisruPtlngSubstancesinwaste

Watertreatment，biosensordevelopment，theimpactsofendocrinedisrupterson

human and ecosystems health and development of test methods．The

Communityfundingfbrtheseprqectswascirca8millionEuros．Inadditionthe

Commission（JointResearchCentre／DGResearch）isfundingチSCientincprqject
Whichaimsto screenthe EUhighproductionvolume eXistlngChemicals fbr

POtentialendocrinemodulatingchemicals．

IntheFifthCommunityFrameworkProgrammeforResearChandTechnologlCal

Development（FP5）（1999－2002），EDisaddressedunderseveralkeyactionsof

the“QualityofLifbandManagementofLivingResources”andthe“Energy，

Environmentand Sustainable Development”programmes．However，the calls

forproposalsini999yieldedonlyoneprqleCtClearlydedicatedtoEDinthe
Quality ofLift programme（Key Action：Environment and Health），With a

Europeancontributionof2・45Me．Thisprq）eCtaddressesmalereproductive
health．

Fortheyear2000，4proposalsspecincallydedicatedtoendocrinedisruPt10n

havereachedthefundingstageintheQualityofLifeProgramme（KeyAction：

EnvironmentandHealth）．Theseproposalsaddressessentiallymalereproductive

healthandtheeffbctsofphytoestrogensinthehumandiet．ThetotalCommunity
COntributiontotheseprqJeCtSisaround8Me．Severalotherprq］eCtSinthesame

PrOgrammeinvestlgatehumanhealthef托ctsofsubstancessuspectedofbeing

endocrine disruPterS（e．g．dioxins，PCB，PAH，flame retardants）without
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27．

28．

29．

focusslng SPeCi丘cally on this slngleissue．These prqleCtS reCeive a total

EuropeanCOntributioninexcessoflOMe．

IntheEnergy，EnvironmentandSustainableDevelopmentProgramme，SeVeral

Prqjects，fbcuslngnOtOnlyonendocrinedisruPtlOnbutalsoonPCOtOXicological

researchofpbssibleendocrinesubstancesinfreshwateiandmarineecosystems，

havebeenselectedforfundingunderthekeyactions”Sustainablemanagement

andqualityofwater■’and”Marineecosystems”．

InordertobettercaterfortheresearchneedsrelatedtoED，theproBIeofthe

issuehasbeenraisedthroughouttherelevantprogrammesofFP5foryears2001

and2002．Specificresearchpri0ritiesfocusedonendocrinedisruPterShavebeen

includedinthe revisedworkprogramme ofthe Environmentand Sustainable

DevelopmentProgrammetocoverthelasttwocallsforproposalsinFP5．Under

thekeyaction”Sustainablemanagementandqualityofwater”theseprlOrities

include research on endocrine disruPterSinthefollowlng丘elds：eCOSyStem

functionlng，quality of drinking water，COmbating diffuse pollution，Pre－

normativeandco－nOrmativeresearchincludingstandardization．Underthekey

actionHMarineecosystems”specialpnontyfbrendocrinedisruPterShasbeen

emphasizedinthesub－arearelatedtotheassessmentofnutrientandpollutant

impactsonthemarineenvironment．

Additiona11y，tOfurtherimprovethepolicysupportandinordertocreateapool

OfresearchtohelpresoIvethelargeremainlngunCertainties，theCommission

（DGResearch）haspublishedadedicatedcallfbrproposalsonthehealthand

environmentalimplicationsofendocrinedisruPterSOn31May200lwitha

deadlineof14September2001．Theallocatedbudgetis20Meuros．

Progressonlong－termaCtion

上egねJd如eαCJわ乃

30．

31．

AsoutlinedinPoint120fthisCommunication，akeypnorltyaCtionin2001is

thein－depthevaluationof12CandidateEDsubstances，Whichwillincludethe

identi負Cationofspecinccasesofconsumerorecosystemexposurewhichmight

Warrant SPeCialconsiderationin the shortNterm・Inthe context ofconsumer

exposure，Directive92／59／ECongeneralproductsafbtyhasbeenidenti丘edin

theCommissionCommunication（COM（1999）706）asakeyriskmanagement
instrument fbr一七Short－termemergenCy aCtion．It should be noted that this

Directiveisunderrevision，WithproposedamendmentscoverlngaClar摘Cation

andenlargementofthe scope ofthe Directive，aStrOngerrOleforEuropean
Standards，additionalobligationsforproducersanddistributors，abanonexport

Ofprohibited products，reinforcement ofthe obligations and powers ofthe

MemberStatesformarketsurvei11ance，COllaborationbetweenMemberStates

andtheCommission，lmPrOVementOftheRAPEXsystem，aSimplincationof

COnditionsandproceduresforurgentmeasuresatCommunitylevelandlastbut

notleastanimprovementintransparencytothegeneralpublic・

Directive，2000／60／EC，the Water Framework Directive，WaS adoptedin

September2000・Followlngthis，On16January2001，theCommissionadopted

anamendedProposalforaCouncil／EuropeanParliamentDecisionestablishing

247

ー毒蔓



32．

thelistofpri？rftysubstancesintheneldofwaterpolicy（COM（2001）17）・
Directive2000／60／ECstipulatesthat，fo1lowlngadoptionofthisDecision，the

CommissionshallproduceproposalsforemissioncontroIsandqualitystandards

Withintwoyears．Forso－Called“priorityhazardoussubstances”，theproposals

foremissioncontroIsshallaimtoendorphaseoutenlissions，dischargesand
losseswithin‾20years．Itshouldbenotedthat，・Ofthe32pnoritysubstanCeS

PrOPOSedintheneldofwaterpolicy，llarecandidateEDsubstancesforwhich

evidenceofEDorpotentialEDwasfoundintheBKHReport．

On13February2001，theCommissionadoptedaWhitePaperonaStrategy

fbr a Future Chemicals Policy．One ofthe key elements ofthe proposed

StrategylS an authorisation procedurefor substances ofvery high concem，

namely，Substancesthatare carcinogenlC，mutagenic ortoxictoreproduction

and substances with　POPs characteristics．The procedure would requlre

authoritiestoglVeSPeCi丘cpermissionbeforesuchasubstanCeCOuldbeusedfor

aparticularpurpose，marketedassuchorasacomponentofaproduct．Given

thatmanyoftheserioushumanhealthef托ctswhichhavesofarbeenassociated

WithendocrinedisruPtlngChemicalsaretesticularcanCer，breastcanCer，PrOState

CanCer，decreaseinspermCOnCentrationandsemenvolume，CryPtOrChidismand

hypospadia，itislikelythatmanyEDcandidatesubstanceswouldfallunderthis

authorisationprocedure．Furthermore，adverseefFbctsontheendocrinesystem

OfwildlifespecieshavebeencausallylinkedtocertainPOPs，Whichwouldbe

Su切ecttoauthorisation．Inaddition，theneedforparticularresearchefhrtson

endocrinedisruptionarehighlightedintheWhitePaper．Theseincluderesearch

intothedevelopmentandvalidationofin－Vivoandin－Vitrotestmethodsaswell

asmodelling（e．g．QSAR）andscreeningmethods，andresearchintotheeffectof

lowdoses，longtermeXPOSureandexposuretomixturesofchemicals．

OtherissuespertinenttotheissueofendocrinedisruPt10n，Whichareaddressed

inthecontextoftheoverallchemicalspolicy，lnCludetherigoroustestlngfor

long－termefftctsofsubstanCeSeXCeedingaproductionvolumeoflOOtandthe

Obligation of manufacturers／importers and downstream users to carry out

appropnateriskassessments．

Conclusionsandnextsteps

33．

34．

TheyeaY2000hasbeendedicatedtoarrLlmberofpY甲ar・atOn，aCtivitiestowards

theimplementation ofthe Community StrategyforEndocrine DisruPterS aS

adoptedbytheCommissiPninDecember1999（COM（1999）706）・Theseinclude
theidenti航cation and pnoritisation ofa candidatelist ofED substancesfor

furtherevaluation，thepreparationofresearchpri0ritiestoftedintoadedicated

callfor research proposals on ED under the5th communlty Framework

ProgrammeOnR＆DandtheplannlngOfaEuropeanworkshoponendocrine

disrupters・OngolngaCtivities during2000includedthe development oftest

methodsinthecontextoftheOECDTaskForcefortheAssessmentandTesting

OfendocrinedisruPterS．

Theyear2001willbe dedicated to thejbYther evaluation qfthe roLe q／

CandiddtesubstancesinendbcYineゐnq，tion，With丘rstpnorltyglVentOthose

SubstanceswithevidenceofEDorpotentialEDwhichareneitherrestrictednor

CurrentlybeingaddressedunderexistlngCommunltylegislation．Theevaluation
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35．

36．

37．

wi11include theidentifiCation of specific cases of consumer or ecosystem
exposure which might warrant special considerationfrom a consumerand

environmentalpolicypolntOfviewintheshort－tem．

Equally，PnOritywillbegivenduring2001－2002togaLheY加gdataonarangeOf

CandidateEDsubstancesandtolaunChingaserie＄OfresセaYChpl・qiectsaimedat

mIing the gapsin knowledge and understanding of the phenomenon of

endocrinedisruPtion．Inaddition，theCommissioninvitestheMemberStatesto

甲eed叩，thecurl・entriskassessmentprocessesforexistlng Substancesand

PlantPrOteCtionproductswhichappearontheEDcandidatelistandwhichare

beingaddressedunderexistingCommunltylegislation・

AEuropeanworkshoponendocrinedisruPterSWilltakeplaceonlg－20June

2001in Aronsborg（Balsta），Sweden．The workshop will address the

establishment of monitoYing programmes，the development of agl・eed tesL

朋g助〃血触血g　∫細物動　加g川α血〃αJ c〃qIg川血〃　and rggαrrC　〝〃d

JわVgJ叫I桝だ〃′．

InparallelwiththeabovespecificactivitiesinthecontextoftheCommumity
Strategyfor Endocrine DisruPterS，theissue ofendocrine disruPtlOnis also

addressed，eitherdirectlyorindirectly，lnaneWlegislativeproposalintheneld

OfwaterpoHqv，intherecentWhitePaperonastrategyforajおturechemica血

POliq，andintheproposedrevisionoftheGeneralLケoducLSqf的，Directive・

249

て三二「才

一1番



り　一　一

針路親戚腺融廉

千・・

輸血ケ勒㍍触くく伽伽“肋ふン瑚くく瑚くシン，ン，，＞伽



Annexl

Tablel：　　PriorityListofActionswithgroupingsofsdbstanCeSandestimatedtime丘ames
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Table2：　StlbstanceswithevidencPOfEDorpotentialEDwhidlareneitherrestrictednorcurrentlybeingaddressedunderexisting
CommuniけIegjsladon（＝9）

icAS這
Name Typechem＊StamS　Ⅶlder Reg StatusunderReg Dir　　91／414＊＊Status　ofreview　under Dir　　　　　67／548＊＊

Dir76／769＊＊793／93＊＊

List1－4

793／93 An thorisedinEU Dir91／414 Classification

舗酬蛸－　　 し樹帯運…デ．：應憲一宣〉菓Y

99－99－0 4－Nitrotoluene　　　　　　　 ・． Other

substance

T；R23／24／25；R33：；N；
R51－53

ll。8＿46＿3
Resorcinol Other

subsbnce

Ⅹn；R22；Ⅹi；R36／38；
N；R50

120－83－2 2，4Dichlorophenol Industdal Xn；R21／22；C；R34；
N；R51t53

4－Chlor0－3－methylphenol InduStdal Ⅹ叫R21／22；Ⅹi；M IR43

1675－54－3 2，21bis（4－（2，3－ePOXyprOPOXy）phenyl）

propane＝2，21［（1－m ethyleth ylidene）bis（4，1－－

phenyleneoxym ethylene）］bisoxiran e

Industdal Ⅹi；R36／38；R43；

芸芸蒜蓬ミミ器”……て、

徹湘削W測 ．・肯・■・：訂・1：くく 琶罰

90－43－7 0十phenylphenol Industrial Ⅹi；R36／37／38；N；R50；

75－15－0 Carbon disulphide Other

Substance

F；R ll；R epr．Cat．3；

R62－63；T；R48／23

＊SubstanCeS年rebroadlygroupedintoindustrialchemicals，PeSticides，metals，Othersubstancesandnatural／SymthetichormOneS．

Dir76／769＝Directive76／769偲ECrelatlngtOreStrictionsonmarketinganduseofcertaindangerOuSSubstanCeSandpreparations

Reg793／93＝Regulation（EEC）No，793／93forRiskAssessmentofExistingSubstances

Dir91／414＝Directive91／414／EECconcemlngtheplacingonthemarketofPlantProtectionProducts

Dir67／548＝Directive67／548佗EConclassification，PaCkagingandlabellingofdangerOusSubstances

断



Table3：　StIbstanceswithevidenceofEDorevidenceofpotentialED，alreadyregulatedorbeingaddressedunderexisting

legisla偵on（＝115）

C A SN R N am e

　　 ll

Typechem 寧 Status　under Reg Status under Reg D ir　　91／4 14＊＊Status　ofreview　under Dir　　　　　 67／548＊＊

Dir76／769＊＊ 793／93＊＊
Listl，4

793／93 An thorised in EU Dir91／414 Classi丘C如ion

　　 日

12 789－

03－6

Chlordane Pesticide N O OB SO LETE in EU

57－74－9 Chlordan e（Cis－an d tran S－） Pesticide Asfo rChlordan e Asfo rChlordan e Carc．Cat．3；R40；Xn；

R21／22；N ；R50－53

14 3－50－0 K epone （Chlordecone） Pesticide N O OB SO LETE，SuSPended

WOrldwi de

Carc．Cat．3；R40；T；
R24／25；N ；R50－53

23 85－85－

5

M irex Pesticide N O OB SO LETE，SuSPended

worldw ide

Carc・Cat・3；R40；Repr・
Cat．3；R62－63；R64

800 ト3 5－

2

Toxaphene＝Camphechlor Pesticide N O OB SO LETE，SuSPended

WOrldwi de

Carc．Cat．3；R40；T；

R25；Ⅹn；R21

50－29－3 DD T （technical）＝Cloたnotan e Pesticide N O OB SO LETE T；R25－48／25；Carc．
Cat．3；R40；N；R50－53

50－29－3 P，PIDD T ＝Clofbnotane Pesticide OB SO LETE T；；R25－48／25；C 訂C．
Cat．3；R40；N；R50－53

3563－45－

9

1，1，1，2－Tetrachlor0－2，2－bis（4－

Chlorophenyl）ethane（tetrachloro DD T）

Pesticide OBSO LETE

こ：・・
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Reg793／93＝Regulation（EEC）No・793／93forRiskAssessmentofExistingSubstances

Dir91／414＝Directive91／414／EECconcermngtheplacingonthemarketofPlantProtectionProducts

Dir67／548＝Directive67／548侶EConclassi負cation，PaCkagingandlal）ellingofdangeroussubstanCeS

＊＊＊RestrictedunderDirective96／22侶ECconcermngtheprohibitionontheuseinstock－farmlngOfcertainsubstanceshavingahormOnalor

thyrostaticactionandbeta－agOnists・

掛声1．



Table4：　Substan－eSwithinsumcientdataintheBKHReport（＝435）

29082＿744 Octachlorostyrene（Chemno190）

1108ト15・5 Phenol，isoocty1－（Chemno253）

119－61－9 Benzophenbne（chemno541）

68－12－2 Dimethylfbmlami de（DMFA）（Chemno545）

106－93－4 Dibromoethane（EDB）（Chemno169）

106－89－8 Epichlorohydrin（トchlor0－2，3－epOXyPrOpane）（Chemno348）

35693－99・3 PCB52（2，2㌔5，5㌧Tetrachlorobiphenyl）（Chemno419）

3734－48－3 Chlordene（Chernno13）

39765－80－5 Trans－Nonachlor（chemno25）

1024－57－3 Heptachlor－epOXide（Chemno177）

4685－14－7 Paraquat＝1，11dimethy1－4，41bipyridinium（chemno183）

103－23－1 Bis（2－ethylhexyl）adipate（Cherrmo277）

84－61－7 Dicyclohexylphthalate（DCHP）（chemno280）

84－66－2 Diethylphthalate（DEP）（Chemno281）

92－524 Diphenyl（Chemno370）

38380－07－3 PCB128（2，213，314，41Hexachlorobiphenyl）（Chemno405）

135－19－3 2・Naphthol（Chemno444）

108－054 Vinylacetate（Chemno564）

17804－35－2 Benomyl（Chemnol）

116・06・3 Aldica止〉（chemno3）

63－25－2 Carbaryl（Chemno5）

1563－66－2 Carbofuran（chemno6）

72490－0ト8 Fenoxyca血（chemno7）

16752－77－5 Methomyl（ch七品i）8）

93－76－5 2，4，5－T＝2，4，5－Trichlorophenoxyaceticacid（Chemno26）

69806－504 Fluazifbp－butyl（chemno28）

76578－14－8 Quizalofbp－ethyl（chemno30）

2971－22－4 1，1，1－Trichlor0－2，2－bis（4－Chlorophenyl）ethane（Chemno31）

3411546．7 0，plDDA（Chemno46）

53－19・0 0，pLDDD（Chernno48）

3424－82－6 0，plDDE（chemno49）．
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14 8 3 5－94・0 0，P ID D M U （ch em n o 5 0）

7 89－02－6 0，p LD D T （Ch em n o 5 1）

72－54－8 p，p LD D D （Ch em n o 5 3）

72－55－9 p，p LD D E （Ch em n o 54）

35 6 3－45－9 T e tra ch lo ro D D T ＝1，1，1，2－Te trac h lo r0－2，2－b is（4－Ch lo ro p h en y l）eth an e （Ch e m n o 5 8）

32 80 9－16－8 P ro c ym id o n （ch e m n o 6 2）

40 4 8 7－42－1 P e n d im eth a lin （Ch em n o 6 4）

29 0 9 ト2 1－2 P ro d ia m in e （Ch e m n o 6 5）

15 82 ・09－8 T ri fl u ra lin （Ch em n o 66）

7 9－44－7 D im eth y l c arb a m y l c h lo rid e （Ch e m n o 6 7）

80 18－0 1－7 M an c oz eb （Ch em n o 6 8）

9 0 0 6－42－2 M etira m （M etiram ・CO m p le x）（ch em n o 7 1）

14 2－59 －6 N a b am （ch em n o 7 2）

3 19－85 －7 B eta－H C H （Ch e m n o 76）

‘3 19＿86 ＿8 D e lta－H C H （Ch em n o 7 7）

60 8－73 －1 H e x ac h lo ro cy c lo h P X an e ＝H C H m ix e d （ch e m n o 7 9）

16 8 9－84 －5 B ro m o x y n il（Ch e m n o 8 0）

16 8 9－83－4 Io x y n il （Ch em n o 8 1）

35 6 7－62－2 1－（3，4－D ich lo ro p h e ny l）－3－m e th y lu re a （Ch ern n o 8 3）

35 3 6 7－38－5 D in ub e n zu rd n （Ch em n o 8 4）

96－4 5－7 E th y len e T h io u rea （ET U ）（che m n o 86）

14 8 6 8－03－2 B is－O H －M D D E （ch em n o 9 0）

29 7 ト36－0 B is－O H －M e th o x y ch lor ＝ 1，1，1－tric h lo r0－2 ，2 ・bis（4qh y d ro xy p h e n y l）eth an e （H T P E）（Ch e m n o 9 1）

2 13 2－70－9 M D D E （Ch e m n o 9 2）

72－4 3－5 M eth ox y c h lo r （eh e m n o 9 3）

72－43－5 p，pL M e th o xy c h lo r （Ch em n o 9 6）

30 5 6 0－19－1 A c e ph a te （Ch e m n o 9 8）

47 0－90－6 C h lo rfb n v in p h o s （ch em n o 9 9）

29 2 lt8 8－2 C h lo rp y rifb s （Ch em n o lO O）

50－18－0 C y c lo p h o sp h a m id e （ch em n o lO l）

68 2－80－4 D em e fio n （Ch e m n o lO 2）

9 19－86－8 D em e to n－S－m eth y l（ch em n o 10 3）
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6 2－73－7 D ic llloⅣOS （ch em n o lO 5）

2 5 9 7－03．7 E Isa n ＝D im ep h e n th o a te （Ch em n o l0 7）

12 2・14－5 F e n itro th ion （ch em n o lO 8）

2 54 0 ＿82．1 F o rm o th io n （ch e rrn o 1 10）

5 1 2 7 6 4 7－2 G lu Eb sin a te （ch em n o l l l）・

77 86 －34・7 M e v in p h o s ＝P h o sd ri n （ch e m n o 1 16）

1 1 13－02．6 O m eth o ate （Ch e m n O l 17）

30 1－12＿2 O x y d em e to n－m e th y l（ch enⅦ0 1 1 8）

13 17 ト2 1－6 P h o so p h ami d o n （ch e m n o 12 0）

13 5 9 3－0 3－8 Q u in al p h o s ＝C h in a lp h o s （Ch e m n o 12 1）

29 9－84 －3 R o n n el＝fb n c h lo rfo S （ch em n o 12 2）

22 2 4 8－79－9 T e trac h lo rvi n p h o s ＝G a rd on a （Ch e m n o 12 3）

52－68－6 T ri c h lo rfb n ＝D ip tere x （ch em n o 12 4）

82 6 5 7－0 4－3 B ifbn th ri rl（＠T a lsta r）（Ch e m n o 12 6）

58 4－79－2 1 B io a lleth ri n ＝d－tran S a lle th ri n （Ch e m n o 12 7）

9 14 6 5－08－6 C y h aloth ri n （＠ K a ra te）（ch em n o 12 8）

52 3 15－07－8 C y p em eth rin （Ch em n o 12 9）

52 9 18 －63－5 D elta m e仙d n （ch e m n o 13 0）

66 2 3 0 －04－4 E sfb n v ale rate （ch e m n o 13 1）

26 0 0 2－80－2 F e n o th ri n ＝Su m ith ri n （Ch e m n o 13 2）

5 16 3 0－58－1 F e n v ale ra te （Ch em n o 13 3）

69 4 0 9 t9 4－5 F lu v a lin a te （Ch em n o 134 ）

52 6 4 5－53－1 P e rm e th ri n （ch e m n o 13 5）

10 4 5 3－86－8 R e sm eth ri n （ch em n o 1 3 6）

3 14－40＿9 B ro m ac il（C如 p p O 13 8）－

60 16 S －88－9 F en ad m l（Ch em no 1 3 9）

19 1 8－02．1 P iclo ram （ch em n o 14 0）

2 1 72 5 －46－2 C y a n az in e （Ch em n o 14 4 ）

94 36 1－07－6 C y p roc o n a zo le （ch em n o 14 5）

11 94 4 6－68－3 D iftn o co n az o le （Ch em n o 14 6）

25 93－15＿9 E tri d iaz o le （ch em n o 14 9）

65 2 7 7 －42－1 K eto c o n az o l（ch e m n o 15 2）

270



2 10 8 7－64－9 M e h b u zin （Ch eP n O 1 5 3）

66 2 4 6＿88－6 P e n c on azo le （ch e m n o 15 4）

60 2 0 7＿90．1 P ro p ic o n az o le （Ch em n o 1 5 5）

10 7 5 3 4－96－3 T eb u c o n az o le （ch em n o 15 7）

88 6－50－0 T erb u trym （ch em n o 15 8）

12 3－88－6 T ri ad im en o l（Ch em n o 16 0）

33 0 8 9－6ト1 Am itraz （ch em n o 16 5） p

6 16 4＿98－3 C h lord im e fb rm （Ch em 10 16 6）

74 1 15－24－5 C lo ft n tez in e ＝Ch lo脆 ntez in e （ch em no 16 7）

96－12－8 D ib ro m o ch lo ro p ro p an e （D B C P ）（Ch e m n o 16 8）

25 5 5 0－58－7 D in itro p h en o l （Ch em n o 17 0）

88－85－7 D in o se b （Ch em n o 17 1）

＿80 8 4 4－07－1

E th o fbn p ro x （Ch em n o 17 2）

76 6 7 4－2 1－0 F lu tri a fb l（Ch e m n o 17 4）

24 3 9－99・8 G ly p h o sa te （ch e m n o 17 5）

22 12－67－1 M o lin ate （ch e m 10 18 0）

88 6 7 1－89－0 M y c lo b u ta n il（Ch e m n o 18 1）

82－68－8 P en ta c h lo ro n itto b e n ze n e■（P C N B ）（ch em n o 1 84）

5 1－03－6 P ip ero n y l b u to x id e （ch e m n o 18 5）

72 8 7－19－6 P ro m e try n （ch em n o 1 8 6）

10 4－5 1－8 n－B u ty lb en ze n e （Ch em n o 18 9）

12 0 0 2－4 8－1 T ri ch lo ro b e n zen e （Ch e m n o 19 3）

25 16 7－8 ト1 D ic h lo ro p h e n o l（ch e m n o 19 7）

60 8－93－5 P e n ta ch loro b e n ze n e （Ch em n o 19 9）

87－86・5 P e n ta ch lo ro p lieiib r（PC P ）（Ch em n o 2 0 0）

87－26－3 2－SeC－Pe n ty lp h en o l＝2－（1－M e th y lb u ty 1）ph e n o l（Ch em n o 2 0 1）

113 1－60－8 4－C y c lo h ex y lp h en o l（Ch em n o 2 0 3）

10 0 9－11－6 4・H y dro x y・n －bu ty ro p h e n o n e （ch em n o ？05）

70－70－2 4 qH y dro x y p ro p io p h en o n e （ch e m n o 2 0 6）

10 4－40－5 4－N o n y lp h en o l（4－N P）（Ch e m n o 20 8）

20 4 2 7 －84－3 4－N o n y lp h en o ld ieth o xy late （N P 2 E O ）（Ch e m n o 2 0 9）

3 1 15－49－9 4－nO n y lp h e n o xy a c etic a c id （Ch em n o 2 1 1）
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9 9－7 1－8 4－Se C－B u ty lp h e n o l＝4－（1－M eth y lp ro p y l）ph e n o l（ch em n o 2 1 3）

94－0 6 4 4・Se C・P en ty lp h en o l＝4－（1－M e th y lb u ty 1）ph e n o l＝p・SeC－am ylp h en o l （ch em n o 2 14）

77 8 6－6 ト0 4 －Vin y lg u aiac o l（4－V G ）（ch em n o 2 18）

26 2 8・17－3 4 －vi n y lp h en o l（4－V P）（ch e m n o 2 19）

27 9 8 6・36－3 E t h an o l，2－（non y l ph e n o xy）・（Ch e mn o 2 2 0）

13 2 2－9 7－0 Et h an o l，2－（oc ty l p he n ox y）－＝Oc ty l ph e no l e th o xy l at e（ch e m no 2 21）

90 3 6－19－5 G ly c o Is， PO ly eth y le n e， m O n O（（1，1，3，3－te t　＝　 Po ly（OX y－1，2－eth a n ed iy l）， ．alp h a．－【（l，1，3，3－

tetra m e th y lb u ty l）ph e n y l］－．Om e g a．－hy d ro x y－（ch em n o 2 2 3）

90 0 2－93－1 G ly c o Is，p O ly eth y len e，m O n O（p－（1，1，3，3－t ＝ O c to x y n o l ＝ Po ly（ox y－1，2－eth an e d iy l），alp h a－（4 －

（1．1・3 3 ．－te tram eth y l－bu ty l）ph e ny l）－Om e g a－hy d ro x y－（ch e m n o 2 2 4）

26 0 2 7－38－3 G ly c o Is，pO ly eth y le n e，m O n O（p －nO n y lp h en y （ch e m n o 2 2 5）

90 16－45－9 N o n y lp h e n o le th o x y la te （Ch em n o 2 2 9）

27 19 3・2 8・8 P h en o l，（1，1，3 ，3－te tram eth y lb u ty l）－＝O c ty lp h en o l（ch em n o 2 3 8）

27 9 8 5－70．2 P h en o l，（1－m e th y lh e p ty l）－（ch em n o 2 3 9）

38 8 4－95－5 P h en o l，2・（1，1，3，3・tetra m e th y lb u ty 1）－（ch e m n o 2 4 1）

174 0 4－44・3 P h en o l，2－（1－eth y lh ex y l）一（ch em n o 2 4 2）

18 6 2 6－98－7 P h en o l，2－（1－me th y lh e pt y l）－（Ch e mn o 24 3）

37 6 3 1－10－0 P h en o 1，2－（l－p rO p y lp e n ty 1）一（ch e m n o 24 4）

94 9－13－3 P h en o l，2－OC ty 1－（ch e m n o 2 4 5）

330 7－00－4 P h en o l，4 －（1－eth y lh e x y l）－（ch em n o 24 7）

18 18－08・2 P he n ol，4－（1－me th y lh e pt y l）－（Ch em n o2 4 8）

330 7－0 1－5 P h en o l，4 －（1－prO p y lpe n ty 1）－（ch em n o 24 9）

180 6－26－4 P h en o l，4 －OC ty l－（Ch em no 2 5 1）

5 18 1ト79－1 P o ly （ox y－1，2・eth an e d iy l），alp h a－（n on y lp h en y l）－Om eg a－hy d ro xy－fb rg re n et（Ch em n o 2 6 2）

90 14－90－8 P o ly （OX y－1，2－eth an e d iy l），alp h a－Su lfb－Om eg a－nO n y lp h en o x y （Ch em n o 2 6 7）

25 0 13－16－5 te rt・－B u ty lh y中些 yan iso le （B H A ）（Ch em n o 2 7 1）

117－84－0 1，2－Ben z en ed i c ar bo x yl ic a ci d，dio c ty le s te r（Che m no 27 6）

84－75－3 D i－n －he x y l p h th a la te （D n H P ）＝D ih e xy lp h th a la te （D H P）（Ch e nu o 2 8 7）

13 ト18－0 D i－n －pe n ty lp h th ala te （D P P ）＝D ip en ty lp h th a la te （ch em n 9 2 8 9）

13 ト16→8 D i－n －prO p y lp h th a la te （D p rP ）＝D ip ro p y lp h th a la te （Ch e m n o 2 9 0）

43 7 6－20－9 M o n o 2 e th y l h ex y lp h th a late （M E H P ）（Ch e m n o 2 9 1）

13 1－70 4 M o n o－n－b u ty lp h th a late （Ch e m n o 2 9 2）

33 2 0 4－76・1 2，6－Ci s－Di ph e n yl h ex a me t hy l c yc l ot e tr a s il o xa n e－2，6－Ci s－［（Ph Me S i O）2（Me 2S i O）2］［（chem n o

272



2 9 5）

30 0 2 6－85－8 D ip h e ny lh ex a m eth y lcy c lo te tra silo x an e l（P h M e S iO ）2 （M e 2 S iO ）2］（Ch em n o 2 9 7）

56－33－7 D ip h e ny ltetra m e th y ld isilo x an e P h M e 2－SiO S iM e2 P h （Ch e m n o 2 9 9）

10 4 4 8．09．6 P h en y lh e p ta m eth y lcy c lo te trasilo x an e l（Ph M e S iO ）（M e2 S iO ）3］（Ch em n o ？01）

28 9 9 4－4 14 P h en y 1－2－hyd ro x y p h e n y lm eth an e ＝2－B e n zy lp h en o l＝0－B en zy lp h e n o l（ch e m n o 3 0 4）

10 1－53－1 P h en yト4－hy d ro x y p h e n y lm e th an e ＝4 ・B e n zy lp h en o l＝p－B en zy lp h e n o l（ch e m n o 3 0 5）

20 8 1－08－5 1，1－B is（4－hy d rox y p h e n y l）eth a n e （ch em n o 3 0 8）

20 8 1－32－5 1，1－B is（4－hy d rox y p h en y l）－iso－Pe n ta n e （Ch e m n o 3 10）

47 3 1－84－4 1，トB is（4 －hy d ro x yp h en y l）－n－bu ta n e （Ch em n o 3 1 1）

3 37 3 －03 －3 1，トB is（4 －hy d ro x yp h en y l）－n－hep ta n e （Ch e m n o 3 12）

24 36 2＿98－9 1，1－B is（4 －hy d ro x yp h en y l）－n－hex an e （Ch em n o 3 13）

15 7 6－13－2 1，1－B is（4－hy d ro x yp h en y l）－n・PrO p an e （ch em n o 3 14）

2 5 0 3 6－25－3 2，2L b is（2－（2，3－ep O Xy pr O PO Xy）ph e ny l）・pr Op a n e（ch e mn o3 1 7）

68 0 7－17－6 2，2－B is（4－hy d ro x y p h en y l）4 －m e th y l・n－p en ta n e （ch em n o 3 2 0）

77－4 0－7 2，2－B is（4・h yd ro x y p h en y l）－n－bu tan ＝B isp h e n o I B （ch e m n o 3 2 1）

14 0 0 7－30・8 2，2－Bi s（4－hy dr o xy p he n yl）－n－he k an e（Ch em no 3 23）

13 ト54 4 2，21 D i hy d r o x y－4，41 d im e t h o xy b e n z op h e n o n（ch e m l O3 2 7）

52 4 7 9－85－3 2，3，4，314 15 1 H ex a h y d ro x y b e nz o p h e n on （Ch em n o 3 2 8）

13 1－56－6 2，4－D ih y d ro x y b e n zo p h e n o n ＝R esb en zo p h en on e （Ch e m n o 3 3 0）

6 1ト99－4 4，41 D i h y d r o x y b en z o p h e n o n（Che m n o 3 3 5）

62 0－92－8 B is（4 －hy d ro x yp h en y l）m eth an e （ch e m n o 34 0）

25 0 8 5 －99－8 B isp h en o I A ・digl y c id y le th er p o lym e r （m w ＜7 00）（Ch e m n o 3 4 3）

8 1－92－5 2－lB is（4－hy d ro x y p h e ny l）m e th y l］ben z y lalk o h o l＝P h en o lp h th a lo l（ch e m n o 3 5 5）

77－09－8 3，3 1B is（4 －hy d ro xy p h e n y l）ph th a lid ＝‾ph en o Ip h th alein e （Ch e m n o 3 5 6）

40 8 1－02・1 B is（4－H y d roチy堕 Pn y l）ph 9m y lm eth a n e （ch em n o 3 6 0）

180 6 －29－7 2，21 D ih y d r o x yb i p h e n y l＝2，21 Bi ph e n o l（Ch e m n o 3 67）

92－88－6 4 ，4 1 D ih y d ro x y b ip h e n y l＝4 ，4 LB ip h en o l（Ch em n o 3 6 8）

92 －69－3 4 ・H y d ro x y b ip h en y l＝4－Ph en y lp h en o l（Ch e m n o 3 6 9）

5 3 90 5－3 0－9 2 －H y d rox y －2 15 L d ich lo rd b ip h e n y l（ch em n o 3 74 ）

5 3 90 5－2 9－6 3－H y d rox y－2 ’，51 d ich lo ro b ip h e n y l（ch e m n o 3 7 8）

53 9 0 5－2 8－5 4－H y d ro x y T2 15’－dic h lo ro b ip h en y l（ch e m n o 3 8 5）

2 3 7 19－2 2－4 4－H y d ro x y－2 －Ch lo ro b ip h en y l（Ch e m n o 3 8 7）
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4 4 0 0・06－0 4－H y d ro x y－3 ，4 15－tri ch loro b ip h e n y l（Ch e m n o 3 8 9）

2 80 3 4－99・3 4－H y d ro x y－4 l ch lo ro b ip h e n y l（ch e m n o 3 9 1）

20 5ト60－7 P C B l （早－C h lo rob ip h en y l）（ch e m n o 3 9 7）

20 5 0－67－1 P C B l l＿（3，3L D ich lo ro b ip h e n y l）（Ch em n o 4 0 q）

20 5 0－68－2 P C B 15 （4，41 D ich loro b ip h en y l）（Ch em n o 4 0 7）

37 6 8 0－65－2 P C B 1 8 （2，215J－T ri c h lo ro b ip h e n y l）（ch em n o 4 1 1）

20 5 1－6 1－8 P C B 2 （3－C h lo rob ip h en y l）（ch e m n o 4 12）

55 7 0 2 4 6－0 P C B 2 1 （2，3，4－T ri c h lo rob ip h en y l）（Ch e m n o 4 13）

20 5 1－62－9 P C B 3 （4－C h lo rob ip h en y l）（Ch em n o 4 15）

13 0 2 9－0 8－8 P C B 4 （2，2L D ic h lo ro b ip h en y l）（ch e m n o 4 16）

34 8 8 3 4 3－7 P C B S （2，4 ㌧D ic h lo ro b ip h en y l）（ch e m n o 4 2 3）

11 10 4－2 8－2 P C B A ro c lo r 12 2 1 （Ch e m n o 4 2 5）

11 14 1－16－5 P C B Am c lo r 12 3 2 （Ch em n o 4 2 6）

90－15－3 トN ap h th o l（ch em n o 4 4 2）

112 5－78－6 5，6，7，8－T etra h y d r0－2・nap h th o l＝6－H y d ro x y te tra lin （ch e m n o 4 4 5）

15 2 3 1－9 1－1 6－B rom 0－2－nap h th ol （ch em n o 4 4 6）

5 30－9 1－6 T etrah yd ro n a ph th o 1－2 （Ch em n o 4 4 9）

56－49－5 3・M eth y lc h o lan th re n e （ch em no 4 5 5）

5 7－97－6 7，12－D im e th y 1－1，2－b占nz（a）an th rac en e （Ch e m n o 4 5 7）

56－55－3 B e n z（a）an th ra ce n e （Ch em n o 4 6 1）

50 －32－8 B e n zo 【a］py re n e （Ch em n o 4 6 2）

5 3－96－3 n－2－n u O re n y lac e ta mi d e （ch em n o 4 64 ）

10 9 3 33－34－8 1，2，3，7，8－P eB D D （ch e m n o 4 6 6）

5 0 5 8 5 4 6．1 1，3，7，8－Tet ra c hlo r od ib en zo d io xi n（ch e mn o4 70）

50 5 8 5 4 1－6 2，3，7，8－Te B D D p－¢he m no 4 7 1）

5 0 5 8 5 4 0．5 2，3－Di br o m0－7，8－dic h lo r od ib e nz o d io xi n（ch em n o4 73）

10 34 5 6－39－9 T eB D D （Ch e m n o 4 8 1）

30 3－38－8 2，3－血hy血ox y b e n z o i c a c i d（2，3－DH B A）（Ch e m n o 5 3 3）

94－82－6 2，4－dich lo ro p h e n o x yb u ty ri c a c id ＝2，4－D B （Ch e m n o 5 3 4）

4 9 0－79 －9 2，5－di h y d r ox y b en z o i c a ci d（2，5－DH B A）（Che m n o 5 3 5）

10 6－47 －8 4 －Ch lo ro a n ilin e （Ch e m n o 5 3 7）

57－12 －5 C y an id e （ch e m n o 5 4 4）
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4 8 2－4 9－5 D o isyn o lic a c id （Ch e m n o 5 4 6）

64 5 2 9－56 －2 1 E th io z in （ch em n o 54 7）

53 7－9 8－4 F eru lic a cid （FA ）（ch em n o 5 4 9）

5 3 3－73－3 H y d ro x y h yd ro q u in o n e （Ch e m n o 5 5 1）

72 －33－3 M e stra n o l（Ch em n o 5 5 3）

19 0 4 4 －88－3 O ryz a lin （ch e m n o 5 5 5）

74 0 0－08・0 P－C o u m a ri c a c id （P C A ）（Ch em n o 5 5 6）

23 9 5 0 －58－5 P ro n a mi d e （ch em n o 5 5 9）

46 3－56－9 T h io c y an a te （ch em n o 5 63 ）

N o C A S O O l C arb am ate （Ch e m n O 4 ）

25 9 7・11－7 1－H y d ro x y ch lo rd e n e （Ch em n o 9）

N o C A S O O 2 C is－N o n a ch lo r （ch e m n o 14）

65 14 8 －76－7 3－M e 0 －0，pl D D A （Ch e m n o 3 2）

65 14 8 －80＿3 3－M e 0 －0，pL D D E （Ch e m n o 3 3）

43 2 16 －70－2 3－OH－0，pl D D T（Ch e m n o 3 4）

65 14 8 －8 14 4・M e O ・0，pl D D E （ch e m n o 3 5）

65 14 8－72－3 4－M e 0 －0，pL D D T （Ch e m n o 3 6）

65 14 8－77＿8 5－M e 0 －0，pl D D A （ch e m n o 3 7）

65 14 8．75＿6 5－M e 0 －0，pL D D D （Ch e m n o 3 8）

65 14 8－82．5 5－M e 0－0 ，PL D D E（ch e m n o 3 9）

65 14 8－74－5 5・M e0 －0，p l D D T （ch e m n o 4 0）

65 14 8－73－4 5－O H －0，pl D D T （Ch e m n o 4 1）

N o C A S O O 3 D D T m e ta b o lite s （Ch e m n o 4 3）

43 2 9－12 －8 m ，P LD D D （ch e m n o 4 5）

65 14 8－83－6 0，pl D D A －gl ye血 t‾＝N －［（2－Ch lo rop h en y l）（4 －Ch lo ro p h e n y l）ac etty l］gly c in （Ch em n o 4 7）

N o C A S O 8 4 P，PL D D A （ch e m n o 5 2）

N o C A S O 8 5 P，pL D D M U （Ch e m n o 5 5）

88 3 7 8－55－6 3，5－D ic h lo ro p h e n y lc arb a m in a cid－（トca rb o x y－1－m eth y l）－ally l （Ch em n o 5 9）

83 7 9 2－6 1－4 N －（3，5－D ic h lo ro p h en y l）－2 －hy d ro x y－2 －m e th y 1－3－bu te n ac id a m id （Ch em n o 6 1）

17 3 5 6－6 ト5 1－（3，4－D ich lo ro p h e n y l）－3－m eth o x yu re a （Ch em n o 8 2）

N o C A S O 9 6 1，1－tric h lo r0－2 ，2 －bis（4－hy dro x y p h e n y l）eth an e （H P T E）（ch em no 8 8）

30 6 6 8－0 6－5 1，3－D ic h lo r0 －2 ，2 －bis（4－m eth o xy－3－m e th y lp h e n y l）pro p an e （ch e m n o 8 9）
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75 938．34．0 M on0－O H －M D D E （chem no 94）

28463＿03．g M on0－O H －M ethoxych lor（chem n o 95）

N o C A S lO 8 l・m ethy1－2－m eth ylcarbam oylvinyldim ethylp hosph ate （chem no 97）

70393－85・0 G lufo sipateTam m Onium （chem no l12）

N o C A S 122 M etalodem eton （Ch em n o l14）

N o C A S OO5 Pyrethri n （chem no 125）

N o C A S 12 3 Synthetic pyreth ro ids（Chem no 137）

N o C A S 120 B itertanol（Chem no 143）

N o C A S 12 1 E piconazol（Chem no 147）

N o C A S OO 8 E poxiconazole （Chem no 148）

N o C A S 130 F ebllCOnaZOle （chem no 150）

N o C A S OO 9 Indole（3．2－b）carbazole（IC Z）（chem n o 15 1）

N o C A S OO7 T ri azin es（e．g．atrazine）（Chem no 16 1）

7 175 14 ト2 A bam ectin （Chem no 162）

N o C A S 132 F ipronil（ch em no 173）

3555－44－0 Im azalil（Chem n o 178）

N O C A S 129 T hiazopy r（ch em n o 188）

N o C A S O lO S tyrenes（e．g．dim ers and trim ers）（Chem no 192）

53792－1ト3 4－（4－H ydrox yph enyl）－2，2，6，6－tetram ethy lcyclohexanecarbonacid （Chem no 202）

N o C A S 133 4－hydroxy al ky lp heno l（chem no 204）

1805－6 1－4 4－iso－P enty 1ph enol＝4・（3－M eth y lb uty l）phen ol（Chem no 207）

14409＿72＿4 4－N onylpheno lnonaethoxylat（T ergi toIN P 9）（chem no 2 10）

N o C A S O 16 4－N onylphenoxycarboxylic acid （N P IEC ）（Chem n o 212）

N o C A S O 13 4－tert－P en ty lphen ol＝＝p－tert－Am ylb henol（Ch em no 2 17）

9040－65－7 F orm ald ehyde，＿pO lym ere w ith nonylphenol（Chem no 222）

27 17・05－5 H eptaoctatri kosan－1－01，　 2 3－（nonylphen ox y）3，6，9，12，15，18，2 1－nOnylpheno lm onoethoxylate

（ch em n o 2 26）

N o C A S lO2 m alein．．anhydrid e，m OnOeSter W ith ethoxylated nonylphenol，nutri lized w ith reaction p rodu cts

1ike diprop ylenetri am ine （CheplnO 227）

N o C A S O 15 N onylph enoIca血 ）Xylic acid （chem n9 22 8）

N o C A S O 17 N onylp heno lethoxylate carboxylic acid （ch占m no 230）

N o C A S lO4 n ony lphen olethoxylate wi th 9＜E O＜19 （Chem no 23 1）

N o C A S lO3 n onylphenolethoxylate wi th E O ＜9 （Chem lO 232）
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N o C A S lO 5 nonylphenolethoxylate w ith E O＞19 （chem no 233）

N o C A S lO6 nonylphenolethyleneoxypho sph ate （Chem n o 234）

N o C A S O 14 O ctylphen01－5－ethoxylate （Chem no 235）．

9004－87－9 O P－7 ＝－P oly（oxy－1，2－ethanediyl），al pha－（is0－9Ctylpheny l）－0P ega－hydrox y；（Chem no 236）

N o C A S O 12 Penta to N onyl－P henoIs（ch em no 2 37）

133 1－54－0 Phenol，（2－ethylhexy l）－（chem no 240）

2640ト75－2 Phenol，2－SeC－OCty 1－（Chem no 246）

270 13－894 Phenol，4－isooctyl一（chemno250）

272 14－4 7－7 Phenol，4－SeC－OCty1－（Chemno252）

67554－50－1 P henol，OCty 1－（chem no 255）

93 89ト78・2 Ph enol，SeC－OCty 1－（Chem no 256）

52 623－95－7 Poly（OXy－1，2－ethanediy l），　　　 alpha－（（1．1．3．3．・tetram ethyトb utyl）phenyl）－Om ega・hy droxy－

pho sphate （Chem no 257）

81642－15－1 P oly（OXy－1，2・eth anediyl），alpha－（3－0Ctylph enyl）－Om ega－hydroxy （chem no 258）

5 165 1－5 8－2 P oly（OXy－1，2－ethanediyl），alpha－（4－isooctylphenyl）－Om ega－hydroxy－（Chem no 259）

6889ト2 1－4 P oly（OXy－1，2－eth aned iyl），alpha－（dinonylphenyl）－Om ega－hydroxy－fbrgrenet（Chem no 260）

37205－87－．1 P oly（OXy－1，2－eth anediyl），alpha－（iso－nOnylpheny l）－Om ega－hydroxy－phosph ate（Chem no 26 1）

684 12－54－4 Poly（OXy－1，2－ethan ediyl），alpha－（nonylpheny l）－Om ega－hydroxy－fbrgrenet（Chem no 263） －

9036－89－2 Poly（OXy－1，2－ethanediyl），alpha－（OCtylphen yl）－Om ega－hydroxy－（Ch em no 264）

68987－90－6 Poly（OXy－1，2－ethanediyl），alpha－（OCtylphenyl）－Om ega－hydroxy－fbrgrenet（chem no 265）

60864－33－7 Poly（OXy・1，2－ethanediyl），alp ha－（phenylm ethyl）－Om ega－（（1．1．3．3．－tetram ethyl－butyl）－pheno xy）

（Chem no 266）

55348－4 0－8 Poly（OXy－1，2－eth anediyl），　　　 alpha－Sulph0－Om ega・（（1．1．3．3．・tetram ethyl－buty l）・Phenoxy）

（chem n o 268）

109909－39－9 Poly（OXy－1，2－eth anediyl），　 alpha－Su lph0－Om ega（2，4，6－tris（1－m ethy lp ropyl）phenoxy）－SOdium

Salt（Chem no 2 69）

690 1ト84－3 Poly（OXy－1，2－ethanediyl），alpha－Su lp h0－Om ega－（OCty lp henyl）－fbrgrenet，SOd ium salt （Chem no

270）

N o C A S O2 0 Interm ed iate chain chlorinated paran ns（chem lO 2 72）

N o C A S O2 1－ L ong chai n ch lorinated p ara爪ns（Ch em no 273）

N o C A S O 19 Shoitchain chlori nated parafh s（Chem no 2 74）

89－69－5 D iisobutylphthalate （chem n o 282）

N o C A S O 24 D ioctylphthalate（D O P）（Ch ernno 2鱒5）

N o C A S O22 D i－nTOCty lphth alate（D nO P）（Chem no 2 88）

N o C A S O23 P hthalates（Chem no 293）
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3 175ト59－4 2，4・tranS－Diphenyltetramethylcyclotrisiloxane－2，4－tranS－【（PhMeSiO）2（Me2SiO）】（Chemno

294）　 一二　二

33204＿77－2 2，6・tranS－D iphenylh exam ethylcyclotetrasiloxane　　 －　　 2，6－tranS－【（PhM eSiO ）2（M e2SiO ）2］

（chem mo 296）

51134－25－9 D iphenyltetram ethylcyclotri siloxan e l（PhM eSiO ）2（M e2SiO）］（chem n o 298）

35964－76－2 0－T olylheptam ethylcyclotetrasilo xane l（0・T oly lM eSiO ）（M e2S iO 3）］（Chem no 300）

17156－72－8 Phenylhexam ethylcyclo tetrasiloxane l（PhH S iO ）（M e2 SiO ）3］（Chem no 302）

17964 4 4－2 PhM elSiC H 2C H 2 SiM ePhO 】（Chem no 303）

92 569－294 1，1－B is（4－hydroxyphenyl）－2－ethy l－n－butane （Ch em no 306）

N o C A S O25 1，1－B is（4－hy droxyphenyl）－2－n－p rOpylpentane（chem no 307）

1844－004 1，1－B is（4－hydroxyphenyl）－iso－butane （Chem no 309）

76 15－24－9 2，2，5，5－T etra（4－hydroxyphenyl）－n－hexan e （Chem no 3 15）

N o C A S O27 2，2，年，6－T etram ethy1－4，4－bis（4－h yd roxypheny l）・n－h eptan （Chem no 3 16）

3555－19－9 2，2・Bis（4－hydroxyphenyl）－3－methyl－n－butane（Chemno319）

4 1709t94－8 2，2－Bis（4・hydroxyphenyl）－n－heptane（chemno322）

6052－90－0 2，2－Bis（4－hydroxyphenyl）－n・OCtane（chemno324）

4204・584 2，2－B is（4－hydroxyphenyl）－n－Pentane （chem no 32 5）

3 1127－54－5 2，3，4，41Tetrahydroxybenzophenon（Chemno329）

10 196・77－7 3，3－B is（4－hy droxyphenyl）－n－hexane （Chem no 33 1）

3600－64－4 3，3－Bis（4－hydroxyphenyl）－n－Pentane（Chemno332）

7425．79－8 4，4－B is（4－hydroxyphenyl）一m－heptane （Chem no 333）

N o C A S O26 4，4－Bis（4－hydroxyphenyl）一n－OCtane（chemno334）

2 1388－77－2 4－H ydroxypheny1－4 1m eth oxyp henylm ethane（chem no 336）

57547－76－9 5，5－B is（4・hy droxyphenyl）－n－nOnane（Chem no 337）

59 176－75t9 6，6－B is（4－hydroxyphenyl）－n－undekane （Chem no 338）

10 193－50－7 B is（3－hydroxy堕印yl）m ethan e（Chem no 339）

36425－15－7 B isphenoIA －（epichlorhyd ri n）．．m etacrylate polym er（Chem no 34 1）

25068－38－6 B isphenoI A－（epichlorhyd rin）polym er（Chem n o 34 2）

105839t18－7 C 16 0 r C 18 po lym erized b isphenol－A ，butylglyd iocyleth er，epichlorhydri ne or lA N ，N l

bis（2ami noethyl）eth ane－1，2－diami n （chem no 344）

N o C A S O98 CreSOl－bisphen ol－A fbrm ald ehyde p olym er（chem no 345）

66070－77－7 D ehydrated C astoroilpolym ere wi th bisphenolq＝A of epichlo rhydrine （Chem no 346）

98824＿88－5 E pichlodlydrin－bisphenoI A／F，reaCtionproducts，C 12－C 14 aliphatic ．．．（D ER 353）（ch em no

347）
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2 5085－75－0 F orm aldehyde，pOlym erW ith 4，4㌧（トm eth ylidene）bis（phenol）（Chem no 349）

93572－4 1－9 Li n seed　oil， reaCtion　pro ducts　w ith 1－［【2－［（2－am inoethyl）am in）－3－pheno xy－2－prOp anOl，

b ispheno IA－diglycidylether，fbrm ald ehyde or pentaethy len ehexam n ine（ch em no 350）

N o C A S O28 T etrabrom obisphenoIA （TB B P－A ）（chem no 35 1）

1154 89－12－8 1，1－B is（4－hydroxyphenyl）・l・（4・m eth oxyph enyl）ethan e（Ch占m n d 3 52）

157 1－75－1 1，1－B is（4－hydroxyphenyl）－1－phenylethane （chem no 353）

N o C A S O29 2，4－DihydroxytriphenylmethancaIbonacidlacton（Cherrmo354）

135505－63－4 4－H ydroxyphenyl－di－a－naphthylm ethane （chem no 357）

79 1－92－4 4－H ydroxy－tri ph enylm eth？ne（Chem no 358）

11548 1－7 3－7 B is（4－hy droxyphenyl）【（2－phenoxysulfbnyl）phenyl］m eth ane （Chem no 359）

630－9 5．5 D iphenyl－a－naphthylcarbinol（Chem no 36 1）‾

4865－83－2 1，3－B is（4－hydroxyphenyl）pentane（Chem no 362）

2549－50－0 1，3・B is（4－hy droxypheny l）propane （Chem no 363）

85－95－0 2，4－B is（4・hy droxypheny l）－3・eth ylh exane（Chem no 364）

N o C A S O30 2，4－Bis（4－hydroxyphenyl）－3－ethylpentane（chemno365）

140 13 1－3 1－3 3，5－Bis（4－hydroxyphenyl）heptane（Chemno366）

N o C A S 12 7 2，4－6－trichlorobiphenyl（Chem n o 372）

N o C A S 124 2，5－D ichlorobiphenyl（Chem no 373）

N o C A S 12 8 3，4 15－tri chlorob iphenyl（Ch em no 375）

N o C A S 12 5 3，5－D ichlorobiphenyl（chem no 376）

6765 1－37－0 3－H ydroxy－213’，415 1tetrachlorob ip henyl（Chem no 377）

100702－98→5 4，4 1D ihydroxy・2，3，5，6－tetraChlorob iph enyl（Chem no 379）

56858－70－9 4，4LDihydroxy－2lchlorobiphenyl（chemno380）

13049－13－3 4，4㌧D ihydroxy－3，3’，5，5Ltetrach lorob ip henyl（chem no 3 81）

53905－33－2 4－H ydroxy－2，2’，5 1trichlorobiphenyl（chem n o 382）

6765 1－34－7 4－H ydroxy－213’，415 1tetrachlorob iphenyl（Chem n o 383）

14962－28－8 4－H ydroxy・214’，61trich lorobiphenyl（Chem no 384）

7988 1－33－7 4－H y droxy－216 1d ichlorobipheny l（chem no 386）

N o C A S O4 0 4－H y droxy－3131415㌔tetrachlorob iphen yl（Chem no 388）

N o C A S 126 4・hydroxy－3，5－dichlorobiphenyl（Chem no 390）

N o C A S O97 4－O rI－2，214’，5，5 Lpe ntaChlorob iphenyl（Chem n o 392）

5499ト93－4 C lophen A 30 （Chem no 393）
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80684 4－8 C lophen A 50 （chem no 394）

N o C A S O3 8 M ixture of 2，3，4，5－tetraChlorobiph enyl （PC B 6 1），2，2 14，5，5Loctachlorobiphenyl （P C B lO l）

and 2，2 13，314，4 15，510CtaChlorobiphenyl（P C B 194）（ch em no 395）

N o C A S O3 9 PC B lO4 （2，2 14，6，6 LP entachlorob iphenyl）（chem no 398）

N o C A S O4 1 ‾ PC B 105 （2，3，314，4’－P entach lorob iphenyl）（Chem no 399）

N o C A S O92 PC B l14 （2，3，4，4 15－pentaCh lorob iphenyl）（Chem no 40 1）

N o C A S ll l PC B l18 （2，3’，4，4 15－pe ntaChlorobiphenyl）（chem no 402）

N o C A S O42 PC B 122 （2，3，3’，4，5 －Pentachlorobiphenyl）（chem no 403）

N o C A S O3 7 PC B 126 （3，314，4’，5－P entachlorobiphenyl）（chem no 404）

N o C A S llO PC B 28 （2，4，41trich lorob iphenyl）（chem no 4 14）

N o c A S O3 6 PC B A roclor 10 16 （chem tl0 424）

N o C A S O3 5 PC B hydro xy m etabolites （chem no 4 3 1）

N o C A S O 87 PC B 138 （chem no 432）

N o C A S O 88 PC B 180 （chem no 433）

N o C A S 134 Polychlorinated diphenylether（Chem n o 434）

1264 2－23＿8 P C T A roclor5442 （chem no 4 40）

6 17883－33－8 Polychlori nated terphenyls PC T （m ixture）（chem no 44 1）

5 53－39－9 2－H ydroxy－6－naphthylpropionacid （chem no 443）

N o C A S O 3 1 n alow ax lO 14 （Chem no 447）

N o C A S O3 2 M ixtu re of l，2，3，5，6，7－hexachloronaphthalene and l，2，3，6，7－hexach loron aphthalene （Ch em no

448）

2029ト73－0 1，9－D im ethy lp henanthrene （Chem no 450）

5 73－22－8 1－O x0－1，2，3，4－tetrahydrop henanthrene （Chem no 45 1）

58024－06．9 2，8－Dihydroxy－4b，5，6，10b，11，12－hexahydrochrysene（Chemno452）

N o C A S O 89 2，8－d ihydroxy－5，6，11，12，13，14－hex ahydrochrysene （Chem no 453）

5 6614－97－2 ．3，9－D ih ydroxyりep z（a）anthracene （chem no 454）

70 99－43－6 5，6－C yclop ent0－1，2－benzanthracene （chem no 45 6）

N o C A S O4 7 9，10－D ihydroxy－9，10－d iethyト9，10－dihydr0－1，2，5，6－dibenzanthracene（Ch em no 458）

6304 1－53．2 9，10－D ihydroxy－9，10－d i－n－buty1－9，10－dihydr0－1，2，5，6－dibenzanth racene（chem no 459）

6 304 1－56．5 9，10－D ihydroxy－9，10－di－n－PrOpy1－9，10－d ihydr0－1，2，5，6－diben zanthracene （chem no 4 60）

5684－12－8 D ehydrodoisynolacid ＝B isdehydrodoisym Olac id （Chem no 46 3）

N o C A S O4 8 PA H s（Chem no 465）

N o C A S l12 1，2，4，7，8－PeCDD（chemno468）
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N o C A S 115 1，3，7，8－TeBCDD（？hemno469）

109333－32－6 2，8－D ibrom 0－3，7－d ichlorod ibenzodioxin （Chem ム0 474）

13 1167－13－0 2－Brom0－1，3，7，8－tetraChlorodibenzodioxin（chemno475）

N o C A S O 93 2－B rom 0－3，7，8－trichlorodibenzodioxin （chem no 476）

9774 1－74－7 7－B rom 0－2，3－dichlorodibenzodioxin （chem no 477）

112344－57－7 8－M eth y1－2，3，7－tri chlorodibenzodioxin （chem no 478）

N o C A S O4 9 D ioxins／Furans＝PC D D s／PC D Fs（ch em no 479）

N o C A S l13 T eB C D D （Chem no 4 80）

125652－16－6 6－E thy1－1，3，8・tri chlorodibenzofu ran （Chem no 4 90）

125652－13－3 6－i－Propyl－1，3，8－tri chlorodibenzofu ran （Chem no 49 1）

118 174－38－2 6－M ethy1－1，3，8－tri chlorodibenzofu ran （chem no 4 92）

139883－5 1t5 6－M ethy1－2，3，4，8－tetraChlorod ibenzofu ran （chem no 4 93）

172485－97・1 6－M ethy1－2，3，8－trichlorodibenzofu ran （chem no 4 94）

125652－14－4 6－n－Propy1－1，3，8qtrichlorodibenzofu ran （Ch em no 4 95）

125652－12－2 6－t－B uty 1－1，3，8－tri ch lorodibenzofu ran （Chem no 496）

103 124－72・7 8－B rom 0－2，3，4－trichlorodibenzofu ran （Chem n o 4 97）

139883－50－4 8－M ethyト1，2，4，7－tetraChlorodibenzofu ran （Chem no 4 98）

172485－96－0 8－M ethy1－1，3，6－trichlorodibenzofu ran （chem no 4 99）

172485－98－2 8－M ethyl－1，3，7－trichlorodibenzofu ran （chem no 500）

172486－00－9 8－M ethy1－2，3，4，7－tetraChlorodibenzofu ran （Chem no 50 1）

172485－99－3 8－M ethyト2，3，7－trichlorodibenzofu ran （chem no 502）

N o C A S O 52 A llenolic acid （Chem no 539）

N o C A S O 56 A zadirachtin （Chem no 540）

N o C A S O 55 B iochanin A （chem n o 542）

N o C A S O 54 F orm ononetinT（ehem no 550）

N o C A S 135 Iodine，radioactive （chem no 552）

N o C A S O 9 1 m ethyltertiary buty leth er（M T B E）（Chem no 554）

N o C A S lO9 T E PA （Chem no 56 1）

N o C A S 136 T etrachloro benzyltoluenes（Chem no 562）
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Table5：　　SubstanceswhicharedecmedNOTtobeEDs，Onthebasisof

availableinfbrmation（＝11）

108，95－2 Phenol（Chemno558）

55－38－9 Fenthion（CheplnO109）

6851549．1 1，2・Benzenedicarboxylicatid，di－C9－11－branchedalkylesters，C＿10－rich（DⅢ）P）（chemno275）

107－2ト1 Ethyleneglycol（ethane－1，2－diol）（Chemno548）

7429－90－5 Al umi num （Chemno504）－

7440－43－9 Cadmium（Chemno505）

133240－7 Coppe rOXyChlor（chemno506）

7758－98－7 Coppersulfate（Ch占mno507）

7439→92－1 Lead（Chemno508）

7439－97－6 Mercury（Chemno509）

22967－92－6 Methylmercury（Chemno510）
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Annex2

EuropeanWorkshoponEndocrineDisruPterS

18－20Junc2001，Aronsborg（Balsta），Sweden

ObjectivesoftheWorkshop

・JJかJ・仙JJん〃けW／J‘JJ坤・‘仙／血Jtγ〃（J仙川‘J／川くれJ血‘′血〃

－To exchangeinformation　and to stocktake on areas whereintemational

COOrdinationcanspeedupandmakeefncientuseofresdurces

－Toidentifywaysandmeanstohcilitateintemationalcoordination

・／）Lmィ。／｝J肝川（イJハ／肌血′（hJハ／叫ど・仙・（〟岬－

－Toreviewprogressontestmethoddevelopmentinthe録ameWOrkofOECD

－TodiscusswithEUMemberandAssociatedStatesanappropnatetestingstrategy

inthelightofexistingEUlegislationandthecurrentdiscussionsonafutureEU

Chemicalspolicy

－Toidentify　researCh requlrementS tO　underpln the development of test

methods／testlngStrategiesatOECD

・凡・．ヾし・（JJ・ぐ／J〃JJd仇一1、Lイ岬椚川／

－To review recent且ndings on the range Ofeffbcts associated with endocrine

disruPtion

－To share results／help create synergleSand coordinate workamOngSt European

researchersinvoIvedinnationalandCommunltyreSearChprqjectsaswellasin

industry－fundedresearchwork・

・／こ、イ‘J仙～ノ川はリJ／一才〃…血雨間／〃7居J●‘J／〃仇一・、－

－Tode鎖nemonitoringo切ectives，infomationneeds，anddesignrequlrementSfor
monitorlngPrOgrammeS，lnrelationtobothhumanhealth／wildlifbeffbctsandto

SPeCi丘csubstances

－Toreviewa竜ilableinformationfromMemberStates／organisations／inventories

－Toreviewavailabilityandidentifyresearch／development／validationrequlrementS
for叩PrOPrlateenVironmentaltooIsandmodelsfbrestimationofexposure・

283

－　　　‾二二二二‾「

、＝1番



資料7

COMMLSSl0NOFTHEEUROPEAN COMMUNITIES

Bmssels，28．10．2004

SEC（2004）1372

COMMISSIONSTAFpWOR．KINGDOClTMENT

OIIimpJementationoftheCommunjtyStrategyfbrEndocrineDisrupters－arangeOf

SubstancessuspectedofinterfbringwiththehormonesystemsoHlumanSandwildlifb

（COM（1999）70‘）
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COMMISSIONSTAFFWORKINGDOCUMENT

OnimplementationoftheCommunityStrategyfbrEndocrineDisrupters－arangeOf

Substancessuspectedofinterfbringwiththehormonesystemsofhumansandwi1dlifb
（COM（1999）706）．

TABLEOFCONTENTS

SummaryreportontheimplementationoftheCommunityStrategyforEndocrinedisruPterS5

Annexl：FigureoutliningthegrouplngOfsubstancesforfurtherevaluation………………．．……．8

Annex2：DetailedreportontheimplementationoftheCommunityStrategyfbrEndocrine

DisruPterS

1．　　　Context

2．　　Progressonshort－temaCtions

2・1・　Establishmentofapri0ritylistofsubstancesforfurtherevaluationoftheirrolein

endocrinedisruPtion

2．1．1．“Studyonthescientincevaluationof12substanCeSinthecontextofendocrine

disruPterPrioritylistofactions”

2・1・1・l・AssessmentofpotentialendocrinedisruPtinge脆ctsinhumans

2・1・1・2・AssessmentofpotentialendocrinedisruPtinge脆ctsinwildlife

2・1・1・3・Assessmentofcasesofparticularexposurerisk

2．1．2．“Studyongatheringinformationon435substanCeSWithinsufficientdata”…………．12

2．1．3．Consultationprocess

2．1．4．Pri0ritysetting

2・2・　Communicationtothepublic

2・3・Infbrmationexchangeandintemationalcooperation

2・4・　Establishmentofmonitoringprogrammestoestimateexposuretoande脆ctsofthe

SubstancesontheEDprioritylist

2．5．　　Othershort－termaCtions

3．　　Progressonmedium－termaCtions

3・l・IdentincationandassessmentofendocrinedisruPterS

3・2・　ResearchandDevelopment

4・　　Progressonlong－termaCtions
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4．1．　Legislativeactions

4．1．1．RegulationconcermngtheRegistration，Evaluation，AuthorisationandRestrictionof

Chemicals（REACH）

4．1．2．Directive2000／60／ECestablishingaframeworkforCommunityactionintheneldof

WaterPOlicy

4．1．3，Directive98／83／EConthequalityofwaterintendedforhumanconsumption

（DrinkingWaterDirective）

4．1．4．Directive92／59／EConGeneralProductSafety（GPSD）

4．1．5．Directive91／414／EECconcemlngtheplacingonthemarketofPlantProtection

Products

4．1．6．Directive98／8／ECconcemlngtheplacingofbiocidalproductsonthemarket．……‥23

4．1．7．Directive96／22concemlngtheprohibitionontheuseinstock－farm1ngOfcertain

SubstanceshavingahormOnalorthyrostaticactionandbeta－agOnists…………………・24

Amex3：GrouplngOfsdbstances

Tablel：SubstanCeSWithevidence（Categoryl）orevidenceofpotentialendocrinedisruPtion

（Category2）whichareneitherrestrictednorcurrentlybeingaddressedunderexisting

Comrrmnitylegislation（18substanCeS）

Table2：SubstanceswithevidenceonED（Categoryl）alreadyregulatedorbeingaddressed

underexistinglegislation（82substances）

Table3：SubstanceswithpotentialevidenceonED（Category2）alreadyregulatedorbeing

addressedunderexistinglegislation（47substances）

Table4：Substancesclassi且edasHPVand／orpersistentand／orexposureexpectedinhumanS

andwildlifb，Withinsufncientdata（38substances）

Table5：SubstanceswhicharedeemednottobeendocrinedisruPterS，Onthebasisof

availableinfbrmation（1＿如bstap・CeS）

Amex4：SpecincrecommendationsoftheSCTEEon“Twostudyreportsonendocrine

disruPterSbyWRc－NSFandBKHConsultingEngineers”
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SUMMARYREPORTONTHEIMPLEMENTATIONOFTHECoMMUNITYSTRATEGYFOR

ENDOCRINEDISRUPTERS

InordertoaddressthepotentialenvironmentalandhealthimpactsofendocrinedisruPtionthe

Commission adopted－a Communication to the Co叩．Cil and－European Parliament on a

CbmmunityStrategyforEndocrine DisruPterSinD占ce血ber1999（COM（1999）706）．The

Strategy sets out anumberofactionsrelatingto，interalia，identincation ofsubstances，

monitorlng，reSearCh，intemationalc0－0rdinationandcommunicationtothepublic．

Followlngtheadopt10nOftheStrategytheCounCilinvitedtheCommissiontoreportregularly

ontheprogressofthework・ThenrstprogressreportlwaspresentedinJune2001・Thisisthe

SeCOndprogress reportsummarlSlngtheimplementationofthe Strategyundertheperiod

2001－2003．

The Strategy contains actions on short，medium andlong term．The work on short and

medium termaCtions under the periOd have contributed to gather scientific data and to

identifysubstanCeSforfurtherevaluationasendocrinedisruPterSWithavie示toprioritise

testing，tOguideresearchandmonitoringeffbrtsandtoidentifyspecinccasesofexp讐ureOf
targetgroupslikeconsumers，WOrkersandwildlifborganisms．ThelongtermactionslnClude

reviewandpossibleadaptationofpolicyandlegislation．

A key short－termaCtionisthe estal）lishment ofa prioritylist ofsubstancesforfurther

evaluationoftheirroleinendocrinedisruPtion．Theworkreportedinthelastprogressreport

includesastudycamiedoutin20000nbehalfoftheCommission．Thestudyident摘eda
Candidatelistof553substances，fromwhichevidehceofendocrinedisruPtionorpotential

endocrinedisruPtionwasfbundfbrl18sdbstances．Theresultsofthestudyweresubmittedto

anOPinionoftheScient摘ccommitteeforToxicity，EcotoxicityandtheEnvironment，andto
stakeholder consultation．Based on their recommendations two new studies have been

launchedintheperiodunderreview．

Thenrststudyisanin－depthevaluationof9candidatesubstances，namely2，2’－bis（4－（2，3－

epoxypropyl）phenyl）propaneorBADGE，Cafbondisulphide，4hChlor0－3－methylphenol，2，4－

dichlorophenol，4－nitrotoluene，0－Phenylphenol，reSOrCinol，4－tertOCtylphenoland2，2’，4，4’－

tetrabrominated diphenyl ether or tetra BDE as well as3natural／synthetic hormones

（oestrone，OeStradiolandethinyloestradiol）．Thecandidatesubstanceswereselectedafteran

analysisofthelegalstatusofthel18sdbstancesmentionedabovethatrevealedthatthese9

areneitherrestrictednorbeingaddressedunderexistingCommunitylegislation．

Thestudyconcludedthatlhenaturaloestroneand17β－OeStradiolandthesynthetichormOne

17α－ethinyloestradiolallevidentlycausedeffbctsonthereproductionanddevelopmentofnsh

Which are probably endocrine mediated．These effbcts occur at environmentally relevant

COnCentrationsandtherefbrethesesdbstancesmaypresentarisktofishandotheraquatic

Vertebrates・For substances where thereis a potentialfor consumer exposure（BADGE

throughepoxylining offoodanddrinkcansand4－Chlor0－3－methylphenolandresorcinol

through pharmaCeutical products）the dataindicates that thereis evidently no risk to

COnSumerS，includingchildren，丘omcurrentexposurepattemS．

l communicationaomtheCommissionontheimplementationoftheCommunityStrategyforEndocrine
DisruPterS（COM（2001）262）
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Thesecondstudyhasaddressedtheremainlng435substancesforwhichtherewasinsufncient

datainthe2000reporttoassessendocrinedisruPtionorpotentialforendocrinedisruPtion

（duenottolackofdatabdttolackofresourcestogatherthedata）．Theaimofthestudyhas

beentogatherdata／informationonpersistence，PrOductionvolumesandlegalstatusofthese

Substances・ThiscandidatelisthasbeendividedintothreeseparategrouplngSOfsubstances

dependingontheexposure，PerSistenceandtやCOlogicaldataavailability（seeAmexl）・

Outofthelistof435candidatesubstances，147Weredeemedtohaveevidenceofendocrine

disruPtionorpotentialendocrinedisruPtion・Theassessmentoftheirlegalstatusshowedthat

129Were already subject to bans orrestriction orwere being addressed under existing

Communitylegislation，althoughforreasonsnotnecessarilyrelatedtoendocrinedisruPtion・

18　substancesare neither restricted nor being addressedunder existing Community

legislation．

Regardingthe short－temaCtions oninformationandcommunication，the Commissionhas

丘naliseda study on坤rmationExchange andlhternationalCoordination onEndbcrine
Disnpten，Whichpresentsrecommendationstopromoteabettercooperationinthisarea．In
addition，aWebsite2hasbeencreated，WithaviewtoinfbrmthepublicaboutthedifEbrent

Communityinitiativesrelatedwiththisissue．

MonitoringtoestimateexposuretoendocrinedisruPterSisalsoincludedintheshort－tem
actions・ThisareahasbeenaddressedundertheEuropeanEnvironmentandHealthStrategy3・

AspartofthepreparatoryprocessleadingtotheEuropeanEnvironmentandHealthAction

Plan2004T20104atechnicalworkinggrouponintegratedmonitoringwasestablished，Which

inoneofitssubgroupscoveredendocrinedisruPterSinparticular．Thegrouphasassessedthe

CurrentmOnitoringsituationandestablishedoptionsforactionandrecommendations．

As part ofthe medium－termaCtions，the Commission and Meniber States continue to

ParticipateintheOECDEndocrineDisruPterTestingandAssessmentTaskForce；Whichwas

SetuPin1998withthegoalofdeveloplngagreedtestmethodsforendocrinedisruPterS．The
latestestimatesarethatagreedtestmethodsforsomeenvironmentalandhumanhealthe脆cts
willbennalisedin2005．

慧叢慧慧荒慧競慧器慧慧慧慧㌫諾意完諾
Commissionhasspentover60millioneurosonendocrinedisruPterreSearChprqjects，Witha

rangeOftopicsfromwild－lifee脆ctstomulti－Organicassessmentsofe脆ctsinhumans．In

2003aClusterofResearchonEndocrineDisruPtioninEurope（CREDO），WaSlaunched．The

Clusterconsistsof4prdectsencompasslng63laboratoriesinEurope，Withatotalbudgetof
20million euro・Under：the6th community Framework Programmefor Research and

TechnologicalDevelopment（2002－2006），the topic ofendocrinedisruPtionhas alsobeen

addressedprincipallyunderthe“Foodqualityandsafety”priorityandtosomeextentinthe

“Sustainabledevelopment，globalchangeandecosystem”priority．Alarge－SCaleNetwofkof

Excellence（CASCADE）dealingwithrestruCturingofEuropeanresearChinthisdomainwas
launchedin2004．

http：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine

Communication丘omtheCommissiononaEuropeanEnvironmentandHealthStrategy（COM（2003）

338丘nal）

Communication丘omtheCommission：”TheEuropeanEnvironment＆HealthActionPlan2004－2010”

（SEC（2004）729）
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RegardinglongtermaCtions，theissueofendocrinedisruPterSisbeingaddressedinanumber

Ofpolicyareas．IntheprQPO亭alforanewchemicalspolicy（REACH）endocrinedisruPterSare

COVeredbytheauthorisationprocedureforsubstanCeSOfveryhighconcem．Theyarealso

beingconsideredinthediscussionsondatarequlrementSandprinciplesforriskassessmentof
PlantPrOteCtionproducts．Thereishoweveraneedforagreedtestmethodsthatcancon血m

Whetherornot“identinedcandidates”arerealendocrinedisruPterS．FurthGrmOre，theyhave

beenincludedintheevaluationschemeforbioCidalproducts二Inthecaseofdrinkingwatera

Study has been carried out and submitted to stakeholder consultation．It has been

recommendedthatnolimitvaluesforindividualendocrinedisruPterSShouldbesetupfor

drinkingwaterat・thisstage．Howeverthereisapotentialproblemlinkedtothereleaseof

endocrinedisruPtingchemicals録ommaterialsincontactwithdrinkihgwaterand／orbottled
Water．FortheidentincationofsubstanCeSOfconcemundertheWaterFrameworkDirective

endocrinedisruPtingsubstancesareincludedinaspec摘ccategory．Asregardsshort－term

emergencyriskmanagementthedirectiveongeneralproductsafbtyhasbeenreplacedbya

revised directive thathas to be transposedintonationallegislationby15January2004．

Finally，thedirectiveprohibitingtheuseofsubstanCeShavingahormOnalactionforgrowth

PrOmOtionin farmanimals has been amended based on the oplnion ofthe Scienti丘c

CommitteeonVeterinarymattersrelatingtoPublicHealth．

MoredetailedinformationisglVenintheannexestothissummaryreportasfo1lows：

ArLneXl：FigureoutliningthegrouplngOfsubstancesforfurtherevaluation

Amex2：Detailed report onimplementation ofthe CommunityStrategyfor Endocrine
DisruPterS

Amex3：GrouplngOfsubstanCeS

Annex4：SpecincrecommendationsoftheSCTEE

EN 290

＿二≡露

EN



Annexl：Fi空ureOutliningtheErOuDingOfsubstancesfbrfurtherevaluation
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Annex2：Detailed report on theimplementatiOn of the Community Strategy fbr

EndocrineDisrupters－1

CoNTEXT

Endocrine disruPterS are a grOulj of chehicals（natural，Synthetic，industrial

Chemicalsorby－PrOducts）exposuretowhichcancauseadversehealthefftctsinan

intactorganismorits o蝕pringor（Sub）populationbyalteringthefunctionofthe
endocrinesystem．

Inwildlifb，endocrinedisruPterShavebeenclearlyshowntocauseabnormalitiesand

impaired reproductive perfbrmanCein some species，and to be aisociated with

ChangesinimrrrLlnity，behaviour and skeletal deformitiesJIn humans，endocrine

disruPterShavebeensuggestedasbeingresponsibleforapparentchanges seenin

humanhealthpatternSOVerreCentdecades．TheseincludedecliningspermCOuntSin

SOmegeOgraPhicalreglOnS，increasedincidencesinnumbersofmalechildrenbom

WithgenitalmalformationsandincreasedincidencesofcertaintypesofcanCerthat
areknown to be sensitive to hormOneS．More controversially，links have been

SuggeStedwithimpalrmentinneuraldevelopmentandsexualbehaviour．

In orderto address thepotentialenvironmentalandhealthimpacts ofendocrine

disruPtiontheCommissionadoptedaCommunicationtotheCouncilandEuropean

Parliamentona“CommunityStrategyforEndocrineDisruPterS”inDecember1999．

This Strategysetsoutanumberofactionsrelatingto，interalia，ident摘cationof
Substances，mOnitorlng，reSearCh，intemationalc0－0rdinationandcommunicationto

thepublic．

On260ctober2000，theEuropeanParliamentadoptedaResolutiononendocrine

disruPterS，emPhasisingtheapplicationoftheprecautionaryprlnCipleandcallingon

theCommissiontoidentifysubstancesforimmediateaction．

On　30　March　2000，the Environment CounCil adopted Conclusions on the

CommissionCommunicationinwhichit stressedtheprecautionaryprlnCiple，the

needtodevelopquickande脆ctiveriskmanagementstrategiesandtheneedfor
COnSistencywiththeoverallchemicalspolicy．TheCouncilinvitedtheCommission

toreportbackontheprogressoftheworkatregularintervals，andfortheBrsttime

inearly2001．

A且rstprogress－r6POrtOfthe“CommunityStrategyforEndocrineDisruPterS”was

PreSentedinJune2001（COM（2001）262）．Thisis the second progress report

SummanSlngtheimplementationoftheStrategyundertheperiod2001－2003．

PROGRESSONSHORT－TERMACTIONS

The short－termaCtions havefocused on the need to gather up－tOqdate scientinc

informationonendocrinedisruPtionandontheextenttowhichitisa脆ctingpeople
andwildlifb．Theworkonidentincationofsubstancesforfurtherevaluationoftheir

roleinendocrinedisruPtlOnhascontinued．Actionshavealsobeentakeninthearea

Ofpubliccomrmnicationandtogatherinformationconcernlngdifferentinitiatives
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On endocrine disruPterS．FurthermOre，theissue of monitoring programmes to

estimateexposurehasbeenaddressed．

2．1．　Establishmentofaprioritylistofsubstancesfbrfurtherevaluationoftheirrole

inendocrinedisruption

InJune2000，a．Brstprioritylistof．substancesfor－furthetevaluatiらnoftheirrolein

endocrinedisruPtionwassetup（Studyreportentitled：“Towardstheestablishmentof

a priority1ist of substancesforfurther evaluation of their rolein Endocrine
DisruPtion－PreParationofa candidatelistofsubstances as abasisforpri0rity

Setting”CarriedoutbyBKHConsultingEngineers，NL）．

Ina丘rststep，aCandidatelistof553substanceswasidentined，fromwhichevidence

Of endocrine disruPtion or potential endocrine disruPtion wasfoundforl18
SubstanCeS．AnanalysISOfthelegalstatusofthesel18substancesrevealedthat9

substanCeSWereneitherrestrictednorbeingaddressedund占rexistingCommunity

legislation．

FollowlngaWideconsultationontheBKHreport，itwasdecidedtomakeanin－

depth evaluation ofthese9candidate substances，namely2，2’－bis（4－（2，3－ePOXy－

PrOPyl）phenyl）propane Or BADGE，Carbon disulphide，4－Chlor0－3－methylphenol，
2，4－dichlorophenol，4－nitrotoluene，0－Phenylphenol，reSOrCinol，4－tert OCtylphenol

and2，2’，4，4’－tetrabrominateddiphenyletherortetraBDEaswellasfor3natural／

Synthetichormones（oestrone，OeStradiolandethinyloestradiol）．

It was also consideredimportant to gather data／information on persistency，

PrOductionvolumesandlegalstatusoftheremainlng435Candidatesubstancesfor

Which there wasinsufncient datain the BKH2000report to assess endocrine

disruPtionorpotentialforendocrinedisruPtion（duenottolackofdatabuttolackof

resourcestogatherthedata）．

Thusin2001，thetwostudieswerelaunchedsimultaneous1y．The丘rstone，entitled

“Studyonthescientincevaluationof12substances（9＋3）inthecontextofendocrine

disruPterPrioritylistofactions”，WaSCarriedoutbyWRc－NSF（UK）andthe“Study

Ongatheringinformationon435substanceswithinsufBcientdata”，WaSCarriedout

byBKH－RPSGroup（NL）．

ユ日．　‥∫J〃小。JJ血J．ヾ（山〟〃九・州J／JJ‘J／ん〃り／、／∴、－〃／，・ヾ／〟〃付Y血Jカビ川′J／凸Jrイー川‘あげ血ぐ

‘〟．ヾJ叩／ぐり，J・／川・／（1、／山（小甘／ん川・ヾ‥

Theevaluationfra血色workofthe12substancesthathasbeendevelopedinthisstudy

isdesignedtorepresentastagebetweentheidentiBcationofpotentialsubstancesof

COnCem（inthe prioritisation process）and any potentialpolicy．action・This

assessmentaimstoreviewthenatureandextentofendocrinedisruptlnge脆cts，in
humansandwildlifb，Ofidenti丘edchemicals（andpotentiallyothersinthefuture）in

a criteria－based approach．The developed evaluationframework considersifthe

effbctscanoccuratlowerconcentrationsthanthosecauslnge鮎ctsatsystemiclevel

andifparticulartargetgroup苧Ofworkers，COnSumerSOrWildlifeorganismsinthe

environmentarelikelytobeexposedtoconcentrationsofchemicalswhichexceed

e脆QtthresholdsduetocurrentemissionpattemS．Itneedstoberecognisedthatthe
録ameworkdoesnotinvoIvecarrylngOutafullriskassessmentofasubstanceunder

EN 293

養

EN



CouncilRegulation（EEC）No793／930ntheevaluationandcontroloftherisksof

existlngSubstanQeS．

Theapproachconsistsoftwobasictasks：

●Identincationofarobustdatasetandevaluationof！henaturPandvalidityofthe

availabledata．

・AssesslngtheimplicationsofthedatasetintermSOfwhetherthereissufBcient
robustinformation to draw conclusions on the nature and extent of endocrine

disruPtioninhumansand／orwildlifb（“weightofevidenceapproach”）and（ifnot）

Whatfurtherevidenceisrequiredtodrawconclusions．

2．1．1．1．AssessmentofpotentialendocrinedisruPtlnge脆ctsinhumans

The weight of evidence approach concluded thatfor a number of substances

（BADGE，4－Chlor0－3－methylphenol，2；4－dichlorophenol，4－nitrotoluene，0－Phenyl－

Phenoland4－tertOCtylphenol）theavailableinvivo dataindicate thatno adverse

effbcts onreproduction anddevelopmentinlaboratorymammals（whichmaybe

endocrinemediated）occuratexposurelevelswheregeneralsystemictoxice脆cts
areobserved．However，thereisuncertaintywithdatafor4－Chlor0－3－methylphenol，

2，4－dichlorophenol，4－nitrotoluene and resorcinol5　since although data on

reproduction and developmental endpointsis available，a definitive multi，

generationalreproductionstudyhasnotbeenconducted．

2・1・1・2・AssessmentofpotentialendocrinedisruPtingefftctsinwildlife

For most of theindustrial substances（BADGE，4－Chlor0－3－methylphenol，2，4－

dichlorophenol，4－nitrotoluene，0－Phenylphenoland4－tertOCtylphenol）theavailable

aquaticdatashowthatef托ctsinreproductionininvertebratesandfishareobserved

atslightlylowerorsimilarthresholdlevelsthanthoseforgeneraltoxice脆cts（i．e．
lethalityand／orgrowth）inthesespecies．However，thereisgenerallynodatainthe

reportedstudieswhichindicatewhetherthe observedefftcts onreproductionare

endocrine mediated・Indeedininvertebrates thereislimitedknowledge of the

endocrinologyofmanytaxonomicgroupsanditisuncertainwhetherreproductive

PrOCeSSeSaremOdulatedbyoestrogensorandrogens．

For consideration oftheriSk ofa substance to target groups ofhumans and／or

Wildlifea Margin ofSafbty（MOS）approachhas been adopted．The MOS（for

COnSumeruSe）＿料CalculatedbydividingthelowestNoObservableAdverseEf托ct

Level（NOAEL）toacompoundbyitsSystemicExposureDose（SED）duringnormal
use6・UsingtheavailableexposuredatatheMOSfortheaquaticcompartment

indicatedthat4－Chlor0－3－methylphenoland4－nitrotoluenedonotrepresentariskto

aquaticorganismswhereas2，4－dichlorophenoland4－tertOCtylphenolmayrepresent
arisk．

TheResorcinoITaskForcehasalreadyformulatedacomprehensivetestprogrammetoaddressthe
mainunCertaintiesand／Orgapsrelatedwiththepotentialadversee脆ctsoftheexposuretoresorcinoI
IfMOS＞100：thesubstanceisregardedassafeforuse．ThevalueoflOOcanbemodinedtoaccount

forperceivedsensitivetargetgroups（children）．Approachbasedonthe“Notesofguidancefortesting

Ofcosmeticingredientsfortheirsafetyevaluation“．SCCNFP／0321／00Final，2001
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Regarding the naturalvertebrate steroids，17β－OeStradiol and oestrone，and the

Syntheticsteroid17α－ethinyloestradiolallevidentlycausee脆ctsonthereproduction
anddevelopmentof鮎hwhichareprobablyendocrinemediated．Theseeffbctsoccur

at environmentally relevant concentrations and，therefore，these substances can

representarisktonshandotheraquaticvertebrates．ThepotentialforefEbctsis

PrObablygreaterfollowingexposur9tOnaturglsteroids－（17β－OeStradiolandoestrone）＿

thanthesyntheticsteroid17α－ethinyloestradibl．

2・1・1・3・Assessmentofcasesofparticularexposurerisk

SubstancessuchasBADGE，4－nitrotoluene，4－tertOCtylphenolandresorcinol（inhair

COlouring dyes）are producedin closed systems and／or are used as chemical

intermediateswhichminimisesthepotentialforworkerexposure．Anumberofthe

industrialsubstances（2，4－dichlorophenol，4－nitrotolueneand4－tertOCtylphenol）are

usedinthemanufactureofproductsfromwhichitisprobablethatthereisnoor

extremelylimitedconsumerexposure・However，informationonpotentialconsumer

exposureforthesesubstancesislimitedorabsentanditisdifficulttodrawrobust

COnClusionsontherisktovulnerablegroups・Furthertargetedmonitoringtoprovide
thisdataisneeded．

Forsubstanceswherethereisapotentialforconsumerexposure（BADGEthrough

epoxylining offoodanddrinkcans and4－Chlor0－3－methylphenolandresorcinol

throughpharmaCeuticalproducts）thedataindicatesthatthereisevidentlynoriskto

consumers，includingchildren，舟omcurrentexposurepattemS・7

ユノ・ユ　‥∫／〃小川りホ′J／′両′′．再叫げ〃～‘′J／州側J．；さ・、〃／勅JJ机一川ゾ／／＝〃呵肛血腑kl●●

Theactivitiesofthisstudyconstituteafollow－uPOftheBKH2000report・Themain

Objectivewastode鎖neamethodology，bywhichtoinvestigatetheremainlng435

CandidatesubstancesidentinedintheBKH2000report，andgatherdata／information
With a view to establish pr10ritiesforfurther evaluation of the role of these

SubstancesinendocrinedisruPt10n．3

The categorisation of the substanCeS has been prepared uslng a“re鎖ned

methodology”（afterconsultation，Withstakeholders．andtheCommissionScientinc

Committees）basedonthefolloTlngSCreeningcriterla：PerSistency，PrOductiondata，
COnSumPtio〟11Se PattemS，enVlrOnmental concentrations（range），eValuation of

endocrinedisruPting－relatedeffbctstakinginto considerationtherelevance ofthe

effbct parameter，teSt reliability，dose－reSPOnSe relationship，endocrine disruPtion

POt占ncy，endocfine disruPtion struCture－aCtivityrelationships，COmParison with

SyStemictoxicityandevaluationofexposureconcemtOhumansandwildlifb．

Fromtheworkinglistof435substances，204havebeenclassinedashighproduction

VOlume chemicals（HPV），PerSistentin the environment and to which human or
Wildlifbexposurecanbeexpected．Inasecondstep，theendocrinedisruPtinge批cts

inhumansandwildlifbhasbeenevaluatedandthesubstanCeSWereClassinedinto3

CategOries based on the avai1able evidence．This analysISleads to alist of94

The　丘nal study reportis availablein the Commission endocrine disruPterS’Website at：

hq）：／／europa．eu．int／comm／environment／endocrine
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Candidate substanceswith evidence of endocrine disruPtion，53with potential

evidenceofendocrinedisruPtionand57withnoscientincbasisforinclusioninthe
listorinsufBcientdatatodecide．

In a nnalstep，the evaluation ofthe exposure concem tO humansand wildlifb

resultedinalistof84substances8withhigh－eXPOS甲？COnCern，5substanceswith
medium－eXPdsureconcemand4sbbstanCeSWithlow－eXpOSureもoncem．substanCeS

identinedashavinghighconcemforexposure，belongto34di脆rent chemicals
groups，including，Chlorinated paramns，Phthalates，bisphenoIs，PAHs，PCBs，

dioxins／furans，triazines，Pyrimidinefungicidesandpyrethroids．

2．7．3．Co乃ぶ以Jrd如〃prOCeぶぶ

In a second stepin this priority setting exercise，the Commission’s Scienti且c

committeefor Toxicity，Ecotoxicity and the Environment（CSTEE），has been

COnSultedonthescientincrelevanceofthesetwostudiesandthemethodologyused

toestablishaprioritylistofsubstanCeSforfurtherevahation．TheOpinionofthe
CSTEE，adoptedon12－13November20039，eXPreSSeditsagreementwiththeoverall

SCient摘capproachofthetworeportsand銭ndsthedevelopedevaluationframework

appropriateforprioritysetting．Regardingthegeneralapproach，itconcludedthatthe

SCientincpreliminaryevaluationprovidesanappropriatebasisanditemphasizedthat

thepnoritisationshouldbeaniterativeprocesssothatnewinfbrmationisevaluated

whenitbecomesavailable．

For the WRc stu4y the CSTEE considers that the report reflects state－Of－the－art
knowledge regarding the compounds evaluated・Assessment of the data，

methodology and assumptions used to evaluate the e脆cts of the assessed

COmPOunds are sound．However，the detailed assessment of theindividual

COmPOunds disagrees with the conclusionfor2，4－dichlorophenoIwith respect to
Wildlife．Consideringtheverylimiteddatasetontheenvironmentale脆ctsofthis

COmPOund，theCSTEEisoftheoplnlOnthat，basedonthedataintherepoft，nO

COnClusionscanbetakenontherisksposedbythischemicaltotheenvironment、

The CSTEE agrees that the approach takenin theLBKH report provides a
SlgniBcantlylmPrOVed assessmentin comparison with the BKH2000report，・in

Particularwiththeuseofexposureandpersistencydata．FurthermOremisslngdataon

environmentisclearlyident摘edinthereport．TheCSTEEnotesthatavailabledata

OnendocrinedisruPterefEtctsespeciallyforpesticideshavenotbeenusedtoany

greatextent．Severalchemicalsareplantprotectionproductsandacomprehensive

riskassessment＿isTCOnductedunderDirective91／414／EC．Theuseofthisinformation

hasbeenverylimited，thusthe CSTEE considers thatthisinformation shouldbe
assessed．RegardingindividualchemicalsindustryprovideddataonlylnVeryfew

CaSeS．Specincconsiderations／recommendationsmadebytheCSTEEarelistedin

Annex4．

Thesyntheticcontraceptivedrug，Mestranol，isexcludedfromthisreview．Theeffbctsofthissynthetic

hormpnehavealreadybeenstudiedusingaweighofevidencPaPPrOaCh（WRc－NSFreport）
OpinlOnOftheCSTEE，adoptedduringthe40thplenarymeetlng・BruSSels，12－13November2003

http：／／europa．eu．int／comm／food／fg／sc／sct／out208＿en．Pdf
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Inparallel，Stakeholders，including EUMember States，industry associations and

non－gOVemmgtal organisations were consulted・10Member States and NGOs
COnSideredthatduringthelastyears，importantprogresshasbeenmadeinthisarea

andthatthisapproachwiththenewre抗nedmethodologylSagOOdstartingpointfor

CategOrisationofsubstancesandfurtherevaluation．

Inadditionthechemicalindustryexpressedconcemabbutthef左ctthatthelistcould－

beperceivedasade銭nitiveoneandnotasalistofcandidatesubstanCeSforjiLrther

evaluationoftheirroleinendocrinedisruPtion，SOtheyhighlighttheactiverolethat

theCommissionhastoplaylnPrOVidinginformationtothepublic．

2．7．4．丹血旬Ⅷ痢喝

2．2．

2．3．

EN

Thelist of substances　for　further evaluation that has been establishedin the

frameworkofthis strategy canbeused as ameantopnoritisetesting，tO guide
research and monitoring effbrts，tOidentifySpecinc cases ofconsumer use and

ecosystemexposureandtomakefulluseofexistinginstrumentSWhereappropriate．

InthecontextoftheCommunityStrategyforEndocrineDisruPterS，theCommission

doesnotintendtoduplicateworkoncandidatesubstancesforwhichriSkassessments

areunderwayordueunderexistingComrrrumitylegislation．Theassessmentofthe

legalstatusOfthe147candidatesubstances（outofthelistof435）deemedtohave

evidenceofendocrinedisruPtionorpotentialendocrinedisruPtionshowedthat129

Werealreadysu句ecttobansorrestrictionorwerebeingaddressedunderexistlng

Communitylegislation，althoughforreasons notnecessarilyrelatedto endocrine

disruPtion．18S止bstancesareneitherrestrictednorbeingaddressedunderexisting

Communitylegislation（Annex3，Tablel）．

Communicationtothepublic

Withthe aim ofmakinginformationavailal）le andaccessibletothepublicin an

慧怒t漂慧慧諾慧諾慧悪霊慧霊霊濃訝la叫
ThiswebsitecontainsanOVerviewoftheissueandhasbeendesignedtobring，the

information fiom a general to a more detailedlevel on the di脆rent activities

（comm空Cations，Studies，WOrkshopreports，reSearChactivities），developedbythe
CommlSSlOnintheframeworkofthisStrategy．・

Infbrmationexchangeandinternationalcooperation

TheCommissionheldaEuropeanworkshoponendocrinedisruPterSOn18－20June
2001inAronsborg（Balsta），Sweden，WithsponsorshipfromSwedishMinistry録om
Environment，SwedishNationalChemic◆alsInspectorate（KEMI），OECD，WHOand

theEuropeanEnvironmentAgency．Theobjectivewastoaddressseveralelementsof

the Strategy，including the establishment ofmonitoringprogrammes，information

exchange，intemationalcoordination，developmentoftestmethods／testingstrategy，

InformalStakeholderMeetlng，BruSSels15－160ctober，2003

http：〟europa．eu．int／comm／environment／endocrine
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researchanddevelopmentinordertomakerecommendationsforfuturedevelopment

ineachoftheseqreas・

TheworkshoprecognisedthattheareaofendocrinedisruPtionandthestudyofthe

POtentialeffbctsofthistypeofchemicalsonhumanhealthandwildlifewasoneof
increasing concem tO a11sectors ofsociety・This90nCem yaS eVidentin the

increaslnglevel of research，Whichis・・being　funded both nationally　and

intemationallybygovernments，regulatorybodiesandindustry．Theimportanceof

Closeliaisonbetweenthedi脆rentbodiesandsharingofinformationwashighlighted
toensurethatthebestpossibleuseismadeofavailableresources．Itwasevidentthat

endocrinedisruPtionisacomplexareaandthattherearesti11problems（Particularly

for human health）in establishing causallinks between exposure to suspected

endocrinedisruPterSandanye脆ctsmeasured．

GiventheplethoraofprogrammesaddresslngPOlicy，teStlngandscientifiCresearch

thathavebeeninitiatedacrosstheworld，theCommissionhasrecognisedthatthereis

animportantneedtopromoteinternationalin払rmationexchangeandc0－0rdination

SOaStOaVOidduplicationofeffbrtandmakebestuseofscarceresourcesandhas

launched a study on“Information Exchange andIntemational Coordination on

Endocrine DisruPterS”designed to address this requlrement．The study has been

CarriedoutbyMRCInstituteforEnvironmentandHealth（UK）．

Inordertoensure“currency”oftheinformationgathered，thestudywasconducted

Withinashorttimescaleandwas，Ofnecessity，limitedinscopeandextent．Itwas

Certainlynotintendedtorepresentanexhaustiveaccountofglobalresearchactivities

On．endocrinedisruPtion・Rather，itwasintendedtoidentifysomekeyareasof

actlVitywithinEurope，theUSandJapanandtoseekbroadopinionandviewsonthis

The study comprised a number ofinter－related elements．Information on the
activities，OPln10nS，aPPrOaChesandoutputsofvariousmemberandnon一memberEU

States and stakeholder organisations was obtained through semi－StruCtured

interviews，SuPPlementedwithdatafiomwebsites．Theinformationobtainedwas

Subjecttodetailedcriticalanalysis（SOCalledSWOT－analysis，i．e．identincationof

Strengths，Weaknesses，OPPOrtunities and threats）to compare and contrast the

approachoftheECwiththoseofitsMemberStatesandthegovemmentSOftheUSA

andJapan・In addition，key reports and assessments published by governmental

Organisations or other authoritative bodies wereidentined，and short summaries

PrePared to　further highlight relevant nndings，OPlnions，decisions and

recommendations；

The Commission has provided nnancial contribution to the publication of a

COmPrehensivereportonGlobalAssessmentQftheState－Qfthe－ScienceQfEnhcrine
DisnptoTT，Publishedin2002bytheIntemationalProgrammeonChemicalSafbty

（IPCS）．Thisdocument12isaresultofwideco11aborativeintemationaleffbrt．The

Commission was also representedin the　6th hternational Sy〝甲OSium on

EnvironmentalEndbcrineDisnpteTT2003，aSWellasinthewn0／IPCSworkshop
OnEn‘わcrineDisnpto7T：ResearchNeedsand助tureDirections，bothheldinJapan，

Thedocumentcanbedownloaded丘omhttp：〟ehp．niehs．nih．gov／who
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WhichhavelaidthefoundationforfurthercollaborationbetweentheEU，Japan，and

theUSAintheReldofendocrinedisruPtion．

2．4．　Establishmentofmonitoringprogrammestoestimateexposuretoandeffbctsof

thestIbstancesontheEDprioritylist

Withaview・tOintegratlngtheareqSenviro甲lent，healthandresearch，aWOrking＿

grouponintegratedenvironmentandhealthmbnitoringforEndocrineDisruPterSWaS

setupundertheEuropeanEnvironmentandHealthStrategy13inSeptember2003・

TheworkinggrouphaspreparedabaselinereportincludinganOVerviewofexisting

endocrine disruPterS mOnitoring programmes，the problems or shortcomlngS Of

existingmonitoringsystems，andrequlrementSforintegratedenvironmentandhealth
monitoringofendocrinedisruPterS．

Theteclmicalworkinggrouprecognisedtheneedtoprioritisecandidateendocrine
disruptlng Chemicals　forintegrated monitonng，based on both toxicological

informationandassessmentofavailableexposuredata，aCCOrdingtocurrentcriteria
forriSkanalysis．Duringthe present exercisethe“Categoryl”listofsubstances

（CandidatesubstanceswithevidenceofendocfinedisruPtion），aSPreSentedinthe
BKH2000reportwasusedtoidentifyendocnnedisruPtingchemicalstargetedby

monitoring activities．It has been recognised that thisis not a de航nitivelist of

Chemicalsbutitwasdeemedtobethebeststartingpoint．

In the second stage the working group has established optionsfor actionand

recommendationsthathavebeenusedtodevelopageneralapproachtointegrated

environment andhealthinformationin the Commission，s Environment and Health

ActionPlan2004－2010．

2．5．　　0tIlerShort－termaCtions

The Commission has recently航nalised a study concemlng human exposure to

endocrinedisruPterSthroughdrinkingwater・14Ithasbeennotedinthestudyreport

thatmostoftheEuropeansurfacewatersandsomegroundwatersarecontaminated
Withlowlevels ofendocrine disruPterS andthatwithoutadequate drinkingwater

treatmentsteps，lowlevelsofendocrinedisruPterSCanbeexpectedindrinkingwater．

However，theseconclusionshavebeenreachedrelyingonfewavailabledata（dnly

SOme？untries）andinthefutureaEuropeanwideassessmentontheoccurrenceof
endocnnedisruPterSindrinkingwaterisneeded．Forthispurposetheestablishment

Ofmonitoringprogrammesisrequired．

Concemlngthe‾馳inan‾healthrisks，ithasbeenconcludedthatthereisnotenough

knowledgetoevaluatethepotentialeffbcts丘omexposuretolowlevelsofendocrine

disruPterSViadrinkingwater．Basedonthescienti丘cliteratureavailable，itcanbe

COnCludedthatthecontributionofdrinkingwatertothetotalexposureofthisgroup

OfchemicalstohumanbeingsisverylowandmanyendocrinedisruPterSeSPeCially

bio－aCCumulating compounds，are takenup byfoOdinhigheramountonadaily

basis．

COM（2003）338final

StudyonHEndocrineDisruPterSinDrinkingWaterM・FraunhofbrInstituteforMolecularBiologyand

AppliedEcology．Schmallenberg，Germany，February2003
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The study concluded that thereis evidence showlng that endocrine disruPting

Chemicalsoflowpotency，SuChasorganotincompounds，Phthalates，bisphenoIAand
alkylcompou丘ds＝Can mlgrate丘om certain organic materials used，Whicharein

COntaCtwithwaterintendedforhumanconsumption．Bottledwaterscanalsobecome

COntaminatedbypotentialendocrinedisruPterS，Whichmigrate丘omthebottlesor

COntainersinwhichtheyarestored．

3．1．

PROGRESSONMEDIUM－TERMACTIONS

Aspartofthemedium－termaCtions，theCommissionissupportlngthedevelopment

andvalidationoftestmethodsbyworkingcloselywithMe血berStatestocoordinate

theEuropeanUnionlnPuttOOECD．Themedium－termaCtionsalsoincluderesearch

anddevelopment．

IdentificationandassessmentofendocrinedisruPterS

Theavailabilityof？greedteststrategies／methodstoidentifyandassess endocrine

disruPting chemicalsis a basic requlrementfor comprehensivelegislative action

aimedatprotectingpeopleandtheenvironment丘omthepotentialdangersposedby
thesechemicals．

The Commission particIPateSin the OECD Endocrine DisruPterS Testing and

Assess誓entTaskForce（EDTA），Whichwas setupin1998withthe aimof
developlnganintemationallyharmOnisedtestingstrategy．TheTaskForcereacheda

fullconsensusona“conceptualframework”foratestingstrategy，Whichcanbeused

asa“toolbox”，WhichmeansprovidingthetooIsinawel1－0rganisedwayandwithan

explanationoftheiruseandwhatkindofinformationtheyprovide，Withoutdictating
Whentouseit．This丘ameworkgeneratesinformationonmechanisticdatainvitro，in

vivoand／oronotheradverseef托ctsfromendocrineandothermechanisms．15

In addition the Task Force has deBned a set ofmethods to be developed and

Validated（COmParisoチOfsensitivity，relevancyandreliabilityofthetests），fortesting
theeffbctsofendocrlnedisruPterSOnhumanhealthand／ortheenvironmentandthe

experimentalworkhasbeenorganisedintodiffbrentValidationManagementGroups

（VMG）：VMGTnOnanimaltests，VMG－eCOtOXicologyandVMG－mammalian．

Thelatestestimatesarethatagreedtestmethodsforsomeenvironmentalandhuman
health ef托cts will be nnalisedin2005．Test methodsfor environmental effbcts

include：鮎hscreenlngaSSay，amPhibianmetamorphosisassayandsomeinvertebrate

tests（e・g・COPePOd・÷teSt）・Testmethodsforhumanhealthincludes：Uterotrophicassay

（SubmittedforapprovaltotheNationalCoordinatorsthisyear），Hershbergerassay
andenhancedTG407．

3・2・　ResearchandDevelopment

IntheFourthFrameworkProgrammeofResearchandTechnologlCaldevelopment

（1995－1998）thetopicofendocrinedisruPtionemergedasaresearchpriorityasa

responsetorlSlngPublicandpolicyconcems．Around12millioneuroswerespenton

http：／／www．oecd．org／document／62／0，2340，en＿2649＿34377＿2348606＿1＿1＿1＿37465，00．html
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Pr亘iects dealing with endocrine disruPtion．Since most e脆cts oflendocrine

disruPting chemicals had at that time been observedinthe environment and，in

Particular，intheaquaticworld，manyOftheprdectsfocusedonnshpopulationsto
understandthe．mechanismsinvoIved，tO developtestmethods andtoidentify

POtentialendocrlnedisruPterS．However，PrqIeCtSOnOtherthanwild－lifbe脆ctsof
endocrinedisruPtingchemicalswerealsoinitiated，SuChase脆ctsonfarmanimalsor
humanreproduction・Finalreportsareavailableonthe‾壷eb．16

Inthe Fifth FrameworkProgramme ofResearch andTechnologlCaldevelopment

（1998－2002）theQualityofLifbandManagementofLivingResour誓SThematic
Programmehasspentover44millioneurosonendocrinedisruPterSPrqeCtSandhas

SPOnSOred20shared－COStreSearChprqjects．Thehumanhealthissuesassociatedwith

endocrinedisruPterShavebeenmainlyfundedthroughthekeyactionEnvironment
andHealth．Researchprq）eCtSOneffbctsofendocrinedisruPtingchemiCalsonhuman

reproductivehealthhavecontinuedandexpanded．However，thescopeofthestudies

hasdivers摘ed：SeVeralpr亘iectsdealwitheffbctsontissuesororgansotherthanthe

reproductivesystem（brain，mammaryglands，bone，etC）．Afewprqjectsarefocused

OnteClm010gicaldevelopment，beitsensordevelopmentfordetectionofendocrine

disruptingchemtcalsorhewinvivo（tran竺genicanimals）orinvitrotestingmethods・
Fina11y，tWOPrqeCtSfocusontheprotectlVee脆ctsofphytoestrogensfbrcanceror
OSteOpOrOSis．Am亘iorityoftheseprdectswillhaveregulatorypolicyimplications，

Sincetheyaddresstheissueoflow－dose，long－termOrmultipleexposuretoendocrine

disruPtlngChemicalsandwillbringnewdataconcemingtheseissues．

Inadditiontoindividualprqjectwebsites available，DGResearchhascreatedand

maintainsawebpageonED－relatedresearch，includingongolngandpastresearch

Pr可ects，futureactivitiesincludingcallsforproposalsaswellasanextensivelistof

linkstovariousorganisationsworldwidedealingwithissuesrelatedtoED17・TheED

research－relatedissueshavealsobeenpresentedinnumerousscientincconfbrences，

PrqjectmeetlngS，andpublicfora，includingthe2004GreenWeekeventinBruSSels．

DGResearchoftheCommissionhasalsopublishedaJbintCatalogueQfEndbcrine
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TheEnergy，EnvironmentandSustainableDevelopmentProgrammehas坑nanced

SeVenPrqjectsincludingtwopr亘iectsbelongingtotheCREDOCluster（Seebelow）

Withatotalbudgetofaround16millioneuroswhereendocrinedisruPtionrelated
researchactivitiesareincluded・TheprqleCtS are SuPPOrtedunderthekeyactions

SustainableManagementandQualityofWaterandSustainableMarineEcosystems．

In2001，thetwoprogrammes，aSadirectresponsetothecalltoenhanceresearch

effbrtsbytheEuropeanCommission’sStrategyonendocrinedisruPterS，launcheda

JOint callfocused on endocrine disruPterS，Culminatingln theformation ofthe

CREDOcluster19（theClusterofResearchintoEndocrineDisruPtioninEurope）

Which waslaunchedin Apri12003．The cluster consists offour prdects
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http：／／europa．eu．int／comm／research／endocrine／prqjects＿COmPleted＿en．html

http：／／europa．eu．int／comm／research／endocrine／index＿en．html

http：／／www．cordis・lu／lift／andhttp：／／europa．eu．int／comm／researCh／quality－OfL1ift．html

http：／／www．credocluster．info
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Prqjects，initi戒ed‾in20020r2003，Willbeassociatedtothecluster．Thisresearch

PrOgrammeiscomplementlngOngOlngeffbrtstoassesstherisksposedbychemicals

andprovidingadirectcontributiontotheEUStrategyforEndocrineDisruptersand

Chemicalspolicies，SinceitwillcontributetoformlngaSOundscientincbasefor

evidenceforendocrinedisruPtingcapabilitiesofchemicals．Theelusteristobecome

apolntOfreferenceofEuropeanresearchinthisneldanditsactivitiesareopento

OtherongolngEU－fundedprqjectsinthisarea．

Pr可ects dealing withfood related aspects ofendocrine，disruPterSin the wider
contextofhormOneSinmeathavealsobeenfunded．

Inthe SixthFrameworkProgrammeofResearchandTechnologlCaldevelopment

（2002－2006），thetopicofendocrinedisruPtionisbeingspeci且callyaddressedby

Pri0rity5（FoodQualityandSafbty）andbyPriority6（SustainableDevelopment，

GlobalChangeandEcosystems）21．

In Pri0rity5，endocrine disruPtionis coveredin particular bythe sub－area
EnvironmentalHealthRisks．Theo切ectivesaretoidentifytheenvironmentalfactors

thatare detrimentaltohealth，understandthemechanismsinvoIvedanddetermine

howtopreventorminimisethesee脆ctsandrisks．Oneresearchfocusistheimpact
OfendocrinedisruPterS．

hthiscontext，alargeNetworkofExcellence，CASCADE22，focusedonresearch，
riskassessment，education，andinformationonchemicalsascontaminantSinthefood

Chainwasla皿ChedinFebruary2004・This5－yearPr亘iectwithabudgetof14．4

millioneurosand197membersfrom8Europeancountriesand18instituteshasas

itsobjective：（i）creationofadurable，StruCtured，andmultidisciplinary．networkof

expertsinthis neldthroughintegratedteaching，management，dissemlnation，and

SCient的c activities；（ii）spreading excellence beyond the Network ofExcellence

PoE）to educational organisations，the草eneralpublic，Public and private
Organisations，andpolicymakers；（iii）improvlngriskassessmentinthisfield；（iv）

harmOnisation ofanalytical methodsand other methodologleS，riSk assessment

PrOCedures and standards；血ding of common．approaches；（V）improving
interdisciplinarycompetenceandthinkingamongstsclentists，inparticularthosewho

areatanearlystageoftheircareer，inthearearelatedtohumanhealthefftctscaused

bychemicalcontaminantsinthefood；（vi）providingnovelscient泊cinformationon
themechanismofactionofchemicalresiduesandcontaminantsinfood．Thefocus

WillbeinpartiQPhronchemicalswithendocrinedisruPtingproperties．

Asmaller－SCale3－yearSPeC摘ctargetedresearchprdecthasstartedin2003focused

On the e脆cts of mixtures of neurotoxic substances（PCBs，methyl mercury）

COntaminatingfood（DEVNERTOX）．

InPri0rity6，undertheareaofComplementaryResearch，aCallforproposalswas

launchedin2003toaddresstheissuesrelatedtodbvelqpmentQfrねkassessment

http：／／www．edenresearch．info

http：／／www．cordis．lu．food
WWW・CaSCadenet．org
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stressoTTincludingmixturesqf．chemicaLs．Ⅰnadditionmethodgjbrr由kassegSmentQf

pharmaceuticaLsin theenvironmenthas been covered・The selectedprqjects are

undernegotiation．

4． PROGRESSONLONG－TERMACTIONS

Thelong－termaCtionsinclude the review and adaptation ofexistinglegislation，

govemlngthetestlng，aSSeSSmentanduseofchemicalsandsubstanCeSWithinthe
EU．

4．1．　Legislativeactions

J．日．此苫JJ／〟／ん招川仇げ〃恒ど／／JL′爪頑刷・‘JJ／棚．上’l・‘J／JJ‘血糊‥・l′′仙げ／・…Jん〃＝…（川川′肋f洲（イ
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On290ctober2003，the Commission adopted a proposalfor a Regulation of

EuropeanParliamentandofthe CouncilconcemlngtheRegistration，Evaluation，
Authorisation and Restrictions ofChemicals（REACH），eStablishing a European

ChemicalsAgencyandamendingDirective1999／45／ECandRegulation（EC）TI
PersistentOrganicPollutants・230neofthekeyelementsoftheproposedregulationlS

anauthorisationprocedureforsubstanCeSOfveryhighconcem．Substancesofvery

highconcemincludethosethatarecarcinogenic，mutagenicortoxictoreproduction

（CMRs），CategOryl and2，andthose thatmeetthe criteriainthe proposalfor

SubstanCeSthatarepersistent，bioaccumulatingandtoxic（PBTs）orverypersistent

andverybioaccumulating（vPvBs）．Inaddition，SubstanCeSthatareidenti丘ed，Ona

case－by－CaSebasisthroughaproceduresetoutintheproposal，aSCauSlngSeriousand

irreversiblee脆ctstohumansortheenvironmentwhichareequlValenttothoseofthe
CMRs，PBTsandvPvBsarealsoconsideredtobesubstancesofveryhighconcem

andthuss止かcttoauthorisation．SuchsubstanCeSincludethosehavingendocrine
disruPtlngPrOperties．

TheauthorisationprocedurerequlreStheCommissiontoglVe SPeCincpermission

beforesuchasubstancecouldbeusedforaparticularpurpose，marketedassuchor

asacomponentofaproduct・Giventhatmanyoftheserioushumanhealtheffbcts

whichhavesofarbeenassociatedwithendocrinedisruptingchemicalsaretesticular

cancer，breastcancer，PrOStateCanCer，decreaseinspemquality，CryPtOrChidismand

hypospadia，itislikelythatmanyendocrinedisruPterCandidatesubstanceswouldfall

under this authorisation procedure directly as a CMR substance・FurthemOre，

adverseeffbcts血theendocrinesystemofwildlifbspecieshavebeencausallylinked

tocertainpersistent，bioaccumulatingandtoxicsubstances・Suchsubstanceswould

besubjecttoauthorisationasaresultoftheirPBT－PrOPerties・Itshouldbenotedthat
manyoftheendocrinedisruPterCandidatesubstancesarepesticidesandby－PrOducts，

formedfor example during combustion，and therefore not within the scope of

REACH．The number of additional substances out of the endocrine disruPter

Candidatelisttofa11undertheauthorisationprocedureonacase－byNCaSebasisisnot

POSSibletopredictbecauseoflackofdata，butmightpotentiallybeafbwdozen・

COM（2003）644鎖nal
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TheWaterFrameWOrkDirective setsenvironmentalobjectives ofgoodchemical

StatuSforsurfacewatersandforthepreventionofpollutionofgroundwater．

Forsurface waters，the Directiveprovidesforatwo tiered approach to control

‾chemicalpollution，WhichincludesactionsatnatibnallevelandEUwideaction．

Atthenationallevel，MemberStatesarerequiredtoidentifychemicalpollutantsof

ヲignincanCeforeachofthewaterbodies（anindicativelist，Ofthemainpollutantsis

lnCludedinAmexVIIIoftheDirective），tOSetqualitystandardsforthewater，tO
establish emission controlmeasures and to achieve these standards by2015．A

SPeCinc categoryincludesthose‘与ubstancesandprq？arations，Orthe breakdbwn

／り●り‘k／丁′十！′′サIl空†JJ…．／：′…了‘J㌣／㌍・ヾ州。‘ご′●（空鮮血．り′●′＝′轡空
pr甲er如∫W鋸c m即q炉cJ∫ねro喚re〃ね吻ro戒r甲rOゐCわ〝OrO娩ere〃あcr〃e－

relatedbnctions．inorviatheaquaticenvironment”（AmexVIII－Group4）・This

meanSthattherelSanObligationforMemberStatestotakeactiontopreventhuman

exposureofendocrinedisruPtlngSubstancesviatheaquaticenvironment．Thisaction

Shallbecoordinatedinriverbasins，andaprogrammeofmeasuresshallbeinplace

in2009andbecomeoperationalin2012．

Inthemeantime，the existinglegislation，Directive76／464侶EC24，0nPOllution

CauSedbycertaindangerOuSSubstancesdischargedintotheaquaticenvironmentof

the CommunityShallbeimplementedin accordance withthe principles outlined
aboveoftheWaterFrameworkDirective．

Atthe CommuniO；level，theWFD setsoutastrategyagainstpollutionofsurface

WaterSbychemicalpollutants（Article16）．ThisstrategyincludestheidentifiCation

Of substances ofparticular concem at Communitylevel，and the adoption of

environmentalqualitystandardsandemissioncontroIsforsuchsubstances．Thefirst

listof33substanceswas adoptedin200125，andatpresenttheCommissionis

PreParing a proposalfor the quality、Standards and emission controIs fbr these
Substances．It should be noted that，Of these33　substances，21are candidate

endocrine disruPting substances　for which evidence or potential evidenceノOf

endocrinedisruPtionwasfoundintheBKHreports（BKHreports2000－2003）．

ThelistofsubstanCeSistobereviewedevery4years，andasfurtherknOwledgewill

be gathered regarding endocrine disruPting properties，thisinformation could be

takenintoaccountinthefutureprioritisationofsubstanCeSforactionatCommunity
level．

From the nrstprioritylist，Certain substances can also be classined as“priority

hazardous”andshouldbesubjecttocompletephase－OutOfallemissions，lossesand

Directive76／464／EEC：CouncilDirective of4May19760nPOllution causedby certain dangerOuS

SubstancesdischargedintotheaquaticenvironmentoftheCommunity．OJL129，18．5．1976，P23

DecisionNO2455／2001／EC ofthe EuropeanParliamentandofthe Councilof20November2001

establishing thelist ofpriority substancesin the Beld ofwater policy and amending Directive

2000／60／EC．OJL331，15．12．2001，p．1
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dischargesduringa20yeartimefiame．EndocrinedisruPtioncouldbecomeimportant

Criteriaforsortingsubstancesorgroupsofsubstancesintothisgroup．．

Regardinggroundwater，theCommissionhasadoptedaproposalfbraGroundwater

directive，Whereit recommends establishing threshold values（established by

MemberStatesforde鎖ningthegroundwatergoodchemicalstatus）foraminimum

listofpollutantS（AnnexIIIofthedirective）．．．AlthoughendocrinedisruPterSarenOt

explicitlylisted，inprlnCipletheycouldbecoveredbythisclause，ifMemberStates

identinedthemandconsideredthattheycouldrepresentariskforthepollutionof

groundwater．Thisproposalalsoincludes therequlrementtOidentifyandreverse

Slgnincantincreaslng trendsin pollutant COnCentrations，including endocrine

disruPterS．

Regardingprevention，directandindirectdischargesofpollutantsareprohibitedboth

bytheWaterFrameworkDirectiveandtheGroundwaterDirectiveproposal（Article

60fthe proposal），thus ensuring a continuityofthe protection regime ofthe

80／68／EECDirectivewhichwillberepealedin2013．

4．J．3．8かecJルe夕＆像ヲノ官C o〃血曾〟dJ砂q／wder加ね〝鹿dカr力〃∽α乃CO乃∫〟〝pJわ〃

pr加揖〝g押berβかecル可．

Atthisstage，andinlightoftheresultsofthestudyreportEndbcrineDisr岬teYSin

dyinkingwaterandthestakeholderconsultationprocesscamiedout26，ithasbeen

recommendedthatnolimitvaluesforindividualendocrinedisruptersintheDrinking
WaterDirectiveshouldbesetup．

More toxicological and monitonng data are needed to evaluate the risk of

COnSumPtlOnOfdrinkingwater，eSPeCiallyinplaceswithahigherriskofpollution．

Futurelimitvaluesforthetotalpotentialendocrinee脆ctscanalsobeproposed，ata
laterstage，OnCeagreedtestsareavailable・

TheproblemposedbythereleaseofendocrinedisruPtlngChemicalsfrommaterials

incontactwithdrinkingwaterand／orbottledwaterneedstobeaddressedinthe

丘ameoftheongoingworkoftheEuropeanAcceptanceScheme（EAS）．Thisscheme

willincludetheassessmentoftheadverseef托ctsofsubstancesonhumanhealthand

possiblyendocrinedisruPtere脆ctsandtheuseofpositivelistsfortheclassi鮎ation
Ofsubstancesreleased丘ommaterialsthatareincontactwithdrinkingwater．Inthe
futuretheEASwillbeappliedthroughouttheEU．

4．7．4．8かecJgve夕2万外宮Co〃Ge乃erαProゐC鱒陶砂GP鱒ノ

Inthecontextofconsumerexposure，Directive92／59／ECongeneralproductsafety
hasbeenidentifiedintheCommissionCommunication（COM（1999）706）asakey
riskmanagementinstrumentforshort－termemergenCyaCtion．Itshouldbenotedthat

thisDirectivehasbeenreplacedbyarevisedDirective（2001／95／EC），Whichhadto

betransposedintonationallegislationby15January2004．ThisDirectivecontains

new provisions coverlng a Clarincation and enlargement of the scope of the

Directive，a StrOnger rOle　for European　Standards，additional obligations　for

Seminarondrinkingwater，BruSSels27－280ctober2003
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PrOducersanddistributors，abanonexportofprohibitedproducts，reinforcementof
the obligations and powers of the Member States　for market surveillance，

COllaboration between Member Statesand the Commission，improvement ofthe

RAPEXsystem（RapidAlertsystemfornon－foOdproducts），チSimplincationof

COnditionsandproceduresforurgentmeasuresatCommunitylevelandlastbutnot

leastanimprovementintransparencytothegeneralpublic．

JJ・jt　β／′・れ・J血リ〟J／J′苦だC。（）肛しγ〃両日血／，山dWり′目方ビ′Ⅲ∬五〃（オJ仇J／汀PJ・（血・J山JJ

Pro血Cね．

Directive　91／414／EEC sets out a Community　harmonised　framework　for

authorisation，uSeandcontrolofplantprotectionproducts．Abasicpnncipleofthe

Directiveisthedevelop竺entOfapositivelist（Amexl）ofactivesubstancesthatare
acceptablefor the envlrOnment，humanand animalhealth．Once a substanCeis

includedinthe positivelist Member States may authorise the use ofproducts

COntainlngthem．

In1992，theEuropeanCommissionstartedaCommunity－Widereviewprocessforall

activelngredientsusedinplantprotectionproductswithintheEuropeanUnion．Ina

reviewprocessbasedonscientincassessments，eaChapplicanthadtoprovethata

Substance could be used safbly regarding human health，the environment，eCO－

toxicologyandresiduesinthefoodchain．Thisreviewprogrammewillbecompleted

by2008，inajointeffbrtbetweentheEuropeanFoodSafbtyAuthority27whichdeals
WithriSk assessmentissues and the European Commission that retains therisk

managementdecision，

InaccordancewiththeprocedurelaiddowninDirective91／414／EECandhaving

regard to upgraded scientinc and technicalknowledge，the Commission has

OrgamiSedtheworktoamendAnnexesIIandIIIoftheDirective（datareqTirements
forchemicalactivesubstancesanddatarequlrementSforproductscontainlngthose

Substances）・Expertsarediscussingneyspecincdatarequirementsandprinciplesfor
riskassessment ofendocrine disruPtlOn andwi11reportto the Commission．Itis

envisagedthattheEuropeanFoodSafbtyAuthorityshouldalsoprovideanopinion

On the possible amendments to be proposed by the Commission．The nnalised

PrOPOSalwouldbe submittedtothe StandingCommittee ontheFoodChainapd
AnimalHealthforaformalopinionwhichcouldbedeliveredbyqualinedm年iority．

Becausethe competent authorities have highlighted the needfor having a test
PrOCedure which could connm Whether or not“identi且ed candidatesM are real

endocrine disruPtlng Substancesitis　foreseen that as soon as agreed test

methodologleS＿讐＿endorsed by the OECD，these could beintegratedinto the

assessmentprocess・Inthemeantime，Wheresubstancesarecurrentlybeingevaluated

andwhere thereis a suspICion ofendocrine disruPting potentialofa substance，

additionaltestinghasbeenrequestedandperfbrmed，andtheresultsassessed．Several

SubstanceshavesofarbeentestedaccordingtoaspecincprotocoIcalledjishblll昨
q）Cletest．TheresultsofthesetestshaveallowedcompetentauthoritiestoresoIve

doubtsaboutthosesubstances．Thisworkcontinuesinandbeyond2004．

http：／／www．ef岳a．eu．int
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TheBiocidalProductsDirectivelaysdownrulesandproceduresforapprovalofthe
activesubstancesusedinbiocidalproductsatCommunitylevelandquth0risationof
biocidalproductsintheMemberStates．ThescopeoftheDirectiveencompasses23

PrOducttypes dividedintothefourm亘iorareas，disinftctants，PreServatives，PeSt
COntrOlandotherbiocidalproducts．

TheDirectiveestablishedalOyearstransitionalperiodfromitsentryintoforce，14
May2000，forthepurpose ofconducting a systematic examinationof“existing”

activesubstances．Aftersuchanexamination，adecisionistakentoincludeortonot

includetheactivesubstanceinAnnexI（activesdbstancesinbiocidalproducts）orIA
（activesubstancesinlow－riskbiocidalproducts）totheDirective．Followingsucha

decision，Member States shall ensure that authorisations or，Where relevant，

registrationsforbiocidalproductscontainlngthatactivesubstanceareincompliance
With the provisions ofthe Directive and where necessary the authorisations are

granted，mOdinedorcancelledasappropriate．Detailsofthereviewprogrammehave

beenlaiddowninCommissionRegulations1896／2000and2032／2003．

Theharmonisationofthebiocidalproductsmarketisachievedbyhavingacommon
SetOfdatarequlrementSOnbothactivesubstancesandbiocidalproductscontainlng

those active substances，and by assesslng and evaluating the submitted datain

accordancewithharmonisedevaluationcriterla，the so－Called“umiformpnnciples”

（seeAmexVIoftheDirective）．InaccordancewiththeuniformPrinciples，anurnl）er
OftoxicologicalandecotoxicologlCaleffbctsarlSlngfromtheexposureofhumans

andtheenvironmenttobiocidalproductshavetobetakenintoaccount，amOngthem

alsoreproductiontoxicityandotherspecialpropertiessuchasendocrineeffbcts．In
line with the provisions of the Directive and to facilitate the day－tO－day

implementationoftheDirective，teChnicalnotesfbrguidanceondatarequlrementS
WaSadopted．However，atthetimeofdraftingtheguidancedocuments，forseveral

endpointsnoclearde鎖nedorstandardisedtestmethodsdidexistandconsequently

the applicants were cautioned thatitis expected of them to supervise the

developmentofrelevantandcurrentmethods．

Newtestmethods are continuouslybeing developedandthe applicant shouldbe

currently updated・Among these endpoints the endocrine disruPtOrS has been
highlightedforspecialcareanditisrequestedtocheckforthelatesttestmethods

available，aS SeVeralintemationalprogrammes atthe momentattemptto develop

thesetests．

4J．7．かgrecかe夕6万デと∂〃Cer〃加g伽prO如才血刀0〃′力e〃∫e加ぶ加頓r〝7加gげcerねか2
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The use ofsubstances having an oestrogenic，geStagenic or androgenic efftctis
restrictedunderDirective96／22／ECconcemlngtheprohibitionontheuseinstock－

farmlng Ofcertain substanCeS having a hormonalorthyrostatic action andbeta－

agonistsasamendedbyDirective2003／74／EC．TheDirectiveprohibitstheuseof
Substances having ahormonalaction fbrgrowthpromotionin farm animals and

identines precise circumstances under which they may be administered tofood

PrOduclnganimalsforotherpurposes・

－　　　‾±±ヨ－1－　－
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Themeasureisbasedonthe19990PlnionoftheScientincCommitteeonVeterinary

mattersrelatingtoPublicHealth（SCVPH）whichwasrevisitedandconnrmedin
2000and2002・The SCVPH concludedinparticularforthe six hormOneS17L3－

OeStradiol，PrOgeSterOne，teStOSterOne，Zeran01，trenboloneandmelengestrolacetate

thatadverseeffbctstohumanhealthcouldbeenvisagedifusedasgrowthpromoters．

Theseinclude endocrine，developmental，immunological，neurObiological，

immunotoxICigenOtOXic andcarcinogenic e脆cts．Fof17L3－0eStradiolthe SCVPH
alsoconcludedthatitisacompletecarcinogen．Italsostressedthatofthevarious

SuSCePtibleriskgroups，PrePubertalchildrenareofgreatestconcem．
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Amex3：GrouDingOfsubstances

Tablel：Substanceswithevidence（Categ0rvllorevidenceofT）Otentialendocrinedisrut）tion（CategOrY2lwhichareneitherrestrictednor
Ctlrrentlvbeingaddressedunderexistin空Commumitvlegislation（18stlbstancesl

Groupname CASNumber Substance

ll

Statusunder Statusunder Statusof OtherRisk OtherRisk 0therHazard

Dir Reg reviewunder Assessment Management ．Identification
76／769／EECl

Oradaptations
toteclmical

prOgreSS

793／93／EECll Dir

91／414／EEClll

Ins仕uments Instruments ．hsはuInentS
　　　　 l

AlkylphenoIsand
derivatives

11081－15－5 Phenol，isoocty1

BisphenoIs 25085－99－8
BisphenoIA－diglycidylether

polymer（mw＜700）

Chlorinated

CyClodienesand

CamPhenes

5103－73－1 Cis－Nonachlor

39765－80－5 TranS－Nonachlor

2597－11－7 1－Hydroxychlordene

Chlorophenoxy

COmPOun ds
93－76－5

2，4，5－T＝2，4，5－Trichloro一

Phenoxyaceticacid

Dicafboximides

88378－55－6

3，5－Dichlorophenyl－Catba－

mhacidイ1－Ca血oxy－ト

me也yl）－allyl

83792－61－4 N－（3，5－Dichlorophenyl）－2－

hy血0Xy－2－me血y1－3－buten－

EN

粧． EN



G roup nam e C A S N um ber Substance Status un der Status un der S tatus of 0 th er R isk 0 th er R isk O ther H azard
D ir R eg review under A ssessm ent M anagem en t Iden t摘cation
76／769／EE C l

Or adaptations
to tecbn ical

p rOgreSS

793／93／EE C ll D k
9 1／4 14／EE C ul

b s仕uIn entS ins廿um enb Ins仕um en ts

acidam id

H C H and isom ers 608－73－1
軽exachlorocy cloh exane＝
1 JH C H mi x ed

l

H C H an d isom ers

306 68－06－5

1・，3－Dichlor0－2，2－bis（4－

m ethoxy－3－m eth ylph enyl）
PrOPane

297 1－36tO

B is－O H －M eth 0X yChlor＝

1，1，1－trichlor0－2，2－bis（4－
hydroxyphenyl）ethan e （H T P E）

72－43－5 P，P’－M ethoxy chlor

O rgan OPhosphor

PeSticides
52－68－6 T rich lorfo n ＝D ip terex

PA H s

7099－43－6
5，6－Cyclopent0－1，2－

benzan th racene

56－49－5 3－M ethylcholanthrene

57－97－6
7，12－D im e也y1－1，2－

benz（a）anthracene

P heny lhydroxy 10ト53－1 Ph eny1－4－hy droxyphenyl－

EN

ニ：・・

1

EN
t



G roup nam e C A S N um b er Substance Status un der Status under S触 SOf O ther R isk O ther R isk 0 血er H azard

D ir R eg review u nder A ssessm ent M anagem ent Identifi cation
76ノ769／EE C l

Or adaptations
to teclm ical

PrOgreSS

793／93／EE C ll D ir

9 1／4 14／EE C lll

InSはum ents Instrum ents In sはum entS

P henylm eth an es m eth an e＝4－benzyl－Phenol＝

p－benzy lph enol
l

0 也er substances 94－82－6
l2，4－dichlorophenoxy－butyric

acid ＝2，4－D B

餌
－
－

EN
二・・二 EN

19・l



Table2：SubstanceswithevidenceonED（Categ0rvllalreadvregulatedorbeingaddressedunderexistingleeislation（82substances

HighProductionVolume（HPV）and／orpersistentand／orexposureexpectedaswellasevidenceofendocrinedisruptivee脆cts

G roup nam e C A S Sub stance

I

E xpo sure Status un der D ir Statu s under Status Of review 0 血er R isk O therR isk 0 也erH azard

N um ber COnCem 76／769／EE C lV or R eg un der D ir A ssessm ent M an agem ent Identification

adaptations to

tecbnical

prOgreSS

793／93／E E C Y 9 1／414／EE C Yl b s血 enb h sはuInen tS h stm m ents

　 l

A lk ylb enzenes

and sty renes

1202－48－1 T rich lorobenzene H igb L ist2

A lk ylph enoIs

an d d erivatives

1806－26－4 phenol，4－OCty1 H igh O p h ion of也e

SC F Vii

D ir

2002／72／EC Ylli

D ir

89／109／EE C IX

A れ3

A lk ylph enol

e也0Xylates

90 16－45－9 N onylphenoleth oxylate H igh D ir 2003／53／EC

（R estriction）

O p h ion of也e
SC F

D ir 89／109／EE C

A 鵬3

B isphen oIs 106－89－8 E pichlorohy dri n （1－
Chlor0－2，3－q）OXy－

propane）

H igh O p in ion of th e

SC F

D ir 2002／72／EC D ir 89／109／EE C

A d 3

C arbam ateS 63－25－2 C arb aけ1 H igh D ir 97／56／EE C

（Labellin g R 50）

D ossier un der

evalu ation by
EF SA．ESi s
R app orteur．

Chlorin ated

para鯉ins

85535－85－9 Interm ediate chain

Ch lori nated p arafn ns

H igh L ist2

EN

ご∴
EN



G roup nam e C A S Sub stan Ce E xpo sure Status under D ir Status un der Status of review O th erR isk O therR isk O therH azar d

N um ber COnCern 76／769侶EC IY or R eg un der D ir A ssessm ent M an agem ent Identi負cation

adaptations to

tecbnical

prO許eSS

793／93／EE C V 9 1／414／EE C Vl b s仕um ents b stm ents In strum entS

85535－84－8 Shortch ain Ch lori nated

para鈍ns

l

H igh D ir 2002／45／℃C

（B an on sale to

generalpublic）

List l

l

C hlorophenoIs

and b enzenes

608－93－5 Pentach lorob enZene H igb （Labellh g R 50，

S3）

O p血ion of也e

S C F

87－86－5 Pentachloroph enol

（PC P）
H igh （Labelling R 50，

S3）

D ir 2002／72／EC D ir

89／109／EE C，
A れ3

D D T 2 97 1－22－4 1，1，1－Trichlor0－2，2－bis H igh P esticide uses D D T D D T

derivatives and

m etabolites

（4－Chloropheny l）eth an e of these are all
banned by

D irective
79／117／EE C

derivatives an d

m etab olites（as

group）

Feed：D ir

2002／32／EC X
A nnex l

derivatives and

m etabolites（as
許Oup）

Feed：D i∫

2002／32／EC，
A H 3．

65 14 8－80－3 3－Me0－0，p’－DDE H igh

432 16－70－2 3－O H －0，P’－D D T H igb

6514 8－8ト4 4－Me0－0，P’－DDE H igb

6514 8－72－3 4－Me0－0，P’－DDT H igb

EN

三・t
き

EN
19・l



G ro叩 nam e C A S Substance E xp osure Status un der D ir S tal山S under StahlS Of rev iew O ther R isk O th er R isk O ther H azard

N um ber COnCem 76／769／E E C lV or R eg un der D ir A ssessm ent M anagem ent Identi丘cation

adap tation s to

tecIm ical

PrOgreSS

793／93／E E C V 9 1／4 14／E E C Vl h s仕um ents b sけu m ents h stnlm entS

65 148－75－6 5－Me0－0，P’－DDD H igh

65 148－82－5 5 －M e0 －0 ，P てPD Eさ
　　 」

H igh
I

65 148－74－5 5－Me0－0，P’－DDT H igh

65 14 8－73－4 5－OH－0，P’－DDT H igh

4329－12－8 m ，P ’－D D D H igb

65 14 8－83－6 0，p ’－D D A 一glycinat ＝

N －［（2－Chloropheny l）

（4二chloropheny l）acety l］

gly cin

H igll

53－19－0 0，P ’－D D D H igh

3424 －82－6 0，p ’一D D E H igh

14 835－94－0 0，P ’－D D M U H igb

789－02－6 0，P ’－D D T H igh

72－54－8 P ，P ’－D D D H igh

72－55－9 P ，P ’－D D E H igb

EN

モ∴
1

EN
t



G roup n am e C A S Sub stan ce E xposure Status un derD ir Sb tus un der Status ofrevi ew O therR isk O ther R isk O ther H azard
N um b er COn Cern 76／769／EE C IY or R eg ． underD if A ssessm ent M an agem en t Ident摘cation

adaptations to

technical

prO greSS

793／93／EE C V 9 1／414／EE C Yl h strum entS In s什um ents In strum en ts

1022－22－6 P，P’－D D M U H igIl

D ioxins 505 85－41－6 2，3，7，8－Te B心D　′ H 短血 D ioxh s（as

group）

SC F oph iom Xl

Feed：SC A N

Op ln lOn・Xll

D ioxh S（as

group）

Fo od：R eg
466／200 1Xlll，

am en ded by
R eg 375／2001XlY

Feed：D ir

2002／32／EC ．・
A nnex l；

am ended by D ir
2003／57／E C XV

D ioxins （as■

group）

Fo od：R eg
（EE 。）
315／93X’1，Ad2

F eed：D ir
2002／32侶C，

A れ3

D icafboxi－

m ides

32809－16－8 P rocym idon H igb O n 丘rstpriority

list．Decision

expected in
2004－5

D ithiocafb a－

m ates

80 18－01－7 M an COZeb H igh D ir 20 02／41／EC ‾

（Labelling X i）

Ⅰn A n nex I

9006－42－2 M etiram （M etiram －

COm plex）

H igb O n fi rstpri ority
list．Decision

expected in

EN

三二・‥ EN
l t＝l



G ro叩 nam e C A S Subsh nce E xp osure Statu sun der D ir Status under Status ofreview O ther R isk O th er R isk O th er H azard

N um ber COnCem 76／769／EE C lV or R eg un der D ir A ssessm ent M an agem ent： Identi負catio n

adap tation s to

tec】叫ical

prOgreSS

793／93／EE C V 9 1月14／E E CⅥ h s仕um entS Insはum ents In str皿 entS

2004－5

Furan S 118 174－38－2 6－M em y1－1，3，8－ ，

tri ch lorodib dnzofu ran

H igb F urans（as

許Oup）

SC F opin ion．

Feed：SC A N

Op m lOm

F urans （as

group）

Food：R eg
4 66／200 1，

am end ed by
R eg 2375／200 1

F eed：D ir

2 002／32／EC．▲
A n nex l；

am end ed by D ir
2 003／57／EC

F urans （as 一

group）

Food：R eg
（EE C ）315／93，

A れ2

F eed：D ir
2002／32／E C，

A 鵬3

H C H an d

lSOm erS

3 19－85－7 B eta－H C H H igh Pesticide uses

ofth ese are all
banned by

D irective
79／117／E E C

F eed：D ir

2 002／32／EC，
A n nex l

F eed：D ir

2002／32／E C ，
A 鵬3

608－73－1 H exachlorocycloh exan

e ＝H C H m ixed

H igh D ir
84／49 1侶E C XVli・

（D ischarges to

W ater）

W F D ＿PSXViii

EN

一
射
制
御 」

EN



G roup nam e C A S Sub stan Ce E xpo sure Status un der D ir Statu s un der－ Slatus of review O therR isk 0 th er R isk 0 也erH azard
N uIn ber COnCem 76／769／EE C lV or R eg under D ir A ssessm ent M an agem ent Identi負cation

adaptations to

tecbnical

prOgreSS

793／93／E E C V 9 1／414／EE C Vl In sk um ents b stm m en ts In strum ents

H y血oxy－
benzon itrils

1689－83」4 Ioxynil

　 l

M edium A m ex I

inclu sion

prop osal
expected soon

l

M ethoxy dhlor

and d eri vatives

N o C A S O9 6 1，1一雨chlor0－2，2－bis（4－

bydroxypheny l）e也ane
（H P T E）

H igh Norestriction．It

w illbe m en－
tioned as tox ic
fo r repro du ction
（Cat 3）in 28th

A T P

72－43－5 M eth 0XyCh lor H igh U ses w ith draw n

by C O M

D ecision
2076／2002／EC

O rganopho s－

Phorpesticides

122－14－5 F enitrothion H igh D ir 2002／61／E C

（Lab ellin g R 50，

S3）

D o ssier under

evaluation by
E F SA ．U K is

R ap por［eur．

PA H s 56 614－97－2 3，9－Dihydroxybenz（a）

anthracene

H igb PA H （as group）

Op h ion ・SC F

F ood：Reg
（EE C ）315／93，

A n 2

EN

鰍】責．′
メ EN l†・t



G roup nam e C A S Substan Ce E xp osure Stah S u nder D ir Status un der Status ofreview O th er R isk O th er R isk 0 也er H azard
N u血ber COnCern 76／769／EE C lV or R eg u nder D ir A ssessm ent M anagem ent Identification

adaptation s to

technical

PrOgreSS

793／93／EE C Y 9 1／414／EE C Yl h s打um ents h sはum entS h sはum ents

50－32－8 B enzo［a】pyren e

　 1
・】

H ig寧 D ir 20 02／61／EC

（B an On Sale to
也e general

Pub lic －CM R 2）

W F D －PS

（PA H as group，

B aP one
ind icator P A H ）

」

PC B s and P C B N o C A S 12 7 2，4－6－ H igh D ir 76／769／EE C D ossier un der F ood：R eg
etb ers T rich lorobiph enyl and 85／467／EE C

（B an on sale to
也e gen eral

Public）

evaluation b y
E F SA －

C O N T A M

panel

（EE C ）315／93，
A 鵬2

F eed：D ir

2 002／32／EC，
A h 3

N o C A S 12 8 3，4’，5－
Trichlorob iph enyl

H igh

6765 1t37－0 3－H y血oxy－2’，3’，4’，5’－

tetrach lorobip henyl

H ig壬1

1007 02－98－5 4，4－Diby血0Xy－2，3，5，6－

tetrach lorobiph enyl

H igh

13049－13－3 4，4－Dihy血0Xy－
3，3’，5，5’－

tetrachlorob iph enyl

H igh

53905－33－2 4－H y血oxy－2，2’，5’－ H igh

EN

J
EN



G ro叩 nam e C A S Sub stan ce E xposure Status un der D ir Status u Ilder Status ofreview O th er R isk 0 th er R isk 0 th er H azard

N um b er COnCem 76／769／EE C IY or R eg un der D ir A ssessm ent M anagem ent Identi丘cation

adaptations to

teclm ical

PrOgreSS

793／93／E E C V 9 1／414／EE C Vl Instrum entS b stm m ents ・ Instm m ents

trichlorobiphenyl

6765ト34－7
　l

4－H y血0X y－2冒 ，，4 ，，5’－

tetrachlorobif）henyl

H igb

149 62－28－8 4－H y血0Xy－2’，4 ’，6’－

trichlorobiphenyl

H igh

N o C A S O40 4－H y血oxy－3，3’，4’，5’－

tetrachlorobiphenyl

H igh

440 0－06－0 4－H ydroxy－3，4’，5－

trichlorobipheny l

H igb

N o C A S O97 4－OH－2，2’，4’，5，5’－

PentaChlorobip henyl

H igb

549 9ト93－4 C lophen A 30 H igb

8068－44－8 C lophen A 50 H igh

N o C A S O38 M ixtu∫e Of 2，3，4，5－

tetrach lorobiph enyl
（PC B 6 1），2，2’，4，5，5’－

OCtaChlorobiph enyl
（PC B lO l）an d
2，2’，3，3’，4，4’，5，5㌧

OCtaChlorobiph enyl

H igh

EN
劫！l

EN l l l



G ro叩 nam e C A S Sub stance E xp osure Status un d erD ir Sh tus un der Status Of review 0 血er k isk O ther R isk． 0 也er良随ばd

N um ber COnCern 76／769／EE C lVor R eg un derD ir A ssessm en t M an agem en t Ⅰdentification

adaptations to

tecbnical

prOgreSS

793／93／EE C V 9 1／414侶EC Vl In s仕um en ts h s打um ents ■ h stn皿en tS

（PC B 194）

N o C A S O39 P C B lO4 （2！才．2’；4，6，6’一

PentaChlorobipheny l）

H igh

N o C A S O4 1 P C B lO 5 （2≠3，3’，4，4’一

PentaChlorobiphenyl）

H igb

N o C A S O92 PC B l14 （2，3，4，4－，5－

PentaChlordbiphenyl）

H igh

3 150 8－00－6 pC B l18 （2，3㌧4，4－，5∴

PentaChlorobiphenyl）

H igh

N o C A S O42 PC B 122 （2，3，3－，4，5 －

PentaChlorobiphenyl）

H igb

N o C A S O3 7 PC B 126 （3，3’，4，4㌧5－

PentaChlorobiphenyl）

H igb

3 83 80－07－3 P C B 128 （2，2’，3，3㌧4，4㌧

hexachlorobiphenyl）

H igIl

37680－65－2 P C B 18 （2，21，5－

trichlorobiphenyl）

H igh

55702－46－0 P C B 2 1（2，3，4－

trichlorobiph enyl）

H igh

EN

恕
EN



G foup nam e C A S Sl血stance E xp osure Status un der D ir Status under Status ofreview O th er R isk O ther R isk O therH azard

N um ber COnCern 76／769／EE C lV or R eg u nderD ir A ssessm ent M anagem ent Identi負cation
adaptations to

teclm ical

prOgreSS

793／93／EE C V 9 1／414／EE C Vl h sk um entS h s仕um ents h strum entS

70 12－37－5 P C B 2 8 （2，4，4㌧

trich lorob iphenyl）

H igh

35693－99－3 P C 8 52 （2，2－；5，5㌧tetra－

Ch lorob iph enyl）

H igh

N o C A S O36 P C B A roclor lO 16 H igb

N o C A S O87 PCB1382，2’，3，4，4㌧5’一・

hexachlorob ipheny l

H igIl

N o C A S O88 PCB1802，2㌧3，4，4’，5，5㌧
heptachlorobipheny l

H igh

P C T 1264 2－23－8 P C T A roclor 5442 H igh D ossier under

ev alu ation by
E F SA －
C O N T A M

pan el

F ood‥R eg

（EE C）315／93，
A d 2

F eed：D ir
2002／32／EC，

A鵬3

Phth alates 84－6ト7 D icyclohexy lphth alate

（D C H P）

H igh D ir 93／10／EE C ■ D ir
89／109／EE C，

A 止‾3

84166－2 D ieth y lphthalate

（D B P）

H igh O p in ion of th e

SC f■

D ir

89〃09／EE C，

EN

廟
l EN



G roup n am e C A S Sub stan Ce E xpo sure Status under D ir Statu su nder Status of review 0 th erR isk O ther R isk 0 th erH azard

N um b er COnCem 76／769／EE C lV or R eg un der D ir A ssessm ent M anagem ent Identi丘cation

adaptations to

technical

prO許eSS

793／93／EE C V 9 1／414／EE C Vl b s仕um ents In strum entS In strum entS

A れ3

P yreth oids 82657－04－3 B ife nthri n （＠Talstdr） H igh D ossier un der

evaluation b y
R app orteur

F ran Ce PrlOr tO
E F SA

evaluation．

t

914 65－08－6 C yhalothrin （＠K ar ate） H igh U ses w ithdraw n
bシC O M

D ecision
94／643／EC

529 18－63－5 D eltam ethrin H igh In Am ex I（D ir

2 003／5／）

104 53－86－8 R esm ethrin H igh U ses w ithdraw n
by C O M

D ecision

2 076／2002／EC

Py rim idin es

an d Py ri din es

60 168－88－9 F en arim 01 H igh O n firstpriori ty

list．Decision

expected in
2004－5

19 18－02－1 P icloram M edium T o b e evalu ated．

D o ssier

EN

鱒㌦ 」 EN l　■l
l



G roup n am e C A S Sub stan ce E xp osure Status un d er D ir Status un der Statu s of rev iew 0 th er R isk 0 th er R isk 0 th er H azard

N um b er COnCern 76／769／EE C IV or R eg under D ir A ssessm ent M anagem ent Identi負cation
adaptation s to

teclm ical

PrOgreSS

793／93／EE C Y 9 1／4 14／E E C Vl Ins血 nents Ⅰnstnlm entS ， b strum ents

　l
り

expected to

a汀ive to
R app orteur
（U K ）befbre

N ove血ber
2003．

l

T riazin es an d

triazoles

65277－42－1 K etoconazol H igh N o status as not
1isted as being

authorised
anyw h ere

2 1087－64－9 M etri buzin H igh D ossier un der

evaluation by
E F SA a氏er D K

as R app orteur
PrePar ed th e
draR assessm en t

report・

886－50－0 T erbu tryn M edium U ses w ith draw n
by C O M

D ecision －

EN
紅 EN l　曾■l

†



G roup nam e C A S Substance E xposuTe Status under D ir Stab s under S也血遁Of rev iew 0 th er R isk 0 血er R isk　■ 0 血er H azard

N u血ber COn Cem 76／769／EE C lV or R eg under D ir A ssessm ent M anagem ent Identi丘cation

adaptation s to

teclm ical

prOgreSS

793／93／EE C Y 9 1何14侶E C Vl h s打um ents h stm m ents ■ h stm nb

2076／2002／EC
I

O ther

Substances

72－33－3
　　　　l

M estran o12苧】、． H igh

0 th erp esticides 10 6－93－4 D ibrom oethan e （ED B ） M ed ium D ir 97／56／E E C

（B an on sale to

m e general

Public －C M R 2）

Pesticide u ses

of this are
bann ed by

D irective
79／117／E E C

28　　Mestranol，Syntheticcontraceptivedrug

EN

EN



Table3：SubstanceswithDOtentialevidenceonED（CategOrV21alreadvregulatedorbeingaddressedtmderexistinelegislation

r47substancesI

HighProductionVolume（HPV）and／orpersistentand／OrexposureexpectedaswellasevidenceofpotentialendocrinedisruPtiveefftcts

G roup n am e C A S Sub stance Status un der D ir Status un der R eg Status of review O therR jsk O ther R isk H azard

N um b er 　l
lr

76／769／E E C or 793／93／E E C under D ir A ssessm ent M anagem en t Identificatidn

ad aptations to

technical

prOgreSS

9 1／4 14／E E C In s仕um ents h stm en ts h s仕um ents

A lkylphenol

eth oxy lates

144 09－72－4 4－N onylphen oh on aeth oxylat

（T ergitoIN P 9）

（R estri ction） U ses w ith drm
by C O M

D ecision
2076／2002／E C

C arb am ates 116－06－3 A ldicafb U ses w ithdraw n
by C oun Cil

D ecision

2003／199／E C

1563－66－2 C afbofu ran ． D ossier un der

evaluation by
E F SA a銃er

PreParation of
draR assessm ent

reportb y
R apporteur （B ）

EN
鮒　． EN 、　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　1　日



G ro叩 nam e C A S SubStan Ce Status un der D ir Sti血lS under R eg Statu s・Ofrev iew O tb er R isk O ther R isk H azard

N u m b er 76／769／EE C or 793／93／EE C u nder D i∫ A ssessm ent M anagem e山 Identification
a血ptations to

tecb nical

prOgreSS

9 1／414／E E C h s仕um ents h stn lm entS 血はtm emtS

724 90－0ト8 F en oxycarb

ll

T o b e evaluated．

D ossier expected

to a汀ive to
R app orteur（D K ）

befo re N ovem b er
2004、

16752－77－5 M e血om y l D ossier un der

evaluation by
E F SA ■aR er

prep ara吏on of
draR assessm ent

rep o正by
R apporteur（U K ）

D initroan ilides 1582－09－8 T ri fluralin D ossier un der

evaluation by
E F SA aR er ■

prep aration of
draR assessm ent

rep ortby
R app orteu∫

（G reece）

W f D －PS

EN

－＿＝＿r　　　∧　　　ノー一一一一一一Jヽ－．＿叫

EN



G roup nam e C A S Substan Ce Status un der D ir Status un der R eg Status ofreview O tb er R isk O therR isk H azard

N um ber 76／769／E E C or 793／93／EE C under D ir A ssessm ent M an agem ent Id ent漬cation

adap tation s to

teclm ical

p rOgreSS

9 1周14／EE C 工nstm m ents ⅠnStm m entS In s加皿entS

D ioxins 10933 3－34－8 1，2，3，7，8－PeBDD

　 l

D iox in s（as

group）

SC F opin iom

F eed：SC A N

Opm lOn・

D iox血S （as

group）

Food：R eg
466／200 1，

am ended by R eg
2375／200 1

F eed：D ir
2002／32／EC ．

A nn ex l；

am en ded by D ir
2003／57／EC

D iox ins （as

group）

Food：R eg （EE C）
315／93，Aれ2

F eed：D ir
2002／32／EC，

A 鵬icle 3

N o C A S l12 1，2，4，7，8－PeCDD

N o C A S l15 1，3，7，8－TeBCDD

50585－46－1 1，3，7，8－TetracIllorodibenzo－
dioxin

50585－40－5 2，3－Dibrom0－7，8－dichloro－
dibenzodiox in

109333－32－6 2，8－Dibrom0－3，7－dichloro－
dibenzodiox in

EN 髄
l

EN



G roup nam e C A S Substance Status u nder D ir Sねh S under R eg Status of review 0 血er R isk O ther R isk H azard

N uIhber 76／769／EE C or 793／93／EE C un der D ir A ssessm en t M an三唱em ent ・ Iden也負C如ion
adap tation s to

tech山cal

p rOgreSS

91／414／EE C In strum entS ・ b s仕um e血ts h stm m ents

13 1167－13－0 2－Brom0－1．，3，7，8－tetraChloro－

d油en zodio永山

109333－33－7 2－Brom0－3，7，8一打ichloro－
diben zodio丈in

9774 1－74－7 7－Brom0－2，3－dichloro－
diben zodioxin

112344－57t7 8－M eth y 1－2，3，7－trich loro－
diben zodioxin

103456－39－9 T eB D D

F urans 125652－16－6 6－Eth y 1－1，3，8－trich loro－

dibenzofu ran ・

D ioxins （as

許Oup）

SC F opin ion．

Feed：SC A N

Opm ion．

D iox血S（as

伊Oup）

Food：R eg
466／200 1，

am en ded by R eg
2375／200 1

Feed：D ir
2002／32／E C

A m ex l；

am en ded by D ir
2003／57／E C ＿

D ioxins （as

許Oup）

Food：R eg （EE C ）

315／93，An2

F eed：D ir
2002／32／EC，

A 止icle 3

EN
l

鶴



G roup nam e C A S Substance Status un der D ir S tatu s un der R eg Status o freview O ther R isk O ther R isk H azard

N um ber 76／769／E E C or 793／93／E E C un der D ir A ssessm ent M an agem ent Id enti丘cation

adaptation s to

tecbnical

prOgreSS

9 1／4 14／E E C b s仕uIn entS h strum ents ln strum entS

125652－13－3 6－i－Propy l一局3，8－trich loro－

d ibenzofu raム

139883－51－5 6－M eth y1－2，3，4，8－tetraChloro－

diben zofu ran

172485－97－1 6－M ethy 1－2，3，8－tri chloro－

dibenzofu ran

125652－14－4 6－n－P rop y1－1，3 ，8－扇cbloro－

dibenzoR Iran

125652－12 －2 6－t－B uty1－1，3，8－tri chloro－

dibenzofu ran

103 124－72－7 8－Brom0－2，3，4－扇chloro－

dibenzofu ran

139883－50－4 8－M eth y1－1，2，4 ，7－tetraCh loro－

dib enzofu ran

1724 85－96tO 8－M ethy1－1，3，6－tri chloro－

dib enzo fu ran

1724 85－98－2 8－M eth y1－1，3，7－tri chloro－

dib enzofu ran

EN 軸
l

FN



G roup n am e C A S Sub stan Ce Statu s under D ir Status under R eg Status ofreview 0 th er R isk 0 th er R isk H azard

N um ber 76／769／EE C or 793／93／EE C un derD ir A ssessm ent M an agem en t Identification
adaptation s to

technical

p rOgreSS

9 1／414／EE C h stm m ents h stnlm en tS h sはuInentS

1724 86－00－9 慧 慧 慧 ㌘ 7‾te血 ch loro‾

　1

l

1724 85－99－3 8－M ethy1－2，3，7－tri chloro，

dibenzo魚lran

H C H and isom ． 319－86－8 D elta－H C H P esticide uses of
th is are ban ned

by D irective

79／117／EE C

H ydroxyb enzo－

nitri ls

1689－84－5 B rom oxynil A n nex I
inclu sion

decision

exp ected in

COm g m On也S

O rgan OPh osq

Ph oTPeSticides

30560－19－1 A cephate U ses w ithdraw n
by C O M

decision
2003／218／EC

4 70－90－6 C h lorfe nv inphos U ses w ithdrm
by C O M

D ecision＿

2076／2002／E C

W f D －PS
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抱
．

．
″
議
闇
州
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G roup n am e C A S Sub stan ce Statu s un der D ir Status un der R eg S tahlS Of review 0 th er R isk 0 也er R isk H azard

N u m ber 76／769／E E C or 793／93／EE C un derD ir A ssessm ent M an agem ent Iden ti負cation

adaptations to

tech hical

prOgreSS

9 1／414／EE C b s血 nents Instrum en tS h stm m ents

7786－34－7 M evinphos≒・Phosdrin

　 lF

U ses w ith draw n

by C O M

D ecision
2 076／2002／EC

l

13 17ト21－6 Ph osoph am idon U ses w ithdraw n

by C O M
D ecision

2 076／2002／EC

P A H 56－55－3 B enz（a）an th racen e D ir 97／56／E E C

（B an on sale to

the general

Pdblic －CM R 2）

D ossierun der

evaluation by
E F S A a氏er

PrePar ation of
dra氏assessm ent

reportby
R app orteur（＄）

Pyrethroids 584t79－2 B ioallethrin ＝d－tranS

alletk in

U ses w ith drawn
by C O M

D ecision
2 076／2002／EC

523 15－07－8 C yp erm ethrin A 皿 eX I

incltlSion
d ecision

expected in
2 004－2005

EN

EN
1　　1　　　　　　‥1



G roup n am e C A S Subsb n ce Statu s under D ir Status under R eg Statu s ofrev iew O ther R isk O ther R isk H azard

N u m b er 76／769／E E C or 793／93／EE C un der D ir A ssessm ent M anagem ent Identin cation

adaptation s to

tecIm ical

prOgreSS

9 1／4 14／EE C b s仕um ents h stm m ents h sm はm entS

2 60 02－80－2 F e n o血血＝：Sum it叫n

　　 ■】

N o statu s as not

listed as being －

authorised
m y W h ere

1

516 30－58－1 F en valerate U ses w ith drawn
by C O M

D ecision

1998／270／E C

694 09－94－5 F luvalinate T au－fl uvalinate

to be evaluated．
D ossier expected

to ard ve to
R apporteur（D K ）

befo re N ovem b er
2004．

5264 5－53－1 P em etbrin U ses w ith draw n

by C O M
D ecision

2000／817／E C

T riazines an d

triazoles

2 1725－46－2 C yan azine U ses w ith draw n

b y C O M
D ecision

2076／2002／EC

EN

EN



G roup nam e C A S S山bstance Status underD ir Statu s un der R eg Statu s ofrev iew O th er R isk 0 th erR isk H azard

N um ber 7 6／769／EE C or 793／93／E E C un der D ir ． A ssessm ent M an agem ent Identi丘cation

adaptations to

technical

prOgreSS

91／4 14／EE C h strum entS Instrum entS h stn lm entS

t 2593－15－9 E tridiazole ・ I
　　 ll

T o b e evaluated．

D ossier expected

to a汀ive to
R apporteur（N L）
befbre N ove血ber

2004．

l

123－88－6 T riadim enol D ossier un der

evalu ation by
R apporteurU K

Pr10r tO E F SA

evalu ation．

0 th er pesticid es 51－03t6 P iperonylbutoxide Is n otcon sidered

as a p esticidal

activ e sub stan ce．
Is outof scope of
th e D irective．

72 87－19－6 P rom etryn U ses w ith draw n

by C O M
D ecision
2076／2002／E C

EN

EN
l t l
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G roup nam e C A S N um ber S ub stan ee

74 115－24－5 C lofe n tezine ＝Chlorfbntezin e

O th er pesticides 88－85－7 D inoseb

80844－0 7－1 E tho氏nprox

12006 8－37－3 F ipronil

766 74－2 ト0 F lutriafo 1

22 12 －67－1 M olinate

886 7 1－89－0 M yclobutan il

4 685－14－7 P araqu at＝1，1’－dim ethy1－4，4’－bipyri dinium

82－68－8 Pen tachloron itrob enzene （P C N B ）

23950－58－5 Pronam ide

1177 18－6 0－2 T hiazop yr

O th er substances 106－47－8 4－C hloroaniline

119－6 ト9 B enzophenone

6 8－12－2 D im ethy lfo rm am ide （D M FA ）

108－05－4 V iny lacetate

EN 335

一

一

一

、

】

　

　

　

【

EN



Table5：SubstanceswhicharedeemednottobeendocrinedisruT）terS．Onthe

basisofavailableinfbrmation（19substances）

Groupname CASNumber Substance

Biphenyls 92－52－4 DiphenyL

Benzamidazoles 17804－35－2 Benomyl

Chlorinatedcyclodienesand

CamPhenes

3734－48－3 Chlordene

Dinitroanilides 40487－42－1 Pendimethalin

Diuronderivativesand

metabolites

35367－38－5 Diflubenzuron

OrganOPhosphorpesticides 2921－88－2 ChlorpyrifoS

919－86－8 Demeton－S－methyl

62－73－7 Dichlorvos

51276－47－2 Glufbsinate

301－12－2 Oxydemeton－methyl

299－84－3 RorLnel＝fbnchlorfoS

22248－79－9 Tetrachlorvinphos＝Gardona

Otherpesticides 71751－41－2 Abamectin

33089－61－1 Amitraz

2439－99－8 Glyphosate

1024－57－3 Heptachlorepoxide

3554－44－0 Imazalil

11141t17－6 Azadirachtin

19044－88－3 Oryzalin 〉養
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Annex4：SDeCincrecommendationsoftheSCTEEon純TwostudvreDOrtSOn

endocrinedisruT）terSbvWRc－NSFandBKHConsultin佗En血eersM

“Study on the scientinc evaluation of12substancesin the context of endocrine

dirupterprioritylisIofactionsM，CamiedoutbyWRc－NSF（UK）．

●　Asnotedinthereport，thereisverylimitedknowledgeofinvertebrateendocrinesystem

andecotoxicologicalmethodologyforreproductivetoxicitytesting．Italsopointstothe

almosttota11ackofdataonpotentialendocrinedisruPtereffbctsinamphibians・

●　Forcompoundswithanidenticalmodeofaction，SuChasoestrogenichormOneSand

Xen0－0eStrOgenSthatactthroughanOeStrOgenreCePtOr，theperformanCeOfindividual
risk assessmentsis problematic・For examPle，the effects ofnaturaland synthetic

OeStrOgenSmaybe additive，eSPeCiallysincethesecompounds o氏enc0－OCCurinthe

aquaticenvironment．

●　Aproblemencounteredintheassessmentandinterpretationofthedataconcernsthe

lowandvariabledetectionlevelsofvariouscompounds，inparticulartheoestrogenic

hormOneS：thedetectionlimitsforthesecompoundswereintherangeOf；Orabove

COnCentrationsatwhich（OeStrOgenic）effbctshavebeenshownOnRsh．

・TheCSTEEagreeswiththeoverallconclusionsforthethreeoestrogens，butnotesthat
thereportsometimescontainserrorsandthatlimitednoticeisglVentOinvitrostudies．

“Studyongatheringinfbrmationon435substanceswithinsumcientdataM，Camiedout

byBKH－RPSGroup（NL）．

●　TheCSTEEagreeswiththereportthatreproductiontoxicitywasclassinedassystemic

toxicityandnotasendocrinedisruPtion，unlessspecincparameterSWereaffbctedsuch
ashormOnelevels．

●　LowproductionvolumechemiCalsbutwithhighreleaseintheenvironmentorwith

highPotencyarenotsufncientlycoveredinthereport．

●　Comments on wildli are generally good，butit must be specinedthat potential

endocrinedisruptere脆ctsaredif托rentforthehealthofhunanindividualsascompared

towildlifepopulaticinS二

●　Theuse ofterms sue血MaS ClassincationandlabellingmayglVeriseto considerable

misunderstandinglnViewoftheircurrentuseintheEuropeanUmion・

●　Typeofreleaseisnottakenintoaccountinthereport：industrialchemicalsoftenresult

incontinuousrelease；PeSticideuseOftenresultsintemporalrelease．

lDirective76／769侶ECrelatingtorestrictionsonmarketinganduseofcertaindangerous

早ubstancesandpreparations，Oradaptationstotechnicalprogress（ATP）ofDir76／769／EEC

：I，Regulation（EEC）No・793／93forRiskAss？SSmentOfExistingSubstances

lllDirective91／414／EECconcemlngtheplaclngOnthemarketofPlantProtectionProducts
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1VDirective76／769／EECrelatingtorestrictionsonmarketinganduseofcertaindangerous

Substancesandpreparations，Oradaptationstotechnicalpro甲eSS（ATP）ofDir76／769／EEC
V．Regulation（EEC）No・793／93forRiskAss？SSmentOfExistlngSubstances

VIDirective91／414侶EC－COnCemingtheplaclngPnthemarketofPlantProtectionProducts
vuscF：SCientincCommitteeonFood．

坤P：／／europa・eu・int／comm／food／臨／sc／sc打index＿en・html
V川Directive2002／72／ECrelatingtoplasticmaterialsandarticlesintendedtocomeintocontactwith

fbodstu仔s

IXDirective89／109／EECFrameworkDirectiveonfoodcontactmaterialsandarticles

XDirective2002／32／EConundesirablesubstancesinanimalfbed

XlopinionoftheScient摘cCommitteeonFoodontheRiskAssessmentofDioxinsand

Dioxin－likePCBsinFood；adoptedon22November2000．
http：／／europa．eu．int／comm／food／fusc／scf／out78＿en．Pdf二

OpinionoftheScientincCommitteeonFoodontheRiskAssessmentofDioxinsand

Dioxin－likePCBsinFood－Updatedbasedonnewscientificinformationavailablesince

theadoptionoftheScientincCommitteeonFoodoplnionof22ndNovember2000，adopted

甲30May2001・http：／／europa・eu・int／comnJfood／魚／sc／sc飢）ut90＿en・Pdf

XllopinionoftheScienti丘cCommitteeonAnimalNutritionontheHDioxincontamination

Offbedingstu蝕andtheircontributiontothecontaminationoffoodofanimalorlgin”

aqoptedon6November2000・http：／／europa・eu・int／comm／food／臨／sc／scan／out55＿en・Pdf

XlllRegulation466／2001settingmaximumlevelsforcertaincontaminantsinfoodstuff岳

XIVRegulation2375／2001amendingRegulation466／2001settingmaximumlevelsfor
certaincontaminantsinfoodstu脆

XVDirective2003／57／ECamendingDirective2002／32／EConundesirablesubstancesin

aりimalfbed

XVIRegulation315／93layingdownCommunityproceduresforcontaminantsinfood

XViiDirective84／491／EECof90ctober19840nlimitvaluesandqualityobjectivesfor

dischargesofhexachlorocyclohexane

XV”onthelistofPrioritySubstancesundertheWaterFrameworkdirective（Directive

2000／60／EC，AnnexX）andsubjecttoalegislativeproposalcuTrentlybeingdrafted，tO

PrOVideprotectionagainsthumanexposureviatheaquaticenvlrOnment．
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一ご＿一平成17年度食品安全確保総合調査報告書

国内で発生した事故・事例を対象として

食品安全に係る情報の収集と提供に関する
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